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倫敦 消息 

11 明治 一一 一 十四 年 五月 、六月- 『ホト 、ギ ス』： il 

(前略) 夫 だから 今日 卽ち 四月 九日の 晚を まる 潰しに して 何 か 御 報知 をしょう と 思 ふ。 報知し 度い と 思 

ふ 事 は澤山 あるよ。 こちらへ 来てから どう 云 ふ もの かい やに 人間が 眞 面目に なって ね。 色々 な 事 を 見たり 

聞いたり する につけて 日本の 將來と 云 ふ 問題が しきりに 頭の 中に 起る。 柄 にないと いって ひやかし 給 ふな n 

僕の 樣な ものが 斯 かる 問題 を考へ るの は 全く 天氣 のせ ゐゃ 「ビ ス ゾ キ」 のせる ではない 天- S 然ら しむる 所 

だね。 此國 の文學 美術が いかに 盛大で、 其 盛大な 文擧 美術が 如何に 國 民の， 品性に 感化 を 及 ほしつ 、あるか * 

此國の 物質的 開化が どの位 進歩して 其 進歩の 裏面に は 如何なる 潮流が 潢 はりつ、 あるか、 英國に は 武士と 

いふ 語 はない が 紳士と 〔いふ〕 言が あって、 其 紳士 は 如何なる 意味 を 持って 居る か、 如何に 一般の 人間が 

魔揚で 勤： raj であるか、 色々 目につく と 同時に 色々 癀に 障る 事が 持ち上がって 來る。 時には 英吉利が いやに 

なって 早く 日本へ 歸り 度くなる。 すると 叉 日本の 社會の 有樣が 目に 浮かんで た S もしくない 情ない 樣な心 

持になる。 日本の 紳士が 德育、 體育、 美育の 點に 於て 非常に 缺 乏して 居る とい ふ 事が 氣 にか、 る。 其紳 t 

が 如何に 平 氣な顔 をして 得意で あるか、 彼等が 如何に 浮華で あるか、 彼等-か 如何に 虛 であるか、 彼等が 

如何に の 日本に 満足して 己 等が 一 般の國 民を墮 落の 淵に 誘 ひつ 、あるか を 知らざる 程 近視眼で あるか 

杯と いふ 樣な 色々 な 不平が 持ち上がって くる" 先達て 日本の 上流 社會の 事に 關 して 長い 手紙 を 書いて 親戚 

\ やった。 然し こんな 事 は只英 國へ來 てから 餘 慶に感 する 樣 になった 迄で ちっとも 英 國と閼 係の ない 話 だ 
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し" 君 等に 聞かせる 必要 もな し、 聞き 度い 事で もなから 5 から 先づ ぬきとして 诃 か 話さう。 何が い ， か、 

話さう とすると 出ない もので ね、 困るな。 仕方がな いから 今日 起きてから 今 手紙 を かいて 居る 迄の 出來事 

を 「ホト 、ギ ス」 で 募集す る 日記 體で 書いて 御 目に かけよう。 出來事 だって 風來 山人の 生活 だから 面白 可 

笑し い 事 はない、 颇る 平凡な 物 さ。 「ォ キ ス フォ ー に」 で 「ァ ン」 を n 儿失 つたと か、 「チ ヱ ヤリング クロ ス」 

で 決闘 を 見た とか 云 ふの だと 張 合が あるが、 如何にも 憫然な 生活 だからく だら な い。 然し 僕が 倫敦に 来て 

どんな 事 を やって 居る かが 一 寸分る。 僕 を 知って 居る 君 等に は そこに 少々 興味が ある だら う。 

此 前の 金曜が r グ I ド、 フライ デ I」 で r ィ— スタ I」 の 御祭の 初日 だ。 町の 店 は みんな やすんで 買物 

杯 は 一 切 禁制 だ。 明くる 土曜 は先づ 平常の 通りで、 次が r ィ I ス タ—、 サ ンデ ー」 又 買物 を 禁制され る。 

翌日に なっても う 大丈夫と 思 ふと、 今度 は 「ィ I スタ ー、 モ ンデ ー」 だとい ふので 叉 店 をと ぢる。 火曜に 

なって 漸く 故に 復 する 例で ある。 .2: の 夫婦 は 1： 祭 中 田舍の 細君の 里へ 旅行した。 田 中 君 は r シ ヱクス ビヤ」 

の舊 跡を棵 ると いふので 「スト ラトフ ォド オン ァヴ オン」 と 云 ふ 長い 名の 所へ 行かれた。 跡 は 細君の 妹と 

下，， 义の ペンと 吾輩と 三人で ある。 . 

朝 目が さめる ど 「シャツ タ—」 S- 隙間から 朝 a がさし 込んで 肢ぃ 位で ある。 これ は寢 過ごした かと 思つ 

て 枕の 下から 例の 「-1 ッ ケル」 の 時計 を 引きす り 出して 見る とま だ 七 時 二 や 分 だ。 まだ 第一 の 銅羅の 鳴る 

^刻で ない。 起きた つて 仕方. かないが 別にね むく もない。 そこでぐ るりと 壁 S 方から 寢 返り をして 窓の 方 

を 見て やった。 窓の 兩 側から. E. 譯の爲 に 金 巾 だか 麻 だか 得體の 分らない 窓掛が 右左に 開かれて 居る。 其 後 

に 「シャツ タ ー」 が 下りて 居て、 其 一枚々々 のす き 間から 御 天道様が 御光來 である。 ハ 、ー 愈 春めいて 來 

て 難 有 い、 こんな 天氣は 倫敦ぢ ゃ拜 めな からう と 思って 居た が、 矢張り 人間 の 住んで る 所 丈あって 日の 當 

たる 事 も あるんだ なと 一 寸 悟り を 開いた。 夫から 天井 を た。 不相變 ひ V か 人って 居て 不景氣 だ。 上で 何 


かごと くい ふ 音が 聞こえる o 下女が 姻 階の 室で 靴で も はいて 居 るんだら う。 部屋 は 益 あかるくなる。 銅 

羅は まだ 鳴り さうな 氣 色がない。 今度 は 天井から 眼 をお ろして-ぐるく 部屋 中 を儉查 した。 然し 別に a る 

もの も 伺 もない。 まことに 御恥づ かしい 部 星 だ。 窓の 正面に 箪笥が ある。 箪笥と いふのに 勿論ない。 ベ ン 

キ 塗の 箱 だね。 上の 引出に 股引と カラと カフが 這 入って 居て， 下に は 燕尾服が 這 入って 居る。 あの 燕尾服 

は 安かった がま だ 一 度 も 着た 事がない。 つまらな いもの を 作った もの だな と考 へた。 箱の 上に 尺 四方 許り 

の 姿見が あって 其 左に 「カル 、ス」 泉の 瓶が 立って 居る" 其 横から 茶色の きたない 皮の 手袋が 半分 見える。 

筘の 左側の 下に 靴 か 一 一足、 赤と 黑だ、 拉んで 居る。 每日 穿く の は戶の 前に 下女が 磨いて 置いて 行く。 其 外 

に fi 服用の 光る 靴が 戸棚に 仕舞って ある、 靴ば かり は 中々 大盡 だな と少々 得意な 感じが する。 若し 此家を 

引越す とすると 此四 足の 靴 を どうして 持って行か 5 かと 思 ひ 出した。 一足 は 穿く、  二足 は革袍 につまる だ 

らう、 然し 餘る 一 足 は 手に さ ゆる 譯には 行かん な、 裸で 馬車の 中へ 投り 込む か、 然し 引越す-; 1 に は 一 足 は 

惜 かに 破れる だら う。 靴 はどうで もい、 が 大事の 書物が 隨分 厄介 だ。 是は 大變な 荷物 だな と 忍って 板 S 間 

に拉べ て ある 本と、 煖爐の 上に ある 本と、 机の 上に ある 本と、 甞棚 にある 木 を 見廻した。 先達て 「ロッチ」 

から 古本の 目錄 をよ こした、 「ド ッヅレ ー」 の 「コレクション」 が ある。 七十 圓は 高い が 欲しい。 夫に 製本 

が 皮 だからな。 此前 買った 「ゥァ ー トン」 の 英詩の 歴史 は 製本が 「カルト ー、 パ ー」 で 古色蒼然 として 居て 

K に 安い 掘 出し物 だ。 然し 爲替 が來 なくって は 本 も 買 へん、 少々 閉口す るな、 其. s: 來る だら うから 心配す 

る 事 も 入るまい、 .：•： ゴ ン くく， そら 鳴った。 第 一 の銅羅 だ、 此 から 起きて 仕度 をす ると 第一 一の 「ゴ 

ング」 が 鳴る。 そこで ノソ /\ 下へ 降りて 行って 朝食 を 食 ふの だよ。 起きて 股引 を 穿きながら、 子に ふし 

銅羅に 起き はどう だら うと 思って 一 人で 一一 ャ くと 笑った。 夫から 寢臺を 離れて 顔 を 洗 ふ臺の 前へ 立った。 

是 か ら御化 被が 始ま るの だ。 西洋へ 來 ると 猫が 顔 を 洗 ふ樣 に簡單 に 行 かんので まことに 面倒で ある。 瓶の 
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水 をジャ ー と 金盥の 中へ あけて 其 中へ 手 を 入れた が あ，' 仕舞った 顔 を 洗 ふ, M にお 朝 「力 ル 、 ス」 靈を飮 ま 

なければ ならない と氣 がつ いた。 人れ た 手を盥 から 出した。 拭く のが 面倒 だから 壁へ むいて 一 n 二 返 手 を ふ 

つて 夫から 「カル、 ス」 ii の 調合に とり か 、 つた。 飲んだ。 其から 一 寸顏 をし めして 「シ ェヴィ ング、 ブ 

ラッ シ」 を 攫んで 顏中 無嗜に 塗り 廻す" 剃 は 安全 髮剃 だから 仕 まつ-かい、。 大工が かんな を かける 樣にス 

—ス— と 髭 を そる。 い ゝ心持 だ。 夫から 頭へ 橘 を 入れて、 顔 を 拭いて、 白 シャツ を 着て、 襟 を かけて、 襟 

飾 をつ けて 「シャツ タ ー」 を 捲き 上 ゆると、 下女が ボコ ンと 部屋の 前へ 靴 をた、 きつけて 行った 。暫くす 

ると 第一 一の ゴ ン くが 鳴る。 一 寸 御？^ 通りに 出來 てる。 夫から 階 子 段 を 一 一つ 下りて 食堂へ 這 入る。 例の 如 

く 「ォ— トミ— ル」 を 第一に 食 ふ。 是は蘇 格 土 蘭人の 常 ft だ。 尤も あっちで は を 入れて 食 ふ、 我々 は 砂 

糖 を 人れ て 食 ふ。 麥の御 粥み た樣な もので 我輩 は 大好き だ。 「ジョ ンソ ン」 の 字引に は 「ォ ー トミ— ル」 

…… 蘇國 にて は 人が 食 ひ英國 にて は 馬が 食 ふ ものな りと ある。 然し 今の 英國 人と して は 朝食に 之 を 用 ひる 

のか 別段 例外で もない 樣だ。 英 人が 馬に 近くな つたんだら- フ。 夫から 「ベ— n ン」 が 一片に 玉子 一 つ 又は 

「ベ in ン」 ニ片と 相場が きまって 居る。 其 外に 燒 「パ ン」 一 一片 茶 一杯、 夫で 御 仕舞 だ。 吾輩が ニ片の 「ベ 

In ン」 を 五分の 四 迄 ひ 了った 所へ 田 中 君が 一 一階から 下りて 來た。 先生 は 咋夜遲 く 旅から 歸 つて 来たの 

である。 尤も 先生 は 毎朝 遲刻 する 人で 決して 定刻に 二階から 天下った 事 はない。 「いや 御 平う」。 細 の 

妹が Good  morning- 、と 答へ た。 吾輩 も 英語で Good  morning といった。 田 中 君 は ムシ ャ やって 居 

る。 吾輩 は Excuse  me といって 食 孝の 上に ある 手紙 を 開いた。 「ェ ッ. デヒ ル」 夫人から 此十 七日 午後 三 

時に 緩々 御 話しな 伺 ひ 度い から 御 出 被 下 間 敷 やとい ふ 招待 狀だ。 おやく と 思った。 吾輩 は 日本に 居って 

も 交際 は 嫌 ひだ。 まして 西洋へ 來て無 辯 舌なる 英語で もって 窮屈な 交際 を やる の は 尤も 厭 ひだ。 加 之倫敦 

は廣 いから 交際 杯 を 始める と 無嗜に 時間 をつ ぶす、 御負けに きたない 「シャツ」 杯 は 着て 行かれす T ヅボ 


ン」 の 膝が 前へ せり 出して 居て はま づ いし 雨の 降る 時 杯 はなさけ ない 金 を 出して 馬車 杯 を驕ら ねばならな 

いし、 夫 はく 氣 骨が折れる、 金が 人る、 時間が 費える、 眞平 だが 仕方がない、 たまに はこん な 醉 興な As: 

女が ゆるんだ から 行かなければ 義理が わるい、 困った なと 思って 居る と、 田 中 君が 旅行 談を 始めた。 吾翬 

に 「シ ェクス ビヤ」 の 石膏 製の 像と 「アルバム」 を やらう と 云 ふから 難 有う といって 貰った。 夫から 「シ 

ェクス ビヤ」 の 墓碑の 石 措の 寫眞. ^見せて、 こり や 何 だい 君、 英語の 漢語 だね、 僕に は讀 めな かとい つた。 

やがて 先生 は會 社へ 出て 行った。 是 から 吾輩 は 例の 通り 「スタ ンダ I ド」 新聞 を讀む S だ。 西洋の 新聞 は 

實に でが ある。 始 から 仕舞まで 殘 らす讀 めば 五六 時間 はか  >  る だら う。 吾輩 は先づ 第一. に 支那 事件の 處を 

讀 むの だ。 今日のに は魯國 新聞の 日本に 對 する 評論が ある。 若し 戰爭 をせ ねばならん 時には 日本へ 攻め 寄 

せる は 得策で ないから 朝鮮で 雌雄 を 決する がよ からう とい ふ 主意で ある 。朝鮮 こそ 善い 迷惑 だと 思った。 

其 次に 「トルストイ」 の 事が 出て 居る。 「トルストイ」 は 先日 魯西亞 の 國敎を 蔑視 するとい ふので 破門 さ 

れ たので ある。 天下の 「トルストイ」 を 破門した の だから 大騷 ぎだ。 或 繪畫展 覽會に 「トルストイ」 の 肖 

像が 出て 居る と 其 前に 花が 山を爲 す、 夫から 皆が 相談して 「トルストイ」 に 何 か 進物 をしょう なんかんて 

「トルストイ」 連 は燒氣 になって 政所に 面當て をして 居る とい ふ 通信 だ。 面白い。 さう かう する 内に 十 時 

二 4> 分 だ。 今日は 例の 如く 先生の 家へ 行かねば ならない。 先づ 便所へ 行って 三階の 部屋へ かけ 上がって 仕 

度 をして 下りて 見る とま だ 卜 一時に は ニト分 許り 閒か ある e 叉 新聞 を 見る。 阼日は 「ィ ー スタ ー、 モン デ 

—」 なので 所々 で 興行 物が あった。 其 雜報か ある C  r ァク ヱ リア ム」 で 熊 使 ひが 熊 を 使 ふと 云 ふ 事が 載つ 

て 居る。 熊が 馬へ 乘 つて の 周 園 を かけ 廻る、 棒 を 飛び 超える、 輪拔け をす ると 書いて あ， る。 面白さう だ。 

今度 は 廣告を 見た。 「ラ イシ アム」 で 「ァ ー ヴ イング」 が r シ ェクス ビヤ」 の 「コリ オラ ナス」 を やる と 

出て 居る。 先達て r ハ—、 マジ ェ スチ ー」 座で 「トリ ー」 の 「ト エル フス ナイト」 を 見た。 脚本で 見ろ よ 
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一 二 

り遙 かに 面白い。 「ァ ー ヴ イン グ」 の も a たい もの だ。 十 一 時 五分 になった。 赛物を 抱へ て 家 を 出た。 

僕の 下宿 は 東京で 云へば 先 づ深川 だね。 橋 向う の 場末 さ。 下宿料が 安いから か ， る不聚 氣な處 に晳く I 

—ぢ やない、 つまり 在英 中 は 始終 繋 息して 居る の だ。 其 代り 下町へ は 滅多に 出ない。 一週に 二 一度 出る 計 

り だ。 出る となると 厄介 だ。 先づ 「ケ -1 ン ト ン」 と 云 ふ處迄 十五 分 許り 步 行いて、 夫から 地下 電氣で 以て 

「テ— ムス」 川の 底 を 通って、 夫から 汽車 を 乘換へ て、 所謂 「ウェスト、 ヱ ンド」 邊に 行く の だ。 停車場 

まで 若いて 卜錢拂 つて 「リフト」 へ乘 つた。 連れが 三 四 人 ある。 驛 夫が 入口 をし めて 「リフト」 の 繩をゥ 

ンと 引く と 「リフト」 がグ ー ッ とさが る、 夫で 地面の 下へ 拔け 出す とい ふ. 趣向 さ。 せり 上がる 時 はセビ リ 

の 仁 木彈正 だね。 穴の 中 は 電氣燈 であ かるい。 汽車 は 五分 毎に 出る。 今日はす いて 居る、 善い 按排 だ。 隣 

の 者 も 前の 者 も 次の 車の もの も 皆 新聞 か 雜誌を 出して 讀んで 居る。 是が 一 種の 習慣な ので ある j 告^ は 穴 

の 中で はどうしても 木杯 は讀 めない。 第一 空氣が 奥い、 汽車が 搖れ る、 只で も 吐き さう だ。 まことに 不愉 

快 極まる。 停 場 を 四つ 許り こすと 「パ ンク」 だ C こ、 で 汽車 を乘 りかへ て 一 つの 穴から 又 他の 穴へ 移る 

ので ある。 丸で もぐら 持ち だね。 穴の 中 を 一 町 許り 行く と 所謂 two  pence  Tube さ。 是は東 「バ ン ク」 

に 始まって 倫 敦をズ ット 西へ 潢斷 して 居る 新し い 地下 電氣 だ。 どこで 乘 つても どこで 下りても 一 一文 卽ち日 

本の 十錢 だから かう 云 ふ 名が ついて 居る。 乘 つた。 ゴ ー と 云って 向う の 穴 を 反 對の方 <w に 列車が 出る の を 

相圆 に、 此方の 列車 もゴ— と 云って 負けない 氣で 進行し 始めた。 車掌が next  station  post-oelc、e といつ 

て ガチャ リと 車の 戶を 閉めた。 とまる 度に つぎの 停車場の 名 を 報告す るの が此鐵 道の 特色な ので ある。 向 

、フ の^に 若い 女と 四十 恰好の 女が 差し 向 ひに 座 を 占めて 居る。 吾輩の 右に 一 間 許り 隔 つて 婆さんと 娘が ベ 

チヤべ チヤ 話し をして るる。 向う の 連中 は雜 誌を讀 みながら 「ビスケット」 か 何 かか じって 居る。 平凡な 

乘合だ 。 少しも 小說 にならない。 


もう 厭に なった から 是で 御免 蒙る。 實は溪 の 先生の 話 をし 度い の だが ね。 餘程 奇人で 面白い の だから 0 

然し 少々 頭が いたい か ら是 で 御 勘 辨を願 は-..,。 四月 九日 夜。 

又 「ネト 、 ギス」 が 届いた から 出直して 一 席 伺 はう。 我輩の 下宿の 體裁 は前囘 申し述べた 如く 頗る 憐れ 

つ ほい 始末 だが、 さう いふ 境界に 澄まし 返って 三 卜 代の 顏子 然として 居られる かと 君 方 は 吃 度 聞く に逄ひ 

ない。 聞かな くっても 間く 事に しないと 此方が 不都合 だから 先づ 聞く と 認める。 處で 我輩が 君 等に 答へ る 

んだ、 懸憤 のない 所み-答へ るんだ から、 其 積り で 聞かな くって は 行けない。 

我輩 も 時には 禪 坊主 た樣な 變哲舉 考の樣 な 悟り 濟 ました 事 も 云って！ I： 儿 るが、 矢張り 大體 の處が 御存じ 

の 如き 俗物 だから こんな 窮屈な 暮 しみ 一して 囘ゃ 其樂を あらためす 緊 なる かなと 褒められる 權利は 毛頭ない 

の だよ。 そんなら なぜ もっと 愉快な 所へ 移らない かと 云 ふか も 知れない が、 其. 處に 火に 理. ra の存 する あり 

焉さ。 先づ 聞き 給へ。 成程 留學 生の 舉資は 御 Si しになら ない 位 少ない。 倫敦 では 猶々 少ない。 少ない が此 

留擧費 全體を 投じて 衣 住の 方 へ 廻せば 我 靡と 雖も 最少し は樂な 生活が 出來 るの さ。 夫 は國に 居る 時分の 

體面を 保つ 事は覺 束ない が (國に 居れば 高等官 一 等から 五つ 下へ 勘定 すれば 直ぐ 僕の 番へ 巡， はって くるの 

だからね。 尤も 下から 勘定 すれば 四つで 來て 仕舞 ふんだ から 日本で も餘り 威張れな いが) 鬼に^ 是 よりも 

薩 張りした 家へ 這 人れ ろ。 然るに あらゆる 節儉 をして 斯樣 なわび しい 住居 をして 居る の はね、 一 つ は 自分 

が R1 本に 居った 時の 自分で はない 單に學 生で あると 云 ふ 感じが 强 いのと、 二つ： H に は 折^ 西洋へ 來 たもの 

だから 成る 事なら 一 册 でも 餘慶專 門 上の 寄 物 を 買って 歸り 度い 愁が あるから さ。 そこで 家 を 持って 下婢 共 

を 召し使った 事 は 忘れて、 只 十 年 前 大學の 寄宿 舍で 雪駄の 力 、 トの樣 な r ビ ス テキ」 を & つた 昔を考 へて 

I 三 


は 夫よりも 少し は 結構？ 先づ 結構 だと 思って るるの さ。 人 は 「力 ムバ— ゥェ ル」 の樣な 貧乏 W にくす ほつ 

てると 云つ て 笑 ふか も 知れない がそん な 事に 頓着す る 必要 はない。 斯樣な 陋巷に 居 つたつ て 引 張りと 近づ 

きになった 事 もな し 夜鷹と 話し をした 事 もない。 心の底 迄 は受合 はない が 先 づ擧動 丈 は 君子の やるべき 事 

を やって 居 るんだ。 實に 立派な もの だと 自ら 慰めて 居る。 

然しながら 冬の 夜の ヒ ュ I く 風の 吹く 時に スト ー ヴ から 烟 りが 逆 房り をして 室の 中が 眞黑に 一 面に 爐 

ると き や、 窓と 戶の 障子の 隙間から 寒い 風が 遠慮なく 這 ひ 込んで 股から 腰の あたりが たまらなく 冷たい 時 

や、 板張りの 椅子が 堅く つて^ 氣 持ちの 尻の 樣に 痛くなる とき や、 自分の 着て 居る 着物が 漸々 變 色して 來 

るに つれて 自分が 段々 下落す る樣な 情ない 心 持の する 時 は、 何の 爲 にこん な 切り詰めた 生活 をす るんだら 

うと 思 ふ 事 も ある。 ヱ —構 はない。 f 本 も 何も 買 へ なくても 善い から 爲替は みんな 下宿料に ぶち 込んで 人間 

らしい 暮し をしょう とい ふ氣 になる。 夫から ステッキ でも 振り 囘 はして 其邊を 散歩す るので ある。 向う へ 

出ズ 見る と 逢 ふ 奴 も 逢 ふ 奴 も 皆 厭に 脊が高 い。 御負けに 愛嬌の な い 顔ば かりだ。 一 J ん な國 ではち つと 人間 

の 脊に税 を かけたら 少し は儉 約した 小さな 動物が 出來る だら う 杯と 考へ るが、 夫 は 所謂 負け惜しみの 减ら 

す 口と 云 ふ 奴で、 公平な 處が 向う の 方が どうして， 立派 だ。 何となく 自分が 肩身の 狹ぃ 心持ちが する C 向 

うから 人間 並外れた 低い 奴が 來た。 占めたと 思って すれ違って 見る と 自分より ニ寸 許り 高い。 今度 は 向う 

から 妙な 顔色 をした 一 寸 法師が 來 たなと 思 ふと、 是れ卽 ち 乃公 自身の 影が 姿見に 寫 つたので ある。 不得已 

苦笑 ひ をす ると 向う でも 苦笑 ひ をす る。 是は理 の當然 だつ 夫から 公園へ でも 行く と 角兵衞 獅子に 網 を 被せ 

た樣な 女が ぞ ろく 歩行いて 居る。 其 中には 男 も 居る。 職人 も 居る。 感心に 大槪は 日本の 奏 任官 以上の 服 

装 をして 居る。 此國 では 衣服で は 人の 高下が 分らない。 牛肉 配達 杯が 日曜に なると シルク ハットで フロッ 

クコ ー ト杯を 着て 澄まして 居る。 然し 一般に 人氣が 善い。 我辈 杯を铺 へて 惡ロ をつ いたり 篤ったり する も 


の は 一 人 も 居らん。 ふり 向いても 見ない。 當地 では 萬 事 魔 接に 平氣 にして るるの が 紳士の 資格の 一 つと な 

つてる る。 無喑 に. E 着 切りの 樣 にこせ くしたり 物 珍ら しさう にじろ く 人の 顏 なんど を 見る の は 下品と 

なって ゐる 。殊に 婦人 杯 は 後 を 振り か へ つて 見る の も 品が 惡ぃ となって 居る。 指で 人 を さすなん か は 失 

の 骨頂 だ。 習惯 がかう であるのに さすが 倫敦は 世界の 勸 工場 だから 餘り 珍ら しさう に 外 國人を 1 ^弄しない。 

それから 大抵の 人間 は 非常に 忙しい。 頭の 中が 金の 事で 充満して 居る から 日本人 杯 を 冷やかして 居る 暇が 

ない とい ふ 樣な譯 で、 我々 黃色人 —— 黃色 人と は 甘く つけた もの だ。 全く 黄色い。 日本に 居る 時 は 餘り白 

い 方で はない が先づ 一 通りの 人間 色と いふ 色に 近いと 心得て 居た が、 此國 では 遂に 人-間-を-去-る-三- 舍. 色 

と 言 は ざ る を 得ない と 悟つ た 11 其黃色 人が . ネクく 人 込の 中 を步行 いたり 芝居 や 興行 物 杯 を 見 に 行かれ 

るので ある。 然し 時々 は 我輩に 聞こえぬ 様に 我輩の 國 元を氣 にして 評する 奴が ある。 此間或 所の 店に 立つ 

て！ ：！^ て 居たら 後から 二人の 女が 來て --least  poor  Chinese: と 評して 行った。 least  poor と は 物臭い 形 

容詞 だ。 或 公園で 男女 二人連れが あれ は 支那 人 だい や 日本人 だと 爭 つて 居た の を 聞いた 事が ある。 二三 日 

前 去る 所 へ 呼ばれて 「シルクハット」 に 「フロック」 で 出掛けたら、 向う から 來たー 一人の 職工み た 樣な者 

が a  handsome  Jap. といった。 難 有 いんだ か 失敬なん だか 分らない。 先達て 或 芝居へ 行った。 大 入で 這 

入れない から 「ガレ リ—」 で 立 見 をして 居る と 傍の ものが、 あすこに 居る 二人 は 葡萄 耳 人 だら うと 評して 

居た C  11 こんな 事 を 話す 積り ではなかった。 話の 筋が 分ら なくなった。 一 寸 一 服して から 屮 Z 直さう。 

先 づ散步 でもして 歸 ると 一 寸氣 分が 變 つて 來て晴 々する。 何 こんな 生活 も 只 二三 年の 間 だ。 國へ 歸れば 

普通の 人間の 着る 物 を 着て 普通の 人間の 食 ふ 物 を 食って 普通の 人の 寢る處 へ 寢られ る。 少しの 我慢 だ、 我 

慢 しろく、 と 獨り言 をい つて 寢て 仕舞 ふ。 寢 てし まふ 時 は 善い が、 寢られ ないで 又考へ 出す 事が ある。 

元來 我慢し ろと 云 ふの は 現在に 安ん せざる 譯だ i 段々 事件が 六づ かしくな つて 来る —— 時々 やけの 氣味 

I 五 


二；： 

になる の は 貧苦が つらい の だ、」 年來 自分が 考 へた 又 自分が 多少 實 行し 來 りたる 處 世の 方針 は 何處へ 行った „ 

前後 を切斷 せよ、 妄りに 過去に 執着す る 勿れ、 徒らに 將來に 望を屬 する 勿れ、 満身の 力 を こめて 現在に 働 

けと いふの が 乃公 の 主義な ので ある。 然るに 國へ 歸れ ば樂が 出來 る か ら 夫を樂 しみに 辛 防しょう と 云 ふの 

は 果敢ない 考だ。 國へ歸 れば樂 をさせる と受 合った もの は 誰もない。 自分が きめて 居る 計り だ。 自分が き 

めても い ， から 樂が 出來 なかった 時に すぐ 機鋒 を轉 じて 過去の 妄想 を 忘却し 得れば い、 が、 今の 樣に 未来 

に 御 願 ひ. S- して 居る 樣 では 到底 其 未 來が满 足せられ すに 過去と 變 じた 時に 此 過去 を さらり と 忘れる 事 は 出 

來 まい。 のみなら す 報酬 を 目的に 働く の は 野暮の 至り だ。 死ねば 天堂へ 行かれる、 未來は 雨蛙と 一 所に 蓮 

の 幾に 往生が 出來 るから、 此 世で 善行 をしょう とい ふ 下卑た 考と 一 般の 論法で、 夫よりも 猶 一 暦 陋劣な 考 

だ。 國を 立つ 前 五六 年の 問に はこん な 下等な 考は 起さなかった。 只 現在に 活動し 只 現在に 義務 をつ くし 現 

在 に 悲喜 古 を感す るの みで、 取 越 苦勞ゃ 世迷肯 や 愚擬は 口の 先 許り で ない 腹の 中に も澤 山な かった。 夫 

で少々 得意に 成った ので 外國へ 行っても 金が 少なく つても 一 簞の食 一 瓢の飮 然と 吞氣に 洒落に 又 沈着に 暮 

ら される と 自負し つ 、あつたの だ。 自惚 自惚！ こんな 事で は 道 を 去る 事 三千 里。 先づ 明日から は 心 を 入れ 

後へ て 勉强專 ^の 事。 かう 诀 心して 寢て 仕舞 ふ。  . 

か、 る 有 樣で此 蒲 喑ぃ汚 苦しい 有名な 力 ンバ ー ゥ H ルと云 ふ 貧乏 町の 隣 W に 昨年の 末から 今日 迄 居った 

ので ある。 居った のみなら す此先 も留舉 期限の きれる 迄 は 此處に 居った かも 知れぬ ので ある。 然るに 兹に 

或 出来事が 起つ てい くら 居りた く つ て も 退去せ ねばならぬ 事と な つた、 と いふと 何 か 小說的 だが、 其譯を 

閬 くと， m る； 牛 凡 さ。 世の中の 出來 事の 大半 は 皆 平凡な 物 だから 仕方がない。 此家 はもと からの 下宿で はな 

い。 去年 迄 は女學 校であった ので、 -こ、 の 神さん と 妹が 經驗 もな く 財産 もな く將來 S 目的 もし かと 立た な 

いのに 自營の 道を講 する 爲に此 上品の 樣な 下等の 樣な 妙な 商寶を 始めた ので ある。 彼等 は 固より 不正な 人 


間で はない。 hi4 道 を 踏んで 働け る 丈 働いた の だ。 然し 耶蘇 敎の 神樣も 存外 半 間な もので、 かう いふ 時に 一 

寸人を 助けて やる 事 を 知らない。 そこで もって 家賃が 滯る —— 倫敦の 家賃 は 高い —— 借金が 出來 る、 寄宿 

生の 中に 熱病が 流行る。 一人 退校す る、 二人 返 校す る、 仕舞に 閉校す る。 …… 蓮 命が 逆 まに 囘轉 すると か 

う 行く もの だ。 可憐なる 彼等 —— 可愤は 取消 さ-フー 一人と も 可憐と いふ 柄で はない —— ェ ー 不憫な ろ —— 憫 

然 なる 彼等 は 飽く迄も 困難と 奮戰 しょうと いふ 诀 心で 遂に 下宿 を 開業した。 其 開業 したての 烟の 出て るる 

處へ 我輩 は 飛び込ん だので ある" 飛び込ん でから 段々 事情 を 聞いた 時に 今度 こそ は此ー 一人の 少女、 ではな 

い 我輩より 三寸 許り 脊の 高い 女に 成功 あらしめ 給へ と 私 かに 祈念 を 凝らした。 誰に 祈念 を 凝らした と 聞か 

れ ると 少々 困る。 祈るべき 神に 交際の 無い 拙者 だから、 只 あてど もな く 祈念した。 果せ^o哉ー向靈驗がな 

い。 ちっとも 客が 來 ない。 「夏 目さん、 あなたの 御存じの方で 入らし つて 頂く 方 はありますまい か」 「左 

樣、 實に御 氣の毒 だから 周旋し 度い の だが、 俭敦に は 別に 朋友と いふ ものが ないから 11」。 夫で も 先達 

て 迄 は 日本人が 一 人 居った。 此 先生 は 頗る 陽氣な 人で こんな 家に は 向かない。 我輩が 「ネト 、 ギス」 を讀 

んで 居る の を 見て、 君 も天智 天皇の 方 はやれる のかい と聽 いた 男 だ。 其 日本人が とうく 逃け 出す。 殘る 

は 我輩 一人 だ。 かうな ると 家を疊 むより 仕方がない。 そこで 是 から 南の 方に あたる 倫敦の 町外れ！ I 町 外 

れと 云っても 倫 敦は廣 い、 どこ 迄庾 がる か 分らない 11 其 町外れ だから 餘程邊 鄙な 虚だ。 其處に 恰好な 小 

奇麗な 新宅が あるので、 そこへ 引越さ 5 とい ふ 相談 だ。 或 日 亭主と 神さん が 出て 行って 我輩と 妹が 差し 向 

ひで 食事 をして 居る と 陰 氣な驛 で 「あなた も 一 所に 引越して 下さいます か」 といった。 此 「T さいます か」 

が 色氣の ある 小說 的の 「下さいます か」 ではない。 色 澤氣拔 きの 世帶 染みた 「下さいます か」 である。 我輩 

が 此語を 聞いた とき は 非常にい やな 可哀相な 氣 持ちが した。 元来 我輩 は 江 戶っ兒 だ。 然るに 朱 引. 2： か 朱 引 

外 か少々 瞹眛な 所で 生れた せゐか 知らん 今迄 江戸っ子の やる 樣な 心持ちの い  > 慈善 的 事業 を やった 事が な 
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い。 今 何と 答 をした か糙 かに 覺 えて 居らん。 苟も 一遍の 義俠 心が あるならば、 うん あなたの 移る 處 なら ど 

こで も 移ります、 と 答へ る笞 なの だ。 さう は 答へ なかった らしい。. 兹 にさう 答 へられない 譯が あるつ 成程 

此妹は 極 S 氣な 大人しい 而も 非常に 堅固な 宗敎 家で、 我輩 は此 女と 家 を 共に する の は 毫も 不愉快 を 感じな 

いが、 姊の 方た る ゃ少々 御轉 だ。 此姊の 經歷談 も 聞いた が 長くなる から 拔 きにして、 一寸.^ 生の 氣に 入ら 

ない 點を 列擧 するならば、 第一 生意氣 だ、 第一 一知った か 振り をす る、 第三 詰らない 英語 を 使って あなた は 

此字を 知って 御出でで すかと 聞く 事が ある。 一 々勘定 すれば 際限がない。 先達て トンネルと 云 ふ 字 を 知つ 

て 居る かと 聞いた。 夫から straw 卽ち 藁と いふ 字 を 知って 居る かと 聞いた。 英文 擧專 門の 留擧生 も かう 

なると 怒る 張 合 もない。 近頃 は少々 見當が 付いた と 見えて そんな 失敬な 事 も 言 はない。 又 一 般の擧 動も大 

に 丁寧に なった。 是は漱 石が 一 言の 爭 もせす 冥々 の 種に 此御轉 婆 を 屈伏せ しめたの である。 11 そんな 得 

意談 はどうで も 善い として、 此國の 女 殊に 婆さんと くると、 所謂 老婆 親切と 云ふ譯 かも 知れん が、 自分の 

使 ふ 英語に 賴み もせぬ 註解 を 加へ たり、 此字は 分ります か 杯と いふ 事が 澤山 ある。 此間 さる 處へ 呼ばれて 

其 所の 奥さんと 談し をした。 すると 其 人が 大の 耶蘇 信者 だからた まらない。 滔々 と 神 德を陳 ベ 立てた。 ま 

ことに 品の 善い、 しとやかな 御婆さん だ。 然る 處 evolution と 云 ふ 字 を 御 承知です かと 聞かれた。 「世の 

中の 事 は 亂雜で 法則がない 樣 です がよく 御覧に なると 皆 進化の 道理に 支配され て 居ります …… 進化 ……- 分 

ります か，， T. 丸で 赤ん坊に 說敎 する 樣だ。 向う は 親切に 言って くれ るんだ から、 へ ー くと 云って るるよ 

り 仕方がない。 それ は此 婆さんの 様に ベラく 饒舌る 事 は出來 ない。 挨禪杯 も 只 咽喉の 處 へせり 上がって 

來た字 を 使って ほっと 一 息つ く 位の 仕儀なん だから 向 、つで 此方 を 見くびる の は 無理 はない が、 離れぐ の 

言語の 數 から 云へば あなたよりも 我輩の 方が 餘慶 知って 居ります よと いって やり 度い 位 だ。 其から よく 御 

婆さん を 引合に 出す が、 もう 一. 人 御婆さんが ある" 此 御婆さんが 先達て 手紙 をよ こして 其 中に folk とい 


ふ 字 を 使って ゐ る。 只 使って ゐる 計りなら 不思議 はない が、 其 字に foot  note が 付いて 居る。 是は 英國古 

代の 字な りと あった。 ノ ー トを 自分の 手紙へ つける の も 面白い が、 其ノ ー トの 文句が 猶更 面白い。 此御婆 

さんと 船へ 合乘 をした 時に、 何 か 文章 を 書け、 直して やる とい ふから、 日記の 一 節 を 出して 宜敷 1； 賴. ュ 6 う 

す 事に した。 すると 大變 感心した といって 一 一三 所 一 一 一字 添削して 返した。 見る と 直さな くっても 诀 して 差 

支の ない 所 を 直して 居る。 そして 飛んでも ない 間違った 事が 例の ノ ー ト 的で 書いて ある。 此 御婆さん は 決 

して 下等な 人で ない。 相應な 身分の あ. る 中流の 人で ある。 かくの 如き 人間に 邂逅す る英國 だから、 我 下宿 

の 細君が 生 意 氣な事 を 云 ふ の も 別段 相手 にす る必耍 はない が、 同じ 英國 へ來た 位な ら 今少し 學問 の ある 話 

せる 人の 家に 居って、 汚い 狹 いは 苦になら ないから、 どうか 朝夕 交際が して 見たい。 かう いふ 望が あるか 

ら、 へ ェ行 きませ うと は 答へ なかった が、 自分の 望 通りの 人で 下宿人 を 置く 處が あるか 夫が 頗る 疑 はしい „ 

廣ぃ 世界に は ある だら う。 けれども 夫に 逢着す るの は 難 中の 難事で ある。 我輩の 先生の 處 がー 間 あいて 

居れば 置いて 貰 ふの だけれ ども、 それ は 間がない の だから 出來 ない 相談 だ。 かう いふ 時になる と 西洋の 新 

聞 は 便利 だ。 萬 事 廣告の 世界な の だから 下宿の 廣吿 がいくら でも ある。 我輩が 以前 下宿 を さがす 時 Daily 

Telegraph の 下宿の 廣告欄 を 見た 事が ある。 始めから 終り 迄讀 むのに 三時 間 か  >  つた 事 を 記憶して 居る。 

今 は 「テ レグラ フ」 を 取って 居らん、 「スタ ンダ— ド」 だ。 此 新聞 は 上品な 新聞 だから 兹へ 出る 廣告 なら 間 

逢 ひ はない と 思って 四月 4- 七日の 分の 廣吿 観を讀 み 始める と、 存外 營業 的の が 多くって 素人 家へ 置き 度い 

と 云 ふの が 少ない。 然し 色々 のが ある。 「宿料 低廉、 風呂 付、 ft 物 上等」、 こんなの は 普通な の だ。 「ハイ 

ドパ ー クに 面し 地下 電氣へ 三分 地下 鐵 道へ 五分、 貴女と 交際の 便利 あり」 なんと 云 ふの が ある" r^s 突隨 

意ビ ヤノ あり、 gay  society,  late  dinner」 此も 珍ら しくない。 「レ ー ト デンナ ー」 と 云 ふの は此 頃の 流 

行なの だ。 我輩 杯に は 至極 不便 だ。 其 中で 下の 樣 なの を 見出だした。 「立派なる 室 を 有する 寡婦 及お、 妹と 

I 九 
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共に 同宿 せんとす る餘り 派出 やかなら ざる 紳士 を 求む。 御望の 方 は 〇〇 筆墨 店 へ 御 一 報 を I 乙 ふ」。 先づ茲 

へで も 一 つ 中た つて 見ようと 云ふ氣 になった から 直ぐ 手紙 を 書いて、 宿 科 其 他 委細の 事 を 報知して 貰 ひた 

い、 小生の 身分 はかくく 職業 はかくく、 可成 低 嵌で 可成 愉快な 處に 住みたい と 勝手な 事 を 書いて やつ 

た 0 

其 夜の 十 時 頃 自分の 室で 讀書 をして るると、 室の 戶を コッく 叩く ものが ある。 ：Yes,  come  in." と 

いったら 宿の 亭主が 二 コ くして 這 人って 来た。 「實は あなた も 御 承知の 通り 此度； 越す 事に 極めました 

が、 どうで せう、 向う はこ/' よりも 大分 奇麗で 且器具 杯 も餘程 上等に します が、 來て 頂く 譯に は參 ります 

まい か」 「夫 は 君の 方で 僕に 是非 來て吳 れと富 ふの なら …… 」 r ィ H 是非と いって 御 無理 を 願ふ譯 では あ 

りません が、 御 都合が よければ —— 實は御 馴染に もな つて 居ります し 家 內ゃ妹 も 大變夫 を 希望 致します か 

ら」 「君の 新宅へ 下宿人 を 置き 度い とい ふ 事 は 僕 も 承知して るます が、 あながち 僕で なくっても 善いだら 

うと 思って ね」 と 實は是 々だと 話す と、 亭主の 顔が 少々 陰氣 になって 來た。 我輩 も少々 手 持 無沙汰で ある。. 

「夫 ぢゃ 斯うしょう、 いづれ 先方から 返事が 來 る-〕 來れば 一 先づ 行って 室 を 見て、 夫が 氣に 入らなかった 

ら 君の 方へ 行く としょう、 外 を 探す 事 は 止めに して。 あの 手紙 を 出す 前に 君の 方の 希望が どの位の 程度 だ 

か 分って 居れば、 聞き 合 はせ る 迄 もない 御望に 應 じたの だが、 斯う 成って は 仕方がない。 先づ 先方の 返事 

次第です ね。 其 代り 外 は 決して さがさない。 あれが いけなければ 屹度 君の 方へ 行きます よ」。 亭主 は 御 邪 

魔樣 といって 下りて 行った。 

朝に なって 食堂へ 行く と 誰も 居ない。 皆 飯 をす ました 後で ある。 あ、 今日 も寢坊 して 氣の毒 だな と 思つ 

て 「テ— ブル」 の 上 を ると、 薄紫色の 狀 袋の 四隅 を 一分 許り 濃い 董 色に 染めた 封書が ある。 我輩に 来た 

返事に 違 ひない。 こんな 表^ 狀袋を ffl ひる 位で は少々 我輩の 手に 合 はん 高等 下宿 だな と 思 ひ 乍ら 「ナイフ」 


で 開封す ると、 「御 問合せの 件に 付 申 上 候。 此家 はレデ ー (此 レデ ー とい ふ 字の 下に 棒が 引いて ある) の 所 

有 に て 室内の 装飾 の 立派な る は 勿論 室 々 は 悉く 電氣燈 を ffl ひよ き 召使 を 雇 ひ高尙 優雅な る 生活に 適する 樣 

に 意 を 用 ひ 候。 宿料 は 一 週 三十 三圓に 御座 候。 或は 御氣に 召さぬ かと 存じ 候へ ども、 御 出 被 下 候へば 喜ん 

で 室々 御 案内 可 仕 候、 敬具」。 飯 を 食 ひな. から 呼 鈴 を 押して 宿の 神さん を 呼んだ。 「とう /\ あなたの 方 

へ 行く 事に しました よ。 一 週 三十 三圓の 下宿料 なんか 到底 我輋 には拂 へんから 君の 方 へ 行き ませうよ」 

「は あさう です か、 どうも 難 有う、 可成 氣を 付けます から どうぞ 左樣願 ひたい もので， T 細君が 出て 行つ 

た 後から 亭主の 首が 半分 戶 S 間から 出た。 Thank  you,  Mr.  Natsume,  than に you. と 言って 二 コ 笑 

つた。 我輩 も少々 嬉しい 樣な心 持が した。 細君と 妹 は 引越の 荷 ごしら へで 終日 急がし い。 七 時に 茶 を飮む 

ときに 食堂で 逢った。 「今日は 飼って 居た 鸚鵰 を賣 りました」 と 妹が いった。 姊 もまけ すに 「前 使った 學 

校の 招 陴も寶 りました。 .1" 圓に 持って行きました」 と 云った。 

運命の 車 は 容赦な く廻轉 しつ 、ある。 我輩の 前 及び 彼等 一 一人の 前に は 如何なる 出來 事が 橫 はりつ、 ある 

か。 我等 は 三人ながら 愚な 事 をして 居る かも 知れぬ。 愚か も 知れぬ、 叉 利口 かも 知れぬ。 只 我輩の 運命が 

彼等 一 一人の 蓮 命と 漸々 接近し つ  > ある は 事 實 である。 後 を 顧て 彼の 藩 紫の 貴女 及び 其 妹の 事と 其 門 構 付き 

の 家 を 想像し、 前 を て此 貧困なる しかし 正直なる 一 一人の 姊 妹と 其 未 來の樂 固と 豫 期しつ 、ある 格子 戶作 

り を 想像して、 兩 者の 差違 を 趣味 ある 樣 にも 感 する。 叉 貧富の 戀隔 は斯樣 に色氣 なき 物 かと も感 する G 又 

ミカ ゥバ ー と 住んで 居った デヴ イツ ド、 カッパ ー フィ ー ルドの 樣な 感じ もす る。 四月 二 ト日。 

三 

朋友 其 朋友と 共に 我輩が 生活 を 共に する 所の 朋友 姊 妹の 事に 就いては， 前囘 少しく 述ぶ ると ころ あつたが、 
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此 外に 我輩が 尤も 敬服し 尤も 辟易す る 所 S 朋友が まだ 一人 ある。 姓 はべ ン 渾名 は bedge  pardon なる 罌 

人の 事 を 少しく 報道し ないで は 何だか 氣が濟 まない から、 同 君の 事 を 一 寸御 話しして、 次囘 から は 方面の 

變 つた 目 擎談觀 察談を 御 紹介 仕らう。 抑 も此ぺ ン卽ち e の 下女なる ぺ ンに 何故 我輩が 此 渾名 を呈し たかと 

云 ふと、 彼 は 舌が 短 かすざる のか 長す ぎる のか 呂律が 少々 廻り 兼ねる 善人なる 故に I げ eg-  y<mr  pardon 

と 云 ふ 代りに いつでも .bedge  pardon と 云 ふからで ある。 ベ ッ. デ、 パ ー ド ンは 名の 如く 如 何 にもべ ッ.. チ、 

パ I ドンで ある。 然し 非常な 能辯 家で、 彼の 舌の 先から 唾液 を 容赦な く 我輩の 顔面に 吹き かけて 話し 立て 

る 時 杯 は滔々 滚々 として 惜し い 時間 を 遠慮な く 人 に 潰さ せて 毫も 氣の毒 だと 思 は ぬ 位の 善人 且雄辯 家で あ 

-る。 此 善人に して 雄 辯 家なる ベ ッ. デバ— ドン は 偷敦に 生れながら 丸で 倫 敦の事 を 御存じない。 田舍は 無論 

御存じな いつ 又 御存じな さり 度く もない 樣子 だ。 朝から 晚迄晚 から 朝な 1； 励き 續 けに 働いて 夫から 四 階の ァ 

ッ チックへ 登って 寢る。 翌日 日が 出る と 四 階から 天降って 又 働き 始める . C に々 セッセ と はすまして. —— 彼 

は 喘息 持ちで ある —— はたから 見る も 氣の泰 な 位 だ。 左り 乍ら 彼 は 毫も 自分に 對 して 氣の 毒な 感じ を 持つ 

て 居らぬ。 As 字 か B の 字 か見當 S つかぬ 彼 は 少しも 不自由ら しい 樣子 がない。 我輩 は 朝夕 此女 聖人に 接 

し 敬慕の 念に 堪へ ん 位の 次第で あるが、 此ぺ ンに铺 まって 話しかけられた 時 は 幸か不幸か 是は 他人に 判斷 

して 貰 ふより 仕方がない。 日本に 居る 人 は 英語なら 誰の 使 ふ 英語で も大槪 似た もんだ と 思って 居る かも 知 

れな いが、 矢張り H 本と 同じ 事で、 國々 の 方言が あり 身分の 高下が あり 杯して、 夫 はく 千 違 萬 別で ある- 

然し 敎育 ある 上等 社會の 言語 は 大抵 通す るから 差 支へ ない が、 此倫敦 の コ ックネ ー と稱 する 言語に 至って 

は 我 濯に は 到底 分らな い。 是は當 地の 中流 以下の 用 ふる 語ば で 字引に な い 樣な發 音 をす るの みならす、 前 

の 言ば と 後の 言ば の 句切りが 分らない 事 程 左樣 早く 饒舌る ので ある。 我 載 はコ ックネ ー では 毎度 閉口す る 

が、 ベ ッ. デバ ー ド ンのコ ックネ ー に 至って は 閉口 を 通り 過しても う 一 遍 閉口す る 迄少々 草臥れる から 開口 


I 番 一 寸休 まなければ やり切れない 位の もの だ。 我 まが こ、 に 下宿した てに は 屡べ ンの 襲擊を 蒙って 恐縮 

した S. である。 不得已 此旨を 神さん に 屆 け 出る と * 可哀相に ぺ ンは 大變御 小言 を 頂戴した。 御客様に そん 

な 無 仕付けな 方が ある もの か 以後 はたしな むが 善から うと 極めつ けられた。 夫から 從 順なる ぺ ン は诀 して 

我 蒙 に 口 をき かない。 但し 口 をき かないの は 細君の 內に 居る 時に 限る ので、 .E の 神が 外 へ 出た 時に は 依然 

として 故の ぺ ン である。 故の ぺ ンが 無言の 業 を させられた 口惜し まぎれに 折 を 見て 元利 共 取 返さう と 云 ふ 

勢で くるから たまらない。 一 週間 無理に 斷食 をした 先生が 八日 目に 御 榧 を 抱 へ て奮戰 する W 槪が ある。 

例の 如く デン マ ー クヒ ル を散步 して 歸 ると、 我輩の 爲に戶 を 開いた るべ ンは 直ちに 饒舌り 出した コ 果せ 

るかな 家 SIS もの は 皆 新宅へ 荷物 を 方 付けに 行って 伽藍 堂の 中に 殘るは 我輩と ぺ ン 計りで ある" 彼 は立扳 

に 水 を 流す が 如く 娓 々わ 五分 許り ノべッ に 何 か 云って ゐ るが 毫も わからない。 能辯なる 彼 は 我輩に 一 言の 

質問 を も 挾まし めざる 程の 速度 を 以て 辯 じかけ つ 、ある。 我輩 は 仕方がな いから 話し は 分らぬ ものと 諦め 

てべ 、て 3 顔の 造作 S 吟味に とり か、 つた。 溫 厚なる 一 一重 険と 先が 少々 逆 房り をして 根に 近づいて 居る 鼻と 

あく. まで；^ に 健全なる 顔色と そして 自由自在に 蓮 動を縱 にして 居る 舌と 舌の 兩 脇に 流れて くる 白き 唾と を 

暫く は 無心に： 3- 詰めて 居た が、 やがて 氣の 毒な 樣な 可哀相の 樣な叉 可笑しい 樣な 五目 脂の 樣な 感じが 起つ 

て來 た。 我 取は此 感じ を 現 はす 爲に唇 を 曲け て 少しく 微笑み- 拽 らした。 無邪氣 なる ぺ ンは其 邊に氣 のつ く 

害 はない。 .Is 分の 噺に 身が 入って 笑 ふの だと 我點 したと 見えて 赤い 頓に 笑^ を择 へて ケタく 笑った。 此 

頓珍漢なる 出來 事の 爲に 我輩 は 愈 變テコ な 心 持になる、 ぺ ンは 益乘氣 になる、 始末が つかない。 彼の 云 ふ 

所 を あそこで 一 言 こ、 で 一 句、 分った 所 丈 綜合して 見る とかう いふの らしい C 咋日 差配人が 談判に 水 亇た。 

內の女 連はパ ッが惡 いから 留守 を 使って 追 ひ 返した。 此 玄關拂 ひの 使命 を完 うした のがべ ン である。 自分 

は噓 をつ くの は 嫌 ひだ。 神 さまに 濟 まない。 然し 主命 も だし 難しで 不 得止噓 をつ いた。 先づ 大抵 こ、 ら當 

.  二三 


二 四 

り だら -フ と 遠くの 火事 を 見る 樣に 見當 をつ けて 漸く 自分の 部屋へ 引き下がった。 我輩の トラ ン クと 書籍 は 

今朝 三時 頃 主人が 新宅へ 運んで 仕舞った ので、 殘 るの は身體 ばかり だ。 何となく 寂 漠の感 が ある。 夜の 八 

時 頃に コ ッく戶 を 叩いて 這 入って 來た —— 例の ベ ンが 11 今日 差配人が 四度來 たとい ふ 注進 だ。 夫から 

河 かいふが 少しも 解し かねる。 あまり 面倒 だから 善い 加減に して 追 ひさけ る。 …… 十 時 頃に 又べ ンが來 た。 

今度 差配が 來 たら どうしょうと いふ。 今度 は 相談の 爲だ。 心配す るに は 及ばん と い つて 慰めて 引き さがら 

せる。 十 時半になる がま だ 内の もの は歸ら ない。 若し こ、 の 亭主が 詐欺師であって 我輩 を 置き去り にして 

荷物 丈 取って 行った とすれば 我輩 はァ ン ボンタンの 骨頂で 嘸 かし 人に 笑 はれる だら、 フと氣 がつ いた。 やが 

て 門の 戶の あく 音が する。 歸 つたら しい。 先づァ ン. ネンタ ン になら すに 濟ん だ。 難 有い と寢 る。 

翌日が 四月 廿 五日、 九 時 頃 起きて 下へ 行く と 主人 夫婦が 今朝 锁を すました 處だ。 我輩が 食卓に 就く の を 

相圖に 昨夜の 騷動を 御存じで すかと 神さん が 尋ねた。 我輩 は 三階に 寢 るので ある。 下で どんな 事が あった 

か 少しも 知らない。 騷 動って 何が あつたので すと 聞く と、 例の 差配人との 悶着 一 件で ある。 咋夜 彼等が 新 

宅から 歸 つて 家へ 這 入 る 途端 門口に 待ち設け てるた 差配人 は、 亭主が 戶を しめる 餘地 のない 程 早く 彼等に 

續 いて 飛び込んで、 何故 斷 りなし に 然も 深夜に 引越 をす る 夫で も 君 は 紳士 かと 云 ふと， 我輩が 我輩の 荷物 

を わきへ 運ぶ に 誰に 斷る 必要が ある、 又 何時に 荷 を 出さう と 此方の 勝手 ぢ やない かと 亭主が 抗辯 する。 夫 

から 段々 議論に 花が いて 壯語 四隣 を 驚かす と 云 ふ 騒ぎであった さうな。 一： 儿來此 家 は 神さん の 名前で かり 

て 居る。 處が七 年 前に 少々 家賃 を滯 らした のが 今日 迄 祟って るて 出る 事が 出来ん。 然も 彼の 財產は 早晚家 

賃 のかた に 取られる とい ふ 始末 だ。 然し 憐れなる 姊妹は 別段 取 押 へられて 困る 樣な物 も 持って 居ない。 差 

配 も 夫に は 目 をつ けて 居らん。 唯此老 差配の 目 ざして 居る の は 亭主 其 人の 家財に ある。 亭主 も 一 一— 世紀の 

人間 だから 其、 邊に拔 かり はない。 代言人の 所へ 行って ちゃんと 相談して 居る。 日沒 後日 出前 なれば 彼の 家 


具 を 運び出しても 差配 は 指 をく はへ て 見物して 居らねば ならぬ と 云 ふ 事 を 承知して 居る。 夫 だから 朝の 三 

時 頃から 大八車 を 傾って 來て 一 晚寢す にか、 つて 自分の 荷 を 新宅へ 運んだ ので ある。 彼 は 頗る 尨大なる シ 

マリの ない 顏 をして 居る。 そこで 申 譯の爲 に少々 鼻の 下へ 髭 を はやして は 居る が、 中々 差配に 負けぬ 拔： m 

のない 3R と 見える。 

我 は 亭主 に 自分の 身體 はいつ 移れる のかと 聞いたら 今日で も宜 いとい ふから、 午 飯の 後 細君と 共に 新 

宅へ 移る 事に した。 

祌 さんと 一 一人で 午钣を 食って ゐ ると 亭主が 代言人の 所から 歸 つて 來て种 さんに、 御前 一 つ 手紙 を 書いて 

差配の 所へ 郵便で やれ 書留に しなくて はいかん といって 又 出て 行った。 神さん は サラく 何 か 書き 始める。 

どんな 手紙 を かく か少々 見 度い 心持ちで も ある。 やがて 神さん は 書き 了って 「一 寸〇〇 さん 斯うい ふ 手紙 

なんです 聞いて 下さい」 と 高慢な 顔 をして 手紙 を讀み 始める。 「拜啓 妾 は 驚 入 申 候。 …… どうです もう 少 

し 緩く り讀 みませう か …… 妾 は 驚 入 申 候。 昨日 は 三度なら す 四 度 迄 も 留守宅 へ 御來 臨の 上 下婢に 向つ て 妾 

等身の 上に 關 する 種々 なる 質問 を發 せられ、 夫の みならす 無斷 にて 人の 家 を 捜索な され、 剩へ 下婢に 向つ 

て 妾 はレデ ー の 資格な きものな り 杯 餘慶な 事 を吹聽 せられ 候 由、 元 來右は 如何なる 御主 意に 御座 候 や 伺 度 

候。 此亂 暴なる 貴下の 擧 動に 對し妾 は 辯 解 を 求む る權利 ありと 存候。 …… 斯うい ふので す。 是 がね 策なん 

です よ」 と 云 ふから 我輩 も 少し 驚 入. S. して 居る 處 だが、 策って 云 ふの は どんな 策なん です と 聞く と、 先生 

愈 得意 だ。 よう ござんす か、 此 手紙 を 書いて チヤ ンと此 通り 控へ をと つて 置く でせ う、 先方で 若し 此 事件 

を 裁判沙汰 にす る 日に は此が 證據 にな つ て 差配が 亂暴を 働 いたと いふ 種になる のです よ。 今迄 は 女 二人 だ 

と 思つ て隨分 勝手な 事ば かりした のです が、 今ぢゃ 男が 付いて 居る からさう 計り 踏みつけられ ちゃ 居 ませ 

ん のさ、 と 間接に 亭主の 自慢 を 仰せられた。 夫から 御 待遠樣 それで は 出掛け ませう と 云 ふから 出掛けた。 

二 五 
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我 犖は手 提革雜 _s 中へ 雜物を 押し込んで 頗る 重い 奴 を さ ゆて 而も 左の 手に は 1® 蝎と ステッキ を 一 一本 携 へて 

居る。 レデ— は 網袋の 中へ^ 紙 包 を 四つ 入れて 右の 手に さけて 居る。 此&紙 包の 一 つに は我孽 の寢卷 とへ 

コ帶が 這 人って お るんだ。 左の 手に は是も 我輩の シ ー トを 紙 包に して 抱へ て 居る。 兩人 とも 兩手. か 塞が 

つて 居る。 飛んだ 道行 だ。 角 迄 出て 鐵道 馬車に 乘る。 ケ 二 ングト ン迄ー ー錢宛 だ。 レデ ー に 私が 拂 つて 置き 

ますと いって 黑ぃ皮 の 暮 口から 一 ペチ— 出して 切符 寶に 渡した。 乘合は 少ない。 向 側に 派出な なり をして 

居る 若い 女が 乘 つて 居る。 すると 我輩の 隨 行して 居る レデ— が 突然 あなた は メリ I コ レリの マスタ— ク 

リス チア ン を御讀 みなさい ました かと 大きな 聲で 聞いた。 是は 近頃 七 五一：.？； 部- M れ たとい ふ 一 寸 有名な 本 だ 0 

我輩 は 書物 は 持って 居る がま だ讀 まない と 答へ た。 「あの 本 はね、 大變 よく 出來て 居る のです がね。 どう 

も 作者の 宗旨が： 1： だか 分らない のです よ。 私の 知って 居る 者なん か皆コ レ リの 宗旨 は 何 だら う-つて 嚼 して 

居ます よ」 と 盆 向 側の 婦人に 聞こえよ がしで ある。 自分 だって 讀んだ 事 もない のに 鐵道 馬車の 中なん かで 

ょせぱ_^.ー3ぃと忍ったが、 仕方がな いから ゥン くと 生返事 をして 居た。 やがて ケニ ング トンに 着いた。 兹 

で 馬車 を 乘換へ る。 今度 は 上へ 上がらう と 云 ふから 楷子を 登って トップへ 乘 つた。 r 此左 にある のが 有名 

な 孤兒院 でスべ ー ジョ ンの 記念の 爲に 作った のです。 スパ ー ジョ ンて云 ふの は 有名な 說敎 家です よ」 「ス 

パ— ジョ ン」 位講釋 しないだ つて 知って 居ら、 腹が立つ たから 默 つてて やった。 「段々 木が 靑く なって 好 

い 心 持です ね、 二週間 位 前から ズット お 色が 變 つて 來 ましたね」 「左 樣、 時に あすこに 拉 んでゐ るの は 何 

て 云ふ樹 です か」 「あれ？ あれ は ポプラ ー でさ あね」 「へ ェ ー あれが. ネ ブラ— です か、 ナ —ル 程」 と 我輩 

は 感嘆の 辭を發 した。 神さん はすぐ ッケ 上がる。 r ネプラ —はよ く 詩に 咏 じて ありま すよ、 テニソン 杯に 

も 出て るます。 どんな 風の 無い 日で も 枝が 動く。 ァ ス ぺ ン とも 云 ひます。 是も 懢かテ 一一 ソ ン にあった と 思 

ひます」 と r テ 一 一 ソ ン」 專寶 だ。 其 癖 何の 詩に あると も 云 はない。 我輩 は 面倒臭い とい ふ 風で ゥンく 云 


ふの みで ある。 向う の 敷石の 上 を 立派な 婦人が 据を 長く 引いて 通る。 「家の 內 での 御 引きす りに は 不賛成 

そと 

もありません が、 外で あんな 畏ぃ据 を 引きす つて 步行 くの は あまり 體 裁の 善い ものではありません ね」 と 

蹈短 かなる レデ ー は 我 孽に敎 ふる 處 あった。 漸く  r ッ ー チン グ」 と 云ふ處 へつ く。 今度 は 蘭太郞 馬車で 新 

宅の 橫 町の 前 迄^た。 「どれが 內で すか」 と 聞いた。 向 5 に雜な 煉瓦造りの 長屋が 四 五軒 拉んで 居る。 前 

に は 何もない。 砂利 を 掘った 大きな 穴が ある" 東京の 小石 川邊の 景色 だ" 長屋の 端の 一 軒丈 塞がって 居て 

あと は みんな 貸家の 札が 張って ある。 塞がって 居る のが 大家さんの 内で 其 隣が 我輩の 新-卜 宿、 彼等の 所謂 

新パ ラダ イスで ある。 這 入らない 先から 聞きし に 劣る 殺風景な 家. U と E 心った が、 這 入つ. て-免る と猶々 不風 

流 だ。 加 之 どの 室に も 荷物が 抛り 込んで あって 丸で 頻燒 後の 立 退場の 樣、 ：{,r 只 我輩の g: 取るべき 二階の 一 

問 だけが 少しく 方 付いて ォ ラレ ブルに なって 居る。 以前の 部 星よりも 奇麗 だ。 装飾 も先づ 我慢 出来る。 や 

がて 亭主が 出て 來て窓 掛をコ ッく 打ち付ける。 ス ト ー ヴの上 へ 額 を かける が 「ミツ ス ルト ー」 とい ふ 額 

は 如何です、 あれ は 人に よると 嫌 ひます が 一 寸御 驚に 入れ ませう と 云って 持って 來て 見せた。 何でもない 

裸 體畫の 美人 だ。 「ハ 、ー 裸體畫 ですな、 結構です」 と 冗談 半分に いったら 「へ 、 、私 もちつ とも！ S ひま 

せんがね」 と コッく 釘 をう つて かける-〕 「どうです 是で角 度 は…… もう 少し 下向きに …… 裸體美 人が あ 

なた の 方 を a 下ろす 樣に 11 宜 しう 御座 います」。 夫から 我 載の 書棚 を 作って やる といって 壁の 寸法と 書 

物の 寸法 をと つて r グ ー ドナ イト」 といって 出て 行った。 

門前 を 通る 車 は 一 臺 もない。 往来の 人聲 もしない。 頗る 寂寥たる もの だ。 主人 夫婦 は 事件の 落着す る 迄 

は 毎 晚舊宅 へ 歸 つ て寢 なければ ならぬ。 新宅に は 三階に 寢 る 妹と 力 ー p 1 君と ジ ャ ッ ク 君と ァ ネスト 君で 

ある。 力 ー 口  —！ とジ ャ ソ ク君は 犬の 名であって ァ ネ ス ト君 はこ ， の 主人の 店に 使って 居る 若き 人間の 名 

である。 我輩の 敬服し 且 辟易す るべ ッ-、 チパ ー ドン は 解雇され て 仕舞った。 我輩 は移轉 後に 此話を 聞いて 憮 

二 七 
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然として 彼の 未來を 想像した。 

魯西亞 と 日本 は爭 はんとして は爭は ざらん としつ 、ある。 支那 は 天子 蒙 塵の 辱 を 受けつ 、ある。 英 a ま 

トラ ンス ゥァ— ルの舍 剛石を 掘り出して 軍費の 穴 を 填めん としつ、 ある。 此 多事なる 耽界は 日と なく 夜と 

なく 囘轉 しつ、 波瀾 を 生じつ、 ある 間に 我輩の すむ 小天地に も 小 囘轉と 小 波瀾が あって 我 下宿の 主人公よ 

其 尨大なる 身體を 賭して かの 小冠靑 差配と 雌雄 を 決せん としつ 、ある。 而 して 我輩 は 子規の 病 氣を財 5 めし 

が 爲に此 日記 を かきつ A ある。 四月 二十 六 口。  .  . 


偸敦 消息 

！ 大正 四 年 九月 文集 『色 鳥』 に 編 人す るに つき 作者 自ら 筆 を 加 へ たる もの i 


僕の 下宿 の 體裁は 前便に 申 述べた 通り 頗る 憐れつ ほい もの だが、 さう いふ 心細い 所に 三ト 代り 顔 子り 

やうな 氣 持で、 化ぬ く 澄まして るら れ たもの だと 君 は 不審 を 起す かも 知れない が、 僕 とても 御存じの 如き 俗 

物で ある 以上、 んな 窮屈な 1?^ をして 囘ゃ 其樂を 改めす 賢なる かなと 賞め られ ような どと は 無論 思って 

ゐ ない。 た 巳む を な いので 厭々 ながら 辛抱して ゐ るの だと さ へ 推察して 貰 へ ば それで 澤山 だ。 

僕 だって 留學 生の 擧資 全體を 衣食住の 方へ 廻せば、 いくら 物價の 高い 偷敦 でももう 少し 樂な 生活 は 出来 

るの だ. か、 自分 はまた 昔 通りの 書生に 立ち返つ たの だとい ふ 感じが 强く 起る のと、 折角 西洋へ 來 たもの た 

から 成らう 事なら 一冊で も 餘計專 門 上 S 書物 を 買って 歸 りたい とい ふ愁 望が 僕 を高壓 的に 支配す るのと で 

少しの 不自， U よ-我 曼 しなければ ならない とい ふ氣 になる の だと 思って 吳れ 給へ。 十 年 前大舉 の 寄宿 舍で雪 

駄の やうな 堅い ビス テキ を 食った 經驗の ある 僕 は 苦しくな ると あの 時分の 事を囘 想して 一 人で 一 人 を 

尉 S めて ゐ る。  へや 

ノ 然し 冬の ヒュ ー く 風が 吹く 晚に から 烟が逆 房り をして 室の 中が 一 面 眞黑に 燥る 時 や、 窓と 戸の 隙 

間から 其 寒い 風が 遠慮なく 這 ひ 込んで 來て、 股から 腰の あたり を 堪らなく；；^ ぼくする 時 や、 板張りの 椅子 

が 堅い ので L 丸が 疝氣 持ち 見た やうに 痛くなる 時 や、 自分の 着て ゐる 着物が 漸々 變 色して 来る につけて 自 

分が gsr 々下落す る樣な 情ない 心 持になる 時 は、 必竟 何の 爲に こんな 切り詰めた 生活 をす ろんだら うと 自分 
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で 自分 を 疑って 0^ たくなる 事 も ある。 

そんな 時 は 仕方がな いから 洋杖 でも 振り 廻して 氣を 紛らす 爲に 何とい ふ 目的 もない のに 矢 鳕と其 所 いら 

を 散歩す るので ある。 然し 其 散歩が 又晴々 した 心 持に！^ した 自分 を變 化させて 吳れ ると は 限らない の だか 

ら 困る。 

先 づ往來 へ 出て 見る と、 會ふ もの も會ふ もの もみん な脊. か 高くて 立派な 顔ば かりして ゐる。 それで 第 一 

に氣が 引ける。 何となく 肩身が 狹 くなる。 稀に ，：！ うから 人並 外れて 低い 男が 來 たと 思つ て 擦れ違， ふ 時に、 

念のため 脊を 比較して 見る と、 先方の 方が 矢っ張り 自分より ニ寸 がた 高い。 それから 今度 は變に 不愉快な 

血色 をした 一寸法師が 來 たなと 思 ふと、 それ は 自分 S 影が 店先の 姿 に 映った ので ある。 僕 は 醜い 自分の 

姿 を 自分の 正面に て 何遍 苦笑した か 分らない。 或 時 は 僕と 共に 苦笑す る 自分の 影 迄 見守って ゐ たつ さう 

して 其たん びに 黃色 人と は 如何にも 好く 命け た 名 だと 感心し ない 事はなかった。 

•  うしろ 

此閒 ある s 先に 立って ショ— ヰン ド Is 中を观 いてる たら 後から 一 一人の 女が 來て least  poor  Chinese 

と 評して 行った。 僕 は 斯うい ふ 形容の 言葉 を 怒る よりも 甚だ 珍ら しく 聞いた。 ある 公 IS では 女の 一 一人 連 

れが、 ぁれは！^^那人だぃゃ曰本人だと云ひ爭ってゐるのを見受けた。 二三 日 前 は 去る 所へ 呼ばれて 絹 精に 

フロックで 出掛けたら、 向う から 來た 二人の 職工 見た やうな ものが、 a lusdsome  Jap と 冷嘲して 行つ 

た。 是は 散歩で はない けれども 序 だから 書く が、 ある 芝居へ 行った 處大 入で 席の 賣り 切れた ため 仕方なし 

にガ レリ ー で 立 見 をして るると. おの も S が 彼 所に 居る は 葡萄牙 人ぢ やない かと 評して るた 事 もあった。 

—— 斯 んな譯 でた とひ 外へ 出ても、 遠くに るる 者が 想像す る やうに、 決して 愉快で はない ので ある。 

僕 はか 、 る狀 態で 此薄 喑ぃ污 苦しい 有名な 力 ンバ ー ヱ ルと いふ 貧乏 町の 隣り 町に 去年 S 末から 今日 迄勳 

かすに ゐた。 無精な 僕の 事-たから、 もし n: の 故障 も 身缝に 起らなかったなら、 恐らく 留舉 期の 盡 きる 迄、 


同じ 所に 穴 籠りの 蛇の やうに 蟄居して るた かも 知， れ ない。 然しい くら 事を好まない 僕の 生活に も 推移と 變 

化. か 自然の 勢で 囘 つて 來て、 動きた がらない 僕の 身 體を搖 振りに か、 るの だから、 世の中 は 何處へ 行って 

も 多事と 云 はなければ ならない。 

俊 は 其 出 來事を 君に 語る 前に、 順序と して まづ今 居る 家の 歴史 を 少し 述べ た いと 思 ふ。 

是は 元からの 下宿屋と 違って、 去、 年まで は、 市中の 方々 に散點 する 一 種の 私立 女學 校の 一 つであった。 

財産 もな く經驗 もな く、 又 將來の 目的 もし かと 立たない のに、 自營の 道を講 する 必要 上、 此 所の 上さん と 

妹と が 思 ひ 付いた 此商寶 は 不幸に して 成功し なかった。 家賃が 滯る、 借金が 出來 る、 寄宿生のう ちに 熟 病 

が 流行る。 それで 一人 退校す る、 二人 退校す る、 最後に と 5 く 閉校す る、 とい ふ 始末に なって しまつ 

た。 

飽く迄も 困苦と 奮戰 する 诀 心の 姊妹 は、 擧校を 鎖す と 同時に 今度 は 下宿 を 開業した。 しかし 客と いふ 客 

は 殆ど 誰も 来なかった。 

「夏 目さん 貴方の 御存じの方で 人ら しって 下さる 方 はありますまい か」 

「左 樣實に 御 氣の素 だから 周旋して 上け たいの-たが、 倫 敦には 別に 朋友と いふ ものが な いんだから …… 」 

僕 は 彼等の 爲に 遂に 何う して 遣る 事 も出來 なかった。 

夫で も 先達て 迄 は 一 人の 日本人が 同宿して ゐた。 頗る 陽氣な 性質で、 僕が 「ホト 、 ギス， 一 を讀ん でゐる 

と、 君 も天智 天皇の 方 は 遣れる のかい 杯と 訊いた 此男 は、 自分の 性に 合 はない 斯んな 陰氣な 宅に は 居堪ま 

れ なくなつ たと えて、 とうく 逃 ゆ 出して しまった。 いふ 迄 もな く 後 は 僕 一人 だけな S だから、 下宿 を 

や め て 家 を sg| むより 外に 途 はな くな つたので ある。 

彼等 は 倫欽の 町外れに 新しい 家 を 探し出さなければ なら なくなった。 丁度 小 綺麗で 恰好な 住居が 見付か 

三 一 


三 二 

つたと かいふので、 或 日 亭主と 上さん が 出て 行った 後、 僕 は 妹と 差し 向 ひで たった 二人 午 飯の 食卓に 就い 

た Q 

「責方 も 一 所に 引越して 下さいます か」 

妹 は 陰 氣な聲 で 僕に 哀願す る やうに 賴ん だ。 僕 は 可哀相 だけれ ども 一 種 厭な 心 持が した。 然し 氣の 毒と 

いふ 感じ は 充分あった ので、 成らう 事なら 一 所に 移って やらう と 思 はないでも なかった が、 一 方で は 又 さ 

、？问 うの 云 ふ 通りにば かりなって は 居られない 譯も 有って ゐた。 

此妹は 極く. M 氣で大 たしくて 其 上に 信心の 堅固な 女 だから、 一 所に 居ても 少しの 不愉快 を 感じない が." 

姊の 方になる と 何う も 左右 は 行かない。 生意氣 で、 知った か 振 をして、 子供で も 心得て ゐるゃ -フ な 易しい 

英語み- 捉ま へて、 貴方 は 此字を 御存じで すか 杯と 訊いたり する。 現に 先達て はト ン ネルと いふ 字 を 知って 

るる かと 訊いた。 それから スト 口 ー (卽ち 藁) とい ふ 字 を 知って ゐ るかと も 訊いた。 僕 は 英文 擧專 門の 留 

擧生 だが、 斯うなる と 全く 怒る 張 合 もしない。 尤も 是は此 所へ 下宿した ての 話で、 咋 今では 多少 樣子も 解 

つて 來 たもの だから、 それ 程 人 を 馬鹿にし たやうな 質問 は 掛け なくなつ たし、 それと 同時に また 僕に 對す 

る 一 般の擧 動 も 大分 丁寧に なって 來 たの は 事寳 であるが、 其當座 は實際 驚く よりも 大いに 瘤に 障る 位 だつ 

た。 總 じて 此國の 女、 ことに 御婆さん は 親切 かも 知れない が、 有難くない。 此間 去る 家へ 呼ばれて 行った 

ら、 ：Haw の奧 さんが 大の 耶蘇 信者で、 滔々 と 祌德を 述べ 出した 序に、 あなた は evolution  (進化) とい ふ 

字の 意味 を 知って るます かと 僕に 質問 を かけた。 

「世の中の 事 は 亂雜で 法則がない やうです が、 みな 進化の 道理に 支配され て 居ります。 . ！ 進化 i 解 

ります 力」 

丸で 赤ん坊に 說敎 でもす る やうで ある。 まことに 品の 好い 閑雅な 御婆さん だが、 日本 を 知らない、 日本 


人 を 知らない、 從 つて 俊 を 知らないの だから 何う する 譯 にも 行かない。 其 上下 宿の 上さん と 違って， た > 

親切 づ くで 云って 吳れ るの が 目に 見えて ゐる。 僕 は 先方の 好意に 免じてた ゾ へ え/ \ と 云って ゐ るより 外 

に 仕方がなかった。 

よく 御婆さん ばかり 引合に 出す やう だが、 もう 一 人 御婆さんが ある。 此 御婆さんが 先達て 寄こした 手紙 

の 中に folk とい ふ 字 を 使って ゐる。 た  >  使って ゐる 丈なら 不思議 はない が、 其 字に わざく 脚註 を附け 

て、 是 は英國 古代の 字な りと 書いて るる。 手紙に ノ ー トを附 ける のさへ 旣に變 な 所べ、 こんな 文句 を 書く 

の だから、 全く 馬鹿 氣 たものに なって 仕舞 ふ。 

此 御婆さんと 船へ 合乘 をした 時に、 何 か 文章 を 書けば 直して やる とい ふから、 日記の 一節 を 出して、 添 

削 を 賴んで 見たら、 直さなくても 差 支へ ない 所に 手 を 入れて ゐる ばかり か、 飛んでも ない 間違 ひが 例の 脚 

註の 體で 書き 添へ てあつた。 

相當の 身分 の ある 尺です ら此 通り だ から、 安 下宿の 細君が 僕に 對 して 生 意 氣を云 ふ の も 無 It- はな いが 、 

其 所が 人間の 弱點 とで も 云 ふの だら う、 何う も 好い 心 持が しない。 何う せ英 國へ來 たからに はもう 少し 舉 

問の ある、 もう 少し 話せる 人、 と 同居して、 もう 少し 深入り をした 交際が して 見たい。 iL への 腹に は 斯うい 

ふ 望みが あるので、 折角の 妹の 依賴 だが、 そんなら！ 所に あなた 方の 引越して 行く 所へ 追いて 12: きませ う 

と は 答へ なかった ので ある。 ■ 

ラち 

實を いふと 事情 を 知らない 僕 は 果して 自分の 望み通りの 人で 下宿人 を 置く 宅が あるか 何 うか 知らないの 

だ。 た 5r 世界 は廣 いから！ |！ 處 かに そんな 男が ゐる だら う 位に 思って、 好い加減な 想像 を 退し くしつ /'あつ 

たの だ 。然し 一方から 見れば 世界 は 又 非常に 狹 いも S である。 ことに 倫敦に 於け る 僕の 世界と 來 たら、 身 

動き もなら ないやう に 窮屈に 出來 上がって ゐる。 自分の 借りた 部屋 以外に 殆ど 世界 を 有って るない 僕 は、 
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何う して 適當な 下宿 を 探し出さ うと 考 へた 揚句、 遂に 新聞 廣告を 利用す る 事に 極めた。 

斯うい ふ 時に 重寶な 西洋の 新聞に は 下. B の廣告 がいくら でも 出て ゐる。 僕. か 以前 宿 を 探す とき ディ レ ー. 

テレグラフの 廣告懂 を 見て、 始めから 仕舞 ひ 迄讀み 通す のに、 三時 間 潰した 事が ある。 今 取って ゐ るの は 

ス タンダ —にと 云って、 比較的 上品な 新聞 だから、 此 所へ 出る 廣告 なら 間違 ひ は ある. まいと 思って、 四月 

十七 日の 分 を 探して 兒 ると、 意外に も營業 的の が 大多数で、 素人 家で 客 を 置きたい とい ふの は 極めて 少な 

い。 それでも 色々 なのが 出て くる。 「宿料 低廉、 風呂 付、 食物 上等」。 「ハイド パ ー クに 面し 地：... 4b> 車へ 三 

分、 地下 鐵 道へ 五分、 貴女と 交際の 便 あり」。 新ん なの はま づ 普通で ある。 「球 突隨 意、 洋琴の 備 あり、 

gay  society,  late  dinnerjo 是 もさう 珍ら しい 方で はない。 ことに 「レ ー ト、 、デ 十！'」 など は 近頃 一 般の 

流行で あるが、 僕な どに は 至極の 不便 宜を與 へる 丈で 他に 何の 效能 もない。 其 他 を 順々 に 読んで 行く うち 

に 僕 は 下の 樣 なのに 服 を 着けた。 

「立派な 部屋 を 有する 寡婦 及 其 妹と 同宿 せんとす る餘り 派出 やかなら ざる 紳士 を 求む" 御望の 方 は 〇〇 

筆墨 店へ 御 一報 を s ふ」 

僕 は 先 づこ、 へで も 一 つ 中た つて 見ようと いふ 氣 になった ので、 すぐ 手紙 を 害いて、 宿料 其 他 委細の 事 

を 報知して 貰 ふ 事に した。 序に 僕の 身分 やら 職業 やら を 書き 添へ て、 なるべく 低廉で、 なるべく 愉快な 所 

に 住みたい の だと 勝手な 希望 迄 遠慮なく 付け足して 遣った。 

僕が 其 手紙 を 出した 晚の十 時 頃、 自分の 室で 獨り讀 書 をして ゐ ると、 外から 戶 ロをコ ッく 叩く ものが 

あるので、 僕 は Yes,  come  in. と 云ったら、 宿の 主人が 一 一 コ くして 入って 來た。 僕と 主人の 間に はす 

ぐ 下の 談話が 交換され た。 

「實は #11； 方 も 御 承知の 通り 此度 引越す 事に 極めました が、 何う でせ う、 向う は此 所よりも 大分 綺麗です 


• し- 上 御 室の 調度な ども 出來る だけ 上等に します が、 來て 頂けますまい か」 

「それ は 君の 方で 僕に 是非 來て 吳れ とい ふ S なら …… 」 

「いえ 是非と いって 御 無 ft を 願ふ譯 ではありません が、 もし 御 都合が 好ければ、 —— K は 御 馴染に もな 

つて 居ります し 家内 や 妹 も大變 それ を 希望 致します から」 

「あなた の 新宅 へ 下宿人 を 置きたい とい ふ 事 は 僕 も 承知して るます が、 あなが ち 僕で なくっても 好いだ 

らうと 思って ね」 

僕 は それから とうく 今 下宿 を 探し T- ゐる 最中 だとい ふ 事 を 亭主 に 話した。 彼の 顔 は 少し 陰氣 になって 

來た。 僕 も 幾らか 手 持 無沙汰に なった。  - 

「それ ぢゃ 斯うしょう、 いづれ 先方から 返事が 來る だら うから、 さう したら I 先づ 行って 室 を 見た 上で、 

もし それが 氣に 人らなかったら 君の 方へ 行く 事に しょう、 外 を 探す 事は已 めに して。 あの 手紙 を 出す 前に 

君の 方の 希望が どの位の 程度 だかよ く 分つ てるれば、 無論 聞き 合 はせ る 迄 もない、 初手から 御望に 應 じた 

の だが、 斯うな つた 今ぢゃ 取り返しが 付かない、 先づ 向う の 返事 次第で 何方 かに 極める より 外に 途 はない 

でせ- フ。 その代り 他 は 決して 探さないです。 彼 所が 駄目に なれば、 屹度 君の 方に 行きます」 

此保證 を 得た 亭主 は It 郛魔 さまでし たと 挨拶して 下へ 降りて 行った-〕 

翌日の 朝に なって 食堂へ 行く と 誰もるな い。 もう みんな 债を濟 ました 後で ある。 また 寢坊 をして 氣の毒 

な 事に なった と 思 ひながら 食 串の 上 を 見る と 薄紫色の 四隅 を 一 分 許り 濃い 紫色に 染めた 封書が ある。 僕 は 

す ぐ それが 自 分 宛 で 來た返 寄 に 違 ひない と 察した が、 斯んな 狀袋を 用 ひる 位で は少々 僕の 手に 合 はない 萵 

等 下宿 ぢ やなから うかと いふ 懸念 を 抱いた。 僕 は 食事 用の ナイフです-ぐ それ を 開封した。 

「御 問合せの 件に つき 申 上 候。 此家は レデ— (レデ ー とい ふ 字の 下に 棒が 引いて ある) の 所有に て 室内 
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の 装飾の 立派なる は 勿論 各室と も 電氣燈 を^ ひ、 品よ き 召使 を 雇 ひ 入れ、 凡て 高尙 優雅なる 生活に 適する 

檬 注意 致し 居り 候。 宿 科 は 一 週 三十 三阐に 御座 候。 或は 御氣に 召さぬ かと 存じ 候へ ども、 It 出向 被 下 候へ 

ば 喜んで 各 部屋と も 御 案内 可 致 候 敬具」 

僕 は 飯 を 食 ひながら 呼 鈴 を 押して 上さん を 呼んだ。 

「とうく 貴方の 方へ 行く 事に なり ましたよ。 何しろ 一 週 三十 三 圓ぢゃ 到底 僕に ゃ拂 へんから ね」 

「は あ 左右です か、 何う も 有難う。 可成 氣を 付けます から、 どう-て 左樣願 ひたい もので」 

細君の 出て 行った あとで、 亭主の 顏が戶 の 隙間から 半分 出た。 

rTlla-nlc  you,  Mr.  t-Tlank  youj 

彼 は-! コく 笑った。 僕 も 厭な 心 持で もなかった。 

細君と 妹 は 引越の 荷； へで 終 曰 急がし さう に 働いて るた。 茶を飮 むと きに 始めて 顏を合 はせ た。 

「今日は 昨日まで 飼つ てるた 鸚 鴻を赍 りました」 

かん まん 

「前 使った 擧 校の 招 牌も寶 りました。 ト圓に 買つ てきました」 

僕は姊 妹から 斯んな 談話 を 聞かされた。 間斷 なく 廻轉 しつ 、ある 運命の 車 は 僕と 彼等の 前に 如何なる 出 

來事を 持ち 來 すの だら うか。 未來は 誰に も 解らない けれども、 僕と 彼等と が 段々 接近して 一 所に 流されて 

行き さうな の は かで ある。 僕 は 後 を 顧て かの 藩 紫 の 狀袋を 使 ふ 責女及 び 其 妹 の 住んで るる 門 構の 家 を 想 

像す る。 前 を 望んで 此 貧乏で 正直な 二人の 姊 妹の 喑に 夢み つ ゝ ある 格チ戶 作り S 樂園を 想像す る。 さう し 

て兩 者の 相違 を 面白い やうに も 思 ふ。 又 貧富の 懸隔 は斯ん なに 色氣 のない もの かと も 思 ふ C 最後に 僕 自身 

は ミカ ゥバ ー と 住んで るた デ 井ッド . カバ ー フィ ー ルドの 樣な氣 もす る。 (四月 一 一十 日) 


二 

僕が 是 から 生活 を 共に すべく 餘 儀な くされた 姊 妹に 就いては 前 囘旣に 述べた 通りで ある。 然し 俊 は此外 

に まだべ ンと いふ 僕の 最も 敬服し 且 最も 辟易す る 女の 友達 を 一 人 有って るるから、 今度 は 其 友達の 事を少 

し 紹介しょう。 

實を いふと、 ぺ ンは 僕の ゐる 宅の 下女の 名な ので ある。 さう してべ ッ 。チパ —ドンと いふ 變な 渾名 を も 有 

つてる るので ある。 尤も 此 渾名 は 僕が 命け たの だから， 他へ は 全く 通じない と 思はなくて は 不可ない。 彼 

ろ れ ク 

女の 舌 は 長過ぎる と 云っても 好し、 或は 短 か 過ぎる と 評しても 差 支 はない の だら う、 口 を 利く と 少し 呂律 

.S 廻らない 所が W 來 てきて、 I  t-eg  your  pardon とい ふ 代りに、 何時でも loedge  pardon と發 音す る。 

それが 如何にも 異樣に 響く ので、 僕 は 遂にべ ンの顔 さへ 見れば すぐ 其べ ッ. デ、 バ— ドン を 思 ひ 出さす に は 

るら れ なくなった 結果、 自然 彼女に そんな 渾名 を 命け て 仕舞った ので ある。 

ぺ ン はべ ッ. ヂ パ ー に ン の 癖に 非常な 能辯 家で ある。 舌の 先から 唾液 を 容赦な く 僕の 顔に 飛沫の やうに 吐 

き 懸けて、 惜しい 時間 を 遠慮なく 漠 させて 少しも 氣の秦 と 思 はない。 だからべ ン はたやの 能辯 家で はない。 

§1 辯 家の 上に 善人で ある。  . 

此女は 倫敦に 生れて 丸で 倫 敦の事 を 知って 居ない。 又 知りた さう にもし ない。 朝から 晚迄 家の 中で 働く 

あくるひ 

だけで ある。 夜 は 四 階の 天丼 裏へ 登って 寢る。 翌日に なると、 又 SI 階から 下りて 夾 二」 咋 日の 通り 働き 始め 

る。 彼女 は 喘息 持ちで ある。 氣 息をせつ せと はすまして 傍から EB^ ると 如何にも 氣の毒 さう であるが、 不思 

な 事に、 彼女 は 自分自身に 對 して 毫も 氣の棄 の 感じ を 抱いて るない" A の 字 か B の 字 か 見當が 付かな く 

て も 少しの 不自由 もない やうに 見える。 僕 は朝晚 この 聖か 愚か 區 別の 付き かねる 女の 顏を 見て 喜んで ゐ る。 

三 七 
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然し 一度 此ぺ ンに捉 まって 話しかけられ たが 最後、 果して それが 幸福で あるか、 义 飛んだ 災難で あるか a 

他人に 判斷 して 貰 ふより 外に 仕方が なくなって しま ふ。 

日本に るる 人 は 英語なら 誰の 使 ふ 英語で も大槪 似た もの だ 位に 思って ゐる かも 知れない が、 決して そん 

な 單簡な もの ぢ やない。 矢張り 我々 の 生れた 國と 同じ 事で、 國々 の 方言が あったり、 身分の 高下が あった 

りして、 夫 はく 多 趣多樣 である。 ことに 此倫敦 の コ ックネ —とい ふ 言語に なると 丁度 hd 戶っ 子の ベ ラ ン 

とても  , 

メ ンと 同じ やうな もので、 僕な どに は 底 解らない。 字引に ない 變な發 音 をす る 上に、 前の 言葉と 後の 言 

葉の 句切りが 分らない 位 早く 饒舌る ので 好い加減な 日本の 英擧者 はす ぐ參 つてし まふ。 僕な ど は 無論 其 一 

人で あるが、 ことにべ ンの コック ネ— と 來ては 何う したって 遣り 切れる 譯の もので はない。 

僕は此 家に 下宿した てに 厦此ぺ ンの 壟擊を 蒙って、 始めは 驚き、 中程 は 呆れ、 後に は 大いに 恐縮した。 

仕舞に 巳む を 得 や 其譯を 上さん に 話す と、 ぺ ン は大變 叱られた。 それ 以後 愼んで 僕に は 口 を 利か なくなつ 

うち  でと 

た。 然し 默 つてる るの は 上さん が 宅に ゐる間 だけで、 一 寸 でも 外へ 出よう ものなら、 平生の 埋 合せ をす る 

の は此時 だと 云 はぬ ばかりの 勢で 俊に 立ち 向って 來 るから、 僕 は 彼女が 叱られない 前よりも- 极 難儀な 思 ひ 

をし なければ なら なくなった。 其 時の ぺ ンの蝶 舌り 方 は 丁度 一 週 閒斷食 をした ものが、 八日 目に なって 御 

0 へ 首 を 突 込む のと 同じ 事で， 猛烈ん」 極める と 云つ て も 江河 を诀 すると 云つ て も：？^ して 誇張で はない。 

僕が 例の 如く デン マ ー クヒ ルを 散歩して 歸 ると、 僕の 爲に戶 を 開けて 吳 れた此 餒ゑ盡 くした ぺ ン はすぐ 

口 を 利き 始めた。 果して 家 內には 誰もるな かった。 みんな 新宅へ 荷物 を 片付けに 行って、 伽藍 堂の 中に 殘 

つてる るの はべ ンと 健ぎ りであった。  - 

彼女 は 立 板に 水 を 流す やうに 十五 分 程 何 か ベラく 喋 舌った が 何 を 言って るるの か 僕に は 殆ど 解ら なか 

つた。 困る の は 彼女が 僕に 質問の 餘 裕を與 へない 事であった。 諦め をつ けた 僕 は 仕方なし にた、. r ぺ ンの^ 


丈 見て るようと 決心した。 

僕は溫 厚なる 彼女の 二重 險を 見た。 先の 少し 反り返った 彼女の 鼻 を 見た。 あくまで 紅な 彼女の 顔色 を 見 

た。 最後に 自由自在に 運動 を 貪る 其 舌と、 舌の 兩 側に 流れて 來る 白い 唾液と を 暫く 無心に 眺めて ゐた僕 は * 

やがて 氣の 毒の やうな、 可哀相の やうな、 又 可笑しい やうな、 變 に錯雜 した 感じに 打 たれた。 僕 は 唇 を 曲 

ゆて 少しく 微笑 を 洩らした。 無邪氣 なべ ンは 自分の 渐に 身が 入って 僕が 微笑した ものと 早合點 した ものと 

見えて、 赤い 頸に 笑轡を 湧かした。 さう して ゲタく 笑 ひ 出した。 僕 は 何う する 事 も出來 ない。 ぺ ンは益 

乘り氣 になった。 

彼女の いふ 事 を 彼 所で 一句、 此 所で 一句、 僕に 解った 所 丈 綜合して ると、 何う も默 うい ふ 意味ら し 

、 0 

をん なれん 

昨日 は 差配人が 來た。 然し 内の 女 連は會 ふと 鈸が， 惡 いので 留守 を 使って 追 ひ 返して 仕舞った。 自分 は 神 

樣に濟 まない から、 嘘を吐く の は 嫌 ひだが、 主婦の 命令であって 見れば 已むを得ない、 玄關 先で 誰もるな 

いからと 斷 つて 歸 つて 貰った。  I 

は朧氣 ながらべ ン の 意味 を 斯う 解釋 して 自分の 室 へ 入った。 昨日 迄 室の 中に あった 僕の トラ ンクと 書 

籍は 今朝 三時 頃 主人 か 新宅の 方に 運んで しまったので、 殘る もの は身體 丈で ある。 椅子に 腰 を 掛けて るて 

も 何となく 心細い。 寂寞の 感と は 斯んな もの だ ら うと 思った。 

夜 の 八 時 頃に コッ く戶を 叩く ものが あるか ら 開け て 遣る とべ ンが 入って 來た。 

「今 日 は 差配が 四 遍來ま し た 」 

是丈は 僕に も 解った が、 あと は 例 S 通り ベラく いふ 音が 聞こえる ばかりで 少しも 呑み込めない。 面倒 

だから 好い加減 にして 追 ひ 下け てし まった。 
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十 時 頃に 叉べ ンが來 た。 今度 は此次 差配が 来たら 何う しょ 5 とい ふ 相談で ある。 心配す るに は 及ばない 

といって 又 下へ 追 ひ 返した。 

やがて 十 時半に なった。 然し 宅の もの はま だ歸ら ない。 もし 此 所の 亭主が 詐懦師 であって、 僕の 荷物 丈 

取って 行って、 ■ 所有 主 の 僕 を 置き去り にした ものと 假定 すれば 、 隨 分な 間拔け として 僕は撫 かし 他 か ら嘲 

笑され る だら うと 考 へて 見たり した。 其 時 門の 戶が 開いた。 彼等 は 漸く 歸っ たらしい。 僕 はやつ と 安心し 

て寢 た。 

あさめし 

發日は 九 時 頃に 起きた。 下へ 行く と 主人 夫婦が 今 丁度 朝食 を濟 ませた 所であった。 僕が 食卓に 着く や 否 

や、 上さん が 僕に 咋 夜の 騒動 を 御存じで すかと 訊ねた。 三階に 寢る 僕に 一 階で 何が あつたか 知れよう 箸 は 

なかった a 

「騷 動って 何です か」 

僕の 反問 を 促した 事件 は 矢張りべ ンの 心配して 居た 差配人と 彼等との 閼 係に 外なら なかった。 上さん の 

いふ 所に よると、 咋夜 門口に 立って、 彼等の 歸 るの を 待ち受けて ゐた 差配人 は、 亭主が 戶を 締める 餘 地の 

ない 早く 彼等の 後に 績 いて 玄閼に 飛び込ん だので ある。 

「何故 斷 りなし に、 しかも 深夜に 引越 をす る。 夫で も 君 は 紳士 か」 

「僕が 僕の 荷物 を 運ぶ のに 一 體 誰に 斷る 必要が あるの だ」 

議論 は此所 を基點 として 段々 烈しくな つて 行ったら しい。 元來 上さん の 名前で 借りて ゐる此 宅の 家賃 を 

七 年 前に 少 々滞らした とかい ふの が 元で、 其 祟りの 爲に、 彼女 は それ を 綺麗に 片付けなければ 外へ 引越す 

譯に 行かない ので ある。 七年來 借りて る もの を 未だに 返さない 所 を 以て 見ろ と、 彼女 姊 妹の 家財 は 早晩 其 

借り越しの 家賃の 代りに 奪ら れ るの が當然 であった。 けれども 一 一人 は 別段 取り 押 へられて 困る やうな 物 を 


1 つも 持って るなかった。 差配 も 實は其 所に 眼 を 付けて ゐ るので はなかった。 彼の 睨んだ の は 亭主 其 人の 

家財であった、" 然し 亭主 も 一 ート 世紀の 人間 だから 诀 して 其 邊に 間隙はなかった。 代言人の 所へ 行って ちゃ 

んと 相談して ゐた。 さう して 日沒後 曰 出前なら ば 何時 彼の 家具 を 蓮び 出しても 差配に 付かる 恐れ はない 

とい ふこと も 承知して ゐた。 それで 朝の 三時 頃から 大八車 を 雇って 來て 一 晚寢 すに 掛かって 自分の 荷物 を 

新宅へ 運んで しまった。 彼 は 見た所 頗る 龙大 で緊 りの ない 顔 をして るろ ために， 少しで も 面積 を狹 くす る 

料簡 か.. 鼻の 下へ 申譯 らしい 髭 を 藩く 蓄 へて ゐる、 ほてく した 男 だけれ ども- 斯ん な點に 掛ける と、 中 

中 差配に 負けない 拔目 のない 人と 見える。 

僕 は 亭主に 自分の 身體 はいつ 移れる のかと 聞いて、 今日で も 構 はない とい ふ 答 を 得た. ので、 午 の 後 細 

君と 共に 新宅へ 行く 事に した。 

所が 上さん と 一 一人で 食事 をして ゐ ると、 代言人の 所から 歸 つて 來た 亭主 は、 上さん に、 「お前 手紙な 書い 

て 差配の 所へ 郵便で 遣れ。 書留に しなくて はいかん」 と 云って、 又 出て 行った。 上さん は 直ぐ さらく と 

何 か 書き 始めた が、 やがて それ を 自分の 前 へ 持つ て來 た。 

「一寸 夏 目さん 斯うい ふ 手紙なん です よ。 聽 いて 下さい」 

彼女 は 高慢な 顔 をして 讀み 始めた。 

「拜啓 妾 は 驚き入 申 候。 —— 何う です もう 少し 緩く り讀 みませう か。 —— 妾 は 驚き入 申 候。 昨日 は 三度 

ならす 四 度 迄 留守宅へ 御來 臨の 上、 下婢に 向って 妾 等の 一身上に 顏 する 御 質問 を發 せられ、 それの みなら 

や無斷 にて 他 ei 豕宅搜 索 を 行 はれ、 剩さ へ 妾 は レ デ— の 資格な き 女な りな ど餘 計の 事 を 下婢に 明言な され 

候 由、 元來右 は 如何なる 御主 意に 御座 候 や 伺 度 候。 此亂 暴なる 貴下の 擧動 及び 言語に 對し， 妾は贵 下より 

辯鮮を 求む る權利 ある ものと 信じ 候。 -—— 斯 5 いふんで す。 是 がね 實を云 ふと 策なん です よ」 
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は 策と いふ 言葉 を 聞いて 一 寸 驚かされた。 同時に 策と は 如何なる 意味の 策 か 訊き返さす に はるら れな 

くな つた。 上さん は 愈 得意 になつ た 。 

「好 ござんす か、 此 手紙 を 書いて ちゃんと 此 通り 控へを 取って 置く でせ う。 そこで 先方が もし 家賃の 滯 

納を 裁判沙汰に する 日に は、 此 手紙が 物 を 云 ふ 事に な るんで す。 つまり 差配が 亂暴を 働いた つて 證據 にし 

ようって 譯で さあ。 今迄 は 女 一 一人 だと 思って 隨分 勝手な 眞似 ばかりし てるた のです が、 今ぢゃ 男が 付いて 

るるから さう 計り 踏み付け にされ ちゃ 居ません のさ」 

僕 は 何と 評して 好い のか 分らない から、 た、 "成程 成程と 云って るた。 すると 上さん は 立ち上がった。 

「御 待 遠 さま、 それ ぢゃ 出掛け ませう」 

僕 は 手提革 箱の 中 へ 雜物を 押し込んだ 頗る 重い 奴 を 右の 手に 提 ゆて、 蝠ー|3 傘と ステッキ を 一 一本 左の 手で 

持った。 レデ ー はレデ I で 網袋の 中へ^ 紙 包 を 四つ 人れ たの を 容赦な くぶら 下 ゆた C その^ 紙 包の 一 つの 

中には 僕の 寢卷と 兵 兒帶が ちゃんと 入つ て る る んだ か ら、 其 分量 も大槪 は 察せられる だら う，) しかも それ 

は 彼女の 右の 手 だけな の だ。 彼女は其上に左の手で僕のシーッを^»紙包にして：^;-ぃてゐるのだょ。 もし 是 

を 道行と いふ 事が 出來 るなら ば、 兩 人と も兩 手の 塞がった、 頗る 不味い 恰好の 道行と 云 はなければ なる ま 

僕 等 は 町の 角へ 出て 鐵道 馬車に 乘 つた。 ケ ニン ト ン迄ー ー錢づ ゝ である。 レデ！ は 私が 拂 つて 置きます と 

云って， 黑ぃ 皮の 蟇 口から 一 ベネ！ - 出して 車掌に 渡した C 乘合は 少なかった。 向 側に 派出な 服装 をした 若 

い 女が るた。 すると^ 紙 包 を 持った レデ ー は 突然 大きな 聲を 出して 僕に 「貴方 は メリ ー . コ レリの マ スタ 

I クリス チア ンを 御請み なさい ました か」 と 訊いた。 メリ ー . コ レリと 云へば 通俗 小說を 書く 有名な 女流 

作家で、 其 近著 マ スタ —クリス チア ンが 十五 萬 部寶れ たと かいふので 評判な ので ある。 僕 は 「書物 丈 持つ 


てるる ぎりで まだ 讀 みません」 と 答へ た。 

「あの 本 はね、 大變 よく 書け てゐ ますが ね、 何う も 作家の 宗敎觀 が 瞹昧 なのです よ。 私の 知って る もの 

,^ん な 

は 皆コ レ リの 宗敎は 何たら うって 曙 をして ゐる 位です がね」 

上さん は 益 向 側の 婦人に 聞こえよ がしに 大きな 聲を 出した。 自分 だって 請んだ 事 もない 本の 評な ど を、 

ほ 道 馬車 の 中で、 さ う 高聲に 話す 必要が 何處 にある かと は 思った が、 仕方がない から 僕 はた ざフん くと 

生返事ん-し てるた。 

僕 等 はケニ ン トンで 馬車 を 乘り換 へた。 上さん が 今度 は 上へ 昇が らうと いふから * 階 子 段 を 上って トツ 

ブ へ乘 つた。 

「此 左に あるの が 有名な 孤 兒院で ス パ ー ジ ョ ン の 記念の ために 作った のです。 ス パ ー ジ ョ ン てえ の は 有 

名な 說敎 家です よ」 

スパ ー ジョ ン 位講蘀 して 貰 はないだ つて 心得て るる。 僕 は 腹が立つ たから 默 つてる て 遣った。 然し 彼女 

は 頓着し なかった。 

「段々 樹が靑 くな つて 好い 心 持です ね、 一 一週間 位 前から すっと 景色が 變 つて 來 ましたね」 

「左 樣 * 時に 彼 所に 拉ん でゐ るの は 何て 樹で すか」 

「あ れは. ネ ブラ ー でさ あ ね」 

「へえ A  、あれが ボ ブラ. I です か、 な ある 程」 

今迄ぶ ブラ ー とい ふ 字 は 何遍と なく讀 ん だが 、 實物を 見る の は是が 始めて だ つたので、 僕 は 思 はす 咸 (嘆 

の 聲を發 した。 すると 上さん. かすぐ 付け上がった ご 

r ネ ブラ— はよ く 詩に 詠 じて あります よ。 テ -1 ソ ン杯 にも 出て ゐ ます。 どんな 風の ない 日で も 枝が 動く 
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ん です。 ァスぺ ン とも 云 ひます。 是も たしか テ 二 ソ ンに 出て ゐる箦 です」 

彼女 はテ -1 ソ ン專赍 であった。 其 癖 何の 詩に あると も 云 はない ので ある。 此時 向う の 敷石の 上で 据を長 

く 引いて 通る 立派な 婦人が 上さん の 眼に 留まった。  ， 

「家の 中での 御引惜 りに は 不贊成 もありません が、 外で あんなに 長い 据を 引き 指って 步 くの は 體 裁の 好 

いもん ぢ やありません ね」 

ある 醫 者が 試みに さう いふ 女の 裾 を 調べ て 見たら、 無数の 徽菌が 附着して ゐ るの を 發 見して 驚いた とい 

ふ 話 も- 上さん の 薄い 唇から 事細かに 洩らされた。 

i 敏道 馬車 は 漸く ッ ー チン グと いふ 所へ 着いた。 僕 等 は それから 後 バスに 乘 つて 新宅の 潢 町の 前まで 來た 0 

「どれが 宅です か」 

「あれです よ」 

なんに 

見る と 向う に雜な 煉瓦造りの 長屋が 四 五軒 竝ん でるた。 前に は 何もなかった。 た、.？ 砂利 を 掘った 大きな 

穴が あった。 ざっと 東京の 小石 川の 場末と い つ た 樣な所 だと 思 へ ば 間違 ひ はない。 

はじ  みんな 

僕の 眼に 人った 長屋 は 端の 一軒 丈が 塞がって ゐる 丈で、 あとに は 皆 貸家 礼が 貼り付け てあつた 此 塞が 

つて ゐる 分が 大家さんので、 その 隣り-ぶ 彼等の 宅、 卽ち 僕の 下宿に 外なら なかった。 僕 は 先づ其 見掛けの 

殺風景な のに 落膽 した。 然し 人って 見 P 更に 其 無風 流な のに 驚かされた。 どの 部屋 を^いても、 荷物が 抛 

り 込んで ある 丈で、 丸で 類燒 後の 立 退場と 同じ やうに 思 はれた。 然し 流石に 是 から 此處に 居て 貰 は、 フ とい 

ふ 御 客樣の 僕に 宛てが はれた 一 一階の 一 間 だけ は 多少 片附 いて ゐた。 新築 丈あって 綺麗な 上に 飾り付け も 幾 

分か 前より は 意 を 用 ひて あった。 

僕が 自分の 部屋の 中に 入って ダ時 休んで ゐ ると、 亭主が 遣って 來た。 窓 掛をコ ッく 打ち 附 けた 後で、 


僕に 向って 訊いた。 

「緩爐 の 上へ 一 つ 額 を 掛ける 積り です が ミツ スルト ー とい ふ 奴 は 何う でせ う。 あれ は 人に よると 嫌 ひま 

すが、 まあ 一 寸 御覧に 入れ ませう」 

彼 はやが て ミツ ス ルト— とい ふ 題の 付いた 版畫を 額綠に 入れた の を 下から 持って 來て 見せた。 それ は 普 

通の 裸體 美人に 過ぎなかった。 ， 

「は あ 裸體畫 ですな、 結構です」  , 

「へ、/' ゝ、 私 もちつ とも 構 ひません がね」  • 

彼 はコッ /\ 釘 を 打ち付けた。 

「何う です 是で 角度 は、 —— もラ 少し 下向きに、 —— へえ、 裸體 美人が 貴方の 方 を 見下ろす やうに、 I 

—宜しう 御座います」 

彼 は 夫から 僕 S 書棚 を 作って やる と 云って 壁の 寸法と 書物の 寸法 を 取った 上 、「お休みなさい」 と 云って 

出て 行った。 …… 

門前 を 通る 車 は 一 臺 もない。 注來を 歩く 人の 聲 など は 固より 聞こえない。 四邊は 寂寥たる ものである。 

主人 夫婦 は 事件 _s 落着す る 迄 毎夜 舊 宅に 歸 つて 寢 なければ ならない ので、 今此 處にゐ るの は 三階に 寢る妹 

と、 力— 口 ー 君と、 ジャ ッ ク君とそれからァネ ス ト君丈でぁる。 然しその內のカ— 口  j^^^^とジャ ック君は 

犬の 名 だから 勘定に 入れても 仕方がない。 ァ ネス ト君は 亭主が 店で 使って ゐる 若い 男の 名で ある。 

僕の 最も 敬服し 叉 最も 辟易す るべ ッ- チパ— ド ンは 遂に 解雇され Tft 舞った。 僕 はもう 圓満 なる 彼女の 顔 

を 見る 事が 出來 ない。 移轉 後に なって 始めて 此話を 聞いた 僕 は 憮然と して 彼女の 未來を 想像した。 

露 西 と 日本 は爭 はんとして は爭は ざらん としつ、 ある。 支那 は 天子 裁 塵の 辱 を 受けつ、 ある。 英國は 

ra 五 


トランス グ— ルの 石 を 掘り出して 軍費の 穴を塡 めんと しつ ， ある 0 此 多事なる 世界が 日と なく 夜と な 

く 廻お ^ しつ 、 王 じつ、 ある 間に、 俊の 住む 此 小天地に も 小 廼轉と 小 波瀾が 鑌 きつ，' ある、 起り つ 

つ ある。 僕の下^ヒ-に八-^-ょ其龙大なる身體を赌して差配と雌雄を決せんとしっ 、ある。 さう して 僕 は^ 

の病氣を慰めるために此手紙み-認めっ>^ぁる。 (四月 二十 六日)  ， 


—— 明治 I 一一 十六 年 七月、 『ホ ト、 ギス」 —— 

西！， 曰 一 千 九 百 一 一年 秋 忘 月 忘 日白 旗 を寢室 の 窓に 翻して 下宿の 婆さんに 降 を I 乙 ふや 否や、 婆さん は 一 一十 貫 

目の 體驅を 三階の 天邊迄 運び 上け にか ， る， 蓮び 上け ると いふべき を 上 け にか ゝ ると 申す は 手間の か ， る 

を 形容せ ん爲 なり、 階段 を 上る こと 無慮 四十 二級、 途中に て 休憩す る 事前後 ニ囘、 時 を 費やす 事 三分 五セ 

コ ン ド の後此 偉大な る 婆さんの 得意なる ベ き 顔面が 苦し 氣に戶 口に ヌット と 出現す る、 • あたり 近所 は狹苦 

しき 許り 也、 此會 の榮を 肩身 狹 くも 雙 肩に 荷へ る 余に 向って 婆さん は 媾和 條 件の 第一 款 として 命令 的に 

左の 如く 申し渡し 

自轉 車に 御乘ん なさい 

嗚呼 悲しい かな 此自轉 車 事件た る や、 余 は 遂に 婆さんの 命に 從 つて 自轉 車に 乘 るべ く 否 自轉 車より 落ち 

るべ く 「ラ -、 H ン ダ ー、 ヒ ル」 へ と參ら ざるべからざる 不運に 際會 せり、 監督 兼 敎師は 〇〇 氏な り、 悄然た 

ろ 余 を從へ て自轉 車屋へ と 飛び込み たる 彼 はま づ女乘 りの 手頃なる 奴 を 選んで 是が よから うと 云 ふ、 其理 

.£ 如何と 尋 ぬるに 初 學 人 門の 捷徑 は是に 限る よと 降 多 人と 見て取って いやに 輕 蔑した 文句み」 拉 ベる. -不肯 

なりと 雖も輕 少な がら 鼻下に |§ を 蓄 へたる 男子に 女の 自 轉車 で 稽古 をし ろと は 情ない、 まあ 落ちて も 善 い 

から 當り 前の 奴で 遣って 見ようと 抗議 を 申し込む、 若し 採用され なかったら 丈夫 玉碎 瓦全 を恥づ とか 何と 

か 珍 汾漢の 氣燄を 吐かう と 喑に下 捲へ に默 つて 居る、 と 夫なら 是 にしようと、 いと も 見苦し かりけ る男乘 

りをぞ 宛てが ひける、 思へ らく 能 者 筆を擇 ばす、 どうせ 落ちる の だから 車の 美醜 杯 は 構 ふ もの かと、 宛て 
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が はれた る 車 を 重さう に 引 張り出す、 不平なる は 力 を 出して 上から ゥ ンと 押して ると ギ— と 鳴る 事な り 

伏して， れば闕 節が 弛んで 油氣が なくなった 老朽の 自轉 車に 萬 里の 波濤 を 超えて 遙々 と 逢 ひに 來た樣 な も 

ので ある、 自轉車 星に は 恩給 年限がない のか 知らん と 一 寸 不審 を 起して 見る、 思 ふに 其 年限 は疾 くの 昔に 

來て 居て 今迄 物置の 隅に 鬧居靜 養を專 ら にした 奴に 違 ひな い、 計ら ざり き 東洋の 孤客に 引きす り 出さ れ奔 

命に 堪へ すし て 悲鳴 を 上ぐ るに 至って は 自轉車 の 末路 亦憐む べき もの あり だが せめ て は 降参の 腹癒 せに 此 

老骨 をギユ ー と 云 はして 遣らん もの をと 乘らぬ 先から 當人 はしき りに 乘り氣 になる、 然るに ハ ン ドルなる 

もの 神經 過敏に てこ ちらへ 引けば 股に ぶっかり、 向う へ 押し やる と 注 來の眞 中へ 馳け 出さう とする、 乘ら 

ぬ 内から 斯の 如く 處 置に 窮 する 所 を 以て 見れば 乘 つた 後の 事 は 思 ひやる だに 淚の 種と 知られけ る 

「何處 へ 行 つ て乘ら 5」 「何處 だ つて 今日 初めて 乘 るの だか ら成丈 人の 通らな い 道の 悪くない 落ちても 

人の 笑 はない 樣な 所に 願 ひ 度い」 と降參 人ながら 色々 な 條件を 提出す る、 仁惠 なる 監督官 は 余が 衷情 を憐 

んで 「クラ パ ム、 コンモ ン」 の 傍人 跡 餘り綮 からざる 大道の 撗 手馬乘 場へ と 余 を拉し 去る、 而 して 後 「さあ 

兹で乘 つて 見 給へ」 とい ふ、 愈降參 人の 降參 人た る 本領 を發 揮せ ざる を 得ざる に 至った、 鳴 呼悲夫 

乘 つて 見 給へ と は旣に 知己の 語に あらす、 其 昔本國 にあって 時め きし 時代より 天涯 萬 里 孤城 落日 資金 窮 

乏の 今日に 至 る 迄 人 の乘 るの を 見た 事 は あるが 自分が 乘っ て 見た 覺は 毛頭な い、 去る を乘 つて 見 給へ と は 

餘り 無慈悲なる 一 言と 怒 髮鳥打 轄を衝 いて 猛然と ハ ンドルを握った迄は天晴武^！^振賴母しかったが愈鞍に 

跨がって 顧^ 勇 を 示す 一 段になる と御說 通りに 參ら ない、 いざと いふ 間際です どんと 落ちる こと 妙な り、 

自轉車 は 逆立ち も 何もせ す 至極 落付拂 つた もの だが 乘客丈 は 正 に 鞍壺 にた まらす すん でん 堂と こける、 嘗 

て 講釋師 に 聞いた 通り を 目の あたり. E ら實 行す ると は、 豈 計らん や 

監督官 云 ふ * 「初めから 腰を据 ゑよう 杯と いふの が 間違って 居る， ぺ ダ ルに足 を 掛けよう としても 駄目 だ 


よ、 只 しがみ付いて 車が 一 囘轉 でも すれば 上出来 なんだ」 と 心細い こと 限りなし、 吁吾 事休矣 いくらし が 

み 付いても 車 は 半輪 轉 もしない 吁吾事 休矣と 頻りに 感投詞 を 繰り返して 嗜に 助勢 を 嘆願す る、 かく あらん 

と は 兼て 期した る 監督官 なれば、 近く 進んで さあ、 僕が しっかり 抑へ て 居る から 乘り 給へ、 おっと さう 眞 

ともに 乘 つて は顚り 返る、 そら 見 給へ、 膝 を 打ったら う、 今度 は そ ー つと 尻 を 懸けて 兩 手で 此處を 握って、 

よしか、 僕が 前へ 押し出す から 其 勢で 調子に 乘 つて 馳け出 すん-たよ、 と 怖がる 者 を 面白半分 前へ 突き出す、 

然るに 凡て 此 等の 準備 凡て 此 等の 勞 力が 突き出される 瞬間に 於て 矽 地に 橫面を 抛り つける 爲の 準備に して 

且勞 力ならん と は 實に祌 ならぬ 身の 誰か 知るべき 底の 驚愕で ある 

ちら ほら 人が 立ち 留まって 見る、 にやく 笑って 行く ものが ある、 向う の 樫の 木の下に 乳母さん が 子供 

を つれて ロハ 臺に腰 を 懸けて さっきから 頻りに 感服して 見て 居る、 何 を 感服して 居る のか 分らない、 大方 

流汗 淋漓 大童と なって 自轉 車と 奮鬪 しつ ゝ ある 健 氣な樣 子に 見とれて 居る の だら う、 天涯 此好 知己 を 得る 

以上 は 向 脛の 一 三 一ヶ所 を 擦りむ いたって 惜しく はない とい ふ氣 になる、 「もう 一 遍賴 むよ、 もっと 强く 押し 

て吳れ 給へ、 なに 復 落ちる？ 落ちた つて 僕の 身體だ よ」 と降參 人た る 資格 を 忘れて 頻りに 汗 氣談を 吹いて 

うしろ 

居る、 すると 出し 拔 けに 後から Sir! と 呼んだ ものが ある、 はてな 滅多な 異人に 近付き はない 害 だが と 振 

り 返る と、 一寸 人み-狼 狼せ しむる に 足る 的の 大 巡査が ヌ ー ッと 立って 居る、 こちら はこん な 人に 近付きで 

はない が 先方で は此 ボット 出の チ ン チクリ ンの ffl 舍者に 近付かざる 可から ざる 理由が あって 正に 近付いた 

ものと 見える、 其 理由に 曰く 兹は馬 を乘る 所で 自轉 車に 乘る 所ではないから 自轉車 を 稽古す るなら 往来へ 

出て 遣らつ しゃい、 ォ I ライ 謹んで 命を領 すと 混淆 式の 答 に 博學 の 程度 を 見せて 直樣 之 を 監督官に 申出る、 

と 監督官 は降參 人の 今日の 凹み 加減 充分と や 思 ひけん、 もう 歸ら うぢ やない かと 云 ふ、 則ち 乘れ ざる 自轉 

車と 手を携 へて 歸る、 どうで したと 婆さんの 問に 敗餘 の意氣 ももら すらく 車 嘶いて 白日 暮れ 耳 鳴って 秋氣 
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Mo 

來 るへ ン 

忘 月 忘 日 例の 自轉車 を 抱いて 坂の 上に 控 へたる 余 は 徐ろに 眼 を 放って 遙か あなたの 下 を 見廻す、 監督 

宫の相 圏 を 待って 一 氣に此 坂 を馳け 下りん との 野心 あれば なり、 坂の 長さ 一 一町 餘、 傾斜の 角度 一 一十 度 許り. 

路幅十 間 を 超えて 人通り 多から す、 左右 は ゆかしく 住みな せる 星數 計りな り、 東京の 名士が 自轉 車から 落 

ちる 稽古 をす ると 聞い て 英攻府 が 特に 土木 局に 命じて 此 道路 を 作ら しめた かどう だか 其邊は 未だ に 判然し 

ない が、 鬼に 角 自轉車 用 道路と して. S. 分の ない 場所で ある、 余が 監督官 は 巡査の 小言に 膽を 冷やした もの 

か 乃至 は 叉 余の 車 を 前へ 突き出す 勞カを 省く 爲か、 昨日から 人と 車 を 天然 自然と ころがすべく 特に 此地を 

相し 得 て 余 を 連れ だした ので ある 

人の 通らない 馬車の かよ はない 時機 を 見計らつ たる 監督者 はさ あ 今 だ 早く 乘り 袷へ とい ふ、 徂し 此乘る 

とい ふ 字に 註釋が 入る、 此字は 吾等 兩 人の 間に は 未だ 普通の 意味に 用 ひられて 居ない、 わが 所謂 乘るは 彼 

等の 所謂 乘る にあらざる なり、 鞍に 尻 を 卸ろ さざる なり、 ペダルに 足 を 掛けざる なり、 た カ學の 原理に 

依賴 して 毫も 人工 を 弄せざる の 意な り、 人 を もよ けす 馬 を も 避けす 水火 をも辭 せす 驀地に 前進す るの 義な 

り、 去る 程に ，.=i( 格好た る や 恰も 疝氣 持ちが 初出に 梯子 乘り を演 する が 如く、 吾ながら 乘 ると いふ 字 を 濫用 

して は 居らぬ かと 危む 位な ものである、 去れ ども 乘るは 遂に 乘る なり、 乘ら ざら にあらざる なり、 鬼 も 角 

も 人間が 自轉 車に 附着して 居る 也、 而も 一 氣呵 成に 附着して 居るな り r 此 意味に 於て 乘る ベく 命ぜられた 

る 余 は、 疾風の 如くに 坂の 上から 轉 がり 出す、 すると 不思議 やな 左の 方の 屋敷の 内から 拍手して 吾が 自轉 

行を壯 にしたい たづら ものが ある、 妙 だな と 思 ふ 間もなく 車 は 旣に坂 S 中腹へ か 、 る、 今度 は 大變な 物に 

出逢った、 女舉 生が 五十人 許り 行列 を 整へ て 向う から やってくる、 斯うな つて はいくら 女の手 前 だからと 

雷って 氣 取る 譯 にも どうす る譯 にも 行かん、 兩手は 塞がって 居る、 腰 は 曲がって 居る、 右の 足 は 空 を獄っ 


る、 下りよう としても 車の 方で 聞かない、 絕體絕 命 仕樣がない から， ：：： 家 II 得の 曲乘 のま/' で 女 軍の 傍 

をから くも 通り 拔 ける、 ほっと 一 息つ く 間もなく 車 は 旣に坂 を 下りて 平地に あり、 けれども 一 f も 留まる 氣 

色がない、 しかの みならす 向う の 四つ角に 立って 居る 巡査の 方へ 向けて どんく 馳 けて 行く、 氣が氣 でな 

い、 今日 も 巡査に 叱られる 事 かと 忍 ひながら も 矢張り 曲乘の 姿勢 をく づす譯 に 行かない、 自轉車 は 我に 無 

理 情死み 遍る 勢で 無喑に 人道の 方へ 猛進す る、 とうく 車道から 人道へ 乘り上 ゆ 夫で も 止 • まらないで 扳堺 

へぶ つかって 逆戾り をす る 事 一 間 半、 危 くも 巡査 を 去る 三尺の 距離で とまった。 大分 御 骨が折れ ませう と 

笑 ひながら 査 公が 申された 故、 答 へ て 曰く ィ ェ ス 

忘 月 忘 日 「 …… 御調べ になる 時 は. ブ リチッ シュ、 ミュジ ー アムへ 御 出掛けになります か」 「あすこ へ は 

餘り參 りません- 本へ 矢 鳕にノ ー トを 書き付けたり 棒 を 引いたり する 癖が ある ものです から」 「左 樣、 自 

分の 本の 方が 自由に 使へ て 善いです ね、 s^l し 私钚は 著作 をしょう と 思 ふと あすこへ 出掛けます …… 」 

「夏 目さん は大變 御勉强 ださう です ね」 と 細君が 傍から 口 を 開く  r 餘 り勉强 もしません、 近頃 は 人から 

勸 めら れて自 轉車を 始めた ものです から、 朝から 晚迄 夫ば かりやって 居ます」 r 自轉車 は 面白う 御座ん す 

ね、 宅で は みんな 乘 ります よ、 あなた も 矢張り 遠乘 をなさい ませう」 遠乘を 以て 細君から 擬 せられた 先生 

は實に 普通の 意味に 於て 乘 るて ふ 事の 如何なる ものなる かもさへ 解し 得ざる 男な り、 只 一 種の 曲解せられ 

たる 意味 を 以て 坂の 上から 坂の下まで 辛うじて 乘り 終せ る 男な り、 遠 乘のー 一字 を 承 はって 心安から す 思 ひ 

しが、 掛直を 云 ふこと が 第一 一の 天性と 迄 進化せ る 一 一十 世紀の 今日、 此點 にかけ て は 一 人 〈g に 通 川す る 人物 

なれば、 如才なく 下の 如く 返答 をした 「左 樣遠乘 とい ふ 程の 事 も 未だしません が、 坂 S 上から 下の 方へ 勢 

よく 乘 りおろ す 時なん か 頗る 愉快です ね」 

今迄 沈默を 守って 居った 令鎮は 此奴 少し は乘 りきるな と 疳違ひ をした ものと 見えて 「いっか S 目さん と 

ョ 


さ I 

一所に 皆で ヰン ブル ドンへ でも 行ったら どうで せう」 と 父君と 母上に 向って 動議 を 提出す る、 父君と 母上 

は 一 齊に 余が 顔を昆 る、 余是に 於て か少々 尻 こそば ゆき 狀 態に 陷 るの 巳む を 得ざる に 至れり、 去りながら 

妙齢なる 美人より 申し込まれ たる 此果し 狀を眞 平 御免 蒙る と 握りつぶす 譯には 行かない、 苟も 文明の 敎育 

を 受けた る 紳士が 婦人に 對 する 尊敬 を 失して は 生涯の 不丽目 だし、 且ゃ是 でも か是 でも かと 余が 咽喉 を扼 

しつ 、ある 一 一寸 五分の ハ ィ カラの 手前 も ある 事 だから、 殊更に 平： え，；..， ノ，" ご 等分に 加 ゆした 顔 をして 「そ 

れは 面白いで せう 然し …… 」 「御 勉强で 御 忙しいで せう が 今度の」 I 一.，：… ：£ 鬧で E らっしゃい ませう」 と 

段々 切り込んで くる、 余が 「然し …… 」 の 後に は必 すし も 多忙が 來 ると 限って 居らない、 自分ながら 何の 

爲の 「然し」 だか 未だ 判然せ ざるう ちに 斯う 先 を 越されて は 愈 「然し」 の納り 場が なくなる、 「然し 餘り人 

通りの 多い 所では ヱ ー …… ァノ ー まだ 練れません から」 と 漸く 一  方の 活路 を 開く や 否や 「いえ、 あの 遣の 

道路 は實 に 閑靜な ものです よ」 とすぐ 通せん坊 をされ る、 進 返 維お ると は啻 に 自轉車 の 上の み に て は あら 

ざり けり、 と！！ りで 感心 をして 居る、 感心した 計りで は が あかない から、 此際唯 一 の 手段と して 「然し」 

をもう 一遍 繰 返す 「然し …… 今度の 土曜 は天氣 でせ うか」 紘幟 S. 鮮明なら ざる こと 夥しい、 誰に 聞いた つ 

て、 そんな 事が 分る もの か、 偖も此 勝負 男の 方 負と や 見たり けん、 審 判官た る 主人 は 仲裁 乎と して 口 を 開 

いて 曰く、 日 はき めんでも 何れ 其內 私が 自轉 車で 御宅へ 伺 ひませ う、 そして 一所に 散歩で もし ませう、 I 

—サイ クリ ストに 向って 一 所に 散步 でもし ませう と は是れ 如何、 彼 は 余 を 目して サイ クリ ストた るの 資格 

なきものと 認定せ るな り 

此 うつくしき 令讓と 「ヰン ブル ドン」 に 行かなかった の は 余の 幸で あるか 將 不幸で あるか、 考 ふること 

四 卜 八 時間 遂 に 判然し なかった、 日本 派の 俳諧師 之 を稱し て 朦朧 體 と い ふ 

忘 月 忘 日 數日來 の 手痛き 經驗と 精緻なる 思索と によつ て 余 は 下の 結論に § した 


自轉 車の 鞍と ぺ ダ ルとは 何も 世間 體を 繕ふ爲 に 漫然と 附着して 居る もので はない、 鞍 は 尻 を 懸ける 爲 

の 鞍に して ぺ ダ ル は 足 を 載せ 且 踏み付け ると 囘轉 する 爲の ぺ ダ ル なり、 ハ ン ドル は 尤も 危險の 道具に し 

て、 一 たび 之 を 握る とき は 人目 を 眩せ しむる に 足る 目覺 ましき 働き をな す ものな り 

かく 漆 桶 を拔 くが 如く 自轉悟 を 開きた る 余 は 今 例 の 監督官 及び 其 友な る 責 公 子 某 伯爵と 共 に鑼を 連ね て 

「クラパム、 n ン モン」 を潢 ぎり 鐵道 馬車の 通ふ大 通へ 曲がらん とすると ころ だと 思 ひ 給へ、 余の 車は兩 

君の 間に 介在して 操 縱旣に 自由なら す、 只 前 へ 出られる 計りと 思 ひ 給 へ 、 然るに 出られべ き 一 方 口が 突然 

塞がった と 思 ひ 給へ、 卽ち潢 ぎりに か、 る 塗炭に 右の 方より 不都合なる 一 捆の 荷車が 御免よ とも 何とも 云 

はす 傲然と して 我 前 を 通った のさ、 今迄の 態度 を 維持 すれば 衝突す る 計り だら う、 余の 主義と して 衝突 は 

こちらが 勝つ 場合に 附 いての み敢 てす るが、 其 他 負 色の 見えす いた 檨な 衝突になる といつ でも 御免 蒙る の 

が 吾 家 傳來の 憲法で ある、 去る によつ て此 尨大な る 荷車と 老朽 悲鳴 を あけ る 程の 吾が 自轉 車と の 衝突 は、 

おや ぢの造 首と しても 避けねば ならぬ、 と 云って 左右 へ よけよう とすると 御兩 君のう ち 何れへ か 衝突の 尻 

を もって 行かねば な ん、 勿體 なく も 一 人 は 伯爵の 若殿 樣で、 一 人 は 吾が 恩師で ある、 左 樣な無 禮な事 は 

平民た る 我々 a 情の すま じき 事で ある、 のみなら す 捕虜の 分際と して 推參な 所作と 思 はるべし、 孝な らん 

と 欲すれば 禮 ならす、 禮 ならん と 欲すれば 孝なら す、 巳むな くんば 退却 か 落 車の 一 一 あるの みと、 一 寸の問 

に 相場が 極まって 仕舞った、 此 時事に 臨んで 嘗て 狼狠 したる 事な きわれ 熱ら 思 ぷ樣、 出來 さへ すれば 退却 

も 満更で な い 、 少な く と も 落 車 に 優る こと 萬々 な りと 雖も 、 悲夫 逆艚の 用意 未だ 調 は ざ る 今日 の 時勢な れ 

ば、 ェ— 仕方がない 思 ひ 切って 落 車に しろ、 と兩 車の 間に 堂と 落つ、 折し も 余 を 去る 事ニ閒 許りの 虚に退 

屈さう に 立って 居た 巡査 11 自轉 車の 巡査に 於け る 夫れ 猶 刺身の ッ マに 於け るが 如き か、 何ぞ 夫れ 引合 ひ 

に 出る の甚 しき i この ツマ 的 巡査-か 聲を揚 ゆて ァハ、 ァハ、 ァハ、 と 三度 笑った、 其 笑 ひ 方 苦笑に あら 

. 五三 


五 四 

す、 冷笑に あらす、 微笑に あらす、 カン ラカラく 笑 ひに あらす、 全くの 作り 笑 ひなり、 人から 賴 まれて 

する 依托笑 ひなり、 此依托 笑 ひ をす る 爲に此 巡査 は シック ス、 ペン スを 得た か、 ワン、 シ リング を 得た か、 

遣憾 ながら 之 を 考究す る 暇がな か つ た 

へん ッ マ 巡査な どが 笑った つてと 直 樣御兩 君の 後を慕って 馳け 出す、 これが 巡 公で なくって 先日の 御 娘 

さんだつたら 矢 張り 直 樣馳け 出さ れ るか どうかの 問題 はい ざと ならな ければ 解釋が つかない か ら 質問 し な 

い 方が い > として 先へ 進む、 偖兩 君は此 の 地理 不案 h なりとの ロ實を 以て 覺束 なき 余に 先導た るべ しと 

の嚴 命を傳 へた、 然るに 案内に は 詳しい が自轉 車に は 毫も 詳しくな いから、 行か 5 と 思 ふ 方へ は 行かない 

で 曲り角へ くると 只 曲がり 易い 方へ 曲がって 仕舞 ふ、 是に 於て か 同じ 所へ 何 返 も 出て 來る、 始めの 内 は 何 

とかかん とか 胡 魔 化して 居た が、 さう は 持ち切れる もので ない、 今度 は 違った 方 へ 行かう との 御意で ある、 

よろしい と 口に は 云った 樣な もの、、 儘に ならぬ は 浮世の 習 ひ、 容易に そっちの 方角へ 曲がらない、 道 幅 

三分の 二 も來た 頃、 やっとの 思 ひで ハ ン ドル をギュ ー ッと 捩ったら、 自轉車 は 九十 度の 角度 を 一 どきに 廻 

つて 仕舞った、 其 急 II 轉の爲 に 思 ひ 掛けな き 功名 を 博し 得た と 云 ふ 御 話 は、 明日の 前講 にな かとい ふ慣値 

もない から、 すぐ 話して 仕舞 はう、 此 時迄氣 がっかなかった が此急 劇なる 方向 轉換の 刹那に 余と 同じ 方角 

へ 向けて 余に 尾行して 來た 一 人の サイクリストが あった、 處が此 不意 擊に 驚いて 車 を か はす 暇 もな くもろ 

くも 余の 傍で 轉 がり 落ちた、 後で 聞けば、 四つ角 を 曲がる 時にはべ ルを 鳴らす か 片手 を あける か 一 通りの 

挨接 をす るの が 禮 ださう だが、 落 天の 奇想 を 好む 余 は 左樣な 月並 主義 を 採らない、 況 やべ ルを 鳴らしたり 

手を擧 けたり、 そんな 面倒な 事 をす る餘, 裕は此 際 少しもな きに 於て を や だ、 是に 於て か此 ダン マリ 轉換 を 

遂行す るの も 余に 取って は 萬 已むを 得ざる に 出で たもので、 余 S あとに 喰 付いて 來た 男が 吃驚して 落 車し 

たの も 亦 無理の ない 處 である、 雙方共 無理の ない 處 であるから 不思議 はない、 當 前の 事で あるが、 西洋人 


の 論理 は此 程迄發 達して 居らん と 見えて、 彼の 落ち 人大に 逆鱗の 體で、 チンく チャイナ マンと 余 を 罵つ 

た、 罵られた る 余 は 一矢 酬 ゆる 箸で あるが、 そこに は大悠 なる 豪傑の 本性 を あら はして、 御 氣の毒 だね の 

1 言 を 遺して 振り向き もせす に 曲がって 行く、 實は 振り向かう とする うちに 車が 通り過ぎ たので ある、 「御 

氣の毒 だね」 より 外の 語が 出て 來 なかった ので ある、 正直なる 余 は 苟且に も 豪傑な ど 云 ふ、 一種の 曲者と 

閒逢 へらる A を 恐れて、 兹に ゆっくり 辯 解して 置くな り、 萬 一 余 を 豪傑 だな どと 買 ひ 被って 失敬な 擧動ぁ 

るに 於て は 七生 迄 祟る かも 知れない 

忘 月 忘 日 人間 萬事漱 石の 自轉 車で、 自分が 落ちる かと 思 ふと 人 を 落とす 事 も ある、 そんなに 落膽 した 

もので もない と、 今日は ズ ー く 敷く 構へ て、 バタ シ ー 公園へ と 急ぐ、 公圚は 頗る 閑靜 だが、 其 手前 三 丁 

許りの 所が 非常の 雜沓な 通で、 初擧 者た る 余に とって は 難 透 難 撒の 難關 である、 今し も 余の 自轉車 は 「ラ 

ゴ ンダ ー」 坂 を 無難に 通り 拔 けて、 此 四通八達の 中央へ と乘り 出す、 向う に鐵道 馬車が 一 臺 こちら を 向い 

て 休んで 居る、 其 右側に 非常に 大 なる 荷車が 向う むきに 休んで 居る、 其 間 約 四 X 許り、 余 は此四 =< の 間 を 

すり 拔 ける 可く 車 を 走らした ので ある、 余が 車の 前輪が 馬車 馬の 前足と 拉んだ 時、 卽ち 余の 身 體が鐵 道 馬 

車と 荷車との 間に 這 入り かけた 時、 一 臺 の自轉 車が 疾風の 如く 向う から 割り込んで 來た、 斯樣な 咄嗟の 際 

に は 命が 大事 だから 退却に しょうか 落 車に しょうか 杯の 分別 は、 さすがの 吾 摩に も 出なかった と 見えて、 

おやと 思ったら 身體 はもう 落ちて 居った、 落ち 方が 少々 まづ かった ので、 落ち ^時 左の 手でした、 か 馬の 

太 腹 を 叩いて、 からくも 四 這 ひの 不體裁 を 免れた、 やれ うれし やと 思 ふ 間もなく 鐵道 馬車 は 前進し 始める， 

馬 は 驚いて 吾輩の 自轉車 を 蹴飛ばす、 相手の 自轉車 は 何 喰 はぬ 顔です うと 拔 けて 行く、 間の 拔 けさ 加诚は 

尋常 一 樣 にあら す、 此時 派出 やかなる ギ グに乘 つて 後から 馳け來 りたる 一 個の 紳士、 策 を 揚け樣 に 余が 方 

を 顧て 曰く 大丈夫 だ 安心し 給へ、 殺し やしないの だからと、 余 心中 ひそかに 驚いて 云 ふ、 して 見る と 時に . 

五 五 


さハ 

は自轉 車に 乘せ. て 殺して 仕舞 ふの が あるの かしらん 英 國は險 呑な 所 だと 

余が 二十 貫目の 婆さんに 降參 して 自轉車 責めに 遇って より 以來、 大落五 度 小 落 は 其數を 知らす、 或 時 は 

石垣に ぶっかって 向 脛 を 擦りむ き、 或 時 は 立 木に 突き 當 たって 生爪 を剝 がす、 其 苦 戰云ふ 許りな し、 而し 

て 遂に 物に ならざる なり、 元來此 二十 貫目の 婆さん は 無 嗜に人 を 馬鹿にする 婆さんに して、 此 婆さんが 皮 

肉に 人 を 馬鹿にする 時、 其 妹の 卜 一 貫目の 婆さん は， 瞬き もせす 余が 黄色な 面 を 打 守りて 如何なる 變 化が 

余の 眉目の 間に 現 はる > か を檢査 する 役目 を 務める、 御 役目 御 苦勞の 至り だ、 此ニ 婆さんの 呵責に 逢って 

より 以來、 余が 猜疑心 は 益 深くな り、 余が 繼子 根性 は 日に く增 長し、 遂に は 明け 放しの 門戸 を 閉鎖して 

我 黄色な 顔み-愈 黃色 にす るの 已むを 得ざる に 至れり、 彼の 一 一 婆さん は 余が 黄色の 深淺を 測って 彼等 一 日の 

プログラム を 定める、 余 は實に 彼等に とって 黃 色な 活動 晴雨計であった、 會降參 を 申し込んで 贏ち 得た る 

所 若干 ぞと 問へば、 貴重な 留學 時間 を 浪費して 下宿の 飯 を 一 一人前 盒 ひしに 過ぎす、 去れば 此降參 は 我に 益 

なくして 彼に 損 ありし ものと 思惟す， 無殘 なる かな 


評 

m 


ii 明治 二十 五 年 六月 十 一 日 稿、 文科 大學 東洋 哲學 論文 ..，！ 

第一 篇總 論 

蓋 反 其 本 矣とは 孟子が 齊 宣に說 ける 言 其 事 好 還と は 老子が 以道佐 人 主 章に 述べた る 語に て 執れ も 末を棄 

て 本に 復 する を 希望せ るの 意 を 寓す此 一 一子 時代に 多少の 差 は あれ ども 等しく 爭亂 澆季の 世に 生れ 民俗の 日 

日 功名 利欲の 末 途に趨 く を 嘆 じ 道の 源 頭より 一 隻眼 を 開いて 人心の 砥柱 たるべき 根本 を敎 へんと 企て たれ 

ば こそ 其 言 も斯く 符合す る なれ 去れ ども 孟子の 本 は 老子の 本に あらす 老子の 遠 亦 孟子の 還と 趣き を 異にす 

孟子 は 惻隱の 心を擄 けて 仁と なし 羞惡の 心 を 誘う て 義 となし さて こそ 仁義 は 人 心 に 本 有なる 物に て 邪惡 は 

天 iil 我に 具 はる 者に あらす と 合點の 行く 迄 百方 捨擊 して 辯 論せ る 人に て 其 心 に は仁篛 より 大な る 道な く 仁 

義 より 深き 理 なしと 思 ひ 込みし なり 成程 是 は 常り 障り の なき 議論に て 之を實 行せば 治 國の上 に 利益. あ る は 

無論 の 事況し て 周 末汚獨 の 世に は 如何許り 要用 を 有 せし や 知る 可 からす 然し 夫す ら攻 伐を以 て 賢と し合從 

連衡な 務めと なす 當 時には 容れら れす迂 なり 迂 なりの 一 語 を 聞いて 戰國の 諸侯 を說き あぐんだ る 次第な り 

常識に 適うた る 仁義の 說 だに 斯の 如くなる に仁载 以外に 一 步を撇 開して 當 時に 迂遠なる 儒敎 より  一 ^迂遠 

の 議論 を 唱道 せ ん とせる 者 あり 是を 誰と か 云 ふ に 周 國苦縣 厲鄉の 人性 を 李と 云 ひ 名 を 耳と 呼ぶ 生れな が ら 

にして 首の 異人な り 嘗て 周に 仕 へ て 守 藏の史 たりし が 其の 衰 ふ る を IG^ て 官を棄 て て 西方に 至り 關を 出で 

ん としたる とき 關令尹 喜が 子 將隱矣 彊爲我 著書と 云 ふに 任せて 上下 一 ー篇 無慮 五 千 餘言を 著して 去る 今に 傳 


はる 所 老子 道德經 卽ち是 なり  . 

猪 老子の 主義 は 如何に、 儒敎 より 一 層 高遠に して 一 暦迂濶 なりと は 如何なる 故ぞと 云 ふに 老子 は 相對を 

脫 却して 絕對 の as- 識を立 て た れば なり 怖 ふ ベ か らす見 る ベ か らざ る 恍惚 幽玄な る 道を以 て 其 哲學の 基と し 

たれば なり 其 論 出世間的 にして 實 行す ベ か らす其 文怪譎 放縱に し て 解す ベ か ら ざれば なり 走者 可以 爲罔游 

者 可 以爲綸 飛 者 可以爲 1^ 至 於 龍 吾 不能 知其乘 風雲 而 上天 吾 今 見 老子 其 猶龍耶 と 云 へ るが 如き を 以てな り 彼 

れ 固より 不仁 不義 をよ しとせ す 去れ ども 仁義 も 亦 左 迄 有り難き 者と 思 はす 三 綱 を 以て 民心 を繁ぎ 五常 を 立 

てて 衆人 を 導く とき は 之と 同伴して 生す る 者 は三不 綱な り五不 常なる ベ し 民を驅 つて 善に 赴かし めんと す 

れば 善の 裏に は 不善 ある ぞと敎 ふるに 同じ 故に 道の 根本 は 仁の 義 のと 云 ふ 樣な琪 細な 者に あらす 無狀 S 狀 

無 物の 象と て 在れ ども 無き が 如く 存 すれ ども 亡す るが 如く 殆ど 言語に て は 形容 出 來す玄 の 一 字 を 下す こと 

すら 猶其 名に 拘泥 せんこと を 恐れて しばらく 之 を 玄之又 玄と稱 す 玄之又 玄衆妙 之 門と は 老子が 開卷第 一 に 

言 ひ 破りた る 言に て 道 經德經 上下 一 ー篇 八十 章 を 貫く 大 主意な り 

玄と は相對 的の 眼を以 て 思議す ベ から ざ る 者 を 指す の 謂に し て 必す しも 虛無眞 空 を 言 ふに あらす 名く ベ 

きの 名な き 故に 無と 云 ふの み 老子の 言 時に 矛盾す る 所 ありと 雖も其 全篇 を通觀 する に 嘗て 有の 眞 無より 生 

じたる を說 きし 點 なく  from  sotlaing  comes  nothing と 云へ る 原理に 撞着せ る を 見す 唯 第 四 ト窣に 天地 

萬 物 生于有 有生于 無と 云 ふ 句 あれ ども 此 無の 字と て 眞空絕 無の 謂に は あらで 惚兮恍 其 中 有 象 恍兮惚 其 中 有 

物と 云 ふ 意味なら ん且 無名 天地 之始と ある を 見れば 天地の 剖 判 萬 物の 羣生は 命名す ベ からざる 一 種の 物卽 

ち玄 の叉玄 より 發 生せ るに て眞空 より 宇宙が 出來 したりと 云 ふ 意に あら. さる 事 明らかな らん 

此玄を 見る に 一 一 樣 あり 一 は其靜 なる 所 を 見 一 は 其 動く 所 を 見る 固より 絕對 なれば： H (中には 善惡 もな く 長 

短 もな く 前後 もな し 難易 相 成す こと もなければ 高下 相 傾く る こ ともなく 感情 J.4 より 云 ふ も智性 上より 云 ふ 


も 一切の 性質 を 有 せす 去る が 故に 天地の 始め 萬 物の 母に して 混々 洋々 名く る 所以 を 知ら ざれば 無名と 云 ふ 

然し 睛を 一 轉 して 他面より 之 を 窺 ふとき は 天地の 始め 故 天地 を 生じ 萬 物の 母なる 故 萬 物 を 孕む 其 一 度び 

分かれて 相對 となる や 行に 善惡を 生じ 物に 美醜 を 具へ 大小 高下 幾多の 性質 馬性雜 然として 出現し. ，な 是點 

より ると き は 莴物之 母に して 有名と 云 はざる 可から す 故に 其 無名の 側面 を 窺 はんとな らば 常 無欲に して 

相 對の境 を 解脫し (能 ふべ くんば) 己 を 以て 玄 中に S 却し 了らざる ベ からす 又 其 有名の 側面 を 知らん と 思 

はば 常 有 欲 を 以て 夫の 大玄 より 流出して 聚散 離合す る 事物の 終り を 見るべし 今此ー 一面 を 表に 示せば 左の 如 

くな らん か 

. .  f 靜… 平等 故 無名… 故 常 無欲 觀其妙 

玄 之又玄 (絕對 ) 

一 動… 萬 物 之 母 故 有名… 故 常 有 欲 觀其激 

此玄を 基礎と して 修身に 及 ほし 又 治 國に及 ほす 故老 子の 學は 希臘 古代の 哲擧と 同じく  cosmology を以 

て 其 立脚の 地と なす 者の 如し 周 代 煩雜の 世に 生れて 玄の 本に 反らん とする に は先づ 自ら 反り 而る 後人 を 反 

さざる 可から す 自ら 反る 所 は 老子の 修身と なって 見 はれ 人 を 反す 所 は 老子が 治 民 上の 意見と なって a はる 

以 下篇を 分かって 之 を 論 ぜんとす 

第二 篇 老子の 修身 

修身 上の 意 a は 治 民 上の 意見と 同じく 槪ね 消極的な り 今 之 を 三 段に 分かち 節 を 追うて 之 を 叙すべし 

, (一) 老子 は 舉問を 以て 無 ffl とせり  - 

穴 一 


六 二 

第一 一 わ 章に 曰く 絕學無 憂と 又 四十 八 章に 曰く 爲擧日 益と 註に 務欲進 其 所 能 益 其 所 習と ありて 擧問 をな せ 

ば 巧智愈 進んで 道 の 本元 を 去る 事 益 遠く 紛接爭 奪の 狭 を釀す に 至る 故に 之 を 無用と せ る なり 是 は 「ゥォ ー 

ヅゥォ ー ス」 も厦云 へ る 事に て 一 例を擧 ぐれば Dungeon-Ghyll  Force と 云 ふ 詩 中に 

A IPoet,  one  wlio  loves  tlie  t-roolcs 

Far  better  1;lian  us  sawes  一  t-oolcs 

と あり 尤も 「ゥォ ー ヅゥォ ー ス」 は 只 天然の 書 を 愛して 聖人の 甞を 愛せす と 云 ふ 主義 なれ ども 老子に 至つ 

て は 天然に あれ 人爲 にあれ 痛く 書册 を講修 する を惡 みしの みな らす 日常 普通 の 經驗觀 察すら 毫釐 の なし 

と 思へ り 去れば 四ト七 章に も 不出戶 知 天下 不窺牖 見 天道と ありて 天下 を 知り 天道 を 見る は擧 問の 經驗 のと 

騷ぎ 立つ るより 瞑目 潜心 し て 其 機 を 察す れ ば廓然 として 大悟す るに 至るべし と 云 ふ 議論な り 故に 其 出 彌遠 

共 知彌少 とて 無形 無聲の 大道 を 看破す るに 形而下の 末に 拘泥して 卑 低の 處 にの み 眼孔 を 着 くれば 到底 高尙 

なる 世界 觀を なす 能 はすとの 考 へ なり 

かく 老子 は 一 方に て は 舉問を 以て 事物 を 研鑽す る を 惡み又 一 方に て は 經驗を 利用して 現象 を 探究す る を 

無用と し 損 之 叉 損 以至於 無爲の 域に 達せん と 力めぬ 去れ ど 老子の 世界 觀は 栗して 外物に 待つな かりし か學 

問 もな く經驗 もな く 宇宙の 眞瑰 天下の 大道 を 看破せ しか 一 毫も 外界より 得た る 知識な きも 猶 能く 此の 如き 

の 世界 觀を 構成し 其 無 爲論大 玄說冥 中より 飛び 來 つて 老子の 腦 中に 人る を 得べき か、 そ も 世界 觀とは 其 文 

字 通り 世界 を觀 じたる 結果に 過ぎす 假令 如何に 非凡の 人と い へ ど 時と 處の 影響 を 蒙らざる はなき 害に て 一 

度び 目を搖 かせば 光腦に 入り 一 度 耳を聳 つれば 音腦に 人り 一 視 一 聽の間 知らす く 外物の 支配 を受 くる こ 

と 賢愚 聖 凡の 差別 は あら じ 去る を 老子な りと て爭 でか 此 境界み- 脫 する を 得ん 假令 獨斷 的に せよ 經驗 的なら 

ざるに せよ 一 個の 世界 觀 ある 以上 は 外界の 助け を 得て 構成した るに 相違な からん 今 結 繩の民 は無爲 にして 


化し 老子 は 之に 傚 はんと 欲する が 故に 無爲を 重んじ 畢 問を棄 てよ 觀察 を廢 せよ と說 法したり と 見る も 矢 張 

り； figt- 上の 非難 を 免れ， さるべ しそ を 何故 ぞと云 ふに 自ら 知らす して 無爲 なると 之 を 知って 無爲 にならん と 

すると は 同じから す 成程 古代の 民 は無爲 なりし か は 知ら ざれ ども 自ら 無爲 をな して 自覺せ ざり しならん 

(少なくとも 老子の 意見に 從 へば) 今 老子 は 如何 老子と 同時の 民 は 如何擾 々紛々 有爲の 極に 居る と 云 ふべ 

し 老子 旣に此 有 爲活潑 の 世に 生れて 獨り無 爲を說 く は是れ 無爲に 眼の 開きた るな り 無爲 に conscious に 

なりし なり 偖 其 無 爲を自 知せ る は何ぞ と尋 ぬるに 轉捩 一 番 翻然と して 有爲 より 悟入した るに あらす や 去ら 

ば 其 悟 人 したる 點を擧 けて 人 を 導くべき に 左 はなく して 劈頭より 無爲 を說 き 不 言 を 重ん す 何と て 此 有情 有 

智、 立 行潢臥 S 動物 朝夕 有 爲の衢 に 奔走す る 輩 を 拐し 去って 一 瞬の 際 之 を 寂滅 窃 冥た る無爲 世界に 投 する 

こと を 得ん 余 は敢て 不言 無爲を 尊びた る 老子が 樓々 五 千 言 を 記述した るを咎 むる にあら す無爲 不言 は 目的 

にして 上下 八十 窣は此 に 達する の 方便なる ベければ なり 口へ 其 無爲に 至る の 過程 を 明示せ ざる を 惜しむ のみ 

(一 0 老子 は 凡百の 行爲を 非と せり 

擧 問は智 なり 觀察 も智 なり 老子 旣に智 を 破 却し 進んで 情 を 破 却し 併せて 意志 を も 破 却し 遂に 凡百の 行爲 

を 杜絕し 了り ぬ 

儒家の 尤も 重ん する 所の 者 は 仁義な り 老子の 一 喝 して 論破 せんとす る 者 は 仁義な り 儒家に て は 仁 を惻隱 

の 心と も 云ひ不 忍の 心と も 云 ひ 朱 子 は 愛 之理と 說き韓 千 は 博愛 之 謂と 訓す 皆^ 然 たる 懇惻の 念 を 指す 者に 

て先天的に我心中に存在する故仁者人也とて人の人たる所以は仁に在りと心得たる^！^もぁり又仁人心也と 

て 心と 仁 を 合 一 せんと 企てた る 者 も ある 位に て義 fl 智の三 は 皆 之よ. り發生 するとな す 故に 程 子 は專言 刖包 

四 者と 云 ひ 朱 子 は 仁 爲衆善 之 長 雖列於 四 者 之 目 而四者 不能 外焉と 云へ り 羞惡の 心の 萌すも 是非 辨 別の 起る 

も 皆 仁の 生理に 徹して 喚發 せらる、 と 思へ り 然るに 老子 は 全く 之と 反對 にて 聖人 不仁と も 云 ひ 大道 廢有仁 

六 三 


穴 四 

義 智慧 出 有大僞 とも 云ひ絕 聖棄智 民利 一白 倍 絕仁棄 義民 復孝 慈と 云へ り 仁す ら斯の 加し 禮の 如きに 至って は 

fi 者 忠信 之 一 嫁 而亂之 首 也と 誹れ り 何故 儒家 の 重ん する 仁義 を かく 迄賤 めし かと 云 ふに 

其の 相對 的なる が爲 にて 仁の 義 のと 云 へ ども 絕對 より a れば 小に して 殆ど 取る に 足ら ざれば な 

り 夫れ 仁と 云 へ ば 不仁 を 4「n み 鱧と 云 へ ば 非禮を 含む 故に 一 一章に も 天下 皆 知 美之爲 美 斯惡已 皆 知 善 之 爲善斯 

不善 巳と 云へ り 

(乙) 加 之 仁義 禮 智は 道の 本元 を 失へば なり 大道 を 外れ たれば なり 故 曰 失 道 而後 德失德 而後 仁 失仁而 

後 義失義 而後 禮と是 仁 は 末にして 禮は益 末なる を 云 ふなり 

旣に 仁義 を 以て 末と なす 位 故肉體 上の 快 樂杯は 極力 之を攻 討せ り 去れば 甚愛必 大費多 藏必厚 亡と 云 ひ 金 

玉 満堂 莫之能 守 富貴 而驕自 遣其咎 と 云 ひ 五色 令 人 目 盲 五 音 令 人 耳 襲 五 味 令 人 口 爽馳騁 田 獵令人 心發 狂と 云 

ひ 不貴難 得 之 貸 使 民 不爲盜 不見可 欲 使 心 不亂と 云 ひ 服 文 採 帶利劍 厭飮食 財貨 有 餘是謂 盗-令と 云 ひ 凡て 慾 を 

斷ち 33? を攝 すべ きを 說 けり 

(三) 老子 は嬰兒 たらん とす ， 

旣に 情慾 を 斥け 次に 擧問を 斥け 最後に 仁義 禮智を 斥け 如何なる 者に ならん とする やと 云 ふに 頑是 な き 嬰 

兒と 化せん と 願へ るな り是も 「ゥォ ー ヅゥォ ー ス」 が 

Tlie  cliild  is  fatli ひ r  of  ？ a  inan  ； 

A.n_J  I  could  wisll  my  days  to  be 

Bound  each  to  each  .by  natural  piety. 

と 云へ るに 似て 一 は 務めす して 得た る piety を 賞し 一 は智を ffl ひすして 自然に 合する 嬰兒を 愛す 故に 常 

德 不離 復於嬰 兒と云 ひ、 自然の 氣に 任じ 至 柔の和 を 致す 嬰兒を 愛す 故に 專氣致 柔能嬰 兄 乎と 云 ひ廓然 形の 


名く 可き なく 兆の 擧ぐ べきな き 嬰兒を 愛す 故に 我 獨治兮 其 未 兆 如 嬰 兒之未 孩と云 ひ、 求む るな く 欲するな 

く 衆 物 を 犯さす 又 衆 物に 犯されざる 嬰兒を 愛す 故に 含 德之厚 比 於 赤子 蜂 MS1 虺蛇不 螫猛獸 不據握 鳥 不搏と 云 

ひ 皆嬰兒 たる を 欲する の 意 を寓す 

然 らば 老子 は嬰兒 に復歸 し て 如何な る 境界に 居らん とする かと 云 ふに 

(甲ン 足る 事 を 知るな り 故に 禍 莫大 於 不知 足咎 莫大 於 欲得 故知 足 之 足 常 足 矣と云 へ り 

(乙) ， 柔に 居って 爭 はす 卑に處 して 人と 抗 せざる なり 故に 天下 之 至 柔馳騁 天下 之 至 堅と 云 ひ 天下 莫柔 

弱 於 水 而攻堅 强者莫 之 能 勝と 云 ひ 强大處 下 柔弱 處 上と 云 ひ 聖人 …； 以其 不爭故 天下 莫能與 之 爭と云 ひ 善用 

人 者 爲之下 是謂不 爭之德 と 云 へ り  ， 

(丙) 靜に 安ん するな り 故に 牝常以 靜勝牡 常 以靜爲 下と 云 ひ 致 虛極守 靜篤萬 物 拉作吾 以觀復 と 云 ひ 重 

爲輕根 靜爲躁 君と 云. へり 

かく 修身 上に 於て は 靜を尙 び柔を 愛し 足る を 知る を 重んぜし 故に 其所說 常に 退歩 主義に て 進取の 氣象な 

く 消極に して 積極の 所 寡な し 今 老子の 修身 上の 意見 を 表に て 示せば 左の 如くなる べし 
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穴 穴 

(兹 に 積極的と 書き たれ ど 其 實は學 問 を 取り 行爲を 取り去れば 殘る者 は蕩然 たる 自然の 嬰兒 なる 故 あな 

がち 之 を 積極的と 云 ふに も 及ば ざれ ども E 宜の 爲斯は 名け ぬ) 

第三 篇 老子の 治 民  - 

修身 を璩 ぐる こと 一 步 にして 治 他と なる 老子 身 を 修めて 舉を廢 し德行 を廢し 多言 を廢し 自ら 嬰兒の 天性 

に復し 能く 足る こと を 知り 能く 柔を 守り 能く 靜に 安ん す而る 後人 をして 己の 域に 臻ら しめんと す 故に 人 を 

治む るの 法を講 す然れ ども 其 說く所 亦 多く 退步 主義な りと す 今 之を數 節に 分かって 述べん とす 

(一 ) 天下 は 進んで 取るべき にあら す 退いて 之を受 くべ し 自ら 故意 を 用 ひて 天下 を 治めん とすれば 爭亂 

相欞ぃで.^|るべ し 故に 曰く 將欲取 天下 而爲之 吾見 其 不得已 天下 神器 不可 爲也爲 むべ からざる 者を强 ひて 爲 

めんと 欲し 固執す ベ からざる 者 を 固執して 之 を 守らん とすれば 必す之 を 敗り 之 を 失 ふ 故に 不敢爲 天下 先と 

云 ひて 之 を 三竇の 一 に數へ たり 

(二) 然 らば 如何にして 可なる やと 云 ふに 只 道 を 守って 超然たるべ きのみ (道の 事 は 下に 論す) 故に 侯 

王 若 能 守 道 萬 物 將自賓 と 云 ひ 道 常 無 爲而無 不爲侯 王 若 能 守 萬 物將自 化と 云 ひ 爲道日 損 損 之 又 損以至 於無& 

而無 不爲取 天下 常以 無事と 云 ひ 苟も 無爲に 居って 道 を 守れば 天下 を 取らす とも 天下 之に 歸 せんとの 意な り 


(三) 我れ 天下 を 取る に 意な く而 して 天下 我に 歸 せば 我れ 何 を 以て 之に 應 すべき かと 云 ふに ロハ 悶々 の攻 

を？：！ して 醇々 の 民 を 養 ひ 察々 の 政を廢 して 缺々 の 俗を滅 する にある のみ 故に 曰く 治 大國若 烹小鮮 と 治 は 煩 

なる ベ からす 小 鮮を烹 るは撓 むべ からす 烦 なれば 刖ち人 勞れ撓 むれば 則ち 魚爛る ， を 以てな り 

悶々 の 政 をな すに 當 つて 去るべき 者 三 あり 

(甲) 一 に 甲兵 を 撒すべし 故に 以正治 國以奇 用兵 以 無事 取 天下と 云 ひ 兵 を 用 ひ 正 を 用 ふる は 未だ 以て 天 

下 を 取る に 足らざる を 明らかにす 又 以道佐 人 主者不 以兵强 天下と 云 ひ 兵 者 不祥 之 器 非 君子 之 器と 云 ひて 兵 

の 用 ふべ からざる 所以 を 示す  . 

(乙) 一 一に 刑 を 去るべし 故に 曰く 民 不畏死 如何 以死權 之と 是は政 t 可 察に して 刑罰 厳重なる 時 は 民 手足 を 

措く 所な く從 つて 死を畏 る、 の 念 も 薄らぎ 果て は 恐 # す るに 死 を 以てすと 雖も 無益な りと 云 ふ 意味な り 

(四) 法令 を 去る ベ し 故に 天下 多 忌諱 而民彌 貧 …… 法令 溢 彰盜賊 多 有と 云うて 防 禁嚴密 なれば ！ 擧手 一 

投足も 自由なる 能 はす 民業に 安んじ 生を樂 しむ, 〕 と 能 はざる を 明らかにせり 

前に 述べた る 1 二 條は司 政の 機關を 鈍く するな り 又敎育 上に 在って は 則ち 一 切の 智慧 を 去り 懵々 た. る 愚物 

を 製造 せんとす 故に 古 之 善 爲道者 非 以明民 將以愚 之 民 之 難治 以其智 多 故 以智治 國國之 賊不以 智治國 國之福 

と 云 ひ 又 民 多 利器 國家溢 昏人多 技巧 奇物滋 起と 云 ひて 民俗の 巧 詐詭譎 に 赴く を 畏れたり 又 不尙賢 使 民不爭 

不貴難 得 之 貨使民 不爲盜 不見可 欲 使 心 不亂と 云 ひて 民 をして 無知 無欲に して 化せし めんと せり 

又 政府の 取る 方釺は 如何にと 云 ふに  • 

(甲) 宜しく 儉を 守るべし 故に 曰く 民 之 磯 以其上 食 税之多 是以饑 と 又 曰く 我 有三寳 …… 一 一 曰儉と 

00) 宜しく 人の 下に 立つ ベ し 故に 曰く 大國 以下 小國 取 小 國小國 以下 大國 M 取. K 國又 曰く 是以 聖人 欲 

上 民必以 言下 之 欲 先民必 以身 後 之と  . 

穴 七 


穴 A 


(丙) 能く 柔弱に して 卑辱 を以 て 自ら 處 る ベ し 故に 曰く 受國 之. 垢是謂 社稷 主 受國之 不祥 是謂 天下 王と 

(丁) 若し 强粱を 除き 暴亂を 去らん とせば 當に 物の 性に より 之 を 自滅せ しむべ し必 すし も 法令 を 用 ふる 

； 及ばす 刑罰 を 要せす 故に 曰く 將欲歙 之 必固張 之 將欲弱 之 必固强 之 將欲廢 之 必固興 之 將欲奪 之 必固與 之と 

以上 を 治 民の 意見と す 之 を 表に 示せば 下の 如し 

『お マ is 一 (いぼ I  • 
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老子 道 德經中 政治に 闘す る聿 凡そ 廿四章 程 あり 是 にても 老子が 功利の 末に 趨く 民を驅 つて 結羅の 昔に 歸： 


らし めんと せし 意 あるみ-見 るに 足らん 、 な れ ど 其方 法 杯 は 到底 行 ふべ からざる のみな ら す其大 主意 も科舉 

の 發達 せ る今 日 より 見 れば：^1す る に 足 る 者 寡な し 今 試 みに 之 を 評せん に 

( 一 ) 其 言 ふ 所 は 動物 進化の 原則に 反せり 抑 も 人間 心身の 構造 は 外界 S 模樣 にて 徐々 と變 化し 周 圜の景 

況に應 じて 有機的の 發達 をな し 其 性情 機關の 如き は 子 はハ乂 より 受け 父 は 祖父より 龔ぎ 祖父 は 又 其 先より 授 

かり かくして 先 紐 傳來の 遺産 冥々 の 裏に 蓄積し 生る、 時 旣に此 遺産 を 謹り 受け^ ふるに 自己の 經驗 を附加 

しつ、 進行す る 者 なれば 今更 先祖の 經驗と 自己の 知識と を 悉皆 返上して 太古 結繩 の 民と ならん こと 思 ひも 

よらす 人間 は左樣 自由自在に 外界と 獨 立して 勝手次第の 變化 をな し 得る 者に あらす 

(一 一) よし 勝手次第の 變化 を. なして 結繩の 風に 復 したれば とて 老子の 理想た る 無爲の 境界に 住せん こと 

中々 覺 束な しそ を 如何にと なれば 人間 は 到底 相對 世界 を 離る、 能 はす 決して 相 對の觀 念 を 没却す る 能 は ざ 

れ ばな り假令 如何に 古代の 民に あれ 如何に 叢 愚の 者に あれ 苟も 人間た る 以上 は 五 i に を 有せざる 可から す 五 

官 を 有す る 以上 は 穴 H 問 に 於 て辨 別し 時間 に 於 て 經驗す る を 免れ ざ る ベ し 空間 に 於 て辨 別す る 以上 は 左右 を 

も 知る ベ く 大小 も 知る ベ く 高下 も 知る ベ し 又 時間に 於て 經驗 する 以上 は 前後 も 知る ベ く 週 速 も 知る ベ く 過 

去 現在 未來 ノ.1 知るべし 斯く 人間の 知識 は 悉く 相對 的な り 若し 此相對 的の 知識 を 閑却す る 時 は 人 問  一 S も 此 

世界に 存在す る 能 はす 美醜 の 念善惡 の 心 を 除去す る も 生存 上 差 支 へ な か らん 結繩 の 民是な り 住宅 被服な き 

も 或 は 生存す る を 得ん 穴居の 民是 なり 去れば と て 眞 の無爲 にて 生活 せんや 旣に結 繩と云 ひ 穴居と 云 ふ 以 上 

は 幾分 か 智慧の 念 を 含む にあら-す や 況して 甘 其 食 美 其 服 安 其 居 樂其俗 者 何と て 智慧 才覺 のな か る ベ き 甘と 

云へば 不 せと 對し 美と 呼べば 不 美と 應じ安 は 不安と 與に 起り 樂は不 幾に 伴 ふ 皆相對 なり 抑 も 老子： S 民は自 

ら甘 しとして 其 甘き 所以 を 知ら ざ るか 美と して 其 美な る 所以 を 知らざる か 安んじ て 其 安き 所以 を 知ら ざ る 

か 假令之 を 知らざる にもせ よ 彼等 とても 食 は ざれば 饑 ゑん 饑は飽 の 反な り 服せ ざれば 凍えん 凍 は暖の 反な 

六 九 


. 七 o 

り 矢張り 相對の 智識な しと は 云 ふべ からす 今 此相對 世界に 生れて 絕 對を說 くも 得る は智の 作用 推理の 能に 

て 想像の 辯な り 議論 上 之れ 有りと 主張す る も i 莨 際 其 世界に 飛び込む 能 はす 老子の 之 を 知らす して 漫に 絕對 

を說 きし は 前に も 云 へ る 如く 外界の 刺激に 基づきし 故にて 

(三) 隻眼ん-以て 相對の 一 方の み を a たる 結果と 云 はざる ベから す當 時の 人君 策士 皆 權謀を 以て 得意と 

な し詭譎 反覆 利 を 見て 爲さざ るな く 民俗 も 亦 之 につれ て 日に 浮簿輕 跳に 赴き 其 行 は接媚 i{5#H (術 は 怪僻道 

屑 功利の 末 を 追 ひ 智慧の 小を玩 んで悔 ゆる 事 を 知らす 天下 滔々 として 澆季に 赴く 故是 では 困る と茲 に其不 

平を 慰藉す 一  個 の 世界 觀 を 構 造し 己 も 此主载 にて 安心立命の 地 を 得 又出來 得るならば 天下の 愚物 共 を 

も 警醒 濟度 せんとの 考 へより 遂に 無 爲の行 不言の 敎と" 云 ふこと を 五 千 雷に て 後世に 造した るな り 老子が か 

く昏亂 世界に あって 高尙 なる 一 個の 哲擧 思想 を發 揮せ る は 支那 學 問の 爲 甚だ 賀 すべ き 次第 なれ ども 其 隻眼 

を 開い 丁-相 對^ 界を觀 察する に當 つて ゃ相對 S 兩面を 比較 對 照して 其 得失 利害 を攻 討す る ことなく 單 に北ハ 

醜惡 なる 側面の み を 看破し 之と 兩 立し 得る 善美の 側面 を も 一 撞百碎 し 去らん とせる は 甚だ 不可な りと す此 

相 對の兩 面 を 混同 一 視 せる 事 は 老子 中に 對句 (Antithesis) 多き を 以て も 明瞭に て 一 寸 例を擧 ぐれば 爲者 

敗 之 執 者 失 之と 云 ひ 明 道 若 味 進 道 若 退 夷 道 若 觀と云 ひ 天下 之 至 柔馳騁 天下 之 至 堅と 云 ひ甚愛 必大費 多藏必 

厚亡と云ひ大成若缺大盈若冲大直若屈大巧若拙大辯若誘と云 へ るが如くにて其の仁義を不！^なりとするは 

其の 不仁 不義と 對す るが 爲 にて 其の 之 を 小な りと 云 ふ は 不仁 不義に 追陪 する が 爲と云 ふ 成程 不仁 不義 は 善 

く ある まじ 去れ ども 之に 對 する 仁義 を も 同 一 視 せんとす る は 如何 智を用 ふること 方 を 得 ざれば 邪詖狡 酷な 

ら ん然 し 善く 之 を 用 ひば 愚 漕 を 啓 發し 民福 を增加 する を 得ん 去る を智は 時として 人 を妝 ふ 故 其 の 人 を 益す 

る 時 も 猶惡と 云 ふ は 如何、 當 時の 人 は 仁 凝の 道 を も辨へ 先王の 道 もも 心得る に 却て 放 僻 邪 惡斯の 如くなる 

故必竟 仁義 杯 を 知る のが 害に なり 其 反動に て 不善に 赴く 者 なれば 善 を 手本と し 仁 を 模型と し 早く 之に 從へ 


と勸 むれば とて 到底 益な く 反つ て 其 裏を潛 つて 不善 を 働く が 人情 故 寧ろ 善悪 無差別 靈無澹 々の敎 を 立. つる 

に 若 かすと 思 ひ 込みし にやさ はれ 民 をして 仁義の 本に だに 歸 らしむ る こと 難き 世なる に 仁義の 關所を 通り 

越して 無爲の 境に 移住せ よと は猶々 六づ简 敷き 話に あらす や 六づ茵 敷と 云 はんより 何れの 世 何れの 人に 施 

す も 行 ひ 得べ からざる 相談と 云ぶべし 又は 數舉 上より 割り出し たる 勘定 づ くの 箕 用に て 一 と 一 一の 差 も 一 と 

萬の 差 も 無限より 見る とき は同樣 なると 等しく 善の 惡の 美の 醜のと 噪ぎ 立つ る も高尙 なる玄 々世界より 見 

ると き は 可 不可 は ロハ 一條の みに て 毫髮の 差 を 認め 得すとの 主意なる か 夫に しても 相對 世界に 無限 を 引き 人 

れ 無限の 1< 度を以 て 相對 の 長短 を 度る 事 は 出來ま じ學理 上の 議論なら ば 鬼 に 角 之を應 用して 政治 上 に 用 ひ 

ん とする は 驚き入る の 外な し 

第四篇 老子の 道 

道と 云 ふ 字 は 老子の 處々 に 散見し 其 哲學の 骨子 なれば 特に 此篇を 設けて 之 を說明 せんとす 

( 一 ) 道の 範圍、 道と 云 ふ 者が 若し 玄 以外に 存し 然も 天地の 始めより 在りと すれば 老子の 哲擧は 1 一元 

論な り 若し 玄と同 一 なる か 或は 玄の 一 部なる とき は 一 元 論な り 第 一 章に 曰く 無名 天地 之始 第三 十一 一章に 曰 

く 道 常 無名 此を 前提と し 三 段 論 を 組織 すれば 左の 如し 

( 一 ) 無名 天地 之始 

(一 一) 道 常 無名 

(三) 故 道 天地 之始  . 

此式 によりて 道 は 天地の 始めな りと 云 ふ 命題 を 得 天地の 始めと は 取り も 直さす 玄の事 なれば 老子の 哲學 
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は 一 元 論に て此 道と は玄の 一 部；，. 〔る や 又は 玄と同 物なる やの 問題に 移る を 得べ し 第 一 章に 有名 萬 物 之 母と 

あり 此 有名と は 前に 云へ る 如く 玄 ：S 一  面に て蕩々 渾沌た る點 より れば 無名 なれ ども 其の 分離 (differen- 

tiation) の 根た る點 より 見れば 有名な り 叉 萬 物と は 有形無形 一 切 宇 { 由に 存在す る 者 を 指した る稱 ならん 今 

道 を 以て 玄と同 物と 見做す は 萬 物 は 皆 道の 變體と 云ふ譯 にならん 然るに 六十 一 一章に は 道^ 萬 物 之 奧とぁ 

り 蘇 子 由 之 を 解して 凡 物 之 見 于外者 皆 其 門 堂 也 道 之 在 物 謦如其 奧物皆 有 之 而人莫 之 見 耳と 云 へ り 去らば 道 

は 常に 物 S 中に のみ 潛んで 外に 見 はる , ことなき 物に や 斯く解 するとき は 道 は 物の 中に 包含 せらる 、 者に 

て 萬 物の 一 部に 過ぎす 從 つて 玄の 一 部と しか 見做し 能 はざる が 如し 然れ ども 子 .£の 意 を 察する に 道 は 萬 物 

に 行き渡れ ども 無形なる 故其奧 にの みある 如くに 見 ゆと 言 ひし 迄にて 老子の 全篇 を通觀 する も斯く 释釋す 

る 方 至 常なる 樣に思 はる 、 のみなら す 一 一十 五 章に も 周 行 而不殆 と あれば 道 は 宇 {由 に 墳充し 萬 物に 遍満し 至 

ら. さるな く 在らざる なき を a るべ し 之 を 言 ひ換 ふれば 其範圍 至大 至廣 にして 窮極な く 天地 を 包 4,n して 餘り 

あり 宇宙に 存在す る 者 皆 道より 成立す るの 謂な り 去、 らば 道 は 則玄玄 は！：、 道と 解す るも妨 けな からん 又 先天 

地 生と 云 ひ 象 帝 之 先と 云 ひて 其 初生. 3 期 は 5^ て a- ぬ 可ら す first  cause にあら すして 而も 萬 物の 原因と な 

る 故に 其 始め を へ ば 無始な り 其 終り を 問 へ ば 無 終な り 其 限界 を 問 へ ば 無限な り 吾人の 相對 世界 は此 道に 

包含 せらる 之 を 道 の 範 園と な す 

(一 一) 道 S 體、 次に 考 ふべき は 道 は 有形な り や 無形な り やと 云 ふ 問題な り 第 四 章に 道冲而 ffl 之 或 不！^ 狐 

似 萬 物 之宗と ぁり盖 其體冲 然と し て 宇宙 に遍 か らざ る なく 其の 無形な る を 以て 盈 たざる 者に 似た る を 云 ふ 

が 如し 又 一 一十 五 章に は 有 物 混成 先天 地 牛" 寂 兮寥兮 獨立而 不改周 行 而不殆 可以爲 天下 母 吾 不知 其 名字 之 曰 道 

と あり 是 れ 道の 湛 然とし て 常存 し 寂 として 聲 なく 寥 として 形な き を 云 ふなり 去 れば 五 官 を以 て 之 を 知 る 能 

はす 故に 之 を 形容して 視之不 見 名 曰 夷 聽之不 K 名 曰 希 搏之不 得名微 とて 其色聲 摸索の 境 を 離れた る を 示し 


又 陰陽 を脫し 形數を 以て 推す 可らざる が 故に 其 上 不敏 其 下 不昧繩 々兮 不可 名 復歸于 無 物と て 其の 捕捉し 難 

きを 言 ひ 其 外 にも 道 之 出口 淡 乎 其 無味 視之 不 足 聽之 不足 聞と も 云 ひ 道 之 爲物惟 恍惟惚 惚兮恍 其 中 有象恍 

兮惚其 中 有 物 窃兮冥 其 中 有 精 其 精 眞其中 有 信 杯 言 ひ 皆 道 の i 莨 在す る に 係らす 五官 の 作 ^ にて 知る 可から 

ざる を說 明せ る教 なり 

余 蒙 は 前段 S 議論より 一 一個の 命題 を 得たり ( 一 ) 萬 物の 實體は 道な り (一 一) 道 は 五 宵 にて 知る 可から す 

此を 前提と して 結論 を 作れば 「萬 物の 資體は 五官に て 知る 可から す」 と 云 ふ 命題 を得然 らば 吾人が 通常 免 

たり 聞いたり 觸れ たりす る 物 は i 莨體 にあら すし  一，^ 假僞 なりと 言 はざる 可から す 尤も 老子 はこ、 迄 は 明瞭に 

論ぜ. され ども 道 は 萬 物 を 場充 (卽ち 萬 物 を 組織) し而 して 無形 無聲 なりと 云 ふ 前提 ある 以上 は 勢ひ此 議論 

を 含蓄せ ざる を 得す 故に 老子の 擧は唯 道 論に て洋 人の 之を譯 して Taouism と 云へ る は眞に 其當を 得たり 

^ ィギ ブル 

と 云 ふべ し 此唯道 論 は當 今の 哲擧 にて 形而下の 點は 何處迄 行く も 分 折すべき 性質 を 具す る 故 世界の 實體は 

見るべからざる metaphysical  points より 成る と 云 ふ議； fi とよく 似通 ひて 甚だ 面白し 

(三) 道の 用、 此 至大 無 邊 にして 漠々 捕捉す ベ からざる 道 は 何の ffl をな すか 第三 卜 章に 曰く 大道 氾 

兮其可 左右 萬 物 恃之以 生 而不辭 功 成 而不名 有 愛 養 萬 物 而不爲 主と (此 不辭、 不名 有、 不爲 主と は 皆無 覺無 

我なる を 云 ふの み) 又 五 卜 一 』 せ に は 道 生 之德蓄 之 云々 と あり 敦れも 萬 物 を 生す る 力 は 道に あるみ-云 ふなり、 

前に 云 へ る 如く 萬 物 は 道の 一 部分な り、 今 又 萬 物の 發生 する 力 も 亦 道な りと 云 ふ 以上 は 

(一) 道 は 他力 を 藉らす 自ら 變 化し 自ら differentiate す る者な るゃ明らかなり去れば四十^;;„十 にも反者- 

道 之 動 弱者 道 之 用と 云へ り 王 注に 高 以下 爲基貴 以賤爲 本 有 以無爲 用 此其反 也と ありて 道が 一 度び 動けば 相 

對 となる こと を 明言せ るが 如し 而 して 其變化 分離す る 過程 は 如何にと 云 ふに 第四士 一章に あるが 如く 道 生 

I、 一生 二、  二 生 三、 三 生 萬 物と あり 此 一、 二、 三の 數字は 何も 指す やら 袖 象 的に て合點 行かね ど r ヒサ 

七三 


七 四 

ゴ ラス」 の數 論に 似て 面白し 「ビ サゴ ラス」 の 意 に 因れば 無限の 空間が 一 度び 一 に感觸 するとき は 一 一と 

なりて 線 を 生じ 此空閒 一 一に 感觸 するとき は 三と なりて 面 を 生じ 空間 最後に 三に 感觸 するとき は 四と なりて 

立 體を 生す 然るに 老子 は 其 一 、 二、 三の 何たる を 言 はす 從 つて 其の 如何なる 物た る や を 知る に 苦しむな り 

何しろ 斯樣な 過程に て 道より 一 、 一 より 一 一、 一 一より 三、 三より 萬 物と 漸々 分離す るに 常って 一 の 注意す ベ 

き は 

(一 一 ) 道が 自ら 發達 分離し て 而も 其變化 を知覺 せざる こ となり 天道 無 親常與 善人と 云 ひ 天網 恢恢 疎而 不 

失と 云へば 何 か 道に 意志あって 公平の 處置 をな すが 如くに 思 はるれ ど 其 公平なる 所 反つ て 其 無意識な る 所 

にて 一 己の blind  will を 以て 自然 天然と 流行し 其 際に 自ら 一 定の 規律 あり 無法の 法、 理外の理に 叶 ふ 故 

に 道 法 自然と 云 ひ 無 爲而無 不爲と 云 ふ是れ 老子の 哲擧が 「へ ー ゲル」 と 異なる 所に して 兩者共 一 元 論者な 

れ ども 一 は 道に 意識な しとな し 一 は Absolute  Idea が發 達して 最上の 位置に 到る とき は 遂に 絕對 的に 意 

識を 有すと す (兩 者の 差是 のみと 云 ふに あらす 「へ ー ゲル」 の 論 杯 は 善くも 知ら ざれ ども 氣の 付いた こと 

丈 を比较 するな り)  ♦ 

(三) 此 道を稱 して 天道と 云 ひ 能く 之 を 體し身 を 修め 治 を 行 ふ を 聖人の 道と 云 ひ 聖人の 道に 及ばざる を 

人の 道と 云 ひ 其 下を不 道と 云 ひ 愈 下 を 非道と 云 ふ 七十 七 章に 天道と 人道 を 比較して 曰く 天 之 道 損 有 餘而補 

不足 人 之 道 則 不然損 不足 而奉 有餘 八十 一 章に は 天 之 道と 聖人 之 道 を雙提 して 曰く 天 之 道 利 而不害 聖人 之 道 

爲 而不爭 三十 章に 不道を 誹って 曰く 物 壯則老 是謂不 道 不道早 巳 五十 五窣 にも 同じ 事 を 繰り返せり 五十 三 章 

に は 末 を 飾り 本 を廢し 施設 を 以て 事と なす 者を誡 めて 曰く 是謂 盜夸 非道 哉 叉 德と云 ひ 仁と 云 ひ 皆 道中に 含 

む を 云うて 曰く …… 故 失 道 而後 德失德 而後 仁 失 仁 而後 義失義 而後 禮と而 して 道より 直接に 出 づる者 は 一 な 

り 故に 老子 は 重 を 一 におく 曰く 載 營魄抱 一 能 無 離 曰く 昔 之 得 一 ^天 得 一 以淸地 得 一 以寧神 得 一 以靈谷 得 一 


B 盈萬物 得 一 以生侯 王 得 一 以爲 天下 正 曰く 少刖 得多刖 惑是以 聖人 抱 一 爲 天下 式 

以上 を 表に 示せば 左の 如し 

へ？) IB  0^0  it 一 

(it  n 

翁 it  s  B  (is) 蒙 稱 

ー黨 p  . 

老子 道の 體に 則と るか 眞に 無爲 ならざる 可から す 其の 能 はざる は 前に 述べたり 老子 將た 道の 用に 法 とら 

ん とする か 則ち 有爲 ならざる 可から す 相對を 棄却す る 能 はす 善惡の 差別 を 抹殺す る 能 はす 美醜 を 混合す る 

能 はす 旣に 道の 體に 則と る 能 はす 用に 1^ とって 相 對を棄 てんとす 是れ 老子の 避べ ベ からざる 矛盾な り 
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文壇に 於け る 平等主義の 代表者 『ゥ オル ト. ホイット 

マ ン. 一 Walt  whitman の ^tlj につ いて 

—— 叨.. お 一 一 十 五 年 十月、 『哲 學雜 誌』 

革命 主義 を攻治 上に 實行 せんと 企てた るは佛 人な り 之 を文擧 上に 發 揮した るは英 人な り r バ ー ンス」 を 

讀む者 は 通観 一 過して 其 平等 論に かぶれた る を 知る ベ し r シ エレ—」 の 如き は 多言 を須 たす ：prometheus 

Unbound  ： の 一 篇 之を證 して 餘り あらん G 「ハ ィ 口 ン」 に 至つ て は 満腔の 不平 一 發 して 「チャイルド ハ 

口 ルド」 となり 再發 して r ド ンジ ュ ァ ン」 となり 餘憤怫 々然 常に 其 毛孔より 溢 出す と 云 ふ も 可な り 沈着に 

して 舊慣を 重ん する 英國の 詩人が 從來の 面目 を 一 洗して 此 思想 を 唱道し 中には 身 を 挺んで て此 主義の 爲に 

打 死せ し 位なる に不 思議な る か な 共和 の 攻を實 行 し 四海同胞 の 訓 を 奉す る 亞米利 加 にて は 一人の 我 は 共 和 

國 G 詩人な りと 大呼して 名乘り 出で たる 者な し 「口 ングフ ヱ 口—」 は 詩人なる べし 去れ ど 其 思想に 常に 中 

世紀に 溯って 亞米利 加の 新開地に あらす 「ァ— ヴ イング」 は 文章 家な らん 然し 其 嗜好 は 矢 張 故郷に 落 付か 

すして 亦 歐洲ナ 、陸に 向へ り是 等の 匹敵 を 英國に 求めば たと ひ 升 を 以て 量る 位 は 無き にもせ よ 尋ねて 見當た 

ら ぬと 云 ふ 程の 事 は ある まじ 其 他 「ブ ライア ン ト」 にせよ 「ホ— ソ ー ン」 にせよ 自家 一 流の 特色 を 具へ たる 

に は 相違な かるべき も 如何せ ん合 衆國と い ふ 前 代 未聞 の 共和 國を 代表す るに 適した る 新 詩人 は頓と 出現せ 

ざり しなり 然る 處天兹 に 一 偉人 を 下し 大に合 衆 聯邦の 爲に 氣錢を 吐かん とに ゃ此 偉人に 命じて 雄大 奔放の 

詩 を 作らし め 勢 は 高原 を橫 行す る 「バッファ 0—」 の 如く 聲は 洪禱を 掠めて 遠く 大西洋の 彼岸に 達し 說く 


所の 平等主義 は 「シ エレ—」 r パ ィ 口 ン J をも應 倒せん としたる は實に 近來の 一 快事と 云 はざる ベから す 

此詩 人名 を 「ゥォ  <  ト. ホイットマン」 と 云 ひ 百姓の 子な り 千 八 百 十汍年 「ボ— マノック」 に 生る 幼に 

して 活版屋の 小儈 となり 夫より 雜 誌の 編修 人となり 二十歳の 時 r-1 ュ ー ョ ー ク」 に 移り 千 八 百 五十 五 年始 

めて ： Leaves  of  Grass: を 著す 去れ ど 盲目 千 人の 世の中た る 上 舊來の 詩 法に 拘泥せ ざる 一 種 異樣の 風 

調な りし かば 之 を購讀 する 者 は 無論の 事 其 書名 を だに 知る 者な かりし が 故 出版せ る 千 部の 內覆 1^ の 災を免 

れ たる は 僅か なれ ど 其 僅かなる 中の 數册が 古道具屋の 雜貨 とともに 英國に 渡り 後年 「ロゼ ツチ」 の select- 

ed poems  by  W.  Whitman となって 現 はれた る は 著者の 爲且 出版者の 爲甚だ 賀 すべき 事と 云 ふべ し、 斯 

く 米 人 は 冷淡に も か 、. る 書に は 手 を だに 觸れ ざり しが 「ヱ マ， J ソ ン」 の 禁眼は 早く も 其 眞價を 看破し 一 篇 

の 書翰 を 送って 大に 著者 を 祝せ り 其 略に 曰く …… 小生は充分貴著の價値を認識する者に御座候.^^識雙方の 

點 より 觀察致 候 も わが 合 衆國の 書中 得 易から ざるの 好 著と 存候 …… 斯く 雄大なる 思想 を 有せら る 、段 欣羡 

の 至りに 堪 へす …… 初陣の 御手 際と して は 甚だ 出來 宜しく 全く 平素 御 涵養の 功 只今 見 はれ 候 儀と 祝 着に 奉 

存候 云々 顧 ふに ：：Leaves.of  Grass: に 先 だっこと 二十 年 ： Sartor  Resartus  ： の 始めて 世に出 づるゃ 

満天下の 廣き 誰あって 之 を 理解す る 者な かりし に獨り 「ヱ マ —ソン」 は 書 を 出版者に 寄せて 頻りに 之を赏 

しか 、 る 論文 を續々 公に せん 事 を 望めり とか 朝に は 一 人 を 取って 其 尤も 拔き暮 に は 一 人 を 取って 其 尤も 拔 

くと はか、 る 人の 事なる ベ し 南北 戰爭の 起る や r ネィ ット マ ン」 直ちに 起って 軍に 從ひ 看病 卒 となって 戎 

馬の 間に 往來 しける が 櫛 風沐雨 の 苦しみ を閱し 肝 腦塗地 の 慘狀を 目， したる 爲 にや 是 より 痛く 健康 を 害な 

ひ 荏苒 歳 月 を經て 遂に 不治の 症に 陷 れり 集中 戰爭 を敍 したる 詩 あ. また あり 顧 ふに 當時 の 實況な ら ん 

「ネ イット マ ン」 の 詩に 關 して は 世評 一 ならす 或は 其 詩體の 一 生面 を 開いて 前人 S 舊路を 踏 壟せ ざる を 

以て 是れ 韻文に あらす と 謗る 者 あり 或は 其 肉 體の快 樂を敍 して 顧す 時に 卑 に陷り 風敎を 害する の 恐れ あ 
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る を 以て 痛く 之 を 排掣し 百方 之 を 傷 けんとす る もの あり 去れ ど. f 其 詩 法に 拘泥せ， ざる 所 劣情 を寫 して 平氣 

なる 所が 卽ち 「ホイットマン」 の 「ホイットマン」 ； i り 共和 國の 詩人たり 平等主義 を 代表す る 所なる べし 

元來 共和 國の 人民に 何が 尤も 必要なる 資格な り やと 問 はば 獨 立の 精神に 外なら すと 答 ふるが 適當 なる ベ し 

獨 立の 精神な きとき は 平等の 自由のと 噪ぎ 立つ る も必竟 机上の空論に 流れて 之 を 政治 上に 運用 せんこと 覺 

t なく 之 を社會 上に 融通 せん 事 盆 難 からん 人 は 如何に 云 ふと も 勝手次第 我に は 吾が 信す る 所 あれば 他人の 

御世 話 は 一 切斷 るな り 天上 天下 我 を 束縛す る 者 は 只 一 の 良心 あるの みと 澄まし 切って 險惡 なる 世 波の 中 を 

濟り拔 け 跳ね 廻る 是れ 共和 國 民の 氣 風なる べし 其 共和 國に 生れた る 「ホイット マ ン」 が 己の 言 ひ 度き 事 を 

己の 書き 度き 體 裁に 敍述 しだる は 亞米利 加 人に 恥ぢ ざる 獨 立の 氣象を 示した る ものにして 天晴れ 一 個の 快 

男兒 とも 偉丈夫と も稱 してよ かるべし 蓋し 「ホイット マ ン」 あって 始めて 亞米利 加 を 代表し 亞米利 加 あつ 

て 始めて 「ホイット マ ン」 を 產す蘭 は 幽谷に 生じ 劍は 烈士に 歸し鬼 は 鐵棒を 振り 廻す が古來 よりの 約束な 

らば 「ホイット マ ン」 の 合 衆國に 出で たる も 亦 前世の 約束なる べし 

去らば 「ホイ. ッ トマ- ン」 の 平等主義 は 如何にして 其 詩 中に 出現す るかと いふに 第一 彼の 詩 は 時間 的に 平 

等な り 次に 空間 的に 平等な り 人間 を視る こと 平等に 山河 禽獸を 遇する こと 平等な り 平等の 一 一字 全卷を 掩、？ 

て 遺す 所な し 

時間 的に 平等な りと は 古人に 於て 崇拜 する 所な く 又 無上に 前代 を 有難が る 癖な きを 云 ふ 其 言に 曰く 古人 

. も 人間な り 我 も 人間な り 余 は 古人に 就いて 擧 ベり 恨む らく は 古人 を 九 原に 呼び 起して 余を學 ばし むる 能 は 

ざ る を 合 衆國の 聯邦，： ず-古代 を 蔑視 せん や 其 功績 を 認識す るに 於て は敢て 人に 後れ ざ る を 期す る 者な り と暫 

く 眼 睛を轉 じて 他の 詩人の 思想 を 窺 ひ 「ホイット マ ン」 の此 言と 比較 するとき は 其 差 啻に 三舍 のみに あら 

ざる を 見る 華麗なる 甲冑 を 着け 大 なる 劎を ぶら さけ i 木 毛の 馬に 乘 つて 而 して 美人の 前に 試合 をせ ざれば 詩 


中のに，^ にあら すと 思へ る 「スコット」 は 如 t|I 小 女 は nymph と 名け さる.、 へからす 朝 は aurora と 呼 はさ 

る 可から す晚は hesper と稱 へざる ベ からす 15^ 野の 景色に は 必す羊 飼 を 出し 英國は 隨分氣 候の 寒き 國 柄な 

れど そこ は 是非 南方 大陸 を眞 似て 草 頭 樹下必 す 寒風に 吹き 曝されて 笛 を 吹かねば ならぬ と 勝手な 制限 を 立 

てた る r ネ ー プ」 一 派の 詩人 は 如何 「バ ィ 口 ン」 「シ ェ レ—」 は 革命の 詩人な り 去れ ども 十九 世紀 を 改良 

し數 百年 來の舊 弊 を 一 掃した る 上に 希臉 古代の 分子 を 注入せ ざれば 其 理想 を 満足せ しむる 能 は ざらん 彼等 

をして 「ホイット マ ン」 を 見せしめば 亦必す 愕然として 其放膽 なる を 怪しまん 蓋し 「ホイット マ ン」 は 封 

建 時代の 詩人に あらす classicism の 詩人に あらす 希 臘風を 戀ふ詩 人に あらす 其 歌 ふ 所 は 過去に あらす し 

て 在に あり 是れ 過去 を賤 しむに あらす 只 之 を 尊 奉せ ざれば なり 望 を 未 來に屬 する 者な り是れ 現在に 不， M 

なる にあら す 世界の. K 勢 は 古今 を 一 貫し 前後 を 通 徹して 圓満の 域に 進行 すれば なり 

p-ortts  to  come  ！  orators,  singers,  musicians  to  com ひ ！ 

Not;  .to-day  is  .to  iustifv  Tne  and  answer  wliat;  I  ara  for, 

wut  you,  a  new げ rood,  native,  atliletic,  continental,  greater  tlian  .helore  known. 

Arouse  ！  for  you  must  justify  me. 

此大 世界 何とて 不淨の 有らざる ベ き 只 此不淨 中 圓満の 種子 を 含む と は 「ホイットマン」 が ： Song  of 

the  universal: 中に 述べた る 言な り此 一 言 にても 其の 一 種の 進化論 を 抱いて 科擧 的の 世界観 を 有せる を 

證す るに 足れ ど 若し 其の ：witll  Antecedents: を讀 むと き は 其 主義 一 餍 明瞭な りと す 其 詩に 曰く 我が 今 

日 ある は 皆 祖先の 賜 過去の 報な り 埃 及 印度 希 臘羅馬 皆 吾人 をして 此 域に 達 せしめた る 者な り 「ケ ルト」 

「スカ ン ノア ネ ヴィァ ン」 「サ クソ ン」 亞拉比 亞人皆 今日の 境界 を 補 盆した る 者な り 航海、 法律、 工業、 戰 爭- 

詩人、 ト者、 奴 隸の寶 買、 十字軍の 遠征、 僧侶、 舊 大陸、. 列國の 興廢、 宗敎の 盛衰 皆 預かって 力 あらざる 
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なし …… 余 は 百般の 思想 を 有し 百般の 事物 を 信す 唯物論 も眞 ならん 唯心論 も 爐と云 はじ ：：： 過去 は 斯の如 

くなら ざる 可から ざるが 故に 斯の 如し 現在 も然ら ざる 可から ざる 理由あって 然り … … 過去 は廣大 なり 未來 

も 亦廣大 ならん 奇なる かな 此廣大 なる 過去と 未 來とは 現世 一 代に 蹙 まる 故に 我等 何 處の果 に 生息す ると も 

其 生息す る 所 卽ち萬 民の 中心な り 百 代の 中心な りと 彼の 「サ ラミス」 の巖 頭に 繁 坐して ： For  Greece  a 

Wus ザ— for  Greece  a  tear: と 叫び 世の 味氣 なき を 嘆 じて ： out  of  tlie  day  and  night /A  joy  tias 

taken  flight: と 悲しんだ る 詩人 等 浮世 を觀 する こと 「ホイット マ ン」 の 如き 能 はす 四民 同權の 主義 寳行 

し 難き を 憤り 一 は 白眼 嫉視の 旋毛 曲り となり 有らゆる 厭世の 分子 を 一 身に 引き受け 「ド ン ジ ュ アン」 を 公 

にして 天下 を 愚弄し 餘憤 洩らす 所な く 遂に 南歐に 客死し 一 は ：.p3metheus  unbound: を 作って 望 を 

後世に 層したり と雖も 彼れ. 三十 年の 生涯 を 三分して 一 分 は讀書 世界に 没し 一 分 は 空想 世界に 住し 殘る 一 分 

を擧 ゆて は 醜 惡不玲 の 世界に 委ね 不幸 簿命を 悲しんで 客土に 溺れぬ 此 二人 說く 所の 主義 「ホイット マ ン」 

を 去る こと 遠から す而 るに 其 世界 觀 ：！： とて 斯の 如く 異なる や 居氣を 移す が爲か 養體を 移す が 爲か抑 も 天稟 

の氣 質に 强弱 あ， るが 爲か 時の 先 後人 心に 感 する こと 此の 如く 甚 しき か佘は R 「バイ 口 ン」 の 厭世主義 を悲 

しんで 「ホイット マ ン」 の樂天 敎を壯 とする のみ 又 其の 「へ ー ゲル」 を 讀んで 

Roaming  in  thought  over  ttt ひ Universe,  I  saw  tlie  little  ttiat  is  Good  Steadily  llastenlnw 

lywards  immortality. 

And  tlie  vast  all  that  is  ca-lrd  Mvil I  saw  llastonin^  to  merge  itself  and  become  lost 

and  dead. 

と咏じ 出せる を嘉 する 者な り  . 

空間 的に 平等な りと は 場所に 因って 好惡を 異にする ことなく 亞菊利 加の 砂漠 も 倫敦の 繁華 も 皆 同等の 權 


利 を 有して 其 詩 中に 出現し 來るを 云 ふ 勿論 「ネ イット マン」 は 頻りに 自國 を稱. 揚し合 衆 共和 國の 文字 常に 

其 唇 頭 を 離れざる が 如く なれ ども こ は頑陋 なる 文 肓漢の 無暗に 己に 誇つ て を 顧. さ. る 執拗 心と 同 一 視 すべ 

き に ぁ らす 亞 ^1<利加 の 四字絕 え す 詩 上 に 入り 來る も 其 故： t- な るが 爲に あ らす 財源 富瞻舊 大陸 の 向う を 張 る 

が爲 にあら す 殖産の 利 興業の 隆 宇内 を 壓 する-か 爲 にあら す ロハ 建 國の風 其 奉す る 所の 主義と 相 近く 制度 文^ 

亦 其 理想に 遠 から ざれば なり 但し 近し と 云 ひ 遠から すと 云 ふ は 未だ 全く 其 理想 を 満足せ し めざるの 謂に し 

て 詩人 自ら も 嘗て 紐 育の 紅 鹿 中 を 徘徊して 人間の 下等なる に 驚きし 位 なれ ど 熱ら 觀 すれば 無限の 歳月 は 無 

限の 歳月 を迎 へて 世事 流水の 如く 逝く 者は復 遠ら す 來る者 は 暫く も 留まらす 轉變 無常の 理を 示す 中に 自ら 

一 定不變 の 規律 ありて 世界の 大勢 は 日に く惡 より 善に 移り 醜より 美に 趨き壓 制 主義より 自. e 主義に 徒る 

を 看破せ し 途端 自國の 政體を 觀れば 共和な り 其 制度 を 見れば 平等な りし かば 是 こそ 今後 福德 應 满の極 境に 

達すべき 世界の 通路な らんと 自信し 乃ち 亞米利 加と. いふ 四 字の 咒文 を唱 へて 一 世 を 切り 靡 けんと 欲した る 

なり  • 

I  lieard  tliat  you  ask-d  for  s()met}aing  to  fndve  this  p-uzzle  ttie  New  World, 

And-  define  America,  lier  atliletic  Democracy, 

Ttterefore  I  send  you  my  poems  ^tfprf  yoii  .hellold  s  ttlrtm  wliat  you  want ひ cL 

と 云 ふが 精祌 なれば 诀 して 他 國を 度外視し たるに あらす 獨佛 伊西 は 愚か 遠く 海山 を 隔てた る 支那に せよ 日 

本に せよ 我が 亞米利 加 人の 如く 親愛すべき 人物 は 幾多 も あらん 此人々 と 同胞の 交り を締 して 互に 往来す る 

を 得ば 其 幸 如何 ぞ やと 自ら 其 詩 中に 明言せ し を 見ても 其 意 は嘹然 たらん さる にても 「ドク イン セ ー」 が 

： confession  ： 中に われ 若し 巳む を 得ざる 事の 爲に 故鄕 なる 英國 を棄 てて 支那 又は 支那 風の 生活 をな す 

處に 移住す る 段に ならば 嫌悪の 餘り發 狂す ベ しと 記し 置け る は 何たる 狹量ぞ ゃ此男 をして 一 介の 詩人な が 
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ら歌ふ 所 は --world  Democratic: なり --tile  world  en-masse  ： なりと 名乘り 出で たる 「ホイット マ 

ン」 に 見えし めざり しこ そ殘 念の 至り なれ 

「ホイット マ ン」 は 共和 國の 詩人な り 共和 國に 門閥な く 上下な く 華 士族 新 平民の 區別 なし 貧富 何者 ぞと 

問 はば 是れ accident のみと 答へ ん黃 白の 鶴 塊 或 機會に 因り 彼 を 去って 此に 附着した るの みと 云 はん 地位 

何 者 ぞと問 はば 一 片 の肩甞 やより 飛び 來っ てこに 落ちた るの みと 云 はん 縉舯は 虎 皮に 坐し 匹夫 は 敝袍を 纏 

ふ も 虎 皮 を 取り 上 ゆて 敝 袍を脫 ぎ替 へ さ へ すれば 兩 者の 地 を 易 ふる 事 朝夕 を 待たざる ベ し 大統領に 而會す 

るに 非 禮の擧 動 あるべ からすと すれば 丐 者に 對 しても 相當の 挨拶な かるべ からす 人間と 云ふ點 より 観察す 

れば金 殿 玉 樓の客 屠肆鼓 刀の 人と 我に 於て 何ぞ擇 ばん 凡て 形體 上の 懸隔に 因って 人間の 取^に 階級 を設く 

る は 「ホイット マ ン」 の， K に 不^と する 所な り 去れば とて 潢目竪 鼻の 動物 なれば 悉く 一  樣 なりと 云 ふに あ 

ら す 只 其 差違 は 身 外 を 園繞す る 所有物に あらす して 他人の 奪 ふべ からざる 身體 なり 精神な りに 存 すと 云 ふ 

のみ 長 幹綠髯 之. を 有する 者が 土方に せよ 舉者 にせよ 「ホイット マ ン」 の 之 を 嘆賞す る は 一 なり 明眸 皓齒之 

を 美な りと せば 閬人 にあっても 美な り靑 衣に あっても 等しく 美な り智は 不智に 優り 德は 不德に 勝る 「ホ ィ 

ット マン」 は 明らかに 之 を 認識す る ものな り 之 を 認識す ると 同時に 表面上の X 度 を 撤去 せんと 欲する 者な 

り 族籍に 貴賤な く 貧富に 貴賤な く 之れ 有らば 只 人間た る. S 點に 於て 存す 是れ 「ホイット マ ン」 の. T; 義 なり 

空言 は實 行に 若 かす ：HOW  beggarly  appear  arguments  before  a  decant  deed! : 家庭 は 大道に 若 

かす 一 家に 戀々 たる 者 は 田螺の わび 住居 を悦 ぶが 如く 鍋 牛の 宅 を 負うての たりく たるが 如く 牡蠣の 口堅 

く 鎖して 生涯 蒼海 を 知らざる が 如し 此 世界 は 競爭の 世界な り 安逸して 人に 後る、 勿れ、 起て、 起って 働け- 

斃る、 迄 働け、 旅に 病まば 夢に 枯野 を馳け 囘れ、 勝利 を說. く 勿れ、 一， 戰 かに 巳む は大戰 將に來 らんと す 

るの 徵 なり 錢 なき を 恨むな 衣食 足らざる を 嘆くな 大敵と 見て 恐る ゝ な 味方 寡な しとて 危 むな 智を 磨く は擧 


校な り 之 を 試みん とならば 大道に 出で よ 吾 無形の 智者 を證 する 能 はざる も智 自ら 之を證 せん 思 を 哲理に 潜 

め 深く 宗敎を 究め 講堂に 立って 其の 眞理 なる を說 くと も 何の 益 あらん 白雪の 下 激湍の 傍 無邊の 天然 界に跳 

り 出で て 其の 眞 なる を證明 せよ 

Have  ttie  elder  races  lialtecJ  ?, 

Do  tliey  CJrooJ-  and  end  tlieir  lesson,  wearied  over  tliere  t>eyon&  tlie  s ひ as? 

w ひ take  up-  tli ひ tawli ひ tempi  o.nd  .ttle  rf-^^M&QS  and  tne lesson, 

pioneers  !  O  pioneers  _ 

「ホイットマン」， の處 世の 方法 漑ね 新の 如し 此方 法に 從 つて 生活 を 送る 者 は 「ネ イツ 小 マン」 の 氣に入 

る ものな り必 すし も 長幼の 序 を 論ぜす 男女の 性 を 問 はす 斯く其 愛に 偏す る 所な く 其 情に 傾く 所なければ 一 

種の 人物 を 描出し て 之 を崇拜 する 杯と は 彼の 夢に だ も 見 ざ る 所な り 故に 其 詩を讀 めば 種々 雜多 の 人間 簇然 

として 入 り來り 忽然と して 謝し 去る こと 恰も 走 馬燈の 廻轉し て 瞬時 も 止まざる が 如し 稠人 を- 一 幅 中 に收め 

其 中只眞 中の 一 人に 金色の 毫光を 着く るが 畫 家の 惯 手段 なれ ど 余 は 無数の 頭 を 描い て 有らゆる 善男善女よ 

り永代不滅の毫光を放たしめんとすと云ひしは自ら己を醫へ て甚だ巧みなる^！^と云ふべ し 去れば 其 " A 

Song  of  Joys: を 見ても 先づ 土木 家の 快 樂を敍 し 次に 馬乘 りの 快樂に 移り 轉 じて 消防 夫の 樂 しみと なり 

劎術使 ひの 樂 しみと なり 铺鯨 の樂 しみと なり 坑夫 兵卒 豪飮 健啖の 樂 しみより 進んで 至大なる 精神の 快樂 

に 人り 終りに 死亡の 樂 しみ を 敍べ Tlie  beautiful  toucli  of  Death と稱 して 遂に 其 局 を 結べり 固より 雅 

俗 高下の 差別 はなく  1^ る 者 聞く 若 悉く 其 詩 料に 生 擒らる 、 次第 なれば 漢人の 所謂 風流 邦人の 唱 ふる 都雅の 

, 思想 杯 は .ー 棒に 抹殺して 顧慮す る 所な く 敎育を 受けた る 上等 社會 にの み 行 はる 、 「テ 一一 ソン」 杯の 詩と 比 

較 するとき は實に 天地の 差と いふべ し斯く 平等の 取扱 を なすこと 人間に 限る かと 忍へば 左に あらす 人外の 
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事物 も 亦 一 樣の權 利 を 以て K 詩 中 を 往來す 入り 替り 立ち 替り、 故に 今 水禽の 虚空に 飛翔す る 樣を敍 する か 

と 思 へ ば 忽ち 蒼穹 水に 映す る 景色と なり 列 邦の 旗旌晚 風に 翻つ て 落日に 輝く 杯と 唐詩め きたる 言を發 する 

其 次に 製造所の i 突 より 石炭の 烟が 黑々 と 立ち 登る 杯と 我 朝の 思想 に て は 俗 氣朞を 衝く程 のこと を 事 も な 

ゆ に 言 ひ 放つ は奇 とい ふの 外な し 詩人 自ら も 之 を 詠 じて 曰く わが 詩 を 見よ 輪 船あって 詩 中を潢 行し 一方に 

東海 あり 一 方に 西 海 ありて 潮流 わが 詩 上に 進 返し 家 あり 舟 あり 村落あって 余が 詩 面を點 綴す 其 他 牧場 あり 

森林 あり 都會 あり 此都會 には鐵 製の 家 も あり 石造の 星 も あり 貿易 は 不斷に 繁昌し 車馬 は 日夜に 格 It たり 加 

之蒸氣 活版 所 あり 電信機 あり 鐵道は 汽笛 を 鳴らして 走り 坑夫 は 金 を 掘り 百姓 は 畠 を 耕し 職人 は 「ベ ン チ」 

に 腰 を 掛けて 家業に 暇な し此 半天 社會 より 裁判官 出で 哲舉者 出で 大統領 出づと 恰も 手術 使 ひの 口上の 如し 

「ホイットマン」 は 「テ 一一 ソ ン」 の 如く 義理の 精神 を 鼓舞し 自重 克己の a を 養って 社會の 秩序 を 保たん 

と 欲する 者に あらす 又 r ゥォ ー ヅゥォ ー ス」 の 如く 退いて 生 を 山林に 寄せ 膜 HI 潜心して 天地の 靈氣と 冥 合 

し 以て 天賦の 德性を 涵養 せんとす る 者に あらす 中古 任 俠の風 を寫し 然諾 を 重ん する の 氣象を 獎勵 して 世 道 

を 維持 せんと 欲する 事 「スコット」 に 及ばす 忠臣 孝子 節婦 義僕 を寫 して 一 世 を 感泣せ しむる 事 0 本 支那の 

詩人に 及ばす 然 らば 彼れ 何も 以て 此個々 獨 立の 人 を 連合し 各自 不羈の 民を聯 結して 衝突の 憂を絕 たんと す 

る ぞと問 はば 己れ 「ホイット マ ン」 に 代って 答 へん 別に 手數 のか、 る 道具 を 用 ふるに 及ばす 只 ：manly 

love  of  comrades: あれば 足れり と 蓋し 西洋に て 愛の 字の 普通なる 事 は 己が 和歌 俳諧に て 物の 憐 とか 

XI 'け 

情と か 云 ふと 同じく 詩人 中 一 人と して 此字を 使 はざる 者 は ある まじく 就中 「テ 二 ソ ン」 の 如. き は In 

IVtemoriam  ： の 冒頭に 

strotl^  son  or  Goa,  51mor1:al  LzovtJ, 

.wlaom  we,  tliat  liave  not;  seen  ttiy  lace,  • 


wy  faitli,  and  faitn  cilone,  elnln.ace,  . 

Believing  wtlrtjrf  wc  C£innot; づ rove  ； 

と 云 ひ 「コレ リッジ」 は 

All  ^_^oc^.^-r^,  all  passions,  all  delights, 

wllatever  stirs  tliis  rnortal  frarn ひ，  . 

All  are  tmt  ministers  of  I に ove. 

And  freed  tiis  sacl.cd  flaine. 

と 云 ひたる 位 なれば 今 「ホイットマン」 が 愛の 字 を 用 ひたりと て あながち 怪しむ に 足らね ど manly  love 

of  comrades とい ふ 斬新なる 言 を 使 ひたる は 詩人あって より 以來 始めて なる ベ く只此 一- 新 熱 語 を 敷衍す 

れば ： calamus: の 全篇 を掩 ふに 足り 而 して --calamus: を 敷衍 すれば 又 全集 を掩 ふに 足る 位なる 故 

此 一 語 中々 輕卒に 看過す ベから す 元 calamus と は Is^ 米 利 加に 產 する 草の 名なる が 「ネ イット マン」 之 を 

取って 友愛の 徵窣 となし 愛に 關 する 數七 首を收 めて 一 篇 となし 冠ら すに 此草名 を 以てした るな り 此篇を 通 

觀 するとき は沟に 作者の 愛情の 純潔に して 寸 毫も 脂粉の 態な く實に manly の 名に 背かざる を 見 る 蓋し 

「ホイットマン」 は社會 的の 人物な り (俗物の 謂に あらす) 自ら 社會の 一 分子と なり 天下の 公衆 を 肋け 又 

天下の 公衆に 助けられん 事 を冀ふ 者な り 故に 其の 尤も 寇を 傾く る 所の 者 は 山水 花鳥に あらす 紅燈綠 酒に あ 

ら す蟋： t の 音 十五夜の 月に あらす して 矢張り 己と 同類の 人間に あり 去れば 此篇 にて は 第 一 に 人間 交際の 精 

1： 上に 必要なる を說き 次に 凡て 哲學の 基礎 は此 種の 愛に 外 な ら ざる を 論じて 曰く 余 は 希 臉獨逸 等 古今の 哲 

舉を 講究せ り 、「力 ント」 「フ ィヒ テ」 「シェ リング」 「へ I ゲ ル」 を讀み 「ブ レ —ト 1」 に 入り 「フ レ I 

ト. I」 より 大 なる 「ソ クラ チス」 を も 究め 「ソ クラ チス」 より 大 なる 「クライスト」 もも 研 讚せ り 然し 「ソ 
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クラ チス」 の 喜 「クライスト」 の 中に 伏す る 者 は 人と 人との 愛友と 友との 愛夫と 婦と ：: つ -;, t  く"、 ポ 

と 市との 愛 國と國 との 愛に すぎす と、 愛に は 相手な かるべ からす ffl 手な きの 愛に 軟風-…/  ：に l^^^-b^-w 

應ぜ ざるが 如し 故に 曰く 嘗て 「ル イシ ャナ」 を 通りし に 野中に 一 本の 樫 あり 其 古 幹 天 を 掠めて 恣に蟠 屈す 

る を 見て 坐ろ にわが 身の上に 擬 へしが 苔の 着きた る 枝 を 動かして 只獨り 風に 吟 する 様の 左 も 心地よ けなる 

に氣が 付けば 不審の 念 やみ 難し 熱ら 考 ふれば 知己な く 朋友な きに 己れ 獨り 愉快の 聲を擧 ゆん 事 余に 在って 

は 思 ひも 寄らす と、 か ， る 人の 親友 を 求む るに 切なる は 云 ふ 迄 もな し 「名 四海に 震 ひ 功 一 世を蔬 ふと 云 ふ 

英雄 も羡 ましから す 大統領の 榮譽も 綺樓傑 閣の富 も 羨ましから. f 羨ましき は締 契の 士 危難 艱苦 を經て 交り 

を變 ぜす少 より 壯に 至り 壯 より 老に 至り 老 より 死に 至って 信義に 淪る 所な きに ありか A る 人 を 見 もし 聞き 

もす る哧は 嫉妬の 念 禁じ 難し」 と 嘆 じ 又 「筆 を 執って 何事 を か 書かん 眞 帆に 風 を 孕んで 沿海 を 走る 軍艦 を 

咏 ぜんか 古代 隆盛の 樣を寫 さんか 今夜の 光景に せんか はた 余が 周 園 を 包む 大 郡の 繁華 を敍 せんか 巳むべし 

巳むべし 只已 まんと 欲して 巳む 能 はざる は 今 曰 群集の 中に て觀 たる 一 一 客の 訣別な り 別る 、時 送る 者 は 行人 

の 肩に 倚って 之に 接吻し 行く 者 は 手 を 伸べ て 留まる 人 を 擁せり」 と 賞せ りかく 譯し出 だせば 彼 も 是も譯 し 

度く なれ ど 左樣は 行かねば 終りに 原詩 一 首 を 載せて 餘は 預かり 置くな り 原詩に 曰く 

0  yott  wliom  i-  often  and  silently  0030  whtir ひ you  are  t;lia1; I  rnay  .he  witli  you. 

As  I  walk  t-y  your  side  or  sit  near,  or  reniain  in  t;.he  same  room  witli  you, 

J に ittle  you  Icnow  ttie  stlbtle  electric  nre  tliat  for  your  sake  is  p-laylng  witliin  me- 

此 境界 を 知らぬ 者 は 「ホイットマン」 の 詩 を理鮮 する 能 はざる 者な り 序に 云 はん 此 原作 は 敢て 女性に 闘し 

て咏 出せる 者に あらす 女を戀 うて 男 を 愛せす 杯と 云 ふ は 「ホイット マ ン」 の 主義に 反する ものな り 

人 は 愛情 を 待って 結合し 之 を 待って 進化し 之 を 待って 圆満の 境界に 臻 ると は 「ホイットマン」 の 持說な 


れ然 らば 其 愛情の 發 する 所 はと 云 ふと 全く 靈 魂の 作用な り 余 は 何が 故に 憐 愛の 情み-起す や 人間 わが 傍に あ 

る 時 は 血脈 何が 故に 勃 張し 彼等の 去る 時 は 又 何が 故に 怕然 自失す るが 如くなる やと. Hil を 提出して 自答を 

博ん と 欲する は 全く 靈氣の 分 浦して 溢 出す る に 異な らす 故に 愛情 の 顧 幹 能 く 不覊の 民 を 制し 鞭韃 して 之 を 

疾驅 せざる も 自ら 天下の 大勢に 從 つて 善美の 方向に 進行す るな り 去れば 宇宙の 歴史 は 全く 靈 魂の 歷史 なり 

ffl: 靈 魂に 形な し 故に 形體を 有せる 事物 を 借って 世界に 出現す 「ホイット マ ン」 は 靈魂說 を說く 者な り靈魂 

に 形な し 故に 形體を 有せる 事物 を 借って 之 を 詩に 咏す其 言 に 曰く 

I  will  make  tne  poems  of  materials,  tor  i  tninlc  tliey  are  to  be  .tile  most  sp-lritual 

poems. 

And  I  will mak ひ tli ひ P5ems  oi  my  .body  and  of  mortality. 

For  I  t;hinlc  I  stiall  1;1ien  su;pply  myself  with  .the  poems  cf Iny  soul  and  oi llmnortality. 

震 魂の 進行す る や 宗敎も 之 を 避け 按藝も 之 を 避け 政府 も 之 を 避く 他物の 進行 は 皆眞似 事な り記號 のみ 獨り 

靈魂は 進んで 止まる 所 を 知らす 常 在に して 滅 する 事な し 其の 之く や 柯處に 之く を 知らす 最善に 向って 行く 

のみこれ を r ネ イット マ ン」 の靈， 磡說 となす 故に 「ホイット マ ン」 は 形質 上の 開化 を 喜んで 精神 上の 發達 

に 無頓着なる ものに あらす 肉體 のみ を 知って 恣に 劣情 を寫す 者に あらす 旣に死 を 以て 快樂の 一に 數へ魂 は 

冥 漠に歸 し 屍 は 化して 永く 下界の ffl をな さんと 云 ひ 又 How  tlie  floridness  of  ttie  materials  of  cities 

shrivels  before  a  man-s  or  woman ノ s look! と 云へ る 位な れど猶 下に 譯出 する 一 篇を 讀. まば 其 愛 益 明ら 

かならん 其 詩に 曰く  (但し 譯は 詩に あらす 以上 悉く 然り) 「通 邑大 都と は 如何なる 所ぞ 埠頭 長く 突出して 

船堪 深く 製造 盛んにして 百 貸輻湊 する の 地 か大厦 高樓甍 を竝べ 五洲の 物産 悉く 聚 まるの 地 か 藏窨楝 に充ち 

庠 序の 敎 行き渡る の 地か是 等の もの 未だ 大都 をな サに 足らす 大 都と は 壯 快なる 辯士と 雄大なる 詩人の 生息 
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する 所な り 此辯士 と 詩人と は廣く 公衆 を 愛し 公衆に 又 彼等 を 敬愛し 彼等 を If 薛 する 所な り 個人の 爲に 記念. 

碑 を si) て す 之 を 建 つ れば 必す 公 共 の 事業と 公 共 の X 字 を 鐫す是 れ火 都の ある 所な り 人 は經； 1 に 長 じ 先見の 

明あって 無謀の 行 を愼む 是れ大 都の ある 所な り 市に 奴隸 なく 奴隸 あれ ども 之 を 使役す る 者な く 男女 重き を 

法律に 置かす 是れ大 都の ある 所な り 其 他の 要件 を擧 ぐれば 公民 は 常に 首たり 市長 役人 は 單に備 人た るの 所 

なり 外部の 制裁 良心の 制裁に 先って 來る ことなき 所な り 公平の 實行 せらる 、 所な り靈魂 上の 研究 を 獎勵す 

る 所な り 女子 は 行列 を 組んで 市中 を 練り 行く 事 男子の 如くせ ざる 可から ざるの 所な り 女子 も 公 會に出 人し 

男子と共に列坐せざる可からざる所なり朋友は信義を重んじ男女に酏行なく父は丈夫に母は健康！^る所な 

り」 是れ 蓋し 「ホイットマン」 が瑰想 上の 國 ならん 此條件 中には 一 千年 來儒敎 の 空氣を 呼吸して 生活した 

る 我々 より 見れば 少しも 感心し 難き 點も あり 殊に 女子の 行列 云々 に 至って は 聞く も 可笑しき 話ながら 國體 

の 異なる 亞米利 加に 生長した る 詩人 故 自然 其瑰想 S 或點に 於て は 東洋主義と 衝突す る を 免れ ざらん 鬼に 角 

其 形質 上の 進步 よりも 精神の 進歩 を 重んじた る は 歴然として 疑 ふべ くも あらす 

余 は 以上に 述べた る 所 を 以て 満足な りと する 者に あらす 「ホイット マ ン」 の 精神 を 發 揮して 餘蘊 なしと 

云 ふ 者に あら ざれ ど其懷 抱せ る 主義の 大體を 解剖した るに 於て は敢て 誤謬な きを 信す る 者な り 蓋し 其 博愛 

說は之 を 基督に 得靈魂 進化の 說は z を 「へ ー ゲル」 に 得た るに 似たり 面 の 大法 を 信じ 共和 を 以て 最良の 

政體 となす に 至って は 別に 科舉的 S 眼光 あり 尋常 一 般の mystic にあらざる を 見る 其の 知らん と 欲する 所 

は 人と 人との 關 係な り 人と 物との 關 係な り 向後 科舉益 開け て 人 を觀. 物 を 察す るの 方向 一 變 して 未聞の 新 思 

想 現 はる ， に 至らば 詩人の 耿ふ處 亦必す 一 變 せん。 是れ 「ホイ ッ ト マ ン」 が ： After  the  chemist,  geolo- 

gist, ettlnolowlst,  finally  sliall  come  tlie  poet  wortliy  of  that  name  ；  tlie  true  son  of  God  sliall 

come  singing  t-is  son^  : と 云へ る 所以な り  / 


「レス リ ー . ス チ ー ヴ ン」 嘗て 「ゥォ I ヅゥォ ー ス」 の道德 を. 論じて 思へ らく 詩人 は哲舉 者な り 哲舉者 

に 在って 考 ふる 所の もの は 詩人 之 を感じ哲擧^}^ に 在 つ て 論す る 所の もの は 詩人 之 を 悟る 一 は 論理 に w つて 

マ ポ統を 立て 一 は 記 號を用 ひて 世界 を說 明す 歸着 する 所 は 同じく して 採る 所の 法 は 異なり 鴻天： f3 に 飛ぶ 越 人 

は以 て堯 となし 楚人 は以 て^とな す 詩人 は 越 人 に して 哲擧 者は楚 人な る ベ し 魔 山 の 形 右より 觀れば 峰と な 

り 左より 觀れば IB となる 詩人 は 右より 望む 者 哲學者 は 左より 眺 むる 者な らんと 兩 者の 關係 して 斯の 如く 

な る か 余 は 此疑案 を斷定 せんとす る ものに あらす 又斷定 せんと 欲して 能 はざる ものな が ら： 5:^; 說を取 つ て 

「マ コ ー レ ー」 の 詩論と 比較 するとき は高尙 なる 事 蓋し 数等の 上に あらん 今假 りに r スチ -- ヴン」 的の 讀 

詩 眼 を 以て "Leaves  of  Glass-- を通讀 するとき は 作者 は是れ 宛然た る 一 個の 好 詩人なる べし 蓋し 其 文 

擧 史上 に 占むべき 地位に 至って は 百世の 後 自ら 定論 あり 余の 如き 外國 人が 入ら ざ る 品評 を 試む るの 要な き 

なり 但兹に 述べた る は 其 詩 上 に 出現せ る 主義 人と なり 他の 詩人 と 異なる 所以 等に 過ぎす 夫 すら 品評の 月旦 

のとい ふ譯 にあら す大雜 ぱいに 之 を 解剖して 排列して 見た と 云 ふ 位な 事な り 序に 記す 此篇は 固より 倉卒の 

際にな りし 者 故 無論 諸家 を 商量す るの 暇 はな かりし かど 舶載の 誊に 乏しき を 以て 參考 せんと 欲し て 恭 考 す 

る 能 は ざり し 者 も 亦 齢から， ず "Specimen  Days  and  collect: の 如き 「ロゼ ツチ」 の 詩選の 如き 「バ ッ 

ク」 の傳の 如き 皆讀 まんと 欲して 手に入ら ざり し 者な り 幸に 「ダウデン」 の 論文 を覽る こと を 得て 稿 を 草 

する の 際 裨益を 受けた る こと 多し 


A 九 
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尊王攘夷の 徒 海港 封 鎮の說 を豹變 して 一 一千 五 百年の 鑣境を 開き 所謂 碧眼 兒の 渡來を 許した る は旣に 1 一十 

五 年の 昔な り 指 を 屈すれば 昔 なれ ども 成就した る 事業の 數發 生した る 事件の 繁 きに 比 ぶれば 白 駒 隙 を 過ぐ 

る事倏 かにして 一 ート五 年の 歲月は 轉た其 短き に堪 へす 外交の 約 一 たび 成って より 日本 は 無事の 日本に あら 

す 競爭の 世界に 自立し て 列 邦 の 間に 連 滞 馳騁せ ん に は 其 丈 の 用意な かるべ か らす國 防も嚴 に せ ざれば 城 下 

の盟に 末代の 恥 を 貽す事 あるべ し 工業 も 興さ ざれば 財 庫 空しう して 國其 弊に 堪へ ざらん 運輸 も 便に せ ざれ 

ば 有無 を 交換す るに. ra なく 政令 邏滯し て 治 民 術擧 がら ざ る ベ し 萬 事 萬 物 悉く 舊を 捨て 新 を 採ら ざれば 泰 

西 諸 國と倂 立して 押しも押されもせぬ 地位 を 得る 事 難 からん 去れば 天下の 人々 狂奔 喧 走して 彼も此 もと 輸 

人した る 結果 如何にと 見て あれば 先祖 傳來 の元氮 漸く 沮喪して 見掛け 計り は 驚 山なる 不具者と なりぬ 

人の 人た る 所以 は 服装の 美 車 HI のうつ くしき にあら す 巧みに 翠黛を 描け ども 氣 息の 奄々 たる 小 女 如何許 

りの 事 を か爲し 得ん 邦人 現今の 有 樣此小 女に 似た る もの あり 憐 むべき の 至りと 云 ふべ し 日本 を 維持 せんと 

な らば 日 木 固有の 美德を 利用して 之を粧 ふに 文明の 利器 を以 て す ベ し 優孟 の 衣冠 は 君子 の愧づ る 所に して 

而も 日本の 君子 は， 之 を 擧んで 得々 たり 今にして 之 を 救濟せ すん ば 金 甌無缺 の 天下，， ：3 百年 を 出です して 猛獸 

の 餌食た らん  ~  - 


去れ ども 塗り 盆に 水 は 浸み 込ま す 腐った 魚 は潑 n す るの 期な し 天 下有爲 の 十： 奮って 春 日 を 未 落 に 挽囘 せ 

んとするは甚だ結構なれども骨折り2-斐に驗は35^凡まじ夫ょりも望を將來に抱ぃて方今幾萬の子弟を敎育 

し 之に 日本人 固有の 資格 を與 ふる 方 手緩き 樣 にて 實際は 救 治の 最捷徑 なるべし 日本 未來の 運命 は 實に此 子 

弟の 掌中に あり 萬 代 一 系の 美 國を 左右す る 人物 を 製造して 之 を 後世に 讓 らん 事 之に 過ぎた る 偉功 は あら じ 

況して 目下の 弊 之 を 捨てて 他に 國運 を挽囘 する の 策な きに 於て を や 志 ある もの ども 宜しく 國 家の^に 身 を 

挺し 全力 を擧 けて 敎 育に 從 事す ベ き 秋な り 

固より 國 家の 爲に 人間 を敎育 するとい ふ 事 は 理窟 上 感心すべき 議論に あらす 旣に 「國 家の 爲に」 とい ふ 

目的 ある 以上 は 金 を 得る 爲 にと 一 1^ ふ も 名 譽を買 ふ爲 にと 言 ふ も 或は 慾 を遂け 情を恣 にす る 爲に敎 育す とい 

ふ も 高下の 差別， M ト めれ 其の 敎育 外に 目的 を 有する に 至って は 毫も 異なる 所な し瑰論 上より 言へ ば 敎育は 

只敎育 を受く る當 人の 爲 にす るの みに て 其の 固有の 才カを啓發し^！^ハの 天賦の 德性を 涵養す るに 過ぎす つ ま 

り 人間と して 當 人の 資格 を 上等に してやる に 過ぎす 若し 是 より 以外に zn 的 ありと 云 はば 其 目的 を斷滅 する 

時 敎育も 亦 斲滅の 運に 到着す る ものな りかくて は 人 は活き 民は存 すれ ども 敎育を 施す に 及ばす 杯と 云 ふ 時 

期來 らん も 知る ベから す國家 主義の 敎宵も 之と 同樣 にて 國 家と 云 ふ條 件が 拔却 するとき は 國家的 教育 も 純 

然 たる 一 個の 廢 物と 化し 去らざる を 得す 試みに 今の 列 邦が 合 一 して 地球上に 只 一 の 大國を 現出した りと 思 

へ 然る 時 は 其 住民に 彼我の 別な く 其 政府に 自他の 差な きに 至らん 其 時人の 心に 對 外と 云 ふ 精神 は 消 減す ベ 

し 是は我 國の爲 故 斯く敎 育すべし 我 國の爲 なる 故 かく 訓練すべし 杯と 云 ふ 一 切の 條件は 盡く無 川と ならん 

是 等の 條件 無用と なる も敎 育の 猶忽 せに すべ からざる は 言 を 待たざる なり 勿論 か ， る 境界 は資際 ある まじ 

けれど 理窟 上より 云へば なしと 斷 言す る 事 もな らす 迂潤 の說 にせよ 本源に 溯って 考 ふれ ば當然 の 論 と 思 は 

る徂し 目下の 形況 にて は 中々 にか > る 心配 は 無 盆の 紫に て 列國の 中に 立って 彼我 對 等の 地位 を 保つ 以上 は 

九 一 


九 二 

國家は 何 處迄も 萬 代 不朽な る を冀 は ざ る ベ からす 之 を冀 ふ と 同時 に 其 子弟 を鼷 つ て 國の爲 に な る檨獨 立の 

維持の つく 樣 にと 鞭撻 訓練 せん 事當局 者の 責任に して 而も J. ナ弟 たる ものの 喜んで 應す ベ き 義務な り とす 故 

に 世界の 有樣が 今の ま  > で續 かん 限り は國家 主義の 敎育は 斷然廢 すべ からす. 況して 吾邦の 如き 憐れなる 境 

界に 居る 國に 取って は盆此 主義 を擄 張すべし 之 を擄 張して 尤も 功驗 ある は中擧 校に 若くな し 

-抑も 中 舉校は 中等 社會の 子弟の 聚 まる 所に して 中等 社會は 一 國元氣 の ある 所未來 日本の 日本た る 資格 を 

代表す る もの は 實に此 子弟に 外なら ざれば 此 子弟 等が 悉く 有 爲有德 の 人物に して 國 家の 支柱と なる 以上 は 

夫 こそ 日本 は 磐石の 安き に 居る と 云 ふ も 不可な からん 又 二つに は此 等の 子弟が 中學 に 遊ぶ 時間 は 丁度 小兒 

より 大人に 移る 極めて 大切なる 時に て 未來の 目的 生涯の 性質 智德 多く は此 時に 土 臺を据 うる 者故敎 育して 

敎育 甲斐 ある は此 時期に 若くな からん 日本 を 代表すべき 少年 を 其の 尤も 發 達し 易き 時期に 於て 敎 育す 何物 

の 愉快 か 之に 若かん 

然れ ども 現 時の 有樣 にて 放 抛 せんに は 到底 充分の 美果を 獲べ からす 此 目的 を 達せん に は 豫め方 案 を 設け 

て 銳 意之 を實 行す るに 若くな し 余は攀 生の 身分に て此 件に つき 未だ 丁 寧に 調査 を遂 けたる 事な く且 年来の 

ii?4i も 有せす 一 度も實 地に 臨んだ る 事な き 故 精確の 議論 は 迚も 出來 ざれ ど 聊か 取り調べ たる 沿革 を 本と し 

て 改良の 卑見 を 述べ 一 鬵を煩 はさんと す 

第二 編 維新 以来 中學 校の 沿革 

案す るに 明治 以后中 學の名 稱廣く 行 はる /- に 至りし は 明治 五 年 全國を 分かって 大擧區 中 舉區小 學區の 三 

とし 拳 制を頒 おして 大に敎 育 上の 體面を 改めた る 時に ありと す 該舉制 中 第一 ート九 章に 曰く 中 舉ハ小 擧ヲ經 


タル 生徒 一一 普通 ノ學 科ヲ敎 フル 所 トス 分ッテ 上下 二等 トス 二等 ノ 外 工業 攀校 商業 學校 通辯畢 校 • 業擧校 諸 

民 擧校ァ リ此 外廢人 學校ァ ル ベ シと然 らば 各種の 實業學 校 は 皆中攀 校に 隸燒 せしめた るが 如し 而 して 中 舉 

の 課程 は 如何にと 云 ふに 同 孝に 

下等 中擧科 

1 國語 ニ數擧 三 習字 四地學 五史擧 六外國 語.¥ 七理學 . 八畫學 九 古言 舉 十 幾何 舉 十 

1 記簿擧 十二 博物 擧 十三 化舉 十四 修身 擧 十五 測量 擧 十六 奏舉 當分缺 

上等 中學科  , 

1 國語 一 ー數學 三 習字 四 外 國語舉 五理學 六薪畫 七 古言 擧 八 幾何 學 九記簿 十化擧 十 

1 修身 十二 測量 十三 經濟 ト 四重 攀 十五 動、 植、 地質 礦山擧 

故に 初等 上等 を 通じて 學ぶ もの は数擧 (算術？) 習字、 國語、 外國 語、 記簿、 修身、 測量、 等に して 下等 

中學は 十四より 卜 六 迄 上等 中 擧はト 七より 十九 迄と あれば 兩者を 通じて 六 年の 割な り此六 年間 如何なる 時 

間 割にて 如何なる 程度 迄に 敎授 せし や 解し 難 けれど 鬼 角 記簿の 如き 簡單 なる 技術 を 初等 上等 兩 科に 通じて 

設け 且 算術 をも兩 科に て擧 ばし むる を 見ても 其不 完全 なる は 知るべし 加 之 體育上 必要なる 體 操の 科な き は 

甚だ 惜しむ ベ しとす 維新 以後 學を督 する 者 急 劇に 書生の 精神 を 使用して 毫も 健康に 注意せ ざり しため 大に 

肺病 患者の 數を增 加 せしめた る は掩ふ ベ か らざ る 事實な るが 如し 統計 上 の 比例 は 知らね ども 今の 書生と 十 

年 以前の 書生と 比較せば 當 今の 方必す 丈夫なる べし 無論 創立の 際 は 銳意擧 問の 普及 を 力めて 其 他 を 顧す 其 

弊 扱 ふべ から ざ る に 至って 始めて 氣が つ く 者 なれば あなが ち當 時の 立案者 を尤 むべ きに あらす 手始めの 課 

目 表と して は隨 分出來 S よき 方な らん 但し 一 週の；；^ 紫 時 ひ 各 科目の 程度 を 知る 能 はざる は殘 念の 至り 

なれ ども 此 課目 は 只に 表面上の 發布 にと tf まりて 實際 施行せられ たりと も覺 えす 其 證據に は 同攀制 第三 十 

r  _  —  ,  九-一  . 


九 四 

章に 當今 中擧 の 書 器 未だ 備 はらす 此際 在來の 書に よりて. ゲ敎 ふ る^！^或は擧業の 順序を踏ますして洋語を 

敎へ 叉は醫 術を敎 ふる 者 通じて 變 刖中舉 となす べしと あり 又 同 三 ト 一 章に 當今外 國人を 以て 敎師 とする 攀 

校に 於て は 大擧敎 科に あらざる 以下 は 通じて 之 を 中 學と稱 すと ありて 寳際 上文の 課程 を 踏まざる 書生 も 矢 

張り 中擧 生徒たり しなり 而 して 明治 六 年分の 文部省 年報 を覽 るに 全國 中中 學の數 僅かに 一 一十に して 其の 十 

七 は 私立に かゝり 其の 三の みが 公立 なれば 上の 規 M を 履行せ る 擧校は 全 國中三 所に 過ぎす と 云 ふ も 不可な 

きが 如し 然れ ども 擧制 頒布 以來中 學の數 は S く增 加し 明治 七 年に は 三十 一 一とな り 八 年に は 百 十六と なり 九 

年に は 一 一 百 一 となれ り 尤も 此ー 一 百 一 の內 公立 は 十八に て 又 其 中の 八十 三 は 東京に あれば 不規則 千 萬なる 私 

立 中學で すら 地方に は 3.= 無の 姿な りしな り 明治 十 年に 至って 校 數の增 加 殆ど 一 一倍し 公私 合して 三百 八ト九 

となる 又 私立 中舉 生徒 S 數 男女 を 合して 千 七 百 人の 上に 上れり 是れ 高等の 普通科 を 修めん と 希望す る もの 

增加 せし に も 係らす 公立 S 擧校は 三十 一に 過ぎ ざり しかば 餘儀 なく 私 立中擧 の 生徒と なる に 至れるな り當 

時 公立 中擧の 年期 は 便宜に 任せて 一 定 せす 或は 五 年 或は 四 年 最も 短 かき は 一 一年 半な り 擧科も 所に より 異同 

なきに あらね ど 大抵 は 左の 如し 

習字、 文法、 畫學、 語擧、 外國 語攀、 地 现、 歴史、 數擧 (算術の 事？)、 代數、 幾何、 物理、 化學， 星 

擧、 地質、 博物， 生理、 農業、 重擧、 商業、 記簿、 統計、 心理、 修身、 經濟 法律、 體操 

之 を 明治 五 年の 科 程 表と 比較 するとき は 表面上 は大に 高尙に 赴け りと 云 ふべ し且體 操の 一 科 を 加 へたる は 

敎育 上の 一 大進步 と 言 はざる ベ からす 但し 私立 は 各自 選定の 敎刖を 用 ひ 一 に 地方 宫の 認可に 任せし を 以て 

定めて 不都合の もの も 多 かりし ならん、 かく 諸 中 擧の敎 則 公私の 差に 因って 非常の 徑庭 ありし は 時勢の 已 

む を 得ざる 所と は 言 ひなが ら 一は 中擧を 以て 大畢の 豫備と 認めす 單に 高等の 普通科 を 修めし むる 積り なり 

しかば 大擧の 程度に 應 じて 是 に入舉 すべ き 一 定の 下地 を 作る 事 を 務め ざり しに 外なら す當今 高等 中 學と尋 


常 中學の 聯絡 全から ざる は 旣に此 時に 胚胎す る ものな り (現に 東京 府の 中舉校 杯に て は 正刖變 則の 一 一 科 あ 

りて 正則 は 邦語に て 普通科 を敎 授し變 刖は大 學豫備 門に 入る 便宜の 爲其 階梯 を敎授 せり) 

明治 七 一 一年 敎育令 を 發し其 第 四條に 於て 中舉 校の 資格 を 定め 次いで 卜 四 年に 至り 中擧 校則の 大綱 を 頒布 

す 大綱 は. 十三 條 よりな り中舉 沿革 史上 頗る 緊要の 者 なれば 之 を 左に 掲載 せんとす 

第 一 條 中舉校 ハ 高等 ノ 普通 學科ヲ 授ク ル所 一一 シ テ中人 以上 ノ 業務 -ー 就 力 ン ガ 爲又ハ 高等 ノ擧校 一一 入 ル 

ガ爲 必須 ノ擧科 ヲ授ク ル所 トス (中 擧敎 育の 目的に 一 一 ある 事 は 全く 此 時より 生す とい ふべ し) 

第二 條 中 擧校ヲ 分ッテ 初等 高等 ノ 二等 トス 

第三 條 初等 中 舉校ハ 修身、 和漢 文、 英語， 算術、 代數、 幾何、 地瑰、 歴史、 生理、 歜物、 植物、 物理、 

化擧、 經濟、 記簿、 習字、 圖 畫及ビ 5.H 歌體操 トス 伍シ 唱歌 ハ敎授 法 整フヲ 待ッテ 之ヲ設 クべシ 

第 11 條 高等 中 攀科ハ 初等 中 學科ノ 修身、 和漢 文、 英語、 記簿、 圖畫、 體操ノ 續-- 三角法、 金石、 本邦 

法令 ヲ 加へ 又更 -1 物理 化 舉ヲ授 ク ルセめ ト ス 

第 五條 中擧 校-一 於 テハ 土地 ノ 情況-一因 リ 高等 中 學科ノ 外 若 シクハ 高等 中 擧科ラ 置 カズ 普通 文科、 普通 

现科ヲ 置キ又 農業、 工業、 商業 等 ノ專修 科 ヲ置ク コ トラ 得 

第六條 普通 文科 ハ 高等 中學科 中ノ 三角法、 金石、 物理、 化學、 圖畫等 ノ某科 ヲ除キ 或ハ其 程度 ラ減ジ 

修身、 和漢 文、 英語、 本邦 法令 等ノ 某科ヲ 增シ乂 歴史、 經濟、 論理、 心 瑰等ノ 某 科 ヲ加フ ル若 トス 

第七條 初等 中舉科 卒業 ノ者ハ 高等 中 學科ハ 勿論 普通 文科、 普通 理科： H 、他 師範 舉科 諸專門 ノ學科 ラ修ム 

ルヲ af? ベ シ 

第八條  . 

第九條 高等 中擧科 卒業 ノ者 ハ大學 科、 高等 專門學 科 等ヲ修 ムルヲ 得べ シ但 シ大 擧科ヲ 修メン トス ル者 
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ハ當分 ノ內尙 必須 ノ外國 語學ヲ 修メン コトヲ 要ス 

第 十條， 初等 中舉科 ヲ 修メン トス ル 生徒 ハ 小舉 中^ 科 卒業 以上 ノ舉カ アル モノ トス 

第 十 一條 中 學校ノ 修業 年 ハ 初等 ヲ四年 トシ 高等 ヲニ年 トシ 通 ジテ六 年 トス 伹シ此 修業年限 ヲ 伸縮 シ得 

ベ シ ト雖モ 一 年 ヲ過グ ベ カラ ズ 

第 I ニ條 中學 校- 1 於テハ 一年 三十 二 週 以上 授業 ス 

第 十三 條 中學校 授業 ノ時 閒ハ 初等科 ハ 一週 二十 八 間 高等科 ハ 一 週 二む 六 時閒ヲ 以テ度 トス 伹シ此 時 

間ヲ 伸縮 ス ル ヲ 得べ シ ト雖モ 1 週 二 十二時 ヲ下ル ベ カラ ズ 

先づ此 敎刖を 明治 五 年の 中舉 制と 比較し 何れの 點に 於て 改良せ しゃも 考 ふる jE$. 必要な り 

第 一 の 差 は此敎 則に て 中 舉大擧 の 聯絡 をつ けたる 事な り卽ち 中擧を 卒業した る 者 は豫備 門に 入り 專修科 

を經て 直ちに 大擧に 入る を 得る の制規 にて 明治 五 年の 擧 制に は頓 とか ， る 注意 はな かりし なり 

第一 一 高等 中擧 科の 外 若しくは 高等 中 學科を 置かす して 普通 文科、 普通 理科 或は 農業、 工業、 商業 等の 

專修科 を 置く 事 を 得る の 制規を 設けた る は 現今の 高等 中學 本科に 一 部 一 一部 三部の 別 を 立てて 普通科の 中に 

て も 稍高尙 なる 擧科 を敎 ふると 同 一 の 制度に て 當時旣 に 現 制の 種子 を 卸ろ したりと 云 ふべ し 然るに 明治 五 

年の擧制に在ってはロハ各種の寶紫擧校を；^て中擧に隸屬せしめたるに過ぎざるのみ 

第三 修業の 年期 は 兩制共 六 年 なれ ども 只 前者 は 上下 1 一等 を 三年 宛に 分ち 後 は 初等科 を 四 年 高等科 を 

二 年に 分ち たるの 差 あり 

第 四 擧 科の 差 を 表に て 比較 すれば 左の 如し  . 
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〇標 は 一 方に 存 して 一 方に 存 せざる 者 を 示す 5! し 中 學全體 に 通じて 考 ふるとき は 明治 五 年の 制 

に存 して 十四 年 制に なき 科目 を 重學、 地質 礦物、 測量 及び 古言 學の 五と し 又 十四 年 制に 存 して 
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五 年に なきもの を 生理、 三角 術、 本邦 法令 及び 體 操の 四 科と す 但し 重學、 则 量の 如き は 普通科 

に 必須なる 課に あら ざれば 之 を 省きた る はよ けれど 地質 躕物は 何故に 取り除き しゃ 之 を 解す ベ 

からす 但し 上表 は 單簡に 過ぎて 各 科目の 時間 及び 委細の 題目 は 知る に 由な けれども 表面上 は 左 

したる 變化 なきが 如し 然れ ども 明治 五 年の 學令は 單に虛 文に 過ぎ ざり しを此 時に 至って 始めて 

實 行に 着手せ る 故 此舉制 は 敎育上 に 大影饗 あ りと 知るべし 

其 影響 果して 如何にと 云 ふに 

第一 此敎刖 にて 中擧の 資格 を 確定した る爲從 來不則 律なる 私立 擧校 は頓に 減少し 之と 同時に 公共 

擧校は 漸次 增加 せり 明治 十三 年の 統計 を覽 るに 中擧 校の 數百 八十 七に て 其 中 公立 百 三十 七此を 前年に 

比すれば公^：-は三トを增し私立は六百ー 一 十七 を 減す (明らかに 明治 十一 一年 發 布の 敎育令 第 四條の 結果 

と 見る を 得べ し) 

第一 一 高等 中擧科 卒業の もの も 初等 中學科 卒業の もの も 等しく 大 舉豫備 門に 入り 夫より 大擧に 入る 

の 制 を 定めし. より 生徒 は 初等科 を 卒業す る や 否や 直ちに 去って 豫備 門に 來擧 し爲に 高等 中 擧課は 一 向 

振作の 機に 會 せす 是は 無理なら ぬ譯 にて 將來 大擧 にで も 入りて 一 修業 せんとす る 程の 者 は 一 日 も 早く 

都下に 遊擧し 完全なる 擧 校に 人り 又 高等なる 敎師の 薰陶を 受けん と 願 ふべ ければ 高等 中擧 科に 人り て 

而る後 東京に 來 るの 癡を擧 ぶ ものな く 遂に 此 設立 をして 空しく 自滅に 歸せ しむる に 至りぬ 

第三 當時 各附縣 中學校 維持の 狀 を通觀 する に 其 大約は 府縣會 乂は區 町村 會の供 資に賴 る を 以て 其 

議場 S 狀況 により 動もすれば 舉 校の 規模 を 縮 少し 費 を 抑 損する 事 ありか ， る 故に 地方に より 同じ 中 

擧 校に 高下の 程度 を 生じ 或 者 は 餘程發 達せる にも 關 せす 或 者 は餘程 下等の 地位 を 占む るに 至れり (現 

時 地方の 尋常 中擧 より 高等 中舉に 生徒 を 送る に 或 中學は 特待 を 得て 其 卒業生 を 頗る 上級に 編入す る 事 


を 得 又 或 中 學は假 令 校長の 證明書 ある も 其 卒業生 をして 左程の 高級に 編入せ しむる 事 能 はざる は大に 

此 事情の 影響に 原く 所 ありと いふべ し) 

鬼に 角此敎 則に て 漸次 改良の 緒に 就き^ 縣立は 着々 大綱に 準じて 改正し 敎 員に は 大學の 出身者 又は 中學 

師範 擧科 卒業生 を聘 する に 至れり (但し 町村 立の もの は經費 乏しく して 大槪は 不完全に 又 初等科の みに て 

高等科 の 設けな く 或は 間々 舊 則に 據る もの も ありし と 知るべし) 

明治 4> 七 年に 至り 又 中舉校 通則なる もの を 頒布して 中學の 資格 盆 厳重と なる 此通刖 敢て 從來の 課程 を 

變更 せす と 雖も其 改良の 點を擧 ぐれば 第 一 敎 員の 資格 第一 ー圖書 器械の 備具 第三 敎場 W 建築に ありと す 

通則 第 四條に 曰く 中學校 ハ 敎 員少ナ ク トモ 三人 ハ 中擧 師範 學 科の 卒業 證書又 尸 大擧科 ノー 平 業 證書ヲ 有 ス 

ル者ヲ 以テ之 - 一充 ッべキ モノ トス (徂シ 本文 ノ證 書ヲ 有セズ ト雖モ 府知事ぎ  1 令 一一 於テ 相當ノ 資格 ァリ ト認 

ム ル者ハ 文部 卿ノ 許可 ヲ經テ 之-一代 フル コト ヲ得且 高等 中 學科ヲ 置 カズ シテ 農業、 工業、 商業 等 ノ專修 科 

ヲ置 キ又ハ 初等 中擧 科ノミ ヲ置ク モノ ハ 文部. 卿ノ 許可 ヲ經テ 本文 ノ 制限 ヲ 斟酌 ス ルラ 得) と ありて 多少 敎 

員の 資格に 制限 を 立てた る ものな り 叉 第 五條に 中擧 校ハ 修身 其 他 諸 科 ノ敎授 上 必須 ノ圖書 及 博物、 物理、 

化擧等 ノ 器械 、 標本 類 ラ備 フべキ モノ トスと ある は 明らか に 器具 書籍の 點に 於て 完美を 求めた る ものな り 

次に 第 六 條に中 學校ハ 生徒 ヲ敎 授スル -1 足ル べキ敎 場、 物理、 化 學等ノ 試 驗室體 操 場及ビ 生徒 ノ控所 職員 

詰 所 等 ヲ設ク べキ者 トスと ある は 其 建築 上に 注意 を 加へ たる ものにして 之が 爲經 費に 乏しく 右の 資格に 應 

する 能 はざる もの は 自滅す るに 至る は 必然の 結果な り是は 明治 十七 年の 擧校表 を 覽れば 著しく 分る 事に て 

町村 費 維持の 中學は 前年に 比すれば 三十 七 を 減じて 僅に 五十 四と なり 又 私立の 如きに 至って は 全國中 唯一 一 

所 あるの み 

偖是 等の 中擧 生が 如何なる 有樣 なる かを尋 ぬるに 初等科 卒業後 直ちに 進んで 高等科に 入る もの は 十の 一 
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二に 過ぎす 餘は槪 ね 都下に 出で 大擧 豫備門 又は 他の 高等 擧 校に 入り 若しくは 其豫備 をな すが 如く 或は 轉じ 

て 師範 舉 校に 入り 若しくは 小學敎 員と なる 者 あれ ども 出で て實 業に つき 中 人 以上の 業務 をと る もの は 甚だ 

少なし とす 高等科の 振 はざる は 明治 十九 年の 卒業生 僅に 一 一十三 名な りし を 以て 之 を 知るべし (但し 同年 中 

舉 生徒 S. 數總計 堂 萬 四千 〇 八十 四 人と なす) 

斯く 高等 中舉科 は あれ どもな きが 如き 有樣 なる 故 文部省 は兹に 一 策 を 案じ 中學を 分かって 一 一個の 特別な 

る學 校と なし 之 を 名け て 高等 中擧校 及び 尋常 中學 となし 高等 中學を 卒業す る もの は 豫備門 杯に 入らす 直ち 

に 大學擧 生と なる の 資格 を與へ 同時に 大 擧豫備 門を廢 せり 其實 は豫備 門を變 じて 第 一 高等 中學 となし 東京 

外 國語擧 校の 佛獨 兩學科 及び 東京 法舉 校の 豫科 を轉屬 せしめた るに 過ぎす 但し 文部省の 意 は 全國を 五區に 

分かち 一 區 毎に 高等 中學 一 個 を 置き 其 管轄 區內の tSK 吊中擧 卒業生 を入學 せし むる にあり 高等 中學 設置の 地 

方 は仙臺 (第一 一) 京都 (第三) 金澤 (第 四) 熊 本 (第五) とす 別に 鹿兒島 及び 山 口に 私立 高等 中 學を設 く 

る 事 を 準 可す 而 して 高等 中擧の 目的 は 一 一個に して 一 は 大學に 入る の豫備 をな し 一 は 卒業後 直ちに 社會 にて 

業務 を 執らん とする ものの 修舉 する 所と す 其 詳細の 變革は 同年 發 布の 中擧校 令に 明らかなる を 以て 之 を 左 

に揭ぐ 

中 擧校令 

中擧校 ハ實業 -1 就 力 ント欲 シ叉ハ 高等 ノ攀校 -1 入 ラント 欲ス ル 者-一 須要 ナル敎 育ヲ爲 ス所ト 

中 學校ヲ 分ッテ 高等 尋常 ノ 二等 ト ス 高等 中 舉校ハ 文部大臣 ノ 管理 - 一馬 ス 

高等 中 學校ハ 法科、 醫科、 工科、 文科、 瑰科、 農科、 商業 等ノ 分科 ヲ設 クル ヲ得 

高等 中擧校 ハ全國 ラ五區 - 一分 晝 シ每區 -1 1 箇所 ラ 設置 ス其 區域ハ 文部大臣 ノ定ム ル 所-一依 ル 


第 五條 髙等 中擧校 ノ經費 ハ國庫 ヨリ 之 ヲ支辨 シ又ハ 國庫ト 該舉校 設置 區域 S  -1 在 ル 府縣ノ 地方 觉 ト 

二 ョ リ之ヲ 支辨ス ル コト アルべ シ但シ 此揚合 二 於 テハ其 管理 及經費 分澹ノ 方法 等ハ 別-一之 ヲ定ム ベ 

(案す るに 明治 一 一十 一 年 八月 文部省の 布 達に 高等 中學 校費ラ 地方 稅 -1 テ 分擔ス ル儀 ハ來ル 二十 二 

年度 以降 常 分 之 ヲ 止ムル g 府縣 知事 へ 訓令 ス と あれば 現今 は 高等 中 學校費 は 全く 國 庫より 支出す 

る ものな り) 

第六條 尋常 中 擧校ハ 各 府縣- ー於テ 便宜 之ヲ 設置 ス ル コトヲ 得 伹シ其 地方 稅ノ支 辨又ハ 補助-一 係ル者 

ハ 各府縣 一所-一 限ル 

第七條 中舉校 ノ舉科 及ビ其 程度 ハ 文部大臣 ノ 定ムル 所-一 ョル 

第八條 中擧 校ノ敎 科誊ハ 文部大臣 ノ 檢定シ タル 者， 1 限 ルべシ 

第九條 尊 常 中舉校 ハ區 町村 費 ヲ以テ 設置 スルコ トヲ得 ズ 
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明治 卜 九 年 大擧豫 備を廢 して 高等 中學 となす や 各 分科 大舉の 初年 を 繰り 下け 之に 豫備 門從來 の修攀 年期 

四 年 を 合し 倂 せて 五 年と なし 之 を 分かって 本科 一 一年 豫科 三年 S 二と なし 本科 を 法醫ェ 文理の 五に 分かち 各 

科 適宜の 課程 を 設けし が 明治 一 一十 一 年に 至り 本科 を 一 部 (法文) 一 一部 (ェ理 ) 三部 (醫) の 三と なせし が 

翌年 又 不都合 を 感じた る爲 法文 H 理共 各自 特別の 科目 を修 する に 至れり 是れ 高等 中攀校 設立 以來現 時に 至 


る 沿革の； g 略と なす 豫科は 前に 述べた る 如く 三年に して 其舉 課に 至って は 表面上 明治 十九 年の 文部省 令に 

從ひ 尋常 中擧 校の 第三 年 級 以上の 擧科 及び 程度と 異なる 所なければ 省きつ 只 其 間 多少の 變革 なきに あらす 

明治 一 一十一 一年に 豫科ー 一級 S 第一 一外 國語を 廢し第 一 外國 語の 時間 を增し 三級 一 一級 共に 十畔 間と なせる が 如き 

又國語 漢文の 時 問を增 して 三級に は 五 時 一 一級 一 級に は 四時 宛と せる が 如し (前に は 三級に 五 時、 一 一級に 三 

時、 一 級に 一 時間な り) され ど 大體上 別に 大差な しとい ふ も 可な らん か、 叉 本科 現在の 課程 表 及び 從來 

科目の 沿 車 もな きに あらね ども 之を述 ぶる は餘り 冗長に して 反って 明 嘹を缺 くの 恐れ ある を 以て 之 を 略す 

(委細 は 高等 中舉 一 覽に詳 なり) 且 前に 述べた る 高等 中舉の 沿革 は 第 一 高等 中學 一 覽に 基づく に 過ぎす と 

雖も他 地方の 高等 中擧は 固と 文部省 令に 據る もの 故 其 組織 は 第一 と 異なる 所な しとす 俎し 第一 及び 山 口 高 

等 中舉を 除ぎ ては豫 科の 下に 補充 科 ありて 豫 科に 入る ベ き 生徒 を 一 一年 閒 養成す 

愚見に よれば 五 個の 高等 中學を 一 時に 日本に 設立せ る は大に 不得策な りと す 日本の 敎育 はかく 驚 山 

なる 事業み 爲 すに は 機運 未だ 熱せざる ものな り 假令敎 育の 普及 を 計る を 以て 國家只 一 の 長 計と なす も 

日本の 經濟 及び 他の 條件は 未だ 是等諸 校の 設立 を 許さざる が 如く 且 同時に 五 個み-起 すの 必要な きなり 

第 一 生徒の 方より 見る も實際 高等 中擧に 入る 者 は 必す大 擧に來 るの 有樣 なり 旣に大 擧に來 る ものと す 

れ ば相當 の資產 ある ものな り是 等の 輩 其 地方に て 高等 中擧に 入る も 東京に 來て 東京の 高等 中舉 校に 入 

る も 別に 經濟 上の 不都合 を 感ぜざる べし 第一 一に は 一 時に 斯く幾 個の 學校を 起す 時 は 無論 敎育費 を 諸 校 

に 分散せ ざる を 得す 從 つて 器械 書籍 等 完全 を 望む 事 難し 假令是 等の 點に 於て 不都合な きに もせよ 現 時 

日本に て 高等 中學の 敎師に 適した る 人物 を 一 時に 招聘 せん 事 甚だ 闲 難な り是 等の 不都合 を 顧す して 設 

置した る曉に 生徒がなければ 何の 益に も 立たぬ なり 然るに 日本に て 大擧に 入る 學生は 十の 一 にも 足ら 

ぬ有樣 なれば 尋常 中學を 卒業して 高等 中擧に 入る もの は 矢張り 十分の 一 に 過ぎざる べし 其 少數の 生徒 

I  0 三 
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は 高等 中擧を 卒業して 直ちに 社會に 出づる 者と て は 少なく 十の 八 九 は 皆 大擧に 入る ものの みなれば 專 門な 

る 大事 豫備 校と 云 ふ も 不可な しかく 大學と 高等 中學は 密接の 關 係み-有する ものから 其 程度 擧科も 大學に 準 

じて 都合よ き 位の 組織な りと す 然るに 尋常 中 學校は 其 設置 高等 中學に 比すれば 餘程 古く 且 始めより 高等 中 

學に 入る S 生徒 を 養成す る の 目的に あら ざり しも 以 て 其 程度に 懸隔 あり て 尋常 中學 卒業生 は 直ちに 高等 中 

擧 に人學 する を 得す 不得 已兩 三年 は豫 科に 止まって 修業 せ ざ る を 得す 是 れ靑 年子 弟の 爲に大 に S ふべき 事 

とす 翻って 小舉 及び 中 學の閼 係 を 見る に 亦 之に 似た る もの あり 小學を 卒業したり とて 試 驗を經 ざれば 中學 

に 入 る 能 はす 然 るに 地方に よりて は 高等 小擧 卒業 時期と 尋常 中學入 擧試驗 期と 落ち合 ふ を以 て 小擧を 卒業 

したる 頃は旣 に中學 の 試 驗期は 過ぎ去って 入 擧相當 の學カ ある もの も 見す く 月日 を 浪費し 少なくとも 一 

年 は恍： 爲に經 過せ ざるべ からす 尤も 東京の 如く 私立 中學 ありて 公立 中學と 聯絡 を 有する 所は此 私立 校より 

轉 じて 公立の 相當 級に 編入す る を 得べ しと 雖も かく 妄りに 學 校を改 むる は 少年 者敎 育の 法 を 得た る 者に あ 

らす 況して 私立 中舉の 設けな くして 無爲 に有爲 の 日月 を 消費せ ざる 可から ざるの 地方に 於て は 父兄の 配慮 

は 格別な るべ し 加 之 地方に よりて は 尋常 中 辜と 高等 小擧 の 戀隔甚 し く假令 試驗の 期日に 右の 不都合な きも 

實際 及第し 難き 所 あり 是 等の 地方に 生れた る 少年に 高等 小擧 卒業後 又 一 年 許り を 費やして 漸く is- 常 中學に 

徙るを 得るな り 故に 現今 吾邦 敎育 上の 系統に よれば 大擧と 高等 中擧は 聯絡よ けれども 高等 中 擧と尊 常中學 

は甚 しき 懸隔 あり 叉 尋常 中學と 高等 小 學も又 多少 不都合の 閼係を 有す 是れ敎 育 上の 大缺點 なれば 是非共 改 

良の 法 を 案じて 此阻礙 を 取り除け ざるべ からす 擧齢兒 童 先 づ六歲 より 就學 して 八 年 を 小學に 費やす とすれ 

ば 卒業 は 十四 歲 なり 而 して 連よ き 者 は 直ちに 中學 校に 入れ ども 不幸なる もの は 十五 歳 又は 十六 歲に 至ら ざ 

れば 尋常 中舉に 入る. を 得す 此處 にて 五 年 を 費やせ ぱ年齡 早く 旣に 一 一十 歳 前後と なる 是 より 都合 好く 行けば 

高等 中 學の豫 科 一 級に 入り 惡 ければ 三級に 入り 五 年 乃至 三年の 日月 を經 過して 始めて 大事に 入り 又 三年 を 
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費ゃ し て擧 士 と な る 計算 す れば擧 士 と な る に は 少な く と も 二 十 六歳 多 く て 二 十 八^^ま の 順な り當今 の 如き 粗 

末なる 舉士 を 製造す るに 日 木の 岢年 をして 前後 二 ト餘年 を 費 や さしむ 富に 浩 嘆の 至りな り且 日本人 は 西洋 

人に 比すれば 早く 老い込む 者 故 六ト、 七 卜に 至って は元氣 漸く 沮喪して 事業 心に 任せす 去らば 敎育を 受け 

たる 人士が 社會の 上流に 立ちて 一 角の 事 をな す は 僅々 一 一十 年 許りに 過ぎす 夫も擧 土が 完全なる 立派なる 人 

なれば まだ 好 けれども 只 大擧を 卒業した とい ふの みに て は 事業 をな すに は經驗 なく 舉者 となる に は 知識 足 

らす其 下地の 爲に 少なくとも 五六 年 を 費やす とせば 眞 正なる 有爲の 時限 は 僅かに 十四 五 年に 過ぎす 此 多事 

の 時に 當 つて 吾人が 國家 民人に 盡 くす 義務 頭 割に すれば 幾何 もな し況 ゃ大擧 出身の 士は每 年 通計 三百 人 を 

出です 之 を 四千 萬の 人口に 比較す るに 實に 其の 僅少なる に 驚かざる ベ からす 學士の 少なき は 國庫財 乏しく 

して 貧 生 を 補助す る 道な く 人民 又餘 一裕な くして 子弟 を 大學に 入る、 の 策な きに 因り 其他惣 じて 吾邦の 經濟 

之 を 許さざる に 基づく もの なれば 詮方な しと 雖も 大中小 舉の連 辂を圓 滑に して 一 日 も 早く 子弟の 時間 を 徒 

費せ しめざる 事 今日の 急務と 云 ふべ し 

之を爲 すに 一 一法 あり 一 は 大擧と 高等 中舉の 程度み」 引き 下け て 尋常 中舉 と連續 せしめ 叉 尋常 中擧を 引き 下 

けて 高等. ^r.. ビ 絡せ しむる にあめ 1 は 高等 小學 t-lY 一：. ふ，，：. ほ 1- の 程度 を 順繰りに 繰り 上け て 高等 中 學の豫 

科 を 全 ic;f  1.,.: し 如く 一 一十 四 歳に して 大舉を 卒業す r  くた...，： となす にあり 前者 は 行 ひ 易 けれども 敎育上 損 

あり 後者 は 行 ひ 難 けれど 國の爲 に 利 あり 難く して 國 家の 爲に利 ある 後 策 を 採る に 若 かす 然 らば 此 繰り 上け 

策 の 方法 如何と 云 ふ に 課程 表より 云 へ ば 高等 小舉を 卒業し たる もの は 直ち に 尋常 中擧 に 入り tsi^ 常 中 擧を卒 

業した る もの は 直ちに 高等 中擧 本科 に入擧 する を 得る の 組織なる に實際 左樣に 行かぬ は 敎授の 不完全な る 

爲と言 はざる ベ からす 敎授の 不完全なる は敎師 其資に 任ぜざる ベ からす 方今 中學校 改良 案 中 第 一 着に 手 を 

下すべき は 敎師の 淘汰 選擇是 なり 


第二 教師の 改良 

敎 員の 資格 當今 尋常 中學 校の 敎師に は何處 にて 修業した る や 性の 知れぬ 者 多く 僅かの 擧士 及び 高等 

師範 舉校卒 棠生を 除けば 餘は 學識淺 薄なる 流浪者 多し 是 等の 輩に 托する に後來 日本 元氣の 中心と もなる ベ 

き 少年ん-以てする は 害あって 盆な し 假令盆 ある も 五 年の 稽古 は 十 年に して 漸くな り 卜 年の 業 は 卜 五 年に し 

て 始めて 成就 せん 加 之舉士 にして： &擧敎 員た る もの は舉 あれ ども 敎授 法に 稽 はす 高等 師範 學校 卒業生 は授 

業 法に は 精し けれども 學識に 乏し 元 來擧士 及び 此 種の 卒業生 は實に 僅々 に 過ぎす して 其 僅々 たる 者 亦 完全， 

の 良敎師 とい ふべ からす 今日の 急務 は 可成 理科 文科 出身の 擧士 をして 少なくとも 半年 問 教授 及び 訓練の 方 

法 を 講究せ しめたる 上 叉 半年 間實地 見習 ひとして 地方の 中擧 校に 準敎師 となり 然る 後 之 を 中擧敎 員に 採用 

する か 或は 高等 師範 擧 校の 程度 を 高めて 充分 擧識 ある 卒業生 を 養成し 之に 中學敎 育の 事 を 托すべ し 明治 一 一 

十三 年の 統計 を覽 るに 公立 中攀の 數四ト 四に して 敎 員の 數五百 八 卜 人な り 故に 一 校に つき 殆ど ト四人 程の 

釗 なりと す 之 を 生徒の 數に配 すれば 一 人の 敎師が 十六 人の 生徒 を 養成す る 勘定な り 今 文科 理科 大舉の 卒業 

生 及び 高等 師範 舉 校の 卒業生 中 後 來中擧 校の 敎師 たる もの 年々 平均 四十 人と 見 積れば ト年 にして M 百 人 を 

得べ し 今生 徒の 數を覺 萬 人と 豫定 すれば 一 人の 教師が 一 一十 五 人の 生徒 を受 持つ 釗 なり 去れば 若し 此方に し 

て 行 はれん か 十 年に して 全 國の中 學に良 敎師を 得て 性の 知れぬ 瞹昧者 を 敎育場 裏 より 驅逐 する を 得 ベ し是 

は 百難 を排 しても 實 行すべき 事と 思 はる 余が 目擊 せる 或 地方の 英語 敎授 法の 如き は實に 驚くべき 有樣 にて 

之が 敎師 たる もの は 單に胡 魔 化し を 事と し 生徒 も 又 之 を 槍 込める 事の み を考へ 居る が 如し 殊に 目立ちて 見 

ゆる は讀 方の 亂 暴なる 事に て か、 る有樣 ならん に は 到底 何年 閒 英語 を 修業す る も 成 熱の 見込な しと へり 

勿論 外國 語を敎 ふる は 易き が 如くに して 至極 六づ かしきに は相逮 なけれ ど 若し 中擧を 以て 大擧 の豫備 とな 
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し 大擧の 下地 を 作る 目的 を 象 有する ものと せば 外國 語の 知識 は 非常に 必要 故餘程 良き 敎師を 選んで 之に 敎 

授を囑 托せざる ベ からす 若し 現 時の 如き 外國 語の 敎育を 受けた る中擧 生が 將來 高等 中擧の 本科に 入り 一 一年 

にして 大 學に來 ると せば 擧 問の 蘊奥 を究む るに 必要なる 外國 語の 不出來 なる 爲當人 は 無論 苦痛 を感 すべく 

從 つて 大擧 卒業生の 價値を 下落せ しむる 事 必定な り 

敎 員道德 上の 資格 次に 憂 ふべ きは敎 員道德 上の 資格な りと す 其 缺點に 一 一種 あり 第 一 に は 個人と して 

道德 高から ざる 事 第一 一に は 中擧敎 員と して 德義完 からざる 事な り 第 一 の 缺點は 特に 中學敎 員の みに 向って 

責 むべ からす 満天下の 人 皆 其 責を負 はざる 可から ざれ ど 殊に 少年 を 支配す る 任に 當 たる 身に 取って は道德 

は 知識よりも 遙 かに 尊き もの なれば 是非共 此點を 考察せ ざるべ からす 元來 吾々 當 時の 靑年 は破壞 時代に 生 

れ たる 上 好い加減の 敎育を 生^みに して 只今 迄經歴 したる 者 共 なれば 智育德 育 共に 充分なら す 殊に 德育杯 

とい ふ 事 は近來 始めて 八 釜 敷くな りたる に 過ぎ ざれば 今迄 校 課の 授業 上 自己の 德 性を發 揮したり と 思 ふ 事 

なし 只 幸に して 封建の 餘習を 受け 一 ー三册の漢書を讀みたると又智育上ょり得たる結果とを利用して己の^„3 

德 となす に 過ぎす 故に 之 を 幕府 時代の ±氣 と 比較 するとき は 堅 軟剛柔 の 度に 於て 甚 しき 相違 を 見る ベ し而 

して 當時 中學の 敎授を 掌る 者 は大槪 吾人と 同樣 なる 敎育を 受けた る 輩 なれば 節操の 堅固なら す志氣 の高尙 

ならざる もの も 甚だ 多から ん是れ 尤も 匿さざる 可から さるの 缺點 とす 苟も か ， る 人間 を 師長と する 以上 は 

之が 業を受 くる 者に して 若し 見識 あらんに は 頭から 其敎 師を輕 蔑し 又 見識な きもの は 何時しか 其氣 風に 感 

染し 何れにしても 美しき 結果 は 望む ベ からす 敎 育の 大任 を 負 ふから に はよ く/ >兹 に 注意して 自ら 率る る 

に高尙 なる 德行を 以てし 以て 衆生の 模範たら ざるべ からす 大擧 の敎投 及び 髙等 師範 舉 校の 敎授等 は 深く 兹 

に 鑑みて 道德 高き 敎員を 製 出す る 事に 盡カ すべ し 又 第一 一の 缺點を 言へば 今の 中 學敎師 たる もの は 大抵 自ら 

好んで 其 職に 就きた るに あらす 糊口に 差し 支 へたる 溢れ 者 か 左な くば 一 時の 足掛臺 にして 少 らく 兹に腰 を 


据 うるに 過ぎす 擧 識狹.  淡なる 無能 漢 すら 亦 敎員を 以て 高尙 なる 職業と 思 はす 況ゃ 大學を 卒業して 學士の 肩 

書 を 有する 若 を や 彼等が 一 日 も 早く 好 地位 を 得て 他に 轉職 せんと 企つ る は 珍ら しからぬ 事な り 敎師旣 に 安 

ん じて 其 職に 居らす 授業の 親切なる を 望む も 得べ からざる なり 生徒の 利害 を考 へ ん事を 求む る も 得べ から 

ざるな りか ゝ る 次第 なれば 學識 ある もの も 其 全力 を擧 けて 其 校の 爲に まくさん と はせ す 大槪は 其 職に 居り 

なが ら其任 を 重んぜす 實に 不都合の 至りと いふべ し 今 之 を 改良 せんに は 不德の 人 を變じ て有德 の 君子と な 

すか 輕 薄の 黠 兒を逐 うて 着實の 大人 を迎 ふるに あり 此ー 一策 を實行 せんに は 金額 を 愛惜せ すして 中學の 用度 

を辨 する にあり 方今 高等 中 學は國 庫の 支辨を 受く而 して 國會之 を 削減 せんとし 尋常 中 舉校は 地方税 之 を 維 

持す 而 して 府縣會 之 を縮少 せんとす 之 を 削減し 之 を縮少 すると 同時に 其 影響 は 忽ち 敎師の 財布に 響いて 時 

ならぬ 不都合 を感 す中學 の敎師 たる もの は 假令其 職を盡 くす も 又 其 職を盡 くさざる も兩 つながら 危き 地位 

に 立つ 者な り危き 地位 を 去りた き は 人情な り 旣に之 を 去らん とせば 身 は 現在の 職に ある も 心 は 常に 未來の 

好 位に あり 之 を 如何ん ぞ 生徒に 不親切に して 敎授に 不熱心なら ざらん 明治 一 一十三 年 尋常 中舉の 歳費 は 一 一十 

九 萬 七 千 四百 五十八 阒 許りな り 之 を校數 四十 四に て 除 すれば 一 校の 經費は 六 千 七 百 六， H ニ圓 なり 其內 半分 

を學校 維持費と し 殘りを 敎師の 年俸と して 之 を^ するとき は 一 人前 殆ど 三百 圓の 割な り 貴重なる 中 舉敎員 

に 僅 三百 圓 位の 年給 を與へ 而も 隙 さへ あらば 之 を 削減 せんとしながら 其擧 問の 淺蒲 其德 行の 不修且 其敎務 

の舉が らざ る を 責む實 に 無理な りと いふべ し 能 ある 者爭で か 甘んじて 此微祿 を 屑し とせ ん擧ぁ る もの 焉ん 

ぞ 將に應 じて 其 カを敎 育に 致さん 日本の 敎 育の 爲に計 るに 一 方に ては敎 員の 資格 を嚴 にして 無 賴の徒 を 退 

去せ しめ 一 方に て は 之が 俸給 を增 加して 且 終身官た らしめ 安んじて カを敎 育に 盡く さしむべし 若し 金額の 

出處 なしと いはば 改良の 策な しとい はんの み 今の ま ， にて 進行し 無能 大 言の 輩 天下に 充満し 輕卒 無頼の徒 

日本の 中等 社會を 組織し 天下の 萬 事 休む に 至って 始めて 敎育 改良に 着手すべし 夫れ 人間 を 造る は 飴細工に 
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て 人^ を 造る よりも 六づ かし、 六づ かしきが 故に 費用 も 之に 順 じて 嵩むな り、 父母 子 を 生む、 生れた る 子 

は 人間に あらす して 人形な り 四 咬 を搖 かし 頭 顏を肩 上に 据 うる も 敎育を 受けざる. は 完全なる 人間の 名 を 

下し 難し 軍艦 も 作れ Si 道 も 作れ 何も 作れ 彼 も 作れと 說 きながら 未來國 家の 支柱た るべき 人間の 製造に 至つ 

て は 毫も 心 をと 、.- めす 徒らに 因循姑息の 策に 安んじて 一 錢の 費用 だ も 給せ ざらん とす 是 等- S 輩眞に 吝嗇の 

極な り 

敎 師に對 する 改良 案 は 大抵 右の 如し 是 より 生徒に 關 する 改良 案 を 述べん とす 

第三 生徒の 改良 

生徒 德 育の 改良 方今の 少年 子弟 を 見て 驚く は其德 義心に 乏しき 事な り 余 は 現に 或 地方に 遊んで 其 所 

の 少年 氣風率 野なる を 見 始めて 大舉の 有り難 さ を 知れり それ迄 は 大擧の 擧生を 以て 半分 以上 箸に も 棒に も 

か、 ら ぬい たづら 者との み 思 ひしが 世の中に はま だく 甚 しき 難物 ある を 見出だし 大に敎 育の 大切なる を 

覺れり 尤も 余輩 時代の 書生 は 幾分 か漢學 を專修 したる もの 故知ら すくの 間に 支那 風 又は 武士 風の 氣 象が 

少し は殘 れ ども 現今の 中 畢生 徒 杯 は 其 教育 系統 の 情況に て 所謂 漢書 講讀 時期な る もの を 有せざる が 如し 從 

つて 德義 上の 根本 は 甚だ 覺束 なからん と 推察 せらる 吾輩 時代 すら 旣に道 德壞亂 の 萌芽 を發 生せ る 位なる に 

今後の 少年が 一 曆甚 しくな りて は 日本の 運命 も 其 限りなり 人間と いふ もの はたと ひ 一 定の 主義 ありて 守る 

所 ありて すら 時には j 朝の 感情に 支配 せられて 圖ら ざる 過ち をな す 位なる に 無 主義 無作法の 連中が 勝手 次 

第 S 我儘 を仕盡 くした らんに は實に 寒心す ベ き 禍害 を隨 すに 至る ベ し 先年 木 下 廣次氏 始めて 第 一 高等 中學 

敎頭 となりし 時 生徒 を聚 めて 一 場 演 舌に 其 風儀の 亂れ たる を慨し 諸君が 敎師を 尊敬す る は 眞に敎 師を尊 

敬す るに あらす して 點數の 爲に之 を 尊敬す るに 過ぎす と 云 はれた る は 生徒の 悪風 を 穿てる の 言な り 例を擧 


ぐれば 数々 あれ ど 其 中に も 尤も 著し かりし は 佐々 木 攻吉氏 生徒の 爲に 冷水浴の 功 能 を 述べた しとて 態々 生 

徒 を 集めて 親切に 演 舌せられ し 事 あり 元來 なれ ぱ醫攀 博士-とも 言 はるべき 人が 吾輩 書生の 健康 を氣 遣ひ餘 

計な 時間 を 潰しての 演舌 なれば 謹んで 聽聞 する 苦なる に 其 時 多数の 生徒 は 聲を揚 けて 敎授 の吶 辯を嗤 笑せ 

り 是は實 に 心 ある 人 をして 嘔吐 を も 催さし むべき 非 鱧の 振舞に て 第 一 高等 中學の 生徒に ある まじき 淺 墓な 

る 者 ども かなと 思へ りか 、 る 生徒が 大學に 人れば こそ 喫烟 室の 設け あるに も 係らす 妄りに 廊下に て 烟草を 

爐 らし 或は 木履の ま、 敎 場に 閬 人し は. 學 校の 規則 を 犯す 丈 S 勇氣 ありと 云 はぬ 許りの 得 色 あるに 至るな 

り 堂々 たる 大擧の 學生も 素が 素 なれば 其 粗野なる 事斯の 如し；^ 識の 高き はよ けれど 見識が 高ければ とて 不 

禮の 振舞 をな して 揚々 たる は 片腹痛し 小人 を 見て 之を賤 しむ は 好し 之に 接する 時 は 矢張り 人間に 對す るの 

鱧 なかる ベ からす 無理なる 校 刖は廢 すべし 之 を 犯す は 不可な り況ゃ 長者に 對 しても ゃ邀 ふべき の 敎刖に 於 

て を やか ほどの 事に 氣 のっかぬ 擧士 の出來 する は 矢張り 中學の 敎育其 當を得 ざ るが 爲 のみ 第一 高等 中藥の 

生徒 は 風儀が 惡 けれど 見識 あり (少なくとも 余が 居りし 頃 は) 地方の 尋常 中舉 杯に て は 見識 もな き 癖に 一 

1^ 生意氣 なる 處も ある 樣 なり 現に 余が 旅行せ る 某 地の 如き は 其 適例に て 其 生徒 は 只 敎師を 意地め 困らせる 

を考 ふるの 外 他に 一 個の 美德を 有せす と 云 ふ も 可な り 但し 是 等の 弊 は 良 敎師を 得る と 同時に 漸々 消滅す る 

もの なれ ど 左に 聊か E 濟の 方法 を 述べ ん とす 

1 年輩 德識 共に 高き 人を聘 して 毎週 一 囘 倫理 上の 講筵を 開く 事 

( a) 此講 筵に 於て 講師 は 主として 愛國 主義 を說き 次に 吾邦の 他 邦と 異なる 國 體を審 かにな し 次に 師 

弟 長幼 朋友 等 各人 相互の 關 係に 及ぶ ベ し 

(b.) 尤も 尋常 中學に 在って は 多く 東西 古人の 言行 を引證 して 感情的に 生徒 を 動かすべし、 高等 中擧 

に 在って は 右の 諸條を 貫く に 一 線の 元理を 以てし 可成 生徒の 智 性に 訴 へて 之を實 行す る樣 にす ベ し 
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(余が 高等 中學 にあり し 頃 此法行 はれ 今に 至っても 猶存 する が 如し 然し 當 時の 講師 は 徒らに 經 中の 一 

首 を 敷衍して 獨斷 的の 結論 をな し 知識の 發 達せる 高等 中舉 生に は 何等の 效驗 もなかり しゃに 覺 ゆ 他人 

は 知らす 余 は 德性上 一 の 啓發を 受けた る 事な し是れ 全く 講師 其 人 を 得ざる が爲 とい はざる ベ からす 當 

今此 任に 當 たる もの は全國 中に も 甚だ 稀なる ベ けれども 可成 碩學 高德の 人に 依賴 せば 告朔の 窺 羊に 優 

る 事 遠し) 

( C) 校長 職員 等は此 講師に 對し 尊敬 を 加 へ 生徒 をして 可成 其 言 辭に耳 を 傾く る樣に 注意す ベ し 

. (d) 講師 出入の 際 は 嚴肅を 守り 愼んで 喧接を 避くべし 且受持 時間な き敎師 は必す S 席して 之 を聽聞 

すべ し (是も 高等 中學 に. て 行 ひし 法に て 幾分 か形體 上の 規律 を 正しう する の 功 ありと 信す) 

( e) 講堂 は淸 潔に する は 勿論 其 被 飾 も 可成 壯厳を 保ち 之に 入る とき は 恭愼の 情 油然と して 發す るが 

如くなら しむべ し (壁 間に 古人の 言 を 携し案 上に 聖資の 像 を 安置す る 杯 妙な り晝 もよ けれど 拙劣なる 

とき は 紙 意 屋の招 牌の 如き 感を 起して 折角の 注意 を 無にする なり) 

一 漢文 國語 及び 日本 支那 歴史 は 日本人の 道德を 堅固に する に 必要 なれば 敎師は 其邊に 注意して 授業の 

際 其 科目の 知識 を瀵 ぐると 同時に 生徒の 道 德心を 鼓舞す る樣 注意し 艘て 興味 を 加 へ て 生徒に 自修の 念 を 起 

さしむべし 

憾む 所の もの は 日本に 國民を 代表すべき 程の 文擧 なきに あれ ど 或點に 於て は 却て 西洋の 文字よりも 人間 

を高尙 優美に する 者な きに あらす 且 俳諧の 如き 日本 只 一 の 文字に して 而も 平民 的の 文擧 なれば 是非共 生徒 

をして 其 一 斑 を 窺 はしむ ベ し 其 調 は 和歌より 平易に して 其 意 は和馱 よりも 廣く且 高し 

1 敎師 授業の 際 は 勿論 平生と 雖も 言行 を 慎み 自重の 風 を 示すべし 且敎場 5： にあって 氣の 付きた る 事 は 

親切に 忠告す ベ し 我は學 問の 敎師 なり 道德は 我が 關 する 所に あらす と 澄まして 居る ベ からす 然るに こ. - に 


注意せ ざる は 或は 自ら 疚しき 所 あるか 又性來 不親切 千 萬なる 人な りか、 る 敎師は 一 日 も 早く 其 職 を 免す ベ 

し 

(今より 考 ふれば わが 高等 中學に 居りし 頃は隨 分よ ろしから ぬ 不作法の 振舞 も ありた る樣 なれ ども 一 

人 も 之み-譴責 したる 敎師 はなし 但 一 遍敎 場に て 欠伸 をした る 時 大森俊 次 氏に 叱られた る 事 あるの み 夫 

れ敎 師を輕 蔑す る もの は 教師より 見識 ある ものな り 又 敎師を 尊敬す る もの は 萬事敎 師に矜 式す る もの 

なり 敎師 より 見識 ある 程の ものなら ば醇々 として 己の 失 行 を 責められた らんに は 何とて 反省す る 事の 

あらざる べき 又敎 師に矜 式す る ものの 如き は 一 言 にても 教師の 言を容 るべ し 右 何れより いふ も 敎師が 

生徒の 品行に 無頓着なる はよ ろしから す)  . 

1 一 級 又は 一 年 を 通じて 茶話 會を 組織し 講學の 餘相會 して 互に 所思 を 述べ 以て 砥礪 する の 具と すべ し 

但し 注意して 才辯を 弄する の 討論 會 となり 叉 は 健啖 を 旨と する 飮食會 に 化せざる 樣に すべ し , 

此會に は 敎員も 可成 出席し 談笑の 際 自然と 生徒 を 善に 誘導すべし かくする とき は敎場 S にて 知りに くき 

生徒の 性質 及び 其 意思の ある 所を審 かにす る を 得て 授業 上 甚だ 便利なる のみなら す 互に 親愛の 念 を 生じて 

生徒 は 敎師を 慕 ひ 敎師は 生徒の 爲を 計る に 至るべし 

毎年 一 囘 或は 1 一 囘此小 茶話 會の 大會を 開き 全校 一 致の 寶を擧 ぐべ し 各小會 をして 互に 相 競 ひて 德義 を硏 

究せ しむべし 但し 敎師は 注意して 其 間に 葛藤の 生ぜざる 樣又 上級生の 下級生に 對 して 誘 掖の勞 もとる 樣に 

導くべし  、 

1 敎場 は必す 一 級に 一 室を與 ふべ し 敎師に 一 室を與 へて 生徒 をして 順次 轉 席せ しむる とき は 同級の 生 

徒 互に 相 親交す るの 機 を 失して 何事 も 和合し がた く且 同輩の 善に 傚 ひ 又 其惡を 正す の 途を茅 塞す るの 恐れ 

あり - 


I  _ 四 

(是は 余が 髙等 中學 より 大學に 徒り て大に 感じた る 事な り 大擧に 在って は 恰も 野蠻 人が 水草 を逐 うて 

轉 居す るが 如く 常に 敎師の 跡 を 慕うて 轉室 する 故 交友の 間 自ら 冷淡に 流れ 易し 高等 中擊 にあり し 頃 は 

己の 室 は 己の 家の 如く 同級生 は 恰も 一 家族の 如き 思 ひ ありし なり 是は 余が 親しく 經驗 する 所 なれば 敎 

育 者 はよ ろしく 注意 ありた きものな り)  > 

智育 上の 改良 

( 一 ) 屡 述べた るが 如く 高等 中 舉は實 際 大學の 豫備校 なれば しばらく おき 尋常 中學に 至って は 明らかに 

一 一種の 人物 を 養成す る ものな り卽ち 文部省 令に 云へ るが 如く 一 は 普通 敎育を 受けた る 中 人 以上の 業務 を 執 

る 者 を 製造し 一 は將來 高等 の 舉 科を修 むべき ものの 下地 を 造る 此ー 一種の 目的 を 兼有す るが 爲舉科 上 大に不 

都合 を感す るに 至る 將來 大學 にで も 入らん とする もの は 是非共 力 を 外國語 及び 數擧 に 用 ひざ る ベ からす 又 

か 、 る 遠大の 目的な きもの か、 あれ ども 修業し がた きもの は 以上の 科目に 左 迄 力 を ffl ふるに おばす 從 つて 

敎授上 少し は 斟酌せ ざる を 得す 然るに 今の 組織 は兩 者に 對し 毫も 區別 する 所な し 此點に 就いては 教育者 中 

種 ^ 議論 の ある 話に て 或は 中 擧敎育 の 方針 を 中途より 分岐し 將夾. 高等 中學に 入る ものと 寳業 につく ものと 

を區 別すべし と 云 ひ (明治 一 一十一 一年.！' 一  月發兌 大日 本 敎育會 雜誌阪 木 龍 氏 ii 文參照 ) 或は 地方の 情勢に よ 

り 斷然敦 れか其 一 を 擇んで 實業擧 校に する か 又は 高等 中 學豫備 校に すべし とい ひ (同年 十一 一月 同 雜誌和 田 

豐氏 論文 參照) 未だ 何とも 方 付か ざれ ども 早晩 何とか 處 置せ ざれば ある 生徒 は 他の 生徒の 犧牲に 供 せらる 

るに 至るべし 管 によれば 今の 尋常 中 舉の下 三年 は 一 樣に之 を 敎授し 四 年 目より 賢 業 的と 豫備 的の 二に 分 

かちた らば 如何な らんと 思 は る 但し 豫備 的の も の は從來 の 擧科を 用 ひて 不都合な か る ベ く 實業的 の 課目 は 

經驗 なき 余の 妄選 する を 欲せざる 所 なれ ども 英語と か數學 とかの 時間 を 減少して 必用の 課目 を 入れたら ば 

よからん 


(二) 外國 語の 敎授に は 尤も 意 を 用 ひざる ベ からす 元來 西洋 諸 國は同 一 の 宗敎を 有し 同 一 の 衣食 同 一 の 

風俗 を 保ちせ (國 語の 組織 も 大抵 似より たる 故 己の 國 語より 他の 國 語に 移る は 東京 人が, 摩 語を修 する より 

も 容易なる 事 なれ ど 日本と 西洋と は 風俗 習慣より 其 言語の 構造に 至って 截然と して 別物なる 故 吾人が 西洋 

r 語 を 奥-ぶに は 非常の 闲 難を感 すなな り 然るに 此外國 語の 知識 は擧 問を修 する に當 つて 只 一 の 器械 なれば 是 

弗共是 に 通 曉せざ る ベ か らす從 つ て 西洋人の 力 を ffl ふるに 及ば ざ る點に 於て 人の 知らぬ 困難 を 犯し 又 馬鹿 

々々しと 思 ふ 程の 時間 を 費やす の 巳む を 得ざる に 至る 現に 大擧の 文科な どに て も 羅甸語 の 0 獨逸語 S 爲或 

は佛 語の 爲に 大切の 時間 を 奪 はれ 專心 其專 門を修 むる 能 はざる の憾 ある 位 なれば 中學校 杯に て當の 目的に 

綠なき 語 擧の爲 に 苦しめら る ， は 仕方なき 次第な り 去りながら 只 仕方なし と 計りに て 一 向 之に 頓着せ ざる 

とき は 其闲難 何れの 日に か 除去す る を 得ん カを敎 育に ffl ふるもの はよ ろしく 此點に 注意すべき なり 先づ是 

を 改良す るに 一 一法 あり 一 は 良 敎師. ^得る 事 一 一は 其敎授 法を改 むる 事な り 敎師を 得る の 法 は 前篇 教師の 資格 

と 云へ る處 にて 旣に之 を 述べし が 如く 文科 大舉 卒業生 か (純正文擧專門の1^-の尤もょし) 或は 今の 高等 師 

範舉校 生徒の 外國 語の 知識 を 一 歷萵 めた る 上 之 を 中學に 赴任せ しむべし 尤も 外國 語の 六づ かしき は^に 述 

\、 たる 通り なれば かくの 如く 格別の 目的 を 以て 製造した る敎師 と雖も 決して 完全の 良 敎師と 云 ふべ か， らす 

現に 吾 知友 中 英語 を 正しく 發 音し 得る もの 甚だ 寡な し 余の 如き は 英文 學を 以て 專鬥 となす ものながら 將來 

英語" S 敎師 たるに 適せる 學 力なき は 常に 慨嘆す る 所な りこ は 無論 吾 才識の 随 劣な るに もよ るべ けれども 一 

は外國 語の * 常に 包 難な るを證 する に 足る ベ し 故に 假令 余が 注文通りの 敎師を 中 踏 一-に 派遣す る も 充分なる 

敎授 は覺朿 なけれ ども 是を現 時の 亂 暴なる 先生方に 比すれば 其 優れる 事 幾 倍なる や 知る ベから す 漢擧の 日 

.本に人るゃ久し其の尤も盛なる時に於て^^且西.一.!を壓倒するに足らす況ゃ歐語の吾朝に來るー 一 ト五年 を 出 

です 其 造詣の 差；^ して 漢籍の 比に あらざる に 於て を や 故に 現今の 敎師に 完全な らん 事 を 望む は 恰も 赤子 を 

一 i 


一 二" 

して 飛脚 星たら しめんと する が 如し 先づく 前述 位の 改良に て 當分は 辛 防すべし 又 所在の 宣敎師 を 115 して 

其 地方 中舉 の敎師 となし 會話 作文 誦讀 等の 諸 科 を擔當 せし むる も 可な らん 右 等の 諸 科 は 到底 日本人に は充 

分の 敎授 をな す 事六づ かしければ なり 就中 作文の 科の 如き は 本朝 人の 氣の 付かぬ 處に 誤謬の 存 する もの 

にて 中々 生徒の 文章 を 改竄す る 杯と いふ 手際 は 望むべき 事なら す是れ 余が 豫備 入校 以來 親しく 經驗 する 所 

なれば 是非共 中學に 一 人位 は 洋人を 傭 ひお くべ し擧 者で なくと も 普通の 讀み誊 きが 出來て 品行方正なる も 

のなら ば 差 支な かるべし 明治 一 一十三 年の 統計 を覽 るに 全國中 舉の數 四十 四に して 外國 人の 敎師 たる もの 一 一 

十八 人 あり 故に 今 十六 人を餹 へば 丁度 一 校に 一 人 宛の 割と なる 此 位の 改良 は 差した る闲 難に あらす と 思 は 

る 

第一 ーの改良案は授業法に關す之を數節に分かち左に愚：2^ゲ述べんとす ， 

( 一 ) 用 窨の事 用 書 は 可成 卑近の もの を 擇んで 高尙に 失せざる 樣心掛 くべ し 生徒と いふ もの は隨 

分^|榮を喜び《^き^1^故少しにても六づかしき書物に手を着けたがる故敎師も不得已自己のカにてさ へ覺 

束な き 者 を 無理に 講讀 する に 至る 是れ 目今 私立 擊 校の 通弊な りと す 官立 擧校 にあって は 此害稍 少なし と 

雖も 之が 敎師 たる もの は 常住 生徒に 此 傾き ある を 承知せ ざれば 規則の み 立派に て實カ は 少しも 進歩せ ざ 

るべ し 

ハ „?) 西洋と 日本と は道德 上の 觀念 非常の 差 あり 假令 語學の 稽古な りと て 日本 從來の 德義と 衝突す る 

樣な本 を講讃 して 平氣な る， y き は 生徒. は 何時しか 書中の 思想に 感化せられ 遂に は 日本人の 胴に 西洋人 

の 首が つきた る 如き 化物 を 養成す るに 至る ベ し是は 深く 注意す ベ き 事に て 元 來中擧 生徒な ど は 外国語 

を修む るに 當り此 は 向 來高尙 なる 學問 をな すの 方便 故 不得已 人らざる 時間 を捧 けて 之 を修 むる 者ぞと 

いふ 事に 氣 がっかす 只 其 課目 時間の 他よりも 多き を見且 世間に て 洋語の 持て 礎 さる、 を 聞く 故此 課目 


自身が かく 迄に 大切なる 者と 心得 果て は 書中に 如何なる 事柄 ある も 之 を 貴重す るの 念 を 起す に 至るな 

り 故に 敎科寄 は 尤も 選擇 せざる ベから す 余 普て ある 私立 擧 校に 出席して 英詩 を講讀 せし に 詩 中には 日 

本人と して 云 ふに 忍びざる の首辭 を翻譯 せねば ならぬ 場合 ありて 獨り 赤面せ る 事 あり 大體か ， る 傾き 

を 有す る 書 は 講ぜ ざる を 可 とす 又 正面より 見 れば 道德上 に 盆 ある も或點 に 於て 不 都合 の 箇處 あらば 日 

本 西洋風 俗の 差 を 指摘し 生徒 をして か ， る 思想に 浸染せられ ざる 樣心掛 くべ し是 れ敎師 たる ものの 見 

識の ある 處 なり 

(b) 日本人 は 中年より 西洋 語 を擧ぶ ものな り 西洋人 は 幼時より 其國語 を擧ぶ ものな り 故に 人間 發育 

の 時期 旣に 異なり 去れば 用 書中に ある 事柄 も 夫に 準じて 異ならざる ベから す 「猿， か 手 を 持つ」 杯と い 

ふ 言 は 六 歳 前後 の 小 兒には 多少の 興味 あるに もせよ ト四五 歳の 擧童 に は 面白 き 害な く， 且 人物 養成 S 點 

に 於て 一毫の 裨 益な きなり 故に 中學 にて ffl ふる 證 本に は 可 成 注 窓 して 牛； 徒の 攀 齢に 應 じたる 丈の 道 德 

的 智識 的に 有  < 分」 なる 事柄 を 記載せ る もの を擇 むべ し 若し 適 當の霄 箱な きとき は 本邦 在留の 外人に 曙し 

て 之 を 作ら しむべし 尤も 文部省に て 出版せ る 讀本中 洋語に て 日本 支那の 事 を 綴れる 者 ある 檨 なれ ど 語 

擧 なれば とて 只 文字 上の 舉の みならす 其國語 中に 出て 來る 器物の 名、 人名、 地名、 家屋 道路 S4t 況等 

も 知ら ざれば 其國 語より 出來る 丈の 利益 を收 めたり と 云 ふべ からす 故に 編 中の 事柄 は 西洋に してお 思 

想 は 邦人の 陋習 を 打破る か 或は 本來の 美德を 誘導す る もの を 選ぶ ベ し (自助 論の 如き は 其 適例な りと 

す) 

(C) 方今の 生徒が 洋語 を擧 ぶに 當 つて 第一 に 不都合 を感 する は 其敎授 組織の 亂雜 にして 入らざる 處 

に 骨 を 折り 費 や さすと も 濟む時 問 を 費やさ し む るに あり わが 高等 中擧 に あり し 頃 ニー 一 一年間 11 逸 語を擧 

びたり と雖も 何事 も覺 えたる 事と て はなし 大 擧に來 りて 始めて 最初から やり 返した るに 過ぎす 尤も 是 

一 一七 


I  -  A 

は 余輩が 不勉強なる 事大 原 K なれ ども 一 は敎へ 方の 苦しき 計りに て 少しも 面白から ざり しが 爲 のみ 假 

令 余 等が 獨 逸 語に 於け る 如き 不都合な きにせよ か  >  る 有樣に て 今の 少年が 尋常 中擧 にて 五 年間 英語 を 

修めたり とて 其 得る 處 果して 幾何 ぞゃ 故に 現今 第 一 着手に 改良すべき は 外國語 敎授の 系統 を 正しう し 

て嚴 重に 之 を 生徒に 課する にあり 嚴 重に 之 を 課する は 只 教師の 心得 次第にて 出 來る事 なれ ど 如何にし 

て敎授 上の 系統 を 立つ るかと 云 ふに 先づ 日本語 を 洋語と 比較 對 照し 其 似た る 處と其 異なる 所を審 かに 

して 文法 兼會話 書と もい ふ ベ き 書物 を 作る にあり 始めは 極單簡 なる 文章より 進んで 稍 高尙な る 構造 法 

に 徒り 之 を 終れば 洋語の 組織 瞭然た るが 如くに すべし (文部省 は 一 日 も 早く か 、 る 書の 編纂に 從 事す 

べし 「コ ンフォ ー ト」 の 獨逸語 案内 は 好例な り 好材料な り) 

(二) 譯讀法 

(a) 譯讀は 力めて 直譯を 避け 意義 をと る樣 にすべし 「ザ ット」 の 「イット」 で 押して 行く 時 は證む 

の に 骨が折れて 時間 上餘 程の 损害を 招く 

(b) 但し 「字々々 の譯は 可成 明 嘹に說 き 明かす ベ し 初 擧者は 常に 一 定の譯 字み #ん 事 を 願 ふ ものな 

り是 は 不適 當な る譯字 に て も 之 を 聞く と き は 胸中 に 瞭然た る 印象 を 生 すれ ども 十數 言を以 て 一 字を說 

明 するとき は腦 中混亂 して 其 意義 を 捕捉し 難き による 然れ ども 一 たび 不適 當の譯 字 を 胸中に 藏む ると 

き は 其 害 容易に ぬけす 故に 廻りく どくと も 長々 しき 說明 をな したる 上 若し 會し 難き 場合 あらば 不穩に 

て も 譯字を 用 ふべ し  - 

(C) 熱 字に 遇 ふ 毎に 之 を 書取り 且喑 誦せ しむべし 

(三) 讀方 

(a) 讀方は 譯讀を 付けた る 場， 所に 限るべし かくすれば r リ 1-、 チン グ」 と共に 意義 を 解す る 習 惯を生 


じ後來 渉， 猿の 際 其便鮮 からす 

(b ) 上級に あ つ て は 未だ 譯 讀を濟 まさ ざ る 場所 にても 容易な る 部分 は 之 を讀み 翻譯の 手数 を 費や さ 

すして 直ちに 洋書 を 理解す る 力 を 養 ふべ し 

(C) 敎師 は譯讀 の濟ん だる 部 を狳々 と 朗讀し 生徒 をして 之 を 日本 文に， 書き直さ しむべし 

(四) 作文 

(a) 作文に 先って 文法と 書取に 熱 練せ しむべし 稍 熱した る 頃に 毎時 熟 字 十 數を與 へ て 之を喑 記せし 

め 次 囘には 其 一 を 擇んで 其 作文 中に 插 入せ しむ 但し 作文 は 極めて 簡單 なるべし 

. (b) 敎師は 生徒 をして 順次 黑 板に 其 作文 を か 、 しめ 金 級の 面前に て 之 を 正す-、 へし 是れ 全級 生 をして 

屡 同一 の 誤り をな さしめ ざる 好 方便と す 

( C) 漸々 上達す るに 及んで 問題 を與へ 短文 を 作らし むべ し 祖 し 思想の 順序 を 正しう すべ し 

(d) 時々 譯讀甞 を 朋讀し 生徒 をして 其錢を 文章に 綴らし むべ し (洋語に て)、 初めは 旣に 譯讀を 了へ 

たる 處を 朗讀し 後に は 未だ 知らざる 所 を 朗讀す 

(e) 時々 日本 支那の 文章 を 取り 之 を 翻譯せ しむべし 

(一 SI) 他の 諸科舉 の 敎授に 就いては 可成 敎科書 を 用 ふる を 可とす 毎時 日課 を與 へて 之を喑 誦せし め其餘 

りに 諸 書 を參考 して 有益の 「ヒ ン ト」 を與 ふべ しかく すれば ( 一 ) 生徒の 記憶力 を 練習し (一 一) 且試驗 前 

になり 急に 勉强 する の 風 を IM 正す るに 足る 

動植物 等の 敎授 は诀 して 數級 を合倂 せし むべ からす 是 等の 諸 科 は 大槪實 地の 標本 を覽 ざれば 何の 盆に も 

立たぬ 者な り 余が 高等 中擧 に 在りし 頃 梳物舉 の 教場に て 顯微鏡 を 使 ^ したる 事 あれ ども 多 人 數の爲 遂に 之 

を 窺 ひたる ことなし 又 地質 礦物 杯の 敎揚 にても 混 雜の餘 り 一 囘も 標本 を熱視 せる 事な かりし が 故 得る 處は 
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極めて 少な かりし 

生理 杯 は 假令敎 科 書 を 用 ふると も 可成 文字の 解釋に 止まらぬ 樣 生徒の 腑に 落ちる 樣敎授 すべし 昔 尋常 中 

舉校 にて 生理の 敎授を 受けし 時 は 只 日課 を嗜 誦する のみに て 字面 を 記憶せ しと 雖も寳 際 身體の 構造 は茫乎 

たる 處多 かりし が 如し 

敎科窨 は 可成 原書 を 用 ふ ベ し是は 語學を 上達せ しむる の 最 方便な る の み な らす科 學上有 盆な る 言語 を覺 

えて 將來の 利益と なる 事 多し。 加 之 大槪の 譯書は 文字 艱^に して 理義辨 じがた き 個所 多き ものな り。 

體育 上の 改良 

( 一 ) 今の 體操は 身體を 練習す るに よきの みならす 規律 ある 風習 を 養成す るに 必要な り 且國家 萬 一 の 時 

に當り 平素の 訓練 を應 川す る を 得る が 故 可成 厳重に 之 を 行ぶべし (溫厚 は美德 なりと いへ ども 柔弱なる は 

甚だ 害 あり 活撥 は嘉 すべ しと 雖も 粗暴 は 甚だ 賤 しむべ し 今の 學校 にて 運動家と 云 はる ， 者 多く は 粗暴な り 

又 遊び 嫌 ひ は大槪 柔弱な り 願 はくば 心 を體育 に 止む る もの 生徒の 活潑 にして 而も 溫 厚に 粗暴 柔弱の 弊風に 

陷ら ざる 樣 注意. あらん 事 を) 

(一一) 體操は 一 週數 時に 過ぎ ざれば 之 を 以て 身體は 充分に 發育 せらるべき にあら す 且鐵砲 を 取り扱 ひて 

丘 ハ隊の 如く 規律に 束榑 せらる 、 は當 人の 身に とりて は餘り 愉快 を 感ぜぬ 故 課業 外に 蓮 動會を 設けて 興味 あ 

る 遊戲に 自然と 身 體を發 育せ しむべし 擊劎、 柔術、 舟 漕、 「テ 二 ス」 皆 便宜に 從 つて 之を設 くべ し 但し 運動 

會の主 意 はもと 身體を 練磨す るに あれば 此 目的 を 忘れぬ 樣 にす るが 必要な り紳 十： 貴女 を 招待して 勝者に 賞 

品を與 ふるが 如き は 一 方より 見れば 獎勵の 具た るが 如く なれ ども 一 方より 見れば 勝 を 制して 褒美 を受 くる 

爲に 運動 會に 入る 杯と いふ 卑劣 者 を 生す るの 恐れ ありよ くく 注意すべし。 

(一二) 蓮 動 は 極めて 普通な らん 事 を 要す 之 をして 普及せ しむる は敎師 卒先して 生徒と 共に 遊戯 を 試む ベ 


しか 、 れば 一 校擧 つて 運動 好きに なり 身體上 精神 上 共に 活潑 なる 結 架 を 生す ベ し a 敎師と 生徒の 間 を 減 滑 

ならしめ 互の 親密 を增 すに 至る 

おは 中 學に對 する 改良 3^ と 云 ふ もの、 中には 單 に敎授 上の 意見に と、. - まる もの あり 又は 獨り 中擧 のみに 

適用せ すと も 可なる もの あり 要するに 思 ひ 付きた る 事 は 大槪甞 き 連ねた る敎育 上の 一 意見 窨に 過ぎざる な 

り 
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英國 詩人の 天地. H 川に 對 する 觀念 

—— 明治 二十，； ハ年 一一 一月、 四月、 五お、 六月、 『哲學 雜誌』 11 

本篇は稿^！^が去る 一 月文學 談話 會 席上に て講述 せる 一 場の 談話に 過ぎ ざれ ど、 哲擧會 書記 諸君の 勸 

めに 因り 之 を 本紙に 轉載 する 事と はなしぬ。 大方の 士 其 誤 謹 を 指摘 し て 稿 者の 蒙 を 啓かば 幸甚。 

眾 に英國 詩人と 云 へ ばと て、 上 「アン グロ、 サ クソン」 時代より、 下 「ヴィク トリ ャ」 朝に 至る 迄、 古今 

千有餘 年の 作家 を 網羅 せんとの 野心に あらす。 か、 る 大袈！ なる 問題 は 頃刻の 談話に 述べ 切れる 譯の もの 

にあら す。 よし 述べ 切れたり とて、 不才 余の 如き もの 固より 之 を 試む るの 勇な し。 茲に 所謂 英國 詩人と は、 

十八 世紀の 末より 十九 世紀の 始めへ 掛けて、 英國に 現 はれ 出で たる 新 詩人に して、 夫の 自然主義 (natu- 

ralism) と 申す 運動 を 鼓舞せ る 面々 を 指す。 偖此 主義 如何にして 文界に 出現し、 如何にして 發 達し、 如何 

にして 變遷 推移せ しか。 「ク ー パ—」 の 自然 主篛 は^ 世に 身 を處し 難き が爲に 起り、 「ゴー ル ドス ミス」 の 

自然主義 は 賦性の 恬淡なる に 基づき T バ 1 ン ス」 の 自然主義 は 天稟の 至情に 根ざし、 「ゥ ォ— ヅゥォ ー ス」 

の 自然主義 は 一隻の 哲理 的 眼孔 を 具した るに 因る。 杯と 云 ふ 事 を 不充分ながら、 大雜 ぱいに 論じ 去らん と 

欲す。 是れ此 問 腫の 中： 限な り。 

然し 「ナチ ュ ラ リズ ム」 卽ち 自然主義、 と 計りに て は 一 ，问說 明に なら ざれば、 本論に 入る に 先って 少し . 

く 其 意義 を 確 めん。 此熱字 は 申す 迄 もな く T 子— チュ ァ ー」 より 來る。 「子— チ ユア ー」 之 を翻譯 して 自 

然と 云 ひ、 天然と 云 ひ， 時に 或は 天地 山川と 訓す。 人工 を 藉らす 有りの 儘に 世界に 存在す る 物 か、 さなく 


ば 其 物の 情況 を 指す の 語な り。 されば 之 を應 用す るの 區域 基だ廣 く、 從 つて 此 字より 脫 化し 來 りたる 「ナ 

チ ユラ リズム」 の範 圍も餘 程瞹昧 なり。 先づ其 限界より 取り極めん。 

自然主義の 範圍 如何に 曖昧 なれば とて、 もと 文擧 上の 一 現象 なれば、 文學其 物よりも 廣き事 能 はす。 去 

らば 其 文 舉の範 圍 如何と 云 ふと、 是も 人々 にて 鮮區々 にて、 現に 其 si 甸 原語なる literatura  (posnett. 

Comparative  M.-^^RS.O.  Chap.  L) と い ふ 文字 すら、 「タ シ タス」 「クイン チリ アン」 「 シセ 口」 の 諸家 

に 因って、 各 其 用 を 異にする^ なれば. 方今 所謂 「リ テラ vi^ ユア ー」 なる 語ば の 定義 判然たら ざる も 無理 

ならす。 尤も 當の 問題に 綠 なき 文 墨の 解釋杯 は、 どうで もよ き樣 なれ ど、 自然主義の 範 園 を定む るに 當り 

て、 文 舉てふ 文字の 限界 を 知る の 必要 ある 故、 あはれ 其 定義の ー樣 なれ かしと 思へ ど、 かくの 次第にて 已 

む を 得す 他の 方法より 文 擧の區 域 を 定め、 從 つて 其 領内に 生じた る 自然主義の 區域を も 定めん と 欲す。 

文舉 上に 出来す る； * 件 を 極廣く 積れば、 人間界の 事 か、 非 人間界の 事に 外なら す。 (是は 仔細ら しく 

文舉に 就いて 申す 迄 もな く、 凡て 吾人 思想 S 及ぶ もの は、 皆此 二者の. R を 出で ざる は 勿論ながら)。 偖 非 

人問界 にあって、 尤も 吾々 の 注意 を惹 くもの は、 日月な り 星辰な り 山河 草木な り。 去らば 文學 上に 尤も 重 

要なる 材料 を 給す る もの は、 人 問と 山川 界 なり。 そこで かの 自然と 云 ふ 文字 は、 前に 述べた る 如く、 一切 

萬 物に 適用す ベ き 語ば ながら、 特に 文擧に 於て は、 其 意義 を 縮めて 人間の 自然と 山川の 自然と 限 劃す る も 

差し 支へ なからん。 

新く 自然と いふ 字の 範圍が 粗 定まる 以上 は、 是 より 脫 化し 來る、 自然主義なる 語 も 其 限界 を定 むる 事容 

易に して、 矢張り 人間の 天性に 從ふ ものと、 山川の 自然に 歸 する 者との 二つと 區別 する を 得べ し。 虛禮^ 

飾 を棄て 天賦の 本性に 從ふ、 是れ 自然主義 なり。 功利 功名の 念 を 抛って 丘^の 間に 一 生 を 送る、 是亦 自然 

主義な り。 固より 此兩者 S 間に は 密接 S 關係 ありて、 互に 相 待って 存在す るの 傾向な きに あら ざれ ど、 鬼 
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に 角 自然主義に 兩樣の 意義 ある は、 當 時の 作家 を讀む ものの 疑 ひ を容れ ざると ころなる ベ し。 然し 余が 今 

日 述べん と 欲する は、 此 自然主義- S 兩面 にあら す。 單に其 一 側より 此 詩人 等の 景物 界に對 する 觀念 如何 を 

窺 ひ、 少しく 杜撰の 管 見 を陣 じて 高評 を 乞 はんと 欲す。 日本人 は 山川 崇拜と 云 ふべき 國民 故、 此問题 は 多 

少吾々 にと つて 面白き 笞 なれ ど、 校 課 多忙の 際 時に 閑 を 偸んで 稿 を 起した る 者 故、 價 値の なき は 勿論、 調 

ベ の行屆 かざ るより 思 は ざ る處に 誤謬の 存す る 事 あらん。 

自然主義の 意味 は大槪 前に 述べた るが 如し。 又 余の 問題と する 自然主義 も 大槪說 明した る 積り 故、 是ょ 

り 如何にして 此 主義が 文界に 出現せ るか を 研究 せんと 欲す。 之を說 明す るに は先づ 一 步を 進めて 此 主義の 

出 せる 以前、 英國の 文壞は 如何なる 情況な りし か を 察せざる ベから す。 (M.  Pattison,  Introductory 

Remarks  on  pope-s  Poems  (T.  H.  Ward,  The  English  Poets,  Vol.  Ill,  p.  5s)) 千 六 百 六十 年 王政 

古に 復 してより、 千 七 百 八 ト九年 佛國改 命の 變 あるに 及んで、 其 間 凡そ 百餘 年。 常時の 詩 風 を總稱 して 巧 

敏 派と いひ、 ：M 〈時期 を 呼んで 古文 時代と いふ。 凡て 此 間に 行 はれた る 詩 は、 一種の 性質 を帶 び、 かの 自然 

主 翁の 詩 風と は 全然 其 趣き を 異にし、 作家 皆 巧の 一 字 を 以て 舉 生の 目的と せり。 巧と は 俗に 所謂 言 ひ 廻し 

方の 上手なる 意味に て、 詩 は 只 句 を 敏り字 を鎩 へ、 經營 刻苦して II 滑 流暢に 辭を 遣へば、 夫に て 能事 は 離 

る 者と 考 へたる 當 時の 詩人の 了見に て は、 言語に は 調子 あ. „^、 調子の 善惡は 文字の 配合と 順序より 來る者 

なれば、 百方 苦心して 音節の 瀏喷 なる を 求めざる 可から. ずと、 遂に は 肝心の 思想 杯 は そっち 除け となりて、 

別段 深邃 なる にも 及ばす、 又 斬新なる にも 及ばす、 其 代り 詩 法 はかくく 句法 はかくく と、 命 意の 點を 

閑却す ると 同時に、 遣辭の 末に 跼蹐 として、 捏造した る 詩 風 如何と 見て あれば、 織 巧 細赋の 趣き ありて、 

典麗 都雅 S 體を 具へ たりと 雖も、 無限の 感慨 を 有する 者 固より なく、 絕大の 見識 を 表する もの 亦 固より な 

く、 天 眞爛煖 の氣象 いつしか 消滅して、 殘れる もの は 彫蟲家 刻の 餘技 のみ。 


かく 常時の 詩が、 文句の 上に 拘泥して、 煩 屑なる 詩 法に 束縛せられ、 天然の 趣味 地を拂 つて 空しくなり 

たる は、 全く 當£ "の 嗜好に 因り、 當 時の 晴好は 常時 社會の 風潮に 本づ く。 當時 社會の a 潮 は 如何に。 當時 

の 文壇と 共に 繁文 縛禮 S 府 なり。 例へば 日本の 封建時代の 如く、 何事に よらす 一 定. S 儀式 ありて、 此 儀式 

に通ぜ ざれば、 社會の 交際 をな す 能 はざる 如き 風習な りしな らん。 此虛禮 を 以て 充籾 せる 社會の 中心 は 倫 

敦 にて、 當 時の 文學の 中心 も 亦倫教 なれば、 詩文の 俗界より 一 頭 地 を 放出して、 人性 固有の 情緒 を發禪 し、 

江山 流水の 美を咏 出せん 事、 幾ん ど 難し。 加 之 當時は 所謂 文人 庇 保の 時代に て， 作者 皆 知己 を 有名なる 政 

治 家に 求め、 其 助け を 得て 文事 を碎碼 する か。 或は 自ら 政治家と なりて、 其 下働き を 爲す風 なれば、 文擧 

は 上流 社會 交際 社 會の專 有 物と なりて、 鈴 槧に從 事す る 者 は、 虛鱧を 重ん する 風潮 を迎 へ. て、 其 嗜好に 合 

する 如き 詩 を 作り、 或は 左程 墮 落せざる も、 か > る 空氣を 呼吸して、 朝夕 俗界 中に 沒了 せらる > '故、 胸中 

一 園の 英氣は 何時しか 消えて、 街頭の 茶店 は溪 上の 茅 星よりも 贵く 王侯の 第 宅 は 無限の 江山よりも 有難き 

樣 になる は、 巳む を 得ざる 次第と 云 ふべ し。 (當 時の 文人が、 甘んじて 相 門に 拜趨 し、 王侯 も 亦 喜んで 墨 

客 を 優遇せ る は、 其 例 枚 擧に遑 あらす。 「ポ ー プ」 は 「ボ リン ブ 口 ー ク」 の 朋友な り。 r ァ，、 チソ ン」 は 「ゴ 

ドルフ イン」 の 知遇に より、 後に 顯 職に 上り 、「トムソン」 は の 皇太子より 百 ii の 年 棒 を 受けし 由。 其 他 

「ジョン ソン」 が 「チェス タ 1 フィ ー ルド」 に與 へたる 書の 如き、 「クラ ッブ」 が 「シェルパ 1 ン」 に 上つ 

て憐を 乞へ る 文の 如き、 皆 之を證 明す る 者な り。 尤も 倫敦に 住する 文人 は、 皆 王侯の 殊遇 を 受けた るに あ 

らす。 「ジョン ソン」 の 如き 「ゴ ー ル ドス ミス」 の 如き、 其 他 「グ ラップ」 街に 籠城す る 一群の 窮才士 の 

如きに 至って は、 固より 上等 社會の 交際 ありし と 云 はす。 然し 貧乏 すれば 貧乏な りに 俗 氣を脫 せす、 酒肆 

一 杯の 飮遙 かに 江山 千里の 眺めに 優る。 彼 徒の 塵懷 固より 仙氣 なきな り。) 

當時 「アン」 后の 朝に あって、 詩 名 一世 を蔽 ひ、 永く 文壇の 牛耳 を 執って、 一世 を 代表せ る 者 を r ァレ 
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キサ ンダ ー • ぶ ー ブ」 とす。 故に 當 時の 操 觚 者が 山川 界に對 して 如何なる 觀念を 有せし かを觀 るに は、 其 

頭 梁た る 「ポ ー ブ」 の 観念 を 見る に 若くな し。 蓋し 「ポ ー プ」 は 山川 を咏ぜ ざるに 非す。 景物 を敍 せざる 

にあら す。 然れ ども 其 尤も 意 を 傾けた る は、 交際 界 裏の 光景な り。 勃窟 無味の 議論な り。 其 傑作と 云 はる 

る 人 論、 批評 論及び 竊髮篇 を 見ても、 其 嗜好の あると ころ は大槪 察せら るべ し。 只 其 牧歌と 「ウィンド ソ 

1」 林の ニ篇 は、 自然に 關 する 作 なれ ども、 是 とても 天地の 靈活 なる 景物に 感觸 して 衷情 を 吐露した りと 

は 思へ す。 且其 思想に 到って は 固より 斬新に して 讀者 を聲 動す るの 點 なし。 「ぶ— ブ」 自ら 批評 論 中に 宣 

言して 曰く、 

r  .True  wit  is  nature  to  advantage  dress-d; 

Wliat  oft  was  tllouwtlt,  .but  ne-er  so  well  express-d.: 

と。 其 意 を 詞藻の 上に 費やして、 意匠の 賴 妙なる を 願 は. さる や 知るべき のみ。 要するに 其 牧歌 は 郊外の 牧 

歌に あらす して、 舞臺の 牧歌な り。 篇 中の 牧童 は 湖 花 野草の 間 を 徘徊せ す。 銀燭の 下、 繍屛の 前、 申譯の 

爲髮を 被りて 羊 飼の 茶番 をな すが 如し。 作者 自ら 牧歌 論 (Discourse  cm  pastoral) を 草して 篇 首に 揭ぐ。 

其 窮屈なる、 讀者 をして 妙に 驚かしむ。 其 上 日本人が 請んで 一 曆 面白くな き は、 詩 中に 引き合 ひに 出さる 

る 古名な り。 例へば 「ダフ 二 ス」 とか 「ァ レキ シス」 とか 云 ふ 字 を 遠慮なく 駢 列し、 東洋の 讀者 をして 思 

はす 欠伸せ しむ。 「ダフ ニス」 は 「マ ー キ ユリ ー」 の 子に して 羊を牧 する 者な り。 「ァ レキ シス」 は 「ゥ 

ァ ー ジ ル」 の 「ヱク 口 ー グ」 中に ある 人物な り。 杯と 合點 S 行く 迄 は、 一 通り 古典 字彙と 相談せ ざる を 得 

す。 相談して 其 故事 來歷を 胸中に 疊み 込んだ 處で、 如何程 吾人の 詩情 を 刺激す る や。 「かけ まく も あやに 

かしこき」 杯 は、 譯は 分らす とも、 何となく 有り難き 心地の せらる 、は、 全く 幼時よりの 習慣に 外なら す „ 

出 「ダフ ニス」 「ァ レキ シス」 何者 ぞゃ。 汝の 素性 を 知る も、 われ^より 毫 壁の 愉快 を 感ぜざる なり。 且 


風景 を敍 する に當 つて は、 巧 を 求む る 事 愈 急に して、 巧に 失する 事翁甚 し。  ， 

• .  Here  waving  groves  a  cllecjtlcr-d  scene  disp>lay. 

And  Js-lt  admit,  and  ； pait ひ xcluel ひ 1:ne  day  ； 

As  some  coy  nympli  lier  lover-s  warm  address. 

Nor  cjuite  ilildlllg.es,  nor  can  ^rt^^^ro  r ひ p>ress.: 

通 讚 一過 すれば、 人 をして 轉々 比喩の 輕 妙なる を 感ぜし むれ ど、 二 讀三讀 の 後 は 興味 自ら 索然たり。 朗誦 

數番の 後に 至って は、 復 一 點の人 を 動かす 者な し。 詩 品 高から ざれば なり。 

「. ネ ー プ」 の 儕輩 「ァ. 、チソ ン」 は、 明らかに 山川の 趣味 を 解したり と覺 しく 「スぺ クテ. ー ト ー」 第 四百 

十四 號に、 自然と 人 巧と を 軒輊して 曰く、 後者に は浩 蕩の景 なく、  .^iw の氣 なきが 爲、 詩情 を 動かす の點 

に 於て 甚だ 不足す る 所 あり。 人間の 細工 善しと 雖も、 溫藉 にして 纖 巧なる に 過ぎす。 雄峻 博大の 氣象、 觀 

者 をして 絕 叫せ しむる に 至って は、 固より 自然に 待つな きを 得すと。 實に適 當の斷 案と 云 ふべ し。 然るに 

僅か 數行 下に 至れば、 語勢 急に 一 轉 して、 論旨 忽ち 逆戾 りを爲 す。 其 言に 曰く。 成程 假山 盆地 は亂 山野 水 

に 及ばざる ベ けれども、 天然の 眞景、 人爲の 小細工に 似れば 似る 程、 奥 咲-の 加 はる ものな りと。 蓋し 「ァ 

.デ ソン」 の 了見に て は、 造化の 所作が 人間の 意匠 を 含めば、 所謂 天人 一致の 景を 生す る 故に 其 趣味 益 加 は 

ると 考 へしなる べし。 去れ ど、 其 言 を： i 理 的に 吟味 すれば、 不都合の 角な きに あらす。 先づ 「天然が 人爲 

に 似る とき は、 前者の 價値盆 費し」 と 云へ る 命題 を、 仔細に 思議 すれば、 其 前 半に は、 四 個の 異なる 鍚合 

を 含む を 見るべし。 第一 造化 人爲 相似る は、 兩 者の 間に 相互の 意識 ありての 事 か。 やさしく 云 はば、 せ (似 

る は、 御 互に 約束 づ くで、 君の 眞似 がして 見たい、 よろしい やり玉へ と 云 ふ樣な 相談 あるか。 第二 は雙方 

とも 無頓着に て、 一 向豫 約の 相談のと 云 ふ 事な く、 突然 無意 無識の 裏に 合した るか。 或は 相手の 一 方は眞 
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似たい との 志願 あれ ども、 一方に て は 御 かま ひなく、 所謂 片思 ひの 間に 成立した る もの か。 何にもせ ょ兩 

者が 似る 以上 は、 以上 四 種の 中、 いづれ か 其 一 に 居らざる ベから す。 今 解し 易き 爲、 此四 色の 場合 を 表に 

て 示せば 左の 如し。 

第 一 天 無意、 人 無意。 

第一 一 天 無意、 人 有意。 

第三 天 有意、 人 無意。 

第 四 天 有意、 人 有意。 

右の 內 第三 第 四 は 採用し がた き 者な り。 天に 意識 あり 自然に 意匠 ありと は、 常識の 許さざる 處、 假令常 

識 以外に 一 隻眼 を 具へ て、 天に 意志 ありと 說 くも、 其 意志 は 人 巧に 似ん と 欲する の 意志なる や 否や は 殆ど 

疑問 外に 超絶す るの 點と云 ふべき なり。 倪黃 の輋意 を 慕うて、 瞋赋 の. E 突兀 として、 地球上に 現出せ りと 

は、 理を 辟す る 者の 誰し も 夢想せ ざる 處 なるべし。 去れば 右 四 條の中 許容すべき は、 第一 と 第二の み。 其 

許容すべき ニ條 S. 第一 は、 理窟 上 不都合な きも、 i 莨 際 は 萬に 一 つも 起らざる 場合な り。 例へば 畫師が 想像 

を 逞しく して、 牡丹の 傍に、 唐獅子と か 云 ふ 一種 異樣な 動物 を： _s き、 又は 潑墨淋 滴の 裏に、 龍と か稱 ふる 

怪物 を寫 さんに、 不思議に も腦裏 一 園の 怪像 世間に 實 在して、 喑雪黑 雨の 際に 隱約 として 蒼 鱗 鐵爪を 認め- 

嫩江 嬌綠の 底に 金 毛 霜 牙 を 見る 人續々 あらば 鬼に 角、 實際 斯樣な もの は餘り どころ か、 誰も 拜 見した 人な 

ければ、 此揚合 を 除去す る も 差 支へ なからん。 新く 四條の 中、 三條は 役に たたぬ とすれば、 役に立つ もの 

實際 生す る 場合 は、 第二に 外なら す。 第二の 場合と は 天 化 人造に 似る に 意な く、 人造 天 化に 似る に 意 あつ 

て、 兩 者の 間に 類似の 生す る 場合な り。 今少し 平たく 云へば、 人が 自然 を 摸 凝し、 摸擬 したる 結果 遂に 人 

巧と 自然の 間に たる 點を 認め 得る に 至りし ものな り。 そこで 通例 修辭 上の 順序より 云へば、 摸 傚し 4i 


る IT か 摸 傚 さる、 者に 似る とい ふが 適當 にて、 例へば 山陽が 蘇 東 坡を摸 したりと 云 ふ 事 判然た る 以上 は、 

蘇 東坡が 山陽に 似る と 云 はんより、 山陽が 蘇 東玻に 似たり と 云 はん 方適當 ならん。 尤も 親が 子に 似る も、 

子が 親に 似る も、 似る は 一 なれば 何處 より 云 ふ も， 理窟 上 不都合な しと 云 はば 夫 迄 なれ ども、 自然が 人 巧 

に 似る 時はノ 前者の 惯益 貴し と 云 ふに 至って は、 大に其 意 を 得ざる 者 あり。 眞 似ら る > 者が 眞 似る 者に 類 

する 故に、 一 段の 光彩 を 添 ふと 論じ 來る。 眞 似ら る  > 者 は隨分 迷惑の 話な り。 落語家の 假聲が 役者に 似た 

らば、 其が 爲に價 値の 增す は、 役者に あらす して 落語家に あり。 さる を 假聲が 旨き 故、 役者の ね、？ らが上 

がると 云 ふに 至って は、 役者の 不平 察すべき なり。 天地 もと 意な し。 若し 之 有らば 必 すまさに 「ァ. チソ ン」 

に 向って 其愤り を泄ら さん。 深閨の 處女擬 して 娼妓に 扮す。 卑賤の 婦 良家の 女に 矜式 せらる、 其榮思 ふべ 

し。 眞 似ら る /V 者の 價 値が 眞 似る 者の 爲に 生す るは獨 りか ， る 場合に のみ 限る。 「ァ -デソ ン」 然に對 す 

る 事 娼婦の 如く、 人 巧 を 遇する 事 良家の 女の 如し。 其 當否は 偖 置き 其の 人 巧 を 重んじた る は、 復疑 ふべ か 

らす。 旣に 前段に 於て は 造化の 雄渾 瑰麗 なる 遠く 人 巧に 駕 すと 説きながら、 末 段に 至って、 人 巧 を 重ん す 

る 事 造化に 過ぎたり。 矛盾に 非す して 何ぞ や。 論理的の 筆鋒 を 用 ひて 定規 づ くめに 文人の 所 說を駁 する は、 

慘 酷の 致し方 なれ ど、 誤ち ある 以上 は 是非な し、 よし 一 步を讓 つて、 此 誤ち を 等閑に 付す る も、 「ァ. デソ ン」 

が 重き を 人爲の 上に 置く の 分に過ぎたる は掩 ふべ からざる の事實 なり。 

「ァ. デソ ン」 r ネ ー プ」 は當 時の 文豪な り。 其の 天然 界に對 する 感情 を觀 て、 他の 意志の ある 處は、 大 

槪 察する に 足らん。 猶其 他の 例 を 知らん とならば、 Tlsmas  Sergeant  perry.  Mountains  in 

in  Atlantic  Monthly,  VOL  XXIV,  p.  302+ を參考 すべし。 

當 時の 文人 は、 槪ね皆 かくの 如く、 殆ど、 一 人 も 目 を 天然 界に 注ぐ 者な く、 俗 氛塵氣 の 裏に 生息して 得 

得たり しが、 物 極まれば 反る の 道理に て、 漸く か、 る 社會に 不満 を 抱き、 人 巧 世界 を鮮脫 して、 轉捩 一番 
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直ちに人情の源頓に歸着せんと欲する^}^輩出せるものから、 储 こそ 自然主義 及び 「口 I マン チシ ズム」 と 

稱 する 二つの 新 象 を 文壇に はすに 至りた る なれ。 一 は 思索の 結果に て、 歌舞 燕 遊の 樂を すて、 置 酒高會 

の 小天地 を撤脫 して、 廣く 江湖に 飄 流し、 青山 白雲の 趣きに 俗 腸 を 洗ひ淸 めんと 欲し、 一 は 歴史的の 現象 

にて、 遠く 中 世紀に 溯り、 普く 遐方殊 域の 人間 を 铺へ來 りて、 世界 北 (通の 情 緖を咏 出せん と 欲す。 此 歴史 

的 研究 は 十八 世紀の 中頃、 「マ クファ ー ソン」 及び 「チヤ タ— トン」 杯が 古文書 を懦 造して 一世 を 瞞着 せん 

と-企て たる にても 明らかなる のみなら す、 千 七 百 六ト五 年に r パ ー シ ー」 が Reliques  of  Ancient  Eng- 

lish Poetry とて 上代の s 歌 を 編 募、 して 出版せ る を 見ても わからん。 尤も 「 0 1 マン チシ ズム」 の 事 は 問 

题外 なれば 措いて 論ぜす。 徂 し文擧 者に よると 此 自然主義と 「D1 マ ンチシ ズム」 を區 別せ す。 且 余が 知 

る 所 を 以てすれば T 自然 主蔻」 と 別に 標題 を揭 ゆて 論じた る は、 「ゴ ス」 の 十八 世紀 1  乂舉 及び 其 他 二三の 窨 

にす ぎ ざれ ど、 余は此 主義 を 以て 斷然 「口. 'マン チシ ズム」 と區 別し、 密接の 顧 係 あるに も か、 はらす、 

兩者 混合す るな からん 事 を 望むな り。 鬼に 角此 自然主義が 如何にして 發 達し 來 りたる やと 云 ふに、 前に 述 

ベた る 如く 「口 ー. マ ンチシ ズム」 の 勃興と 共に、 山川 を、.^ 出す る 詩人 漸く 輩出す るに 至り、. 遂に r ネ —ブ」 

1 派の 詩 風 を杜絕 せんとす ろの 勢 を 生ぜり。 其 人々 を擧 ぐれば、 「トムソン」 「グレ ー」 「コ リンス」 「ゴ 

1 ル ドス ミス」 の 諸家に て、 或 歴史家 (「コ ッぺ ー」 と覺 ゆ) は是 等の 詩人 を總稱 して 過度の 詩人と いへ 

り。 蓋し 其 詩 巧緻 派と 自然 派の 中間に 立つ の 謂な り。 

然し 是 等の 詩人 を 一 々に 評隨 せん は、 中々 手數 のか、 る 仕事なる のみなら す、 調べ も 行き届かざる 故、 

其 内より 一 一 一人 を 選んで、 其 大體を 御 話し 申さん、 先づ第 一 に來る もの を 「トムソン」 とす。 此人は 時代 

より 云へば、 巧敏 派の 詩人に 相違な きも、 殆ど 取り除け の 姿に て、 其 詩 思 別に 一機軸 を 出して、 淸！； 時流 

を M せり。 されば 「レス リ！ スチ. I ブン」 も 之 を 評して、 (English  Tlsught  in  the  Eighteentli  Cen- 


tsy)  ：  He  was  an  outsider  of  that げ rllHant  Society  : と 云 へ る 位に て、 其の 自然 を g し こ 5 よ ，2, 

pe^onsu 讀んで 明らかに f 知 15 し。 其詩 は 春夏秋冬の 四 部より 來り毎 ^其 季^  る r 切 ひ 

の風景を 敍 したる 大文字な り。 假令此 大文字な きも、 旣に .  c。unt.y life  ^^^Ti 一  切 

I liate  tlie  clamours  of  tlie  smolcv  towns. 

But  much  admire  the  bliss  of  rural  clowns.-- 

と咏 じたる にても、 其 嗜好の 一斑 は 窺 ひ 得べ し。 且其 風光 を敍 する こ當 つて、 I^^^Jf 

liiii、  "shsh? ほ Mr?: 

1.0  where  the  broken  landscape,  by  deRreeo  . 

Ascending,  roughens  into  rigid  hills; 

0-er  which  the  Cambrian  mountains,  like  far  clouds 

.l^hat  skirt  tlie げ lue liorizon,  cluslcy  rise.: 

とい ひ、 又 「ト ウイ，' ド」 の 水 を 引用して、 

.  .^ou,  on  the  banks  of  soft  meandering  T\veed 

May  in  your  toils  ensnare  the  watery  breed  > 

And  nicely  lead  the  artificial  flee, 

vVhich  when  the  nimble,  watchful  trout  does  see, 

K ひ at  the  bearded  hook  will  briskly  sptinc^ : 

And,  when  he>s  hook>d,  you  with  a  constant  liand 
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May  draw  him  stmgglitig  to  the  fatal  lalld.r 

と 左 も 愉快ら しく 漁 獵の樣 を 述べたり o 試みに 之 を 「ネ ー ブ」 の 「ウィンド ソ ー」 森 中に 云へ る 下の 數句 

に 比較 せん。 

in  genial  sl^rin ぬ， t-etsatll cluiverin^  sliade. 

Where  cooling  vapours  breathe  along  the  mead, 

. .Tile  i:>atient  llslier  takes  ； his  silent  stand, 

.Lnteyt,  liis  angle  trembling-  in  ； his  hand  : 

With  looks  unmov*d,  he  hopes  the  scalv  breed- 

And  eyes  tlie  C3ancin^  cork,,  and  t-clldinw  ree<l. 

Our  plenteous  streams  a  various  race  sup>plv, 

.nle  .hrlght-ey-d  f-crcll  vdtli  fins  of  Tyrian  dve, 

ヒ he  sllv.er  eel,  in  shining-  volumes  l.olrd, 

Tls  yellow  carp,  in  scales  .hedroJ>JP*d  witli  trold. 

Swift  trouts,  diversified  with  crimson  stains. 

And  pikes,  the  tyrants  of  the  wat-ty  plains. : 

一 トムソン」 r ネ ー ブ」 共に 同 樣の事 を 同 樣の詩 風に て 述べ立てたり。 但し 流麗の 點 より 云へば、 「ボ ー 

ブ」 「トムソン」 に 優る が 如しと 雖も、 飾り 氣 なき 處 より 觀れ ば、 「トムソン」 の 方 「ポ— ブ」 に駕 せん。 

夫の みならす、 「トムソン」 の 詩 は、 か，^る敍事にて充初し、 其の 田舍を 愛する の 情、 油然と して 筆墨の 上 

にあら はる、 なり。 尤も 一 言せ ざる 可から ざる は、 此男 かく 自然 を 愛したり と雖 も、 申さば 死した る t 象 


の往 來復剝 する 樣を 外面より 寫し來 つて、 毫も 其. 2： 部の 活動 を會 せす。 只 雪が 降る。 風が 吹く。  が晚く  0 

ffl 舍は 面白し。 釣 も 自由 なれば、 獵も 勝手に 出來 る。 去る が 故に …… grant,  ye  powers,  that  it  may  b ひ 

my  lot, \ To  live  in  place  from  noisy  towns  remote とい ふなり。 高尙 なる 詩 相 S ば、 中々 此 位の 事で よ 

濟ま す。 漸々 自然 中-鼓が 發 達する に 從ひ、 景物 界は 活動力な り。 天地 間に は驟 勃た る生氣 あり。 杯感 する 

に 至るな り 0 

「トム ソ ン」 の 自然主義 一 轉 すれば、 「コ ー ル ドス ミス」 の 自然主義と なる。 蓋し 泰西の 文舉 史家、 此好 

詩人 を 以て 自然 派の 中に 入れた る はなき 樣 なれ ど、 こ は 其 詩の 當 時に 流行せ る 雄 1 ブ" 體を用 ひて、 「ネ 1 

ブ」 の 故 型 を 踏 龍せ るに 由る に 過ぎす。 其 意志の 向 ふ 所 を觀れ ば、 適 然として 前攀と 同じから す。 之を自 

然派 中の 一 詩人と 呼ぶ も、 毫も 不可な きが 如し。 然 らば 其 山川に 對 する 觀念 如何。 夫の 有名なる The 

Traveller 及び The  Deserted  Village の 一 ー篇、 明らかに 其 所思 を 表出して 餘り あらん。 蓋し 「ゴ ー ルド 

ス ミス」 の 愛する 景色 は、 寵极の 山に あらす、 洸洋の 水に あらす して、 溫藉平 穩の樂 境に あり。 一壺の 別 

天地 Where  smiling  spring  its  earliest づ isit  paid,\And  parting  summer>s  lingering  blooms  de- 

ayed と 云 ふ 樣な處 にして、 其仙鄕 染みた る 景物 中には、 人物が 生息して、 而も 安樂 無事に 閑 生涯.^ 送ら 

さるへ 力ら す- 、必す や The  sllelter-d  cot,  tlie  cultivated  farm,/ The  never-failing げ 30k,  tlie  t-usy 

mill を 具せ ざるべ からす。 必すゃ 軟草氍 の 如く、 春 草 油の 如く、 老幼 は相携 へて 其 上に 遊び、 少長坐 を 

分かって 其 傍に 坐せ ざるべ からす。 左ら ば 其の 山川 を 愛する は、 夫 程 山川 其 物 を 愛する にあら す。 山川 善 

く 朴枘溫 厚の 民 を 撫育し、 都會の 紅塵 桃源の 仙 1^- に 到らざる が爲 のみ。 故に 人 は 主にして、 山川 は 客な り 0 

只に 客なる のみなら す、 深山 大澤 無人の境に 至って は、 歩を囘 らして 卻走 せんとす。 元來 「. ゴ ー ルド スミ 

ス」 は、 農業 主義 を 重んじて、 商賣 主義、 工業 主義 下って は 錙銖爭 奪 主義、 毫厘懸 引 主義 を窟く 嘆きし 人 

1; .  .!  1  11,   I  i  .  I  


ニー 一四 

にて、 111  fares  the  land,  to  liastening  ills  a  p>re^,  \  Wtiere  wealtTh  accumulates,  and  men  decay と 

もい ひ、 又は Laws  grind  tlie  poor,  and  ricli  tnen  rule  tlie  law とも Hence,  ^^^ons  one  order 

disproportiorfd  grow,/ Its  double  weight  must  niin  all  bellow とも 嘆 じ、 力. を 極めて 經濟 的の 世界 

鹳を 排撃せ り。 是は 恰も r コ ー ル ドス ミス」 頃より、 現今の 政治 經濟と 云 へ る擧 問が 漸く 開けて、 「チ ス レ 

リ ー」 の 云へ る 如く、 人 問 を視る こと 貨物の 如く、 有形 的產 出物の 多寡に て、 其價 値み-判 ぜんとす るの 傾 

きを 生じた る爲、 保守主義の 詩人の 事 なれば、 飽く迄 此 風潮に 逆らった る 次第な らん。 果せる かな、 「- コ， - 

ル ド ス ミス」 死して 漸く 一 一年なる に 夫の 有名なる 富國 論の 著 あり。 (千 七 百 七十 六 年) 著者 「アダム. ス 

ミス」 其 中に 記して 曰く。  Tliat  unprosperous  race  of  men,  called  mm  of  letters,  must  necessarily 

occupy  ^^^^^  present  forlorn  state  in  society  mtlcll  as  formerly,  wlien  a  scliolar  and  a  .beggar 

seem  to  have  been  terms  very  nearly  synonymous と。 文人 も 乞食 同樣 なりと 新 言 せら るれば 夫 迄な り 一 

「-ゴ ー ルド スミ ス」 如何に 閭 巷に 窮 したりと て、 乞食と 罵られて は 餘り心 持よ く ある まじ。 幸に して 富國 

論に 先って 死し 1 此 悲しむべき 異名 拜 見の 榮を 免れて さへ、 其 功利 說に 反する こと 斯の 如し。 若し 富！ i 論 

を 見たら 何とか 云 はん。 鬼に 角 「コー ル ドス ミス」 は、 田舎の 生活 を 愛せし 人な り。 之 を 愛した るが 故に- 

K1 に 伴うて 離すべからざる、 田圚、 村 巷、 小川、 水車 等、 一 に 天然の 景物 を 愛したり。 然れ ども 人 を 離れ 

て 山川 を 愛する ことなき なり。 山川 其 物を戀 ふこと なきな り。 「• ネ. 'プ」 の 如く、 宴席の 小天地に 跼蹐せ 

るに 優る こと 遠し と雖 も、 自然 を 愛する 事 食 色に 優る 杯と は、 申し 難 からん。 

「トムソン」 の The  Seasons は 無韻體 なれ ど尙時 調に 拘束 せらる 、 を 免れす。 「ゴ ー ル ドス ミス」 の 

詩 思、 大に 「ゥォ ー ヅゥォ ー ス」 に 近づけり といへ ど、 其 風格 未だ 雄 職 體を脫 する 能 はす。 此 陋習 を 一洗 

して、 詩 法 崇拜の 迷夢み 攪破 せる もの を r ク ー パ ー」 となす。 英詩 「ク ー パ I」 に 至って、 一 革命 を經た 


りと いふ も 可な り。 

「ク ー パ ー」 55" て r ホ ー マ ー」 の 詩 を譯 しける とき (千 七 百 九十 一 年)、 或 人 其 草稿 を て、 一 一 一行 を改 

竄 せんとし ければ、 大に 怒って 直ちに 喾を 裁して 其 人に 寄せ、 先づ當 時の 詩 風 は 流麗 を尙 び、 「• ネ —ブ」 を 

祖述す るに 過ぎざる 由 を 述べ、 且 云ふ樣 T …… 去れ ど 若し 「. ネ ー プ」 を 摸して、 其眞を 得る 事 能 はす。 章 

句の 整然たる、 格調の 顧 滑なる、 彼の 如くな ろ 能 はすん ば、 全く 之を眞 似ざる の 優れる に 若 かす。 眞 似た 

る 詩に は氣 力なし。 皆骨拔 なり。 たと ひ 一句な りと も、 意味の ある 事 を咏ぜ ば、 それにて わが 願 は 足らん。 

全篇 流暢、 聽 者の 耳 を 傾く るに 足る も、 其說 く處、 瘦 人の 嚷 語に 等しき は、 わが 望む ところに あらす」 と。 

新 かる 氣分 故、 夫の 有名なる The  Taslc 中には、 Damon,  Chloe,  Streplion,  Musidora 杯い ふ、 不都合 

なる 古典的の 苗字 を 用 ふる 事、 極めて 希なる のみなら す、 前人の曾て使ひし^5^1-なき、 黄瓜と か、 糞尿と か 

いふ、 稳き 文字 を、 遠慮なく 臚 列して 大に 得意の 色 あり。 且 一 篇の 結構 杯 は、 隨分亂 暴に て、 長椅子 を咏 

すると 思へば、 忽ち 田園の 景色と なり、 W 轉 すれば、 宗敎の 議論と なり。 夫が 濟 めば、 直ちに 奴隸 問題に 

移る とい ふ樣 に、 惡 くいへば 取り留めの なき 位な り。 詩 風旣に 此の 如く なれば、 其 詩想の 程 も 大槪は 推察 

し 得べ し。 今 其 自然に 對 する 詩想 を說 くに 常って、 聊か 其 出 處を審 かに せん。 

人世に 不平 なれば、 必す之 を 厭 ふ。 世 を 厭 ひて 人間 を辭 職す る もの あり。 小心 輕 の 人 これな り。 世 を 

厭 ひて 之 を 切り 拔 ける もの あり。 敢 Idi 剛毅の 人 これな り。 獨 世と 戰 つて 屈せざる もの は、 固より 勇氣 なく 

て は 叶 はぬ 事。 五十 年の 生命 を 抛って、 自ら 憤懣の 肉 を 屠ろ もの、 亦 相應の 勇氣を 要すべし。 かほ どの 勇 

氣 なくして 世に立つ の才 なく、 又 世を容 る、 の 量な くば、 如何にして 可な らん か。 餘命を 風 藤に 托して、 

居ながら 餓莩 たる を 待つ。 是れ 一 方な り。 殘喘を 丘 堅に 養うて、 閑 雪 野 鶴に 伴 ふ。 是亦. 一 方な り。 「ク— 

バ ー」 は此 最後の 策 をと りし ものな り。 之 を とらざる ベから ざるの 人物な り。 

I 三 五 


一 三 穴 

「ク ー パ ー」 は 少時 法律 を 修め、 長 じて 腰 を 斗 米に 折る の 意 あり。 され ど 科 第の 試驗 に、 心を勞 する 事 

一 方なら す。 受驗 S 前 夕に 至って、 爱權禁 する 能 はす。 遂に 試 場に 足 を 人れ すして 已 みぬ。 斯 かる 內氣の 

人、 此險惡 なる 世に 身を處 して、 立脚の 地 を 得べき か、 得べ からざる か。 智者 は 勿論な り。 昧 者と 雖も明 

ら かに 之 を龜ト する を 得ん。 顯微 鏡の カを藉 らば、 一 西の！^！^^獰惡なる豺狼に優らん。 「ク ー パ—」 は 常 

に 顯微鋭 を 通して、 浮世 を觀 じたる の 人な り。 胸中 ー圑の 憐情 は 之を與 ふるの 愛人な く、 之 を 分かろ の 親 

友な く、 之 を 一 宗 して 自然に 供す るの 巳む を ざるに 至れり。 己が 満腔の 熱血 を怫騰 して、 之 を 毛孔より 

射出せ しめ、 死灰に 等しき 身を棄 つる は、 固より 難事に あらす、 萬 斛の愁 情 を 氷結せ しめて、 一個の 冷血 

動物と なり 果てた る 人の 世 を 逃る > は 亦 容易の 業な らん。 今石佛 にも あらす、 冷血漢に も あらす、 中以上 

の 人情 を 有せる T ク ー バ ー」 が、 山林に 返き たる は、 退かん との 心 あらざる に、 世態 人情 之 を 謳って 田舍 

に 追 ひ 込めた るな り。 これ r ク ー パ ー」 が 世 を 捨てながら 「アン ヰン」 を 捨てざる 所以な り。 「ォ ー スチ 

ン」 を 捨てざる 所以な り。 domestic  poet  (家內 の 詩人) と 呼ばる、 所以な り。 若し 之 を 遇する に 其 道 を 

以てし、 丁寧 親切 至らざる 處 なくん ば、 其自 W で . - . かく 迄に は發 達せ ざり しならん。 

「ク ー パ ー」 の 自然主義 は、 己 を土臺 にして. る ものな り。 「ゴ ー ル ドス ミス」 の 自然主義 は、 人 

を 根本に して 起れ る ものな り。 殖産 興業の 途 開けて、 贫民其 生 を 安ん ぜす。 澆季風 をな して 道心 漸く 微な 

り。 故に 山川 主義でなくて はならぬ と、 說 法した るが 「ゴ ー ル ドス ミス」 にて 其由來 すると ころ は、 世の 

爲* 人の 爲 なり。 「ク— パ ー」 は 全く 之と 異にして、 我 は 我が 安心 を 求む る爲 に、 是 より 浮世 を 御 暇 申す、 

俗界の 人々 は 勝手次第 にせよ、 とい ふが 素志な り。 其の 

： God  made  tlie  country,  aycl  man  mad ひ the  l;own. 

.vvllal:  wonder,  tlieti,  .tllat;  Jaealtli  and  ^^H^rt^o,  giits 


That  can  alone  make  -swee け .tile  .hittel- 

That  life  liolds  out  t;o  all,  sliould  most  abound 

And  leas け t>e 1;lireai;ened  in 1; ザ ひ fldds  and  groves  ？ " " 

と 咏ぜる は、 犟に 之が 爲 なり。 「ゴ —ル ドス ミス」 文を寶 つ て錢を 得る こと 若干、 歸途 乞食に 遇 ひて 盡く 

之を與 へたり。 r ク ー パ—」 は 終身 爲す 所な くして 婦人に 寄食し、 一毫 も 己 を 割きて 人に 資する を 知らす。 

其 性旣に 然るな り。 

かく 云へば とて T ク ー パ ー」 は 決して 不人情の 人に あらす。 其所爲 不人情の 如く 見. ゆる は、 有 爲の氣 象 

に 乏しき が爲、 精魂 乏しく して、 物事に 堪 ゆるの 力なき が爲 のみ、 己 を損ぜ ざる 限り は、. 誰 人 を も 愛した 

るの みならす、 其 情 は 下 禽獸に 及べり。 去れば The  Task の六卷 Tlae  Winter  Walk  at  Noon と 云へ 

る 章に、 自ら 鬼 や 鳩の 類と 親しくな りて、 毫も 己 を 恐れぬ 樣を敍 し、 其 次に、 

： Tlie  heart  is  liard  in  nature,  and  until; 

For  Jrumaii  rellowslllID,  as  .helng  void  , 

〇f  sylnp-atlly,  and  t;li ひ refore  d ひ ad  alilc ひ 

TTo lov ひ and  frisldsllip-  .hotll,  tliat  is  not  f>leased 

.witll  sight  of  animals  enjo-vsg  life. 

Nor  feels  their  liap;piness  augment lus  own.: 

と 云へ り。 「トムソン」 も 禽獸を 愛せざる にあら す。 其 證據に は 夏の 部 羊の 毛 を 刈る 條に、 

Fear  not,  y ひ gentle  trioes,  *tis  not  tlie  knife 

Of  liorrid  slaughter  tnat  is  0-er  you  wav ひ d; 
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No,  -tls  tlie  tender  swain-s  well-guided  shears,  . 

.wrs  liaving-  now,  .to  Ins  annual  cal. ひ， 

Borrowed  your  fleece,  you  a  cuirfhrous  load, 

.vvill  send  you  t-ounding  to  your  liills  again.: 

と あれ ど、 全體 より 評する とき は、 其の 田舍を 愛する は 釣が 出來 る。 釣が 出来れば、 魚が 食へ る。 獵が出 

來る、 獵が 出来れば 獸が 食へ る。 とい ふ 樣な考 へ 大分 あり。 是は 隨分賤 しき 考へ にて、 毫も 風流の 趣 あら 

す。 故に 此點 に關 して は T ク— パ—」 「トムソン」 に ー步を 進めた る ものと 云 ふべ し。 叉此 感情 「バ ー ン 

ス」 に 至って 如何に 其 極に 達せし か は、 後段に 說く處 あるべし。 

「ク I パ I」 の 自然主義 は、 先 づ斯樣 な もの なれ ども、 未だ 其 i 莨 例 を擧け ざれば 、「タスク」 中より 一節 

を引證 せん。 上に は 動物に 就いて 「ク ー パ ー」 と 「トムソン」 を 比較せ し 故、 兹には 純粹の 景色に 就いて 

雨 人 を軒輕 せんと 思 ひ、 之み-選ぶ 事 下の 如し。 (前 は 「タ ス ク」 の 第四卷 Tlie  ^0^^^.  Evening 中に あ 

る 雪の 景、 後 は T シ ー ダン ス」 中 冬の 部に ある 雪の 景 なり。) 

I  saw  .tile  woods  and  fields  at  close  of  day 

A  vatiegated  sliow  ；  .til ひ meadows  green, 

Tliough  laded  ；  and  tlie  lands,  wh ひ r ひ lately  waved 

T.lle  golden  harvest:,  of  a  mellow  t>r。wn. 

Upturned  so  lately  by  ttt ひ forceful  sharp 

I  saw  far  off  tlie  weedy  fallows  smile 

Witti  verdure  nol;  unj^rofitabie,  grazed 


By  flocks,  fast  leeamg,  and  selecting  eacli 

His  favourite  lierb  ；  while  all  tlie  leafless  groves 

T?liat  slart  tlie  norizon,  wore  a  sable  liue, 

Scarctp  notice<3  in  ？ 0 Idndrred  dusk  of  eve. 

*To-morrow  t-rlngs  a  ctiange,  a  total  cllaa^e  ！ 

Wliicti e づ en  now,  tliough  silently  15el.form ひ d 

And  slowly,  and  by  most  tinfelt,  the  face 

Of  universal  nature  underwoes. 

r-ast  falls  a  fleecy  shower  :  tli ひ downy  flakes 

Descending,  aac3,  witli n ひ ver—ceasing  lapse 

Softly  alighting  Up5n  all げ elow. 

Assimilate  all  ot-jects.  Hartll  recdves 

Gladly  tlie  tlnclcenmg  mantle,  and  th.e  green 

And  tender  t-lade,  tliat  feared  tlie  cliilling  Wast, 

Escapes  unliurt  txmeatli  so  warm  a  .veil.: 

The  k ひひ nel-  tempests  come  ；  and,  fuming  dun, 、 

From  all  1;Jie  livid  east;  or  p-iercin^  nortli, 

*Tnick  clouds  ascend  —  in  wliose  capacious  womt> 
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>  vapotlrv  delude  lies,  I  to  snow  congealed. 

Heavy  tlicy  roll  their  fleecy  world  along. 

And  th-c  slcy  saddens  witli  ttie  gathered  storm. 

Tllroucil  tlie  luislied  air  tlie  wliitening  shower  descends. 

At;  first  thin—wavering :  till  at  last  the  flakes 

E-all  broad,  and  wide,  and  fast,  dimming  the  day 

Witli a  continual  flow.  T"tie  cherislied  tielc3s 

Put  on  their  winter-robe  of  purest  white. 

-Tis  t_riglltness  all,  save  where  tlie  new  snow  melts 

Alo.ne-  the  mazy  current.  L-ow,  tlie  woods 

wow  ^^Q^H  lioary  tiead  ；  and,  ere  the  langtiia  sun, 

； Paint  from  tlie  west,  emits  his  evening  ray, 

； Barth-S  universal  face,  ^s^i^^ &  and  cliill. 

Is  one  wild  d.azzling:  .waste,  tliat  tmries  wide 

Tlie  works  of  man.: 

今 試みに 上の 一 一章 を 比較 せんに 

(一 ) 證 者の 想像 を 動かす 處、 「ク ー パ ー」 の 方大に 「トムソン」 に 優り。 「ク ー バ ー」 は 雪を敍 する に 

當 つて、 先づ雪 前の 景色 を寫 し、 中途より To-morrow  btliigs  a  change! なる 一 轉語を 下して、 始めて 

雪に うつれり。 是れ 白き 者 を 見せる 前に 黑き者 を 示せる にて、 此ニ段 を照應 して、 讀 者の 胸中に 雪と 云 ふ- 


感じ を 印し、 覺 えす 前後 映 帶の妙 を 知らし む。 「トムソン」 に 至って は、 此 反映な く從 つて 讀 者の 感じ も 

左程 强 からぬ 樣に思 はる。 

(二) 文字の 川 方 及び 句法に 至って は、 「ク I パ ー」 の 方 簡易 平 直なる が 如し。 「ク— パ ー」 の Earth 

receives  gladly  t:he  tlllcklenmg-  mantle は 「トムソン」 の The  chetlslied  fields  put  on  ^^ro^^  winter 

rot>e  of  purest  wliite となり、 「 ク 1 ハ 1」 -カ p-ast  falls  a  fleecy  shower と 一 1.4 へば 「トムソン」 は 

Through  tlie  liustied  air  tlie  wliitening  shower  descends と 歌へ り。 降雪 を 形容して 頗る 妙なる が 如 

く なれ ど、 鬼に 角簡の 一字に 於て は 「ク— パ—」 に 及ば ざらん。 

(三) 「ク— パ ー」 の 句を讀 めば、 其の 深く 物の 憐れ を 感じた る を 見る。 And  tender  blade,  that 

feared  tlae  cllillin^  £PM^\  Escapes  uyllurt,  t-eneatll  so  warm  a  veil と 一 14 へ ば、 如何にも 自然. t ダ氣遣 

へ る樣を 見る が 如き 心地す。 「トムソン」 の 如く、  Ixnv  woods  tsw  their  lioary  liead と ありて は、 同 

じ 擬人法に は 相違な きも、 左程に 草木 を 愛する の狀は 見えざる べし。 

單に此 一 一章の みを擧 けて、 兩詩 人の 差此 にあり と 云 ふに は あらね ど、 其 變化發 達の 一 般を 示さん とて 妄 

評 を 試みた る 事 此の 如し。 

自然主義 を 論す るに 當っ て、 看過す ベ からざる もの を T バ ー ン ス」 となす。 「バ I ン ス」 が 如何なる 點 

に 於て、 前 輩と 異にして、 如何なる 方向に 進んで、 新 元素 を 輸入せ しか を 研究 せんとす るに 當 つて、 記憶 

すべき 事 あり。 

「バ ー ン ス」 は 貧賤なる 百姓の 子な り。 固より 完全の 敎育 なく、 古文 古詩 を 弄して 其 詩想 を 養 ふべき 樣 

なし。 幸 ひに 農家に 生れ、 鋤 雪 耕 月の 餘、 詩 靈の乘 り 移る ところと なり、 忽然と して 口 を 開いて 天地の 

美を馱 ふに、 前に 古人な く 後に 來者 なし。 是れ 他な し 直接に 天地の 威驗に 感じ たれば なり。 家な きも 山 
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あれば 足れり。 天地に 定主 なし。 當て どなく 野路に 彷徨 ひて、 飽くまで 自然の 樂 しみ を享 けんと は、 彼が 

Epistle  to  Davie に 云 ふところ なり。 

Wliat  tllo-  lil^e  commoners  of  air, 

we  walldm,  out  we  .know  not  where, 

wut  eitlier  IKmse  or  liall? 

Yrtt  llature-s  charms,  the  hills  and  woods, 

Ttie  swe ひ 5>in ぬ vales  and  foaming  floods 

Are  free  alik;e  t;o  all.: 

かく 迄に 山川 を 愛した る は、 其 身 百姓に て、 親しく 之 を翫 味し 得る の 地位に 居りし が 爲には 相違な きも * 

其 性質の 深く 物に 感じ 易き に 因る 事、 大 ならん。 元來 自然 を 形容し、 天地 を敍 する 丈なら、 別に 情の 深 か 

らす とも、 才氣 あらば 夫に て 充分なる ベ けれど、 天地 自然 を樂 しむに 至って は、 是非共 此 性質 を 具へ ざる 

ベ からす。 「バ 1- ンス」 は 其 性質 を 具へ 過ぎた る 程の 人な り。 前段に 「ク— パ ー」 と 「トムソン」 を比较 

して、 前者 S. 動植物に 對 する 憐情 は、 後者に 優る 由 を 述べ、 又 人間に 對 して は、 「ゴ ー ルド スミ ス」 の 方 「ク 

1 パ ー」 よりも 情 合 深 かりし 事を說 きたる が、 今此情 「バ ー ンス」 に 至って、 如何に 變 化せし や を 論ぜん 

とす 0 

「ゴ ー ル ドス ミス」 の 社 會に對 する 不平 は、 單 に經濟 上の 不都合に あり。 「ク I パ ー」 の 不平 は 宗敎的 

にて、 人 問の 盛榮 は、 上帝の 惡み給 ふ 所な りと 感じた るが 如し。 「バ ー ンス」 に 至って は、 四民 平等と 云 

ふ點 より、 世界 を觀 察して 不平の 源と なせり。 三人 皆 不平な りと 雖も、 其 根 を 掘れば 各 異なり。 A  Winter 

Night 杯を讀 むと き は、 Tlie  Deserted  Village に 似た る處 なきに あら ざれ ど、 勿論 思想 上 ： A  3an-s 


a  man  for  a-  that: 杯 は 「ゴ ー ル ドス ミス」 の诀 して 同意せ ざる 點 なるべく、 又 The  Twa  cogs 杯 

に は 「ク ー パ ー」 の 主義と 似た る 場所 往々 あれ ど、 A  Peck  o-  Maut に 至って は、 「ク ー パ ー」 の 眉を蹵 

め顏を 背く ると ころ あらん。 要するに 「バ— ンス」 の 人に 對 する 情 合 は、 前の 二 詩人より 一 歩 を 進めて、 

四海 兄弟 主義と なれる ものな り。 今此 主義 を 山川 界に應 用す るに 當 つて、 其 情 如何にして 現出し 來れ るか。 

之を說 明す るが 「バ ー ン ス」 を 論す るの 本領な り." 

今 便宜の 爲之を 一 一段に 分かち、 ( 一 ) 禽 獸に對 する 情、 (一 一) 死物、 卽ち 花卉 草木に 對 する 情、 と區 別して 

論すべし。 

(一) 禽 獸に對 する 情 は、 敢て 「バ ー ンス」 の 特有に あらす。 r ク— パ ー」 旣に此 傾き を 有せる は、 前 

段に 述べた るが 如く なれ ど 、「バ —ン ス」 に 至り 其 愛情 數步を 進めて 動物 を視 る、 幾ん ど 人間 を視 るが 如し。 

嘗て 耕耘の 際、 野鼠の 巢を 掘り返し たる を 悲しんで、 之を咏 じて 曰く。 

： rm 1;ruly  sorry  man-s  dominion 

Has  .hrolten  Nature-S  social  union,  . 

An-  justifies  tliat  ill  ofsllon. 

Wliicli  makes  tliee  startle,  . 

Al;  me,  thy  poor,  eartll-TI-orn  companion, 

An*  rellow. -mortal. : 

高が 一 匹の 鼠な り。 而も 穀 作に 害 を與 ふる 鼠な り。 今 之 を とらへ て、 君 はわが 同輩な りと 云 ふ。 誰か 其 

新奇なる に 驚か ざらん。 さはれ 生 を 天地の 間に 享 くる 者 は、 蝼 蟻の 微と雖 も、 皆 有情の 衆生な り。 たと ひ 

萬 物の 靈 なりと て、 故な くして 之を戕 ふの 理窟 や は ある。 人間 何者 ぞ。 固 是寵々 たる 虛榮の 塊り。 漫 りに 
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地上に 跋扈して、 これ 我が 所有な りと 叫ぶ。 不遜 も亦甚 し。 情 を 解す るの 男兒 は、 吃备の 血に 指頭 を染む 

る を すら 屑し とせす。 況ゃ 天に 翔り、 地 を 走る の やから を や。 今 詩人 朋友 を 以て 老鼠を 待つ. - 之 を 笑 ふ 者 

は 情 を 解せ ざる ものな り。 叉 詩 を 解せ ざる 者な り。 左の 數 句に 至って は、 盆 解す る 化 はざる ものな り。 

- Why,  ye  tenants  of  tlie  lake. 

For  m ひ your  wat-ty  liauni;  forsake? 

.Tell  me,  fellow  creatures,  wily 

At;  niy  presence  l;lu.ls  ^otl  fly? 

Wliy  disturb  your  social  joys. 

Parent,  filial,  kineJred  lies? 

Common  ftlend  to  you  and  me, 

2.p?^0-w  gifts  to  all  are  free." 

是れ r バ ー ン ス.」 が、 水禽の 己に 驚いて、 拍々 として 飛び去りし を憐ん で、 咏 出せる の 句な り。 膊ゃ鴨 

を 指して fellow  creature と 呼び、 彼等 苟も 世に 生息す る 以上 は、 人 問と 等しく 自然 を樂 しむの 權利 ある 

を說 く。 询に 情に 篤き 人な り。 世の中に は 鴨 を 見て 晚餐を 思 ひ 出す もの あり。 鷄を 眺めて 食指 を 動かす も 

の あり。 甚 しきに 至って は 「ステッキ」 を 振り 廻し、 罪 もな き 飼犬に 手 創 を 負 はせ て 得々 たる 者 あり。 是 

等の 輩 は 啻に 風流の 罪人なる のみなら す 皆 「バ ー ン ス」 の 罪人な り。 見よ や。 無辜の 鬼 を 跛 s こ， したる i 

人の、 如何程 詩人の 心 を 傷めし か を。 

Inliuman  man  ！  curse  on  tliy げ arb-rous  art. 

Ana げ. tasted  t-e  tliy  murder-aiming  eve  ； 


May  newer  pity  sootlu ひ tliee  with  a  sigh. 

Nor ひ V2:.  ； pleasure  glad  ttiy  cmel  iujprt ! : 

「バ —ン ス」 の禽獸 み-愛する 事 此の 如し。 中々 r ク— バ ー」 钚の 及ぶ 所に あらす。 r??: レス、 オリ フ 

アン ト」 は (Iviterary  History  of  Engkind  1790—1825,  Vol. 1, p.  99.) 「バ. I ンス」 の A  winter 

Niwljt と 「ク 1 パ ！■」 の No さ stir  tlie  fire,  and  close  tht;  sJjutters  fast 云々 といへ る 句 を 比 して、 

一 方 は 三冬の 風雲に 戶を閉 ぢ爐を 擁し、 半婉の 茶に 詩^ を 潤さん 事 を S; 亡々。 一 方 は 半^ 怒 風の 星な？^ つて 

叫號 する を聽 き、 惻 然として 戶 外に， ぬ 立す る 家畜 を 忍 ふと 云へ りつ 兩詩 人心 行き S 差、 ^より 此 S 如く 

しからす と 云へ ど- 其 情 合の 淺 深厚^ は、 此 一 點 にても 略 推知す る を 得べ， し。 かく 迄に 勳 物の 心情 を 思 ひ 

遣る は、 英詩 人中 稀に： 兄る 所なる ベ けれど、 決して 「パ ー ンス」 のみに 限らざる は旣 に前抆 に 述べた ろが 

如し。 ^其 非情の 草木 を も、 己と 同一視す るに 至って は 他に 其 例な かるべし。 されば、 

(二) 1. 本の 野菊 を、 鍬の 刃に かけて 斷ち 切りし とき. K く 之 を^み 詩 を 作って 之に 謝して 曰く、」 

"wee,  mod ひ St,  crimson-tip>l:>^{l  ilow-r, 

H^o^-M  inet  me  in  an ひ vil .hour; 

For  I  maun  crush  1:11。  stoure 

Tiiy  slender  stern  ； 

spare  tlaee  now  is  «ast  my  P5W1., 

T-llou  .honnle  geln.: 

是れ 全く 同類に 對す るの 句 調な り。 旣に 鼠み-以て 人間と し、 鴨 を 以て 人 問と し，， 鬼 を 以て 人 問と なして 

^足らす。 1 楚の 野菊た も、 且人問 を 以て 遇せん と 欲す。 典 天 案の 至情、 深く 骨髄に 浸み 渡る に 非 すん ば * 
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«r そ 能く 斯の 如くな らん や。 口に 平等 を說 きながら、 事に 臨んで 高下の 分 を 守る 者 あり。 是れ 瑰餘り あつ 

て、 情 足ら ざれば なり。 此， 「パ ー ン ス」 の 句を讀 まば、 當に愧 死すべし。 但し r バ 1A ス 」 の 情に なほ 

此 にと ，》 まらす。 

.: Ye  t>aiiks  and  t-raes  and  streams  arcssd 

Gtcen  t>e  your  woods,  add  fair  your  aoweTa, 

3?.our  waters  never  dmnilie  ！  * . 

-- Ye  banks  and  braes  o-  t-onnle  Ooob, 

How  0-5  yc  bloom  sae  tresli BMa  fBir  I 

How  can  .ye  chant,  ye  iittle  .birds, 

An_3  I  sae  weary  fu_  o-  care 1 : 

と 云 ふ を 見れば、 玻瑭樹 石に 對 する も、 猶 人に 語る が 如し Q 自然 i+l. 義 一 方より 其 頂點に 達したり とい ふべ 

し。 

以上の 諸^ は、 皆 r バ ー ンス」 S 自然に 對 する 感情 を 示す 者なる が、 今 此諸例 を 取って 吟味す るに， 一 

として 對 話法なら ざる はなし， - 先 づ瑰窟 一遍に 考 ふれば、 人間が 向う へ 廻して、 談論 を 試むべき 者 は、 人 

間 以外に あるべき 苦な し。 獸は 走り 禽は 飛ぶ とも、 固より 之 を 相手に して 語る に 足らす。 況ゃ 花卉 草木 も 

や。 又況ゃ 泉石 煙霞 を や。 今此 非情の もの を捉 へて、 君と 云 ひ 僕と いふ。 是れ旣 に 之 を 待つ に 非情 を 以て 

せざる なり。 之 を 人に 擬 したるな り 0 之に ー圑の 靈氣 を附與 したる^。 自然主義の 極端な り。 元來 俗眼 を 


以て 天地 を Ds^ 渡す とき は、 自然 程 冷淡なる 者 は あらす。 成程 人間に は、 親 殺し も あり。 大 泥棒 も あり。 一 

方より 觀れ ば、 極めて 險吞 なる に 相せ； なけれ ど、 其 代りに は、 善人 も あり。 慈父 も あり。 孝子 も あり。 刎 

頸の 友、 霜 操の 妻 も ある.. へし。 加 之 ：！： 人 にても 全く 德 義心な きもの は、 あらざる べし，」 之に 反して 自然 は 

寸 毫も 情 を 解せ す、 如何程 此方より 愛情 を與 ふる も、 彼より 之に 醜 ゆる 杯と いふ 事 は！ 切なし。 故に 俗語 

にも、 無情 を 形容して 木石の 如しと いへ り。 夫れ 愛 は相對 なり。 A 脈 S 靈氣、 e- を 去って こに 入り， 乙に 

人る もの 又 返って E 'に 人る。 我 起動 者 たれば、 彼 は 反動 者な り。 與 ふる 處 あれば、 必す受 くる 處 ありつ 0 

と 反動と 互に 應 じて、 戀 愛の 念 始めて 深し C 人は此 動と反動と を觯 する 者な り。 故に 俗物 は ロハ 人 を 愛する 

を 知る のみ。 自然 は 動を受 くる 事 を 知る。 去れ ど 之 を 反す 事 を 知らす。 之 を 愛する は 石 を 水に 投じて 手應 

へな きが 如し。 故に 世人 は 自然 を樂 しむ 能 はす。 今 r バ ー ンス」 此手應 へな きの 自然 を 愛し、 寤寐 忘る、 

能 はざる は 何の 故ぞ。 是れ 自然 を 以て 人間に 擬 したれば なり。 人間に 擬 したる にあら す。. 人閒 としか 思 は 

れ ざれば なり。 草木、 泉石、 花. 开、 潮 毛、 彼が 瞳子に 入る # は、 ！！ として 喜 怒 哀樂の 情 を 具せ ざる は あら 

す。 旣に此 情 を 具 ふる 以上 は、 我 之 を 愛すれば、 彼 亦 我 を 愛 ぜん。 我 彼を愁 まば、 彼 亦 我 を 慕 はん。 所謂 

動と反動の 大刖 彼我の 問に 行 はれて、 而も 普通の 人間の 如く" 我 を 戕ひ我 を くるの 憂な し、 觀 じて 茲に 

至れば、 自然界 は猶 人間界の 如し。 徂觀 じて 茲に 至る と、 茲に 至る 能 はざる が 詩人と 常人の 差な り。 感情 

鋭く 想像 深き 事、 r パ ー ンス」 の 如くに して、 始めて 此 境界に 入る を 得るな り。 尤も 「バ ー ンス」 が ffl ひた 

る對 話法 は、 西洋 文人の 慣川手 K にて、 中には 只修辭 上の 方便と して、 山川に 對 して 汝 とか 君と か 二人 稱 

を 用 ふるもの あり。 又た とひ 心中の 深 情が、 文ギの 上に はれて、 此對 話法と なりたる 中に も、 自ら； ij^ 淺 

の區別 ありて、 其 深き 者 は 自然 を 以て 純然たる 一， 個 S 活動力と なし、 全く 己と 同類な りと なせ ど、 淺き者 

は 之 を 愛憐す るに も^せす、 所謂 人生の aualogy ふ- 擄 けて、 之に 及 ほす こと S ^はす。 喩 へば 「バイ 口 ン」 

< 四 七 


一 お八 

の Address  to  ttie  Ocean に、 

： Roll  on,  tliou  deep  and  dark  Iblue  oceas-  II  roll 一 

.Ten  thousand  fleets  sweep  over  thee  in  vain  : . " 

と 云へば 「汝」 と 大洋 を 呼びかけ たるに も關 せす、 第一 一行に 至れば、 明らかに 「汝 I 卽ち 活物と いへ ろ 性 

質を存 せす。 「バ ー ン ス」 の r 汝」 は 之に 異にして， 終始； 輩に 對す るの 「汝」 なり。 此 同輩なる r 汝.. 1 

とい ふ 文字、 全 詩 を 貫く が 故、 自然 は 決して 器械 的の 死物と ならす。 「パ ー ンス」 の^を 以て 之 ふ- 觀れ ば， 

何れも 喜薆の 感情に 支配 せらる-.' が 如く 思 はる、 なり。 旣に 自然 を 以て 內界の 感じ を 有する 者と すれ ぱ、 

之に 對 する S 観念 は营 に客觀 的なる のみなら す、 叉主觀 的な り、 是れ 「バ ー ンス」 の 前截に 異にして 反 

つて 野 113 人に 似た ると ころな り。 5- 野蠻人 は， 自然に 驚き 且之 を懼 る、 者 故、 果て は 之 を 目して 怪力と な 

し. - 亂 神と なすに 過ぎ ざれ ど、 「バ ー. ノス」 は憐 愛の 極、 遂に 天地 山川 を 己と 對等視 する に. 至れる なれば， 

其 問に は 非常の 異 あるが 如く なれ ど、 其の 自然 を 活かす に 於て は 均しく 一  なり。 「ミン 0 ジ ー」 も 詩な り e 

「リリック」 ii5 詩な り。 去れ ど 之 を 混同す る もの は 患な り。 二者の 異同 を審 かにす る 者 は、 叉 能く 「バ ー. 

ン ス」 と野蠻 人の 區別を 知らん。 

「バ ー ンス」 に繼 いで 自然主義 を唱 迫せ る 者 を r ゥォ ー ヅゥォ ー ス」 となす。 「ゥォ ー ヅゥォ ー ス」 の 

自然主義 を 分かって 三と す。 ( ！ ) 詩體の 平易に して 散 |5< に 近き 事. - 0  0 詩 中の 人物 大 If は 下賤の 匹夹 

なる 事。 (三) 自然に 對 する 観念 他の 詩人と 異なる 事。 第 一 第一 一は 自然主義 全體 より 論 すれば、 隨分 要用 

なれ ど兹 に、 所謂 自然 主 凝と は 餘り關 係な く、 且 之を說 くの 時 問なければ. 略しつ.. 只 第三 卽ち 「ゥォ i 

ヅゥォ ー ス」 の 山川に 顯 する 考丈を 槪咯に 述べん とす e 

偖 「ゥォ I ヅゥォ ，ス」 は 如何なる 點 より 自然 を 親 じ、 又 如何なる P 「パ ー ンス 一 と 異なる かとい ふ 


に、 元來 r バ！ ンス」 の 自然に 對 する 感じ は、 前に 返 述べた るが 如く、 單に情 S 一字に 歸着 すれ ど- ゥ.^ 

I ヅゥォ ー ス」 の 方 は、 之と 趣き を 異にして、 其 起 S する 所 を 察する に， 智の作 川に 基づく が 如し。 「パ 

-1- ンス」 の 如く、 山川 を 遇して 己と 對 等なる に 至れば、 自然 主錢も 其に て 頂上なる が 如くに はるれ ど、 

「ゥ ォ！ ヅゥォ ー ス」 は 竿頭 更に 一 歩 を 進めて、 化と 冥 合し 自他 皆ー氣 より 來る 者と 信じたり。 是れ卽 

ち-平素の S ハ 思遐： より 來 りたる 者に て、 寂然と して 天地 を觀 察せる 結 某に 外なら す。 情より 來る者 は r パ 

i ンス」 の 上に W でが たく， 智 より 悟 人す る 者 は 「ゥォ ー グゥォ ー ス」 より 進む ベから す。 自然 主毅 r バ 

1 ン ス」 より 深き 能 はす。 又 r ゥォ ー ヅゥォ ー ス」 より 高き 能 はす，^ 老人 は 「クオ， I ヅゥォ ：ス」 を 愛 讀 

すべ く 血 氣の輩 は 「バ ー ンス」 を 直： ばん。 

「ゥォ II グゥォ 11 ス」 其の  unes  compos ひ d  a  few  mile."  abov ひ Tintettt  Abt-ey,  on  revisititlw 

l:lbe げ arks  of  tlie  Wye  during:  a  tour.  July  13th,  1798  : と い へ る 詩 中に、 わが 山川に 關 する 過去の 經 

II を 述べて 曰く。 き此 所に 遊びし 折 は、 怆も欒 鹿 S 險を 走る に 異ならす、 山 を毺ぇ 谷を涉 りて 鉋く 事 を 知 

らす。 水聲は^^?您3如く、 余 を 驅り。 山 色 は 食 色の 如く、 余 を 襲へ り。 此 時に 當 つて 只 兩眼を 開いて- 眸 

に 映. irsK 色 を觀れ ば、 吾 願 は 足りぬ。 必す しも 無形の 樂 しみ を耍 せす、 耳目以3^3趣味を鮮せざりき。 

然るにへ 「は 全く 之と 異にして，' 山 光 嵐 色 旣に余 をして 扑 舞せ しむる 能 はす。 去れ ど視 聽 一 の樂 しみ 悉く 

^滅し 去る と 同 はに、 幸なる かな 他の 賜を享 けぬ。 卽ち . 

*   ,  And 1 liav ひ fek 

A  presence  that  disturbs  me  witli  tlae  joy 

Of ひ levat ひ d  .tnotlghts  ；  a  sense  sllt-llme 

Oil  sometliing  far  more  <3eei:>ly  intetfFsed, 

一 Is*? 


.WJlose  dwelliog  is  tlie  light  of  settlor  suns. 

And  the  round  ocean  and  til ひ living  air, 

.And  til ひ blue  sky,  and  in  tin ひ mind  or  man  ； 

A  motion  and  a  spirit,  that  impels 

All  thinking  things,  all  objects  of  all  thought. 

And  rolls  thTGUgll  ah  tilings.  了 

是な り。 故に 余 は 今に 至って、 猶林泉 を 愛すと。 然 らば 「ゥォ I ヅ クオ， ス」 の 自然 を 愛する は 山 峙ち雲 

^ふが 爲 にあら す、 水 鳴り 石 響く が爲 にあら すして、 其 2 部に } 種 命名すべからざる； € 尙^ 潔 S 靈氣が、 

1^!! 境充 して、 人間 向 然兩者 S 底に 潜む がべ おのみ。 r バ ー ンス」 は 自然界， M に 活~ お を 認め たりと 雖も、 

M を K くに ：a  spirit:  :a  force" を以てす る；£5^能はす。 山 は 固より 出な り。 水 は S より 水な り。 i^i 

たる^！^を以て、 潺澄 たる^と 混同す る 意な く、 又 之 を 以て 人間と 氣を 同じ、 フ すると 考 へざる なり。 此 一 點 

が兩；5^^<の異なる處にて、 一 は 感情的 直覺 より、 ！ は 哲现的 直 より、 ！^. ハに 自然 を活 勁せ しめたるな り。 

證し 活動 法 (spiritualization) は 自然 主载の 尤も 發 達せな ものながら、 前 一 一 者の 間にて 自ら 深 淺の區 別 

なきに あらす。 夫れ 世に 不平あって 山林に 逃る、 もの は、 不平の 消す る. はが 山 を出づ る >S 時な り" 過去の 

行き掛り (association) にて 自然の 有り難き は、 行き掛りの 滅 したる 時が 有り難 味の なくなる ときな り。 

(「ス コッ ト」 の 如し) 第三に 來る もの は、 自然の 爲に 自然 を 愛す。 自然の 爲に 自然 を 9;- する 者 は、 是非共 

之 を 活動せ しめざる ベから す。 之 を 活動せ しむる に 二方 あり。 一 は r バ ー ン ス」 の 如く 外界の 死物 を 個々 

別々 に 活動せ しめ、 一は 几 百の 死物と 活物 を |ぉ くに 無形の 靈氣 を 以てす。 後 # は 玄の玄 なる もの、 萬 化と 

冥 合し 宇 i 山 を 包含し て餘り あり。 「ゥ ォ— ヅゥォ ー ス」 の. E 然 主毅是 な。。 其の ： 


： A.not;ller  race  liaUi  t-een-  and  otlier  palms  are  won  : 

と 咏ぜる は、 此 境界 を 歌へ るに 過ぎす。 其の 

： To  nie  tlae  ineanest  Aower  tliat  t-lows  caln  glv ひ 

Tlicmghts  tliat  do  often  lie  too  dee で for  tears.: 

といへ る は、 耳目の 外に 深く 感 すると ころ あれば なり。 去らば 此 幽玄なる 思想 を何處 より 得し ぞと云 ふに * 

赤 千の 心 を擄け て 素直に 發 達せし めた るの み。 左の 小 詩を讀 まば 、「 クオ. I ヅゥォ ！ス」 の 心意 は 自ら 明嘹 

なるべし。  - 

： My  liesrrt  leap>s  up-  W.11 ひ n  i げ ひ tiolcl 

>  rainbow  in  ttie  sty  : 

So  was  it  wlien  my  life  began  : 

So  is  it  now  I  am  a  man  ； , 

So げ e  it  whien  I  sliall  grow  old,  - 

Or  let  me  die  ！ 

Tli ひ child  is  father  of  tlie  man  ； 

And  I  could  wisti  my  days  t;。  t-e 

Bound ひ acli  to ひ adi by  natural で lety.: .  . 

「ガ メレ l-」 此詩を 解剖して、 (handbook  of  Poetics,  p.  5  ( 一 ) 自然に 對 する 純 梓の 感情 c  0  0 

^去の 記憶、 及び 感慨より 生す る 希望。 (三) 感. 1 の 結 菜、 卽 ち理？ w 的 約 論、 の 三 となせ り。 分り 易く 

之 を 申せば、 少 1  すの 感は卽 ち 今日の 感 なり。 今日の 感亦 當に老 该の感 なるべし。 故に 小 は 大人の 親な り" 


ョニ 

天 菓の 性情 一 貫して 糨^ より 柁に 及ぶ と！ W ふ 主意な り。 若し 能く 新 心 を 開發 して- 其 « 相 を 看破せば * 

天地 粒と 合して * わが 永劫 不？ g なる を咸 るに 足るべし。 是れ 「ゥォ I ヅゥォ —ス」 が lutimaticms 

of  ImmortaliLy  from  Recollections  of  early  Childliood を 作って， 文壇の^ 觀を なせる 所-.^ なり。 

今一 つ r ハ！ ン ス」 と 「クオ— ヅゥォ —ス」 の 異なる， 點を擧 ぐれば， 此兩 人が 自然に 對 する^ 極と 積極 

の 差な り： 消極と は、 胸裏 不平 G 情、 ひいて. E 然 の接楚 たる 所に 及び、 積極と は、 心中 愉快の 念發 して 天 

地の 瑰麗 なる 點と 結合せ るみ-謂 ふなり。 故に 「バ ー ン ス」 を 読めば、 跌宕沈 ■ にして、 悲慘の 音 多く T ゥ 

す I ゾゥォ ー ス」 を讀 めば、 高遠の 中、 自ら 相 氣の藹 然 たる 者 あり。 是れ 固より 兩 詩人 性質の 差に 根す る 

に 相せ か-なき も、 其 境遇 も 亦 預かって 大にカ ありと いふべ し、 夫れ 「バ ー ンス」 は瞻^ の才 なり。 而 して 天 

下 之 を 知らす。 天下 之 を 知って、 遇すな に 天. iv を 以てする 能 はす。 身分 は 百姓な り。 金 はなし。 空しく 無 

限の 感慨 を 抱いて、 野 店村廬 S 間に 附醉 する のみ" 去れば 其 胸裏に は、 己れ ぼに 贼ぜ られ たりと いふ 感情， 

常に 往來 したる が 如し。 か、 ろ 感情 を 有して、 自然 を 眺めな ば、 天-:^】 の 魔し き 現象 は- 阪 中に- M らで、 眸 

中に 聚 まる 者 は、. 悉く 可憐の 狀況 のみな らん Q 假令韶 光 忽來： & 融の氣 自ら 随 底に 映す る も、 徒らに 此を 143 

身の上に 校べ て、 轉た 不幸の 念み- 增 さしむ るに 過ぎす。 .「 クす ー ヅゥォ —ス」 は 全く 之に 異なり。 其 主観 

とすると ころ は ： Plain  living-  and  high  thinlcing- ： にあり て、 固より 俗界 を，^ 下に 降し たれ， ま、 彼 

の 虛榮を 闘 はす 攣を觀 て、 氣に 障る の 何のと 云 ふ 事な し。 加 之 富める とい ふに あらね ども、 衣食に 事缺く 

程の 貧乏に てもなく、 山林に 逍遙して 自由に， S 然を樂 しむ 位 S 資 tl^ を 有せし 故に、 其 外界に 對 する 觀念も 

從 つて 和風 麗 日に 接する が 如き 心^の せらる 、なり。 一寸 例を擧 ぐれば、 其 野菊 を咏 じたる 句に も、 

If  tio  a  rock  frorn  rains  lie  ny， 

or,  some  t-tight  day  of  Aptil  skv. 


rmpnsoned  by lio け strnstnne  He 

Near  tlae  green  liolly, 

AtuJ  wearily  at:  ieng:tn  sliould  fare  ； 

Jtie  He ひ ds げ. ut: loolc  about,  ^nd  tliere 

Thcni  art  ！  — a  friend  at:  IS-rKJ,  to  scare 

riis;  tnelanctloly.: 

と あり。 之 を r ハ ー ン ス」 の 野菊の 詩と 比較せば、 讀 者ー讀 して わが 首の $1 ならざる を 知らん。 

以上の 談話 を 約言 すれば、 ( I ) 「•  ネ， I ブ」 時代の 詩人 は， 直接に 自然 を 味 ははす。 古文 ネを 弄して せ 、詩 

想 を 養 ひし 事。 (二) 「ゴ— ル ドス ミス」 「クーパ—」 は、 ^1然の爲に自然を愛せしにぁら，さる事0 及び 

「トムソン」 の 自然主義 は、 單 に客觀 的に して， 間々 殺風景の 元素 を 40 む 事.' (三) 「バ— ンス」 は悄ょ 

り、 「ゥォ ー ヅゥォ ー ス」 は智 より、 共に. ほ 然を 活動力に 見立てた る 事。 及び. ほ然 主教 は此 活物 法に 至って、 

其 極に 達する 事 等な り 0 

右の 外 「スコット」 「バイ 口；^」 「シ エレ， I」 _ド つて は 「ラスキ， X」 に 至る 迄- 皆 此；？ ；： 勁に 關係 あれ ど、 

餘 り冗畏 に涉る 故、 今日は 是 にて やめ、 叉 他日 研究の 結 * を御聽 きに 入る、 事 あるべし。  - 


lii 


ts 四 

「トリストラム • シャン 1 ァ II』 

-  11 明治 111 十 年 一一 月 九日、 「江湖 雜誌』 —— 

今 は 昔 十八 世紀の 中頃 英 副に 「口 ー レ  >ス* スタ 1A」 とい ふ 坊主 住めり、 最も 坊主ら しからざる 人物 

にて、 E- 取 も 坊主ら しからぬ 小說を 著し、 其 小說の 御蔭に て、 百 五十 年後の 今日に 至る まで、 文壇の 一隅に 

餘命を 保ち、 文舉史 W 出づる 毎に 一 頁 又は 半 頁. S 勞カを 著者に 與 へたろ は、 作家 「スタ ー ン」 の爲に 祝す 

ベく、 傲 「スタ ー ン」 の爲に 悲しむ べきの 運命な り。 

さはれ r スタ ー ン」 を 「セ ルグ ンテ ス」 に 比して、 世界の t 一大 諧謔 家な りと 云へ る は 「力 I ライル」 な 

り、 二 年の 歳月 を舉 ゆて 其 書 を 座右に 缺 かざりし もの は 「レッシング」 なり、 攝の 機智と 洞察と は 無盡藏 

なりと いへ る は 「ギヨ I テ」 なり？ 生母の 窮 み-顧す して 驢馬の 死屍に 泣きし は 「バイ ロン」 の 謗れる が 如 

く、 滑稽に して 諧謔なら ざる は 「サッ カレ—」 の難ぜ しが 如く  T パ .1 ト ン」 「ラベ レイ」 を 剽 竊 する 事 世 

の 批評家の 認識す るが 如きに せよ、 鬼に 角 四十 六 歳の 額 鈴 を 以て 始めて 文壇に 战幟を 翻して、 在來 の小說 

に 一生面 を 閒 き、 麾 いで 風靡す る 所は英 にて は 「マッケン ヂ—」 の 「マン、 オフ、 フィ— リング」 となり、 

獨こ にて は r ヒ ッ ベ ル」 の r レ 1 ベン ス ロイフ ェ」 となり、 今に 至って 「セ ン チメ ンタ ル」 派の 名 を歷史 

上に 留めた る は、 假令 百世の 大家なら ざる も 亦 一 代の 豪傑なる べし 

滑 侶と して 彼 は 其； f?;^ 敎を 公に せり、 前後 十六 篇、 今收 めて 其 集中に あり， 去れ ども 是は單 に 其 言行 相 背 

馳 して 難 有から ぬ 人物なる 事 を 後世に 傳 ふるの 媒 となる の 外、 出版の 常時 聊か 著者の 懷中 を、 吸め たるに 過 

ぎねば、 固より 彼を傳 ふる 所以に あらす、 怪 癖放縱 にして 病的 神經 質なる 「スタ ー ン」 を 後世に 傳 ふべき 


もの は、 怪！ i 放縱 にして 病的 神經 質なる 「トリストラム. シャン デ ー」 にあり T シ ャ ンデ 1>  程 人 を 馬鹿 

にした る小說 なく， 「シャ ンデ ー」 程 道化た る はなく、 「シャ ンデ ー」 程 人 を 泣かしめ 人 を 笑 はし めんと する 

はなし 

此書は 始め 九卷に 分かちて 天下に 公に せられ， 題して 「トリストラム . シャ ンデ ー」 傳 及び 其 意 《t 一とい 

へり。 去れば 何 人 にても 此九卷 の 主人公 は r シャ ン デ—」 とい ふ 男に て、 卷中 細大の 事皆此 主人公に 顧 係 

ありと 思 ふべ し、 所が 實際 は反對 にて， 主人 r シャ ンデ I」 は 1 人稱 にて、 「余が」 とか 「吾 は」 とか 云 ふ 

にも 係らす、 中々 降誕 出現の 場合に 至らざる のみなら す、 漸く 産した かと 思へば、 話 緒 は 突然 九十 度の 

角度 を 以て 韓损 する 事 一番， 何時 一 m 直線が 地平線に 合する やら， 讀者は 只 鼻の 穴に 繩を 通されて、 意地 惡 

き 牧竟に 引き 溜ら る 、 精の 如く， 野と もい はす 山 とも い はす 追 ひ 立 てらる、 苦し さ に 、 偖 は 「シャ ン デ ー」 

を 以て 此 書の 主人公と 豫 期した る は、 此方の 無念に て 著者の 過り にて はな かりき、 と 思 ひ 返す に 至る ベ し、 

主人公な きの 小說 は、 固より 面白き 道瑰 なし、 但 「サッ カレ ー」 の 「バ ニチ ー フェア I」 計り は、 著者 自 

らの 云へ る 如く、 此 種の 小說に ® すべき も S. なれ ど、 去りと て 「シャン デ ー」 の 如く 亂 暴なる ものに あら 

t 可憐なる 「アミリヤ」 執拗なる 「シャ —プ」 順良 敦朴なる 「ドビン」 より 傲岸 不屈の 老 r ォスバ ー . こ 

に 至る まで， 甲 こ 顯晦の 差別 こそな けれ、 均しく 走 馬 燈 裏の 人物に して、 皆 一 點の紅 火 を 認めて、 此 中心 

を廻轉 する に 過ぎ ざれば， 假令 主人公な きにせよ、 ー卷の 結構 あり、 錯綜 愛 化して 終始 赏迪 せる 脈絡 あり， 

r シャン デ ー.」 は 如何、 單に 主人公な きのみなら す、 又 結構な し、 無始 無 終な り、 尾 か 頭 か 心 元な き 事 海 

風の 如し、 彼 自ら 公言す らく， われ； I： の 爲に之 を 書す るか、 須 らく 之 を 吾等に 問へ、 われ 难を使 ふに あら 

t  われ を 使 ふなり と， 漠談 小話 染に 任せて 描出し 來れ ども、 曆々 相侬 り； .1 後 相 ® す るの 外， 一毫の 伏 

線な く照應 なし、 篇中 二三 主眼の 人物に 至って は、 固より 指摘し がた からす T シャン デ ー」 の 父 は 黃卷堆 
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裏に 起臥して、 また H 、他 を 知らす、 叔父 「トビ—： i  (「リ ー . ハ  >  ト」 の 所謂 親切なる ij^ 汁の 精 分 もて 作り 

された る 「トビ ー」) は 倒 中に 堡寨を 築いて^ なきの 防 戰に餘 念な く， 共 他に は不； ^窓 不！^ なる i|5 「ョ 

リック」 あり、 一瞥 老士宫 を 悩殺せ る孀嫌 「ウッド マ ン」 あり、 皆 是れ卷 中 主要の 人物 なれ ども *  ^等 は 

皆 自家 隨 意の 空 氣 中に 牛； 息して、 些の統 一 なき； *、 . かめ も 越 人と 粲 人が 隣り合せ に 世帶を 持ちた るが 如く、 

厩す る-お 牛 も 相 及ばざる の 勢な り、 嘗て 聞く： y 時 西洋に て 道化 を 職業と して、 大名 豪族の 仰 伽に 屮 r つる も 

の は、 色々 の 小片 を 機ぎ 合 はや) たる &裳を 着けた るが 例な りと か、 「シャ ンデ ー」 は此^3化#の服装にして、 

道化者， 目 身 は 「スタ ー ン」 なるべし 

此 道化者 は 此異樣 S 書き振りる 以て、 電光石火の如く吾人の面目を！^燜しながら， 紐る 意と なって 辯 

5 &て 曰く、  1^ が 数ば 話頭 を轉 じて、 言說 多岐に 渉る は、 諸君の 知る 如く 少しも 不都合な き 事な り、 大英^ 

の 作. にて 潢 道に 入る 事 余の 如く 頻 りなる はなく- 外れた 儘に て 深 入す る 事 余の 如く 遠き はなし、 され ど 

も 家内の 大事 務大 事件 は、 留守中 にても 滯 なく 裁斷 處理し 得る 樣川意 萬 端 調 は. さるな しと、 父 曰く、 余 

の 話頭 は轉じ 易し、 され ども 亦 進み 易しと、 吾人 は 其の 轉じ易 過ぎる に 驚く のみ、 進み 易き に 至って は焉 

んぞ之 を 知らん 

此累々 たる 雜談 S 中に て、 尤も 著明なる は 一 ョ リック」 の 最後 、「ス ラウ ケン ベル ギ ウス」 の 話、 楚な 

る 「ル • フ エグル」 の 逸事、 噴飯すべき 栗の 行衞、 等に て 個々 別 々の も S として 設む時 は、 頗る 興味 多け 

れど、 前 を 望み 後 を 顧て ある 聯铬 を發 St- せんと すれば、 一 然として 自失す るの 外な し。 而も 是れ 作？ 5?:〕. 取 も 

得意の 筆法に して 現に 第 八卷の ある ii の 如き は 冒 一 に大 t- して 曰く、 天下に^ 物 を 書き 始む るの 方法 は澤 

山 あるべ けれども、 吾が 考 にて はわれ 程 巧者の もの はなしと 思 ふ， 啻に 巧者な のみなら す、 又颇 る宗敎 的 

なりと 思 ふ、 何故と 問うて 見； へ , 第 一 句 目 は la^ に 角力に て窨ぎ 下せ ど， 第一 一句 目よ： は 只管 神 を 念じて 


撃の 之く に 任じて 其 他 を 顧 ざれば なりと、 第一 卷ー 一 土 二 霞に 曰く、 われ 出 目に 此篇を W かんと 思 ふ念頻 

りなり、 ^つて ffi き 流す 事 下の 如しと、 下に 出で 來る 事柄 は 大抵 像 想すべき のみ、 か>' る著^!^なれば辆，格 

なる 態度と 眞 面目なる 調+と は、 到底 土むべからざる は 勿； f;.I の 事に て、 現に r スタ ー ン」 自身 を 代表せ る 

篇 中の 人物と 目せられ たる 「ヨリ ック」 を寫し 出す に は， 左の 雷 語 を ffl るたり 

「ョ リック」 時として は其亂 調-十なる 樣子を 以て、 嚴肅を £5 つて 不埒の 癖 物と t- び、 ？ 蹄-磨と は 心の 缺 

點を 隱蔽す る 奇怪なる 身 照の 態 皮な りて ふ、 昔佛の ホ 人 某が 下した る 定毅 を 崇拜し 、願 はく は 金字 を以 

て此 殺を繡 はん 杯 不注意に も 人に 洩らす 事 あり 

旣に眞 Ig 目 を 厭 ふ 以上 は、 泣かざる 可から す， 笑 はざる 可から す、 中庸 避けて 常に 兩端を 叩かざる 可 

か ら. . 

「スタ ー ン」 が 書中に は 笑 ふ 可き 事實に 多し、 其の 尤も 罩簡 なる もの は、 出- バぷ 得べ からざる 事 を； 牛氣な 

顔色に て敍述 する にあり、 例へば 「ョ リック」 の 作れる 說 敎を讀 めと 命ぜられ たる 宽曹 「トリム」 が、 如 

何なる 身 繕 ひして 彼等の 前に 立ちし か T スタ ー ン」 事 もな けに 記して 曰く、 彼 は 體 山上 部 を 少しく^ ガに 

屈して 立てり、 此， W 彼の 姿勢 は 地平面 上に 八十 五 度 半の 角度 を螯 けりと、 敢 て^ふ 半と は M 處ょり 割り S- 

したる 計算なる か 

次に. 11$;": 川の 文字 を 遠慮なく 1! 列して 憚らぬ 事な 力 • 例へば A、  B、  c、  D、  E、  F、  G、  H、  I、  TV 

K、  L、  M、  N、  o、  p、  Q 等の 諸 卿 馬に 騎 して 整列す る を a ると き は 杯い ふが 如く、 何故 A より Q4;! ハ 

字 を 妄りに 書き立てた るか は、 奇を 好む 著者の 外 何人も^ 则し J 巧 さるべ し 

次に 笑 ふとい はんより は、 寧ろ 驚く とい ふ 方 適お なるべき は、 常識の 缺乏 せる 事な り、 「トリストラム • 

シャ ンデ ー」 を 開きて 先づ 一 卷 より、 1 1 卷に 至り 耀 次に 讀 了して 九卷に 至れば、 其 2 に-一 一 枚の.！！ 紙 ある を 


認め 得べ し、 此ニ 枚は卷 * 卷； 1H の餘 白に 非す して， 鼇： S に 第 〇〇篇 と 記せる を 見れば、 明らかに 白紙 を以 

て ー篱と 心得べ しと 云 ふの 意なる べし， 心 を 以て tabula  rasa に 比した る哲擧 者 ある を 聞きぬ、 未だ 白紙 

を 以て ー篇 となせ る小說 i 承 を 聞かす、 之れ 有る は 「スタ ー ン」 に 始まる， 而 して 「スタ ー ン」 に 終らん 

白紙 は猜 可な わ 與に乘 じて 巫 山戲 ると き は、 圊を 引き 線 を晝し て 、 言辭 の 足ら ざ るを說 明す る 事 さへ 辭 

せす 、「人間に して 自. B なる 以上」 はと 「トリム」 大呼して 仗 を 揮 ふ， 其狀 左の 如し 


,「 ！ 卷 より 五卷」 至る まで 吾說 話の 方法 は航 る不規 1- にして 頗る 曲折せ り 第 六卷に 至らば 遂に 直線た る 

を 得べ し 今 其經過 S 有樣を 曲が I にて 示せば 左の 如くなる べし」 と、 圖 あり 之 を揭ぐ 


「ゥ オルタ — ンャ ンデ ー」 の 奇想に 至って は、 眞に讀 者 をして 微笑せ しむべく、 絕 倒せ しむべく、 攝 

案 W 哺を 噴せ しむべし T ゥォ ルタ ー」 は 人の 姓氏 を 以て 吾人の 品性 行爲に 大關係 ある ものと せり、 其說に 

曰く 「ジャック」 と 「チック」 と 「トム」 と は 可 もな し 不可 もな し、 中性な り T アンド リュ」 に 至って は 

代数に 於け る 「マイナス 」 的 性質 を 有す、 0 よりも 不善な り、 「ウイ リア ム」 は 中々 善き 名な り、 「ナ ム ブス」 

は 云 ふに 足らす 、「一一 ック」 は惡 魔な り， -然れ ども あらゆる 名字 中に て 最も 嫌 ふべ く 賤しむべき は T ト リス 

ト ラム. I なりと、 時として は 非常の 權藉 にて、 相手 を 詰問す らく、 古來 「トリストラム」 なる 人に て、 大 

事 を 成した る もの あるか、 有る まじ 、「トリストラム」 に 出 來る笞 がない と T ゥ オルタ I」 又. in 書 を 愛 請す， 

其 妻 懐胎して 蓐 中に 臥す る 時、 頻りに蟲^みたる產學書を^^^考熱ー頃して以て其蘊奧を究め得たりとなす、 

其說に 曰く、 胎内の 小 兒を倒 まにして 足より 先に 引き出す 時 は、 前 腦伋腦 の 爲にー M 迫 せらる、 事な くして、 

後腦 S 方 前腦に il; 捧 せらる/' に 過ぎ ざれば、 危險の 虞な くして 頗る 安全な りと、 是 より 種々 研究の 末、 子 
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を 生む に 最も 大丈夫なる 方法 は 母の 腹部 を 立ち 割る に 在りと 斷定 し， 數週 間色々 屈 托して 考 へたる 後、 或 

日の 午後 遂に 細君に 腹部 切 開の 法 を 物語りけ るに， 無論 贊 成と 思 ひし 産婦 は 見る く 顔色 を變 じて 死^の 

如くな りければ、 殘 念ながら 折角の 手術 も 施す に 山な くして 已 みぬ 

「トビ ー」 の眞 率に して 無智なる に反して ，「ゥ オルタ ー」 の 燭 りして 擧者 めかした る、 亦讀者 をして 厲 

失笑 サ」 しむる に 足る もの あり T ゥ オルタ ー」 の 子 外國に 死して、 其 報 家に 達する や、 「ゥ. オルタ—」 其 弟 

「トビ ー」 を 顧て、 左 も勿體 らしく 說き 出して 曰く、 「是れ 免る 可から ざるの 數 なり、 「マ ゲナ、 力 ー タ」 の 

第 一條な り、 變す 可から ざる 議會の 法な り、 若し 我 子に して 死な ざれば、 其 時 こそ 驚き も すれ、 死したり 

とて 驚く 事 や は ある、 帝王 も 公子 も 死なねば ならぬ が 浮世な り、 死 は 天に 對 して 借 錢を拂 ふに 過ぎす， m 

稅を納 むる に 異ならす、 永久に 我等 を傳ふ 可き 笞 の 墓 碼 さへ、 記念碑 さへ、 此 租税ん， -拂 ひつ、 あり、 此 

錢を 返しつ、 あるで はなき か、 富の 力に e; り、 技術の 力に 因りて 成れる、 世界最大 記念碑 三角 塔 さへ、 頭 

が剝 ゆて 地平線 上に 轉 がるで はなき か、 國も郡 も 都 も 町 も 皆 悉く 進化す ろで はな いか」 進化と いふ：.； ほ を 聞 

きて 叔父 「トビ 1」 は 煙管 を 下に 置きて T ゥ オルタ ー」 を 呼び留めぬ、 「ゥ オルタ ー」 は 直ちに 正？ ii したり、 

「いや 變 化の 意味 ぢゃ變 化と いふ 積り ぢゃ」 「進化で は 通じません 樣で、 少しも 分らん と 思 ひます」 「然 

し此 大切な 處で、 撗 合から 口を入れる 杯 は、 猶々 分らんで はない か， 後生 だから、 賴 むから、 此 肝心の 處 

丈 遣らして 吳れ」 叔父 は 再び 煙管 を啣み ぬ 、「「トロイ」 は何處 にある か、 「シ！ ブス」 「デ ロス」 乃至 は 「パ 

ビ 口 ン」 「-1 ネヴ ェ」、 太陽の 照らす 處で 最も 美し かりし 國は皆 亡びて、 殘るは 空しき 名のみ ではない か、 

其 名 t.l さへ 樣々 に 綴り 損ねて、 遂に 忘れられる であら- フ， 聞け や 一. トビ ー」、 世界 其 物 も 遂に は破壞 する 事 

あらん、 われ 亞細亞 より 歸る £^  、「レ ダナ」 より 海に 航 して 「メガラ」 へ 渡る 時、 (いつ 左樣な 事が 有った か 

と、 「トビ ー」 は竊 かに 不審な り、) 眦を 決して ！^圍 の 地 を たるに、 「レ NK ナ」 は 後に 在り、 「メガラ」 は 前に 


あり、 一： ビ レウス」 と 「コ リンス」 は 左右に あり、 繁榮無 雙と稱 せられた る 通 邑大都 は、 落寞 として 往時の 

光景 をお せす、 鳴 呼 嗚呼 か 、 る 壯嚴の もの すら、 土中に 埋没して 眼前に 潢 はるを、 一 人の子に 先立 たれた 

りと て、 何條 我心 を亂 すべき、 汝も 男なら す や、 男な りと 獨 り 己に 語りた ろ 事 さへ ありき」 質 直なる 「ト 

ビ— J は、 此 感慨 は 全く 「ゥォ ルタ ー」 自身の 感慨に て、 昔 r サ ルビ シァ ス」 が 「タリ ー」 を 慰む る爲に 

書け る 手紙 を喑 誦して 居る 事と は、 夢にも 知らねば、 やがて 煙管の 先にて、 「ゥ オルタ ー」 の 手 を 突っきな 

がら へり、 「全 體 それ は 何時頃の 話で、 千 七 百 何年 頃で」 「千 七 百 何年で もない」 「そんな 事が 有る もの 

です か」 「ヱ、 分らぬ 奴 だ 紀元前 四十 年の 事 だ」 

r ゥォ ルタ ー」 は 所謂 「ベ ーコ ン」 の擧 者に して 愚物 (Learned  ignorance) なる もの T トビ ー」 は卽 

ち 「グ レ—」 の 所謂 無智に して 幸福なら ば、 賢な らんと 欲する は Bg6 なり (where  ignorance  is  bliss, 、ヽ 

Tis  folly  to  .be  wise) と 云 へ るに 鹿 幾 からん か 

去れ ども 此 順良なる 無邪氣 なろ 「トビ—」 すら 一度 「スタ ー ン」 S 筆に 上れば、 一癖 持たねば 湾まぬ 事 

と 見えて、 此人 日夕 身 を 築城 學の 研究に 委ねて、 中々 其 道の 達人と ぞ 聞こえし、 「マ ル タス」 は 更なり T ガ 

リ レオ」 より 「ト リセ リアス」 に 至る まで、 一 として 通曉 せざる はなく、 精密なる 彈道は 抛物線に あら ざ 

れば雙 曲線なる 事、 截 錐の 第三 比例 數の彈 道 距離に 對 する 比例 は、 投射角 を 倍した る 角度の 正弦と 全線と 

の 比例の 如しと いふ 事 杯、 皆 彼が 研鑽 究明し 得た るの 結 菜な りと ぞ、 诸も此 男の 科 學的忍 想 は T ゥ オルタ 

1」 の 哲舉的 観念と 相反 映して、 何れ 劣らぬ 擧 者なる こそ 賴も しけれ、 「ゥ オルタ ー」 の 時 問 を 論す る條に 

曰く、 時 は 無限の 中に あり、 無限 を 解 せんに は 時 を 解せ ざる 可から す、 時 を 解 せんに は 沈思 默 坐して 満足 

なる 結果 を 得る 迄、 吾人が 間に 對 して 如何なる 觀念を 有する か、 と 究明せ ざる 可から すと- 此弟 にして 

此兄 あり 雙絕 とい ふべ し 

I 六 I 


il 

「スタ I ン」 の譜謔 は往々 野卑に 流れて 上品なら ざる 事 あり、 失の 「フユ ー テト リアス」 と 栗の 話の 如 

き は： H: 好例な りと す、 「或學 者の 一 群 何事 か ありて 一 堂に 會食 しける 折、 如何なる 機會 にや、 卓上に 盛りた 

I  I  f ぼん 

る燒 栗の 1 個、 忽然 ころくと 轉 ゆて、 眞倒 ざまに 「フ ュ ー テト リアス」 の洋 袴の 穴に 躍り込みぬ、 此穴 

は 「ジ ヨンソン」 の 英字 典 を 何返搜 しても 3- 出 だし 得べ からざる 穴に て、 上等 社會に 在って は、 一 般の習 

惯 として、 「ジェ ー ナス」 の 神 扉の 如く、 少なくとも 平時 は 開放 厳禁の 場所な りき、 然る 處 最初 S.  二十 秒 程 

は、 此落栗 微溫を 先生の 辰 部に 與 へて、 彼が 愉快なる 注意 を此 所に 引く に 止まりし が、 漸々 熱度 增 進して、 

數 秒の 後に は旣に 普通 一般の 樂 しき 心地 を 通過し- て は 非常なる 勢 を 以て、 猛烈なる 熱 氣と變 化し けれ 

ば、 先生の 愉快 は 俄然と して 劇 性の 苦痛と なり 了ん ぬ、 此時 「フユ— テト リアス」 の 精神 は、 彼の 思想、 

彼の 觀念、 彼の 注せい 3 力、 判斷 力、 想像力、 沈考 力、 決行 力、 推现 力と 共に、 一 度に 體の 上部 を 去って、 局 

部の 急に 赴きければ、 彼の 腦中 は、 空しき 事 我が 財錢に 異ならす」 此滑糟 は 野卑 なれ ども 無邪氣 にして 頗 - 

る 面白し、 假令舉 校の 敎科 書と して は 不適 當 なる も、 膝 栗毛 七變人 杯より は 反って 設 みよき 心地す、 蓋し 

「スタ —ン」 第 中， に 在って 譜 請の 佳なる もの か、 英語を鮮するの讀^1§之を取って、 下に 掲 ぐる 駄； =e 落と 比 

較 せば、 優劣 自ら 判然た らん 、「愛と いふ 情 を いろは 順で 拉べ たら 斯う も 有らう か」 

Ag.itatlng., 

wewitclllng. 

Confounded, 

Devilistt  affairs  oi lite  ；  I  tne  rnost; 

wxtravagant, 

p-utilitous. 


Galigaskinis ザ, 

wandy-dandyisll, 

Iranciindulotis, 

(there  is  no  to  it)  and 

:Lytical  of  all  human  passions  :  at  the  same  lime  the  mos け 

Misgiving, 

Ninnyliammeiing, 

c.hsti;patin ぬ， 

Pragmatical, 

R.ldlculous 

是を 見て 面白し と感 する 人 も あるべ し、 我 は 唯 其勞な 謝して 已 みなん 

以上 は 「スタ ー ン」 の 諧謔 的 側面な り、 善く 笑 ふ もの は 善く 泣く、 「スタ ー ン」 豈淚 なからん や 、「トリ ス 

ト ラム . シャ ンデ ー」 を 讀んで 第一 に 驚く は、 淚と云 ふ 字の 夥多なる にあり 、「尊むべき 悅 喜の淚 は、 叔父 

「トビ！」 の兩 眼に 溢れぬ」 とい ひ 「淚は 彼の 兩頰 を傳 はりぬ」 とい ひ、 「涕 淚谤坨 たり」 とい ひ T 淚 ■?々 

として 拭 ふに 暇 あらす」 とい ひ、 閲 して 數葉を 終らざる に、 義理に も 泣かねば ならぬ 心地と なるべし、 而 

して 其 最も 泣かざる 可から ざる 所 は、 九 卷の中 一 一三 ケ所程 あるべく、 夫の 「トビ ー」 の舊友 「ル . フ ェヴ 

ル」 の 死を寫 せる 一 段の 如き は、 種々 の文舉 書に 引 用せられ、 頗る 有名なる ものな り、 され ども 余が t 奴 も 

感じた る は 、「ョ リック」 法 印 遷化の 段な り、 此偕 病んで 將に 死なん とする 時、 其 友人に 「ュ ー ジ 二 ァ ス」 

一 さ-一 
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なる^ ありて、 訣別の 爲 とて 訪ひ來 る、 ^々よ j J 挨拶な ど ありた る 後、 病 僭 は 左の 手に て 漸くに， si 被 

れる 頭巾 を脫 ぎ、 願 はく は 愚懵の 頭に 御 E  ,  :•, ： ：れ よと 云 ふ、 何事の 候ぞ、 別段 變 りたる 檨子も 無き に 

と 答 ふるに、 否 とよ、 愚僧の 頭 は. M みて 候、 最早 物の 役に. N つべ しと もハ はじ 候 は す 卑怯なる …… 等 は、 喑 

に乘 じて 手痛く も 愚僧 を 打ち 据ゑ、 御覽の 通り 此頭を 曲け 候、 新くなる 上 は假令 天より 大僧正の 冠が、 霰 

の 如く 繁く 降る とも、 到底 某の 頭に 合 ふ もの は 一 つも 有 之 間 敷と 存 候と、 嘆息の 言 さへ 今 は 聞き取れぬ 位 

なり、 あはれ 無邪氣 なる r ョ リック」 よ、 汝が 茶番的なる 末期の 述懷 は、 吾が 汝に對 する 愛憐の 情 をして、 

1 瞬の 間に 無量なら しめぬ、 吾 汝が言 を 聞いて 微笑せ り、 され ども わが 微笑せ る は、 汝の爲 に 萬 斛の淚 を 

笑 後に 濺 がんが 爲 なり T ョ リック」 は 今 頭 を 傷 けらる ， なく、 靜か に 其 墓 中に 長 眠す るな らん 、「 ュ 1 

ジ ユア ス」 が 彼の 爲に 建てた る 粗末なる 白大 if 石の 碑 面に は、 「鳴 呼憐む 可き 「ヨリ ッ ク」」 の 數字を 刻せ る 

のみと 云 ふ 

「スタ ー、 ン」 「ョ リック」 の 死を敍 する 時、 異樣の 筆法 を 用ゐて 曰く  T 天命 は 忽ちに して 復 去りぬ、. 靄 

は來 りぬ、 脈 は 鼓 励し ぬ、 止まりぬ、 叉 始まりぬ、 激しぬ、 再び 止まりぬ、 動きぬ、 後 は？ 窨く まじ」 か 

かる 筆法 は 時々 「• デッキ ン ス」 に 於て 之 を 3- る、 好 惡は讀 者に 一 任す るの 外な し、 (文 體の事 は 兹には 論ぜ 

ざる 積り なれ ど 序 なれば 一 言す) 

r スタ ー ン」 の神經 質なる は 前に 述べた る 批評に て 大槪は 言ひ盡 くした る 積り なれ ど、 猶 一例 を擧 けて 

其 局 を 結び、 夫より 其 文章に 就いて 一 言すべし 

「トビ ー」 一 日、 食卓に 着き、 晩餐の 箸 を 下さん とせる 時、 何處 より 飛び 來 りて か、 一 匹の 蠅は 無遠慮 

にも、 老 士官の 鼻 頭に 留まりぬ、 逐 へば 去りぬ、 去る かと 思へば 叉來 りぬ、 紙の 如き 兩翼を 鳴らして、 ぶ 

ん ぶん 鼻の 端 を 飛び 廻りて 1 煩 はしき 事 云 はん 方なければ、 流石の 「トビ ー」 も 面倒と 思 ひけん、 大手 を 


廣 けて 此小 動物 を 掌中に 摟し 去る よと 見えし が、 殺し もやら す 徐ろに 窓 を 開き、 懇ろに 因果 を 含めて 放ち 

遣る、 辭に 曰く、 須 らく 去れ、 吾 敢て爾 を 殺さ じ、 爾が 頭上の 一 髮だ も慯け じ、 去れ や 可憐の 小 魔、 吾焉 

んぞ爾 を 殺さん、 蒼天黃 土爾と 我と を容れ て餘り ありと、 放 たれた る蠅は 感泣 再生の 恩 を 謝して 去りし や 

否 や を 知らす、 老いたり と雖も 軍籍に 列す る 身 を もちながら、 一 匹の 蠅を 傷く る だに 忍び 得ざる 「トビ ー」 

を 描出した る 「スタ ー ン」 の 心情 こそ、 冷然と して 其 母の 困苦 を傍觀 したる 心と も 見えね、 「チス レリ—」 

が 作家に 二 生 ありと 云へ る は 去る 事ながら、 蠅を 愛して 母に 及ばざる 此 坊主の 腦髓 ほど、 病的 神經 質なる 

は あら じ  .  . . 

「スタ ー ン」 の 文體に 就いては- 諸家の 見る 所必 すし も 同じから す 、「マッソン」 は 彼が 豐腴 なる 想像 を 

稱 して、 其 文 體に說 き 及 ほして 曰く、 彼の 文阜は 精確に して 洗練なる のみなら す、 嫺稚 優美 楚々 人 を 動か 

す、 珠玉の 光 祭と して 人目 を 奪 ふが 如しと， 「トレ ー ル」 の 意見 は 之と 異にして、 「スタ 1- ン」 は 唯 好んで 奇 

を 街 ひ怪を 好む に 過ぎ. ず、 文體 とい ふ字赣 を 如何に 鮮釋 すると も、 彼 は 自家の 文體を 有する 者に あらす と 

いへ り、 此 二人の 批評 は 相反す るが 如く なれ ども、 に 肯綮 を 得た る ものに て、 實際 「スタ —ン」 の 文 寧 

は錯雜 なると 同時に 明快に、 怪 癖なる と共に 流麗な り、 罩に 一 句 を 以て 一 頁を塡 める かと 思へば、 一 行の 

中に 數句を 排列し、 時として は强 ひて 人 を 動かさん と 力め、 時として は 又餘り 無頓着に 書き流す、 今 其 長 

句法の 一例 を 左に 譯出 すべし、 意義 若し 明嘹 なら すん ば是れ r スタ— ン」 の 罪な り譯 者の 咎 にあら すと 思 

ひ 玉へ、 「察する 所 此女は 四十 七 歳の 時 四 人の 小 兒を殘 して 其 夫に 先立 たれて 不幸の 境遇に 陷り しものと 見 

ゆ れど 固より 賤 しか ら ぬ 風^と 沈着な る 態度 を 具 へ た る 上 己が 身の 貧しき 故且 は 其-貧し きに 伴 ひて 萬控へ 

勝ちなる 故 村 內の者 は 誰と て 情み の 心 を 起さ ゾ る はなき が 中に も 旦那 寺の 細君 は 殊の外の J^M 貭 にて 幸ひ此 

界隈 六 七 里の 間に は …… 口で こそ 六 七 里其實 雨が 降って 道の 惡ぃ時 や 殊に は 闇の 夜で 先が 见 えぬ 時 杯 は 十 
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四 五 里 に も 相 當 す る が よ り 近 く に は 產 婆 と 云 ふ も の は 一 人 も お ら ね ば 詰 り 此 村 に は 產婆 は 來 ら ぬ と 申 し 

て も 差 支へ なき 程の 不便 を 擅 家の 者 共 は 數年來 感じつ 、ありし 折 柄 なれば 此 女に 產婆學 3 一  端で も 稽古 さ 

せて 村 中に 開業せ しめな ば 當人は 無論の 事 村 の^も 嘸 都合 善から んと考 へ ぬ」 叉 短句 法の 例 は 下の 如し、 

「父 は 椅子 を搔ぃ 遣りぬ、 立ちぬ， m 子 を 被りぬ、 戶の 方に 進む 事 四 歩な り、 戶を 開く、 再び 戶を 閉づ、 

蝶鉸の 毀れ たる を 顧す、 席に 復 せり 云々」 ー篇の 文章 も、 時として は 左まで 長から ぬ單 句に て 成る 事 あり、 

例 下の 如し、 「吾 父獨 語して 曰く、 恩給 や 丘 ハ士の 事 を 彼是 云 ふべき 場合で あるか」 前 もな し 後 もな し、 n ハ此 

一 句 則ち 一 篇を 組織す、 時として は 妄りに 擬人法 を ffl ゐて 厭味 多き 事 あり、 例へば r 靜肅は 無 聲を隨 へて 

. 幽齋の 中に 入り 來り、 徐ろに 彼等の 上衣 を脫 して， 「トビ ー」 の 頭を蔽 ひ、 無用心 は 優柔 無頓着なる 顔色に 

て、 其 傍に 坐せ り」 と 云 ひ 或は 「日に 焦け たる 勞 働の 娘 は 群 中より 出で て 余を迎 へたり」 と 云 ふが 如し、 

斯樣な 書き方 は、 韻文 にても 妄りに 使 ふべ からざる 者に て、 現に 「カメ ル」 が 

Hop ひ- is  a  season  .hade  tlie  world  farewell. 

And  jurcedom  shrieked  as  I-iosciusko  fell! : 

と 云へ る 句の 如き は、 大に評 家の 嘲笑 を SA へりと さへ 聞く、 人はK^もぁれ余は是等の文字を以て甚だ厭味 

ある ものと 考 ふるな り、 

「スタ —ン」 の 敍事は 多く 簡潔に して 冗漫なら す、 去れ ども 一 度此 法度 を 破る とき は、 梶々 敍し來 つて 

其 織 細なる 事、 殆ど 驚く ベ し、 「トリ ス トラ ム」 出産の 常時、 婦人科 專 門の 醫^  r ス 口 ップ」 と 云 へ るが、 

醫療 器械の 助を藉 りて 生 兒を胎 W より 引き出し たる 爲、 彼の 鼻 は無殘 にも 壓し 潰されて、 扁平なる 事鍋燒 

きの 菓子に 似たり と、 聞く や 否や、 父 「シャン デ ー」 は 悲哀の 念に 堪 へす、 倉皇 己が 居 (至に 走り 人り て、 

. ^哭 したる 時、 彼の 態度 は 如何に 綿密なる 筆 を 以て し 出 だされた るか を 見よ、 「床上に 臥した る 吾 父 は、 


右手の 掌 を 以て 其 額 及び 眼の 大方 を蔽 ひながら、 肱の 弛む に 任せて 漸々 其 顔 を 低れ て 鼻の 端 流 園に 達する 

に 至りて 已 みぬ、 左手 は 臥床の 側に 力なく ぶら下がり、 戶 帳の 陰より 少しく 見 はれた る 便器の 上に：^ り、 

左足 を 彎曲して 體の 上部に 着け、 右足の 半分 を 寢臺. S 上より 垂れて 其 <w にて 脛骨 を 傷け ながら、 毫も 痛 を 

感ぜざる ものの 如く. 彫りつ けたらん が 如き 悲しみ は 彼が 顔面より 溢れ出 でん 許りな り、 嘆息 を 洩らす 事 

1 囘、 胸 廓の 昂進す る もの 数た び、 然れ ども 一 言な し」 

「スタ ー ン」 の 竊を 事と せる は 諸家 定論 あり、 ， J  > には說 くべ き 必要 もな く、 又 必要 ありと も 参考の 

甞籍 なければ 略しぬ、 只 其 笑 ふ 可く 泣く 可く 奇妙なる 「シャン デ—」 傳と 其文举 に 就いて；^ 評 を 試む る 事 

斯 S 如し . 

「スタ ー ノ」 死して 墓 木 巳に 拱す、 百 五十 年の 後日 本人 某なる 者 あり 其 著作 を 批評して、 物數奇 にも 之 

を 読書 社 會に轺 介したり と 聞かば 彼 は 泣く べき か 將た笑 ふ 可き か、 (明治 一 一 一十 年 一 一 月 九 日 稿) 


I 六 七 


二八 八 

英國の 文人と 新聞 雜誌 

i 明治 三十 二 年 四月、 r ホト 、ギ ス』 I . 

文人 詩人 の 資格 を 具へ て 居っても 眼 丁字な しと 云 ふ 樣な者 は 詩想 を 表彰す る， 事が 出來 ぬか ら： i 外で あ る。 

文章 を 緩り 句 を 成す 力量が あ つ て も 陶淵明 や 寒 山 拾得の 樣な人 々 は. & 分の 作 を 天下 後世に 傳 へ た いと 云 ふ 

考 がない から 是も 特別で ある。 然し 一 般 に文舉 者と 呼ばれ 又 自ら 文舉 者と 名乘る 者は獨 りで 述作 をして 獨 

りで 樂 しんで 居る 樣な者 は 極めて 鮮ぃ。 況ゃ 文を寶 つて 口 を 糊 するとい ふ 場合に 至れば 必す何 かの 手段 を 

以 て 世 の 人 に 自作 を 紹介 しょうと 企てる。 新聞 雜誌 は 此 紹介 物と して 颇る 便利な も S であるから そこで 文 

人と 新聞 雜 誌との 關 係が 生じて くる。 此關 係を不 秩序ながら 少し 述べ ようと 思 ふ。 

英國で 新聞の 起源 は 何時かと 云 ふと 今 を 去る 事 幾ん ど 三百 年 卽ち西 15 一  六 一 一一 一年に 「ナサ 二 ヱ ル.、 ハツ 

タ ー」 と 云 ふ 男が 週報と でも 譯 すべき 一 種の 新聞に 似た もの を 發刊し 始めた のが 元祖に なって 居る。 元來 

英國の 貴族 は 倫攻に 邸宅 を 構へ て は 居る が 一 年中 此紅 塵界 裏に 起臥す る もので は 無い。 三百 六十 五日の 中 

で 三分の 一 位 を 都で 暮らし 殘る 三分の 一 一は 皆田舍 へ引拂 つて 仕舞 ふ。 偖 田舍へ 行けば 眼 先が 變 るので 色々 

面白い 事 も あるが 矢張り 今頃 都で は 何ん な 事が ある-たらう 位 は 思 ひ 出し もす るし 又 知り 度 くもなって くる。 

そこで 此 等の 人々 は 皆 抱 へ の 通信^ を 倫敦に 置いて 珍事 異聞 は 勿論 社會萬 端の m 來事を 一 週に 一 囘 宛田舍 

へ あてて 報道せ しめた ものである。 固より 通信 者 中に は 上手 も 下手 も 流行 る の も 流行 ら ぬの もあった らし 

い。 處で 前に 述べた 「バ ッタ ー」 と 云 ふ 男は此 道に かけて 餘程 巧者な 者と 見えて 諸々 方々 の 注文 を 引き 受 

けて 到 is 一  人で は 手が 棒になる 程 働いても 間に合 はない と 云 ふ揚 合に なった。 兹に 於て 先生 一 計 を 案じて 


自分の 一週間 内に 纏めた 材料 を 印刷に 附 して 毎週 依賴 者に 發送 する 事に した。 是が卽 ち 週報で ある。 

是が發 端で 夫から 漸々 盛大に なって 卄七 世紀の 終りに は 五六 種 以上の 新聞が 出來 るし 又 「レスト レン 

ジ」 以後 は 紙面の 體裁も 完備して 大に發 達 をした と 云 ふ樣な もの、 r ミ ルト ン」 や 「ドライデン」 が 投書 

家で あつたと 云 ふ 事寳の 外に 別段 取 立てて 云 ふ 程の 事 も 無い。 少なくとも 文學 上に 是と云 ふ 功績 も 見えな 

かった。 處 が女皇 「アン」 の 時代に 至って 彼の 有名な 「タ トラ ー」 と 「スぺ クテ— ト—」 が 前後 踵 を 接い 

で 見 はれた。 此は 純然たる 文擧雜 誌で あるが 惜しい 事に 長持ちが しなかった。 「タ トラ ー」 は 一 七 〇 九 年 

から 一 一年 迄續 いたが 「ス ぺクテ ー ト ー」 の 方 は 一 一年から  一二 年で 終り を告 けた。 此ニ雜 誌を發 行した 

もの は 誰も 知って 居る r ァ * チソ ン」 と 「スチ ー ル」 である。 尤も 「タ トラ ー」 の 中には r スヰ フト」 や 其 

他の 人が 手 傅った 號も あると 云ふ說 であるが 鬼に 角此ー 一人が 發起 人で 又 主なる 執维. 荠 であった。 偖 其 中に 

は 何ん な 事が 書いて あるかと 云 ふと 是は當 時の 人情 風俗 を淸新 流暢な 文體で 諷刺 的 又は 批評 的に 敍述 した 

ものである" 夫 故に 今から 見る と 其 時代の 倶樂 部の 有樣ゃ 下世話の 模様が 歴々 と 目に 覩る 如く 面白く 分る- 

例へば 英國の 習慣に 四月 一 日 を 皆が 馬鹿になる R として ある。 卽ち此 日に は 互々 に 人 を瞞し 合うて 面白が 

る。 何 所 其 所に 化物が 居る から 觀て來 いと 云 はれて 注って 見る と 何もなかったり 又は 八 百 星へ 行って 觸を 

買って 來 いと 云 ふか ら買 ひに 行く と 謝られたり 色々 な 滑稽 を演す る。、 其 中 に斯樣 に 人 を 欺 し たり 女子供 を 

馬鹿に し て 得意が る 連中が 出來 てく る。 己 は此五 年間 に 百 柯 人 を 馬鹿 にした 杯と 云つ て 自慢す る樣な 者の 

事-か 「ス ぺクテ ー ト—」 を 見る と is 白く 書いて ある。 面白く 書いて ある 中に 訓戒の 微意が 見える。 卽ち 「ァ 

ノア ソン」 や 「スチ ー ル」 は是を 以て 幾分 か 世 道 人心に 裨益 せんとの 考 があった ので ある。 夫から 今一 つ は 

此 時代の 文擧 趣味 は發 達して 居らなかった ので 或は 發 達して 居っても 現今と は 大に經 過 を 異にして 居った 

ので あるが 「ァ. チ ソン」 は 可成 此 嗜好 を 正路 (彼の 所謂) に 引き入れん と 企てた。 現今で は 詩聖と して 崇 
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拜 して 居る 沙翁を 「ライマ ー」 と 云ふ當 時の 批評家 は 犬 の^える が 如く 馬の 断く に 似たり と 云った 位で あ 

る。 今で こそ 布 鼓 を 持して 雷 門に 向 ふの 觀が あるが 此 時代の 批評眼 は 總て佛 蘭 西 を 手本と したので 實際沙 

翁 も 「ミ ルト ン」 も 空前. 絶後の 大 詩人と して 社會 一 般 から 今日の 如く 許されて 居らなかった。 處が 「アデ 

ソン」 は 啻に 通俗な 文 體を用 ひて 一 生面 を 開いた のみでない 斯の 如き 文壇の 批評に 對 しても 多少 時流と 其 

撰 を 異にして 居った。 「ス ぺクテ —ト ー」 の 中で 沙 翁と 「ミ ル ト ン」 に關 した 論文が 十篇 ばかり あるが 皆此 

一 一人 を賞贊 した ものである。 就中 「ミルトン」 の 失 樂圓を 辯 護して 立派な 敍事詩 だと 云 ひ 張った の は 「ァ 

，、チ ソン」 の 手柄で ある。 幾分 か 十八 世紀の 習氣 を擺脫 しなかった かも 知れぬ が先づ 今世紀の 批評眼に 近づ 

いて 居った もの は此 男で ある。 以上 述べた 譯で 「ス ぺクテ ー ト ー」 は 今でも 斷 えす 英國で 出版す る。 決し 

て 普通の 新聞 雜誌 の樣に 一 時限り の ものと して は 取扱 はない。 

後世に 斯の 如き 影響の ある r ス ぺクテ ー ト ー」 が當 時には どうであった かとい ふと 矢張り 非常な 人氣で 

俭敦 の 市民 は雜誌 の 到着 を 待ち兼ねて 讚む のを樂 しみに した 位で ある。 何故 左樣 であるかと いふと 二つの 

原 rar か ある。 從來の 新聞 雜誌は 政治的で 毫も 文學 上の 趣味が 無かった のと 此に 類す る 小 說と云 ふ ものが 

未だ 行 はれて 居らなかった 所へ 突然 時好に 投じた からで ある。 r リ チヤ ー ドソ ン」 が r パ ミラ」 を 著した 

の は 十五 六 年後の 事で ある。 r ス モレット」 は 未だ 生れて 居らない し 「フィ ー ル- チン グ」 は 五六 歳の 童兒 

である。 「デフ ォ—」 は 居った けれども 一 七 一 九 年に 「ロビンソン-クル ー ソ—」 を 書いた 迄 は 政治 上の 

著述の み をして 居った から 此 時に 出版に なって 居った もの は 「スヰ フト」 の 「テ ー ル、 オフ、 ァ、 タツ ブ」 

位の ものである。 然も 是は 別種に 屬 すべき 性質の ものである。 其 所で 「ス ぺクテ ー ト ー」 が 幅 を 利かした 

の も 無理 はない。 然し 一 一三 年で 廢刊 して 仕舞って 其相續 者が 容易に 見 はれ ^ かった の は 矢張り 時勢よりも 

進歩し 過ぎて 居った に 違 ひない と 「ゴ ス」 杯 は 評して 居る。 


此外當 時の 文舉 者で 新聞 事業に 從 事した もの は隨分 ある。 現に 「フィ ー ル ダン グ」 は 「ツル—、 ペトリ 

ォ ッ ト」 と 云 ふ 新聞 を發 行して 居った C 「ス モレット」 は 「ブリ トン」 の 主筆であった。 「ジ ヨン ソ ン」 

でさ へ 議會の 傍 聽錄を 書いた と 云 ふ 話が ある。 尤も 此 時分 は每日 議會へ 傍聽に 出掛けて 行って 翌日 之 を 紙 

上 に 掲載す る樣な 簡便 法 は 無 か つたので どうす ると 云 ふと 閉會 後に な つ てから 善い 加減に 胡 亂な辯 論 を 繋 

ぎ 合 はせ て 漠然たる 報道 をな すに 極まって 居った。 處が 「ゼン トル マンス、 マガ ジ ー ン」 を發 行した 「ケ 

1 ヴ」 と 云 ふ 男が 工夫 をして 一 改良 を 企てた。 其 趣向 はと 云 ふと 開會 中に 一 三 一の 社員 を 院內に 忍び込ませ 

る。 一 生 懸命に 演說 を傍聽 する。 散會後 近所の 酒屋で 一 ロ飮み 乍ら 聽 いた 事 を 文 a. に 綴って 草稿 を 作る。 

せハ 草稿 を 心得の ある 人が 改寬 をして 新聞に 揭載 をす ると 云 ふ 手 害に した。 「ジョ ンソ ン」 は 「ケ ー ヴ」 の 

爲に此 心得の ある 人と して 生 铺られ たので ある。 そこで 先生 は 多年の 間 草稿 を 受取って は 汚 苦しい 天井裏 

に 潛んで 傍 聽錄を 訂正した。 「ジ ヨン ソ ン」 とも あるべき ものが 斯樣な 下らぬ 事で 糊口し なければ 立ち行 

かんと 云 ふ は 情ない 話で あるが 情ない 中に も 愉快な 事が あつたので 「ジョ ンソ ン」 は 人 も 知る 如く 頑固な 

「トリ ー」 派の 一 人で ある。 此 頑固な 先生が 議院の 喧嘩 を 自由自在に 書かう と 云 ふの だから 面白い。 先生 

は 何時でも 「トリ ー」 が 勝って 「ホイ ッグ」 が 負けた 樣に 作り 替へ たさう である。 先 づ斯の 如く 大分 文人 

も 新聞に 從事 はした が此は 文人の 資格で 從 事した ので はなく 云 はば 筆で 世渡り をす る 爲に文 擧に綠 のない 

事 をして 暮らして 居った と 云っても 差 支 へない。 

其から 五 卜 年 許り は 別段の 事 もない が 降って 一七 六 九 年 一月 二 トー 日に 一種の 怪物が 突如と して 「パブ 

リック、 アド ヴァ ー タイ ザ ー」 の 紙上に 現 はれた。 此 怪物 は 自ら 「ジュ 二 ァス」 と名乘 つて 居る が 其正體 

は 誰も 突き 留めた 者がない。 只 毎 紙上に 出現して は當 時の 名門 要路の 者 共 を 誰彼の 容赦な く 片端から 攻 

擎 する のみで ある。 其 攻擊の 方法 は 皆 手翰 體 にして 當の 敲に與 へた もので 固より 政治 上の 議論と 人身 攻擎 
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を合倂 したる に過ぎないが 其 文窣が 如何にも 犀利 直截で 且縱橫 拼楷の 勢が あると いふので 新 紙の 賫れ高 を 

倍雍 したの みならす 現今に 至る 迄 文舉史 中の 一 ) 者述と m されて 居る。 處が 前に 云 ふ 通り 其 作者が どうして 

も 分らない。 政府で も 斯んな 者が 跋扈して は 治安 妨害 だとい ふので 種々 の 方面から 物色す るが 分らな い。 

世間 は 又 好奇心に 願ら れて ありと あらゆる 探索 をした が 分らない。 「ジ ュ 二 ァス」 は 自ら 其 文中に 余が 祕 

密函 は 余 一人 な り 而 して 余と 共に 滅 する ものな り と 公 1 一一 曰 して 居る が 巣せ るか な 此 秘密 函を打 開 い た も の が 

ない。 先づ 色々 な 方面から 觀察を 下して- r サ ー . フィリップ. フランシス」 と斷定 する ものが 多い。 叉 或 

人 は左樣 ではない 是は 全く 「テン ブル」 の惡戲 だと も 云って 居る。 何 ちらに しても 日本人に 關係 はない が 

文學 者と 新聞と 云 ふ 問題に は關 係が あるから 述べた までの 事で ある。 

十八 世紀 3 末から 十九 世紀の 始めは 英國文 擧史中 尤も 多事の 時で ある。 新派 勃興の 時で ある •、」 從 來の棄 

窟を 打破して 新機軸 を 出さう と 云 ふので 「クオ— ヅゥォ ー ス」 と 「コ ルリ. デ」 が 相談 をして 「リ リカ ル、 

バラ ッヅ」 (一七 九 八 年) を 出版して 満天下 を 相手に 喧嘩 を 買った 時で ある。 此 S 文 蓮 隆盛の 期に 際して 

数多の 文擊 者が 必然の 勢から 段々 新聞 雜 誌に 接近して くると 同時に 新聞 雜誌 も漸々 文舉 的に 傾いて 評論 は 

勿論 詩歌 小說に 至る 迄が 此 利器 を藉 つて 世間に 紹介 さる > 様になった。 其 勢 は滔々 として 今日 迄 進んで 來 

たが 毫も 退く 氣 色がない。 夫 故に 何 新聞に は是が 出た 何雜誌 は是を 載せた と 一 V 指摘す る 暇 もない し又實 

際の 所 書いて 居る 當人 もさう 詳しい 事 は 知らないから 先づ ざっと 一 つ 二つ 搔ぃ 摘まんで 述べよう。 

先づ 新聞の 方から 片附 けよう。 此 時代に 新聞に 從 事した 文學 者の 中には 「ハ ヅリ。 ート」 が 居る。 「モ ー 

二 ン グ、 クロ- 1 ク ル」 に戲 曲の 評論 を 連載した 事が ある。 「ラム」 も 居る。 一 節六片 志の 釗で 「モ I 二 ン 

グ、 •  ネスト」 に 筆 を 執った 事が ある。 「コ ル リツ. ヂ」 も 其 一 人で ある。 此 人に 就いては 面白い 逸話が ある ( 

「モ ー ユング、 クロニクル」 に關 係して 居った 時分の 事 だが 或 日 社長から 議會へ 傍聽に 行って 「ビット」 


の 演說を 筆記して 來 いと 命ぜられた。 「コ ル リツ. ヂ」 は 早く 席 を 取らう と 思うて 朝 七 時 頃から 出掛けて 行 

つ て 漸く 樓 上に 座 を 占めた。 占めた 事 は 占めたが 待て ども 待て ども 演說が 始まらない。 其 h に 疲勞と 返 屈 

の爲に 睡氣が 差して 遂々 「ビット」 が 立って 演說を するとい ふ 十分 許り 前に ぐっすりと 寐 込んで 仕舞った。 

やがて 拍手の 音に 驚い て 眼 を覺. ま し て E^な と 今 演說が 終 つたので 諸人が 喝采 を して 居る 最中 で あ つたから 

肝心の 文句 は 一 言 も 聞き取らなかった。 然し 態々 演 說を聽 きに 來て寐 て 仕舞った では 役目が 濟 まない から 

ft 方な しに 出駄等 目な 想像 を 以て 筆記 を 作り あけて 素知らぬ顔で 新聞 へ 載せた。 處が此 筆記が 非常に 立派 

な出來 であって 「ビット」 の 演說も 勿： i 美事な ものであった けれども 「コル リツ.、 チ」 S 筆記に は 到底 及ば 

なかった 位で ある。 然し 世間に 何も 知らないで 新聞 通り 事と 心得て 頻りに 評判が 高くな つた。 時に 「力 

ン ュ ング」 と 云 ふ 人が 「モ， I 二 ング、 ポスト」 の 編輯 局へ 遊びに 來て 話しの 序に 「ビット」 の演說 を大變 

賞め た。 夫 迄 は 善 か つ たが つ い 口 を 滑らして あ G 筆記者 は 記憶力よりも 腦 力の 方が 餘程 善い やうに 思 はれ 

ると いったので とうく 筆記の 贋物で あると 云 ふ 事が 露； 3- して 仕舞った。 

それから 雜 誌の 方で 云 ふと 「ドク イン セ 1」 の 「オビ アム、. 11 ク ー」 「マコ ー レ— J の 「ミルトン」 

「ラム」 の 「エリヤ」 杯が 續 いて 掲載され る樣 になって 其 機 關も從 來の樣 なつ， まらない 安つ ほい 者と は 同 

日に 談ぜ られぬ 者が 漸々 起って 來た。 先づ 一 八 〇 一 一年に は 「ヱ.. チ ン バ ラ」 評論が 出來 る。 一 八 〇 九 年に は 

「クオ— タ— レ！」 評論が 出來其 他に も 「ブラック ゥ ー ド」 雜誌、 倫敦雜 誌 杯 云 ふの が 段々 色々 な 文擧者 

の 創作 や 批評 を 世間に 紹介した。 就中尤も目立って^：^んるのが 「ェ. デン バラ」 と 「クオ ー タ ー レ—」 であ 

る。 是は其 主筆が 新派の 「ラム」 「リ ハ ン ト」 杯と 全く 相容 さぬ. 守舊 派の 批評家であって 當 時の 名家 を 無 

茶 苦 茶に 評隨 した 爲 であ る。 取 分けて 「ェ. 、チ ン バ ラ」 は 劇しかった。 「バ ィ 口 ン」 でも 「ゥォ —ヅ ゥォ— 

ス」 でも 「スコット」 でも 十九 W 紀の新 詩人と も 云 ふ 可き もの は 皆 劈頭から 罵倒し 去って 毫も 怪しまな か 
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つたの は 驚く。 今では 英文 學を修 むる 者の 外に は餘り r ジェ プレ. I」 や 「ギフ ォ ー ド」 の 名 を 口にせぬ け 

れ共當 時 は 中々 な 勢力で 自ちも 亦 批評 界の 大王 を 以て 任じて 居た。 氣の 毒な の は 作家で ある。 殊に 氣の弱 

い 作家で ある C 折角の 丹精 も 苦心 も是 等の 口に か 、 つて は 三文の 價値 もない 樣に けなされて 仕舞 ふ。 「キ 

1 ッ」 の 「ヱ ン.、 チミ オン」 を 「クオ ー タ ー レ ー」 評論で 斯う 云 ふ 風に 評した 事が ある。 r 此男は 氣の毒 だ 

が 新派の 一 人と 見え る 新派と は 最も 矛盾した る 思想 を 最も 奇怪なる 言語で あら はす 一 派 を 云 ふ …… 」っ 叉 

r フラック ゥ —ド」 では 下の 如くに 酷評 を 加へ た。 「貧乏な 詩人よりも 貧乏な 藥 星の 方が 增 しだら うご 何 

うか 詩 杯 は 止めて 丸藥 でも 丸めて 居って 貰 はう」。 可憐なる 「キ ー ッ」 は是が 本で 遂に 肺病に 躍った と 云 

ふ 人 も ある。 それ は 「ク ー パ—」 が 文官 登用 試驗に 心配して 氣狂 になった と 云 ふのと 一般で 少々 穿ち 過ぎ 

た 話で あるが 鬼に 角當時 一派の 批評家 は 自分の 眼の な いのも 知らないで 無喑 に 作家に 中た り 散ら したので 

ある。 是と 同時に 又 「力— ライル」 钚と云 ふ 剛情 者が 出て 來て r ジ エフ レ ー」 の 言 ふ 事を聽 かなかった 話 

が ある。 「力 ー ライ ル」 が 「バ ー ンス」 の 論文 を 草して r ジ エフ レ ー」 に 見せた 時に 餘り 放縱 荒誕 だと 云 

ふので 半分 許り 削って 殘る 半分に 潤色 を 加へ よ 5 とした。 すると 「力— ライル」 が 承知し ない。 出さない 

なら 丸で 沒 書に する がい、。 出す 位なら 皆 出す が 善い と 極めつ けた。 其 所で 「ジ エフ レ ー」 も 仕方がない 

から 世間で どんな 冷評が あるか 先 づ危險 を 冒し て やって 見ようと 云 ふので とうく 其な りで 出した。 是が 

今傳 はって 居る 「バ ）• ンス」 の傳 である。 

雜 誌の 事 は此 位に して 又 新聞に 房つ て 少し 述べ よう。 此 時分 「タイ ムス」 新聞が 始めて 起った。 是は 

r ジョ ン . ゥ オルタ ー」 とい ふ 親子の 盡 力で 成立した 新聞で あるが 最初の 主擎が 「スト ッダ ー ト」 であつ 

た。 此 「スト ッダ ー ト」 が 退社す る 時に 適當の 後任がない。 色々 詮索した 揚句 遂に r サゥ シィ」 の 處へ持 

つて 行って どうか 「スト ッダ ー ト」 の 後 を 引き受けて 吳れ まい かと 賴ん だ。 其 時の 條 件に は先づ 年俸が 二 


千磅で 夫に 利益 配當を つける。 仕事 は 一 週に 三 四 囘論說 を 書く 計りで あと は 只 社の方針に 關 して 一 般の監 

督 をして 吳れ、 ば 善い と 云 ふ 事であった。 然るに r サゥ シィ」 は 條件も 何も 聞かぬ 先から 眞平 御免 だと 云 

つて 斷 つた。 後から 中間に 立った 周旋人に 書面 を 遣って 縱令ど S 樣な 報酬 を 受けても m 圚の居 宅を棄 てて 

仕 惯れた 勉强を 巳め る氣 はない と 書いた。 尤も 此人 は雜 誌に は 投書 をして 居った 男で 此 時の 收入は 年に 七 

八 百谤の もので あつたと 云 ふ 話 だ。 「タイ ムス」 の 主筆と なる は總现 大臣よりも 名譽 だと 云 ふの は 現今の 

諺で 當 時には 適用 出來 ぬと した 處で此 時分で も 「タイ ムス」 は 非常な 勢力 を 有して 居た ので ある。 一時 他 

の 新聞が 何う かして 「タイ ムス」 の 覇樯を 奪って 之を腾 倒して 遣らう と 企てた 事が ある。 乃ち 投書家 通信 

者 編輯 員を擧 つて 「タイ ムス」 に 優るとも劣らぬ 人の みを蒐 紫しょう と 云 ふ 計畫を 立てて 金 錢に目 を吳れ 

すに 俊才 を 網羅し 始めた。 すると金の咸光は恐ろしぃ^！^で今迄 「タイ ムス」 に關 係して 居た もの かちら ち 

らと 裏切り をして 味方に 馳せ加 はる 樣 になった から 是 なら 大丈夫と 勇んで 見た か 根っから 詰らなかった。 

人間 も 揃 ふし 論 說も雜 報 も 「タイ ムス」 より 優って 居る にも 闘ら す 「タイ ムス」 は 依然として 新聞 世界 を 

潤 歩して 折角の 經營 慘儋も 何の 利き目 もなかった。 卽ち實 賞 はどうで も 御株で 寶れ ますと 云 ふ 地位に 達し 

て 居った の だから 外の 新聞と は 新聞が 違 ふと 云 ふ 新聞で あつたの だ。 其 主筆に なって 下されと 手 を 下け て 

賴 みに 來 たの を 「サゥ シィ」 は 苦しがりが 割前の 芝居 兒物を 斷る樣 に無雜 作に 謝絕 したので ある. -是も 一 

風な 男と 云って 宜しから う。 

今 一 つ 新聞に 就いて 面白い 噺が ある。 此頃 「モ ー ニン グ* クロ-一  ク ル」 に 時々 「デッキ ン ス」 の 投書が 

出た が 原稿料 か 安 過ぎる と 云 ふので 「デッキ ン ス」 が 不平 を 鳴らし 出して 其 極 は斷然 投書 を廢 めて. 0 分で 

1 つ 新聞 を發 行して 見ようかと 云ふ氣 になった。 「， デッキ ン ス」 と 云へば 當時 名代の 文人で ある。 其 「ヂ 

ツキ ンス」 が 主筆と 云 ふ 振れ 込みなら ば 成功 は槌を 以て 地を擊 つよりも かな 事で ある。 其 所で 腕の 利い 
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た 人物 を 招聘し 巧者な 1^5 訪を僦 ひ 込み 主筆の 給料 は 一 ー千磅以下之に準すとぃふ譯で^！^皆準備が出來上がっ 

た。 先づ 室， M: に は 銀製の 墨 壷に 「01 ズ」 樹の^！；-を控へ參考^の書物は露西亞皮の表装に金の緣を取り小 

使 給仕に は 一 樣の 仕着せ をき せて 一 寸 主筆に 手紙 を 渡す にも 銀 盆に 載せて 恭しく 上る と 云 ふ樣な 丸で 御殿 

風の 仕掛けであった U 夫で 一 八 四 六 年 正月 一 不 一 日に 愈 「ディ レ—、 二 ウス」 の初號 が發刊 になった。 其 

！ fi 說攔に は 主筆 「チッキ ン ス」 自ら 筆 ふ-執って 讀者 諸君に 告 ぐと 云 ふ 題目で 吾 新 紙の 目的 は 天下の 弊風 を 

一 洗し 社會の 害毒 を 掃 絶して 萬 民の 幸福 を 輩 固に する にあり と滔々 と 大した 勢で 述べ立てた。 物. 事が 是迄 

蓮んで 順當 に進步 すれば 夫ぎ りの 事で あるが さう 參ら なかった から 可笑しい" 先 づ初號 から 十 號迄は 善 か 

ったが愈.^' 一  日 目に 萬 民の 幸 幅 を 鞏固に するとい ふ意氣 込の 大將が 辟易 降 參の體 で 社主の 處へ辭 職 屆を出 

して， nn 分 は 到底 主筆 は務 まらない 是非 今日 限り 御免 を 蒙る 無理に やって 居る と 忙殺されて 仕舞 ふから と 云 

ふ 仕 僅であった。 社主 も 驚いた，， ■ 折角 當て にして 事業 を 興した 發頭 人が 十日 立つ か 立たない のに 論 說を書 

かないで 辭職 願. を 書いた の だから 一 通りの 狼狠で はない。 漸く 「ジ ヨン. フォス タ！」 を 後釜に 据 ゑて 

「- チッキ ンス」 は 書信 を 紙上に 連載 するとい ふ 契約で 世間へ は 矢張り r ビク ウィク」 の 著者が 主筆で ある 

體に 装うて やっと 一 時 を 糊塗し 去った。 然し 「デッキ ンス」 はどう も 倫敦に 居って は 新聞が 苦になって 溜 

まらなかった ものと 見え ハ为々 行李 を理 して 飄然と 「ジネ ー ヴ」 を 指して 旅行 をした。 此 旅行先で 書き初め 

たのが 有名な 「クリスマス カロル」 である。 

先づ此 位な 所で 結末と しょう。 此稿は 極めて 亂雜 であるが 一 括して 云へば 初めの 新聞紙 は 皆攻治 的の も 

ので ある C 政治的で ない もの も 文畢的 趣味に 乏しかった ので ある。 夫が 段々 發 達して 有らゆる 種類の 文舉 

が 新聞 雜 誌の 厄介に なると 云 ふ 時代に な つ た。 是に 連れて 文學 者と 新聞 雜 誌との 關係か 漸く 密切 になつ て 

來て 現今で は文擧 者で 新聞 か雜 誌に 關係を 持たない もの はない 樣 になった。 と 云 ふの が 一 篇の 主意で ある。 


小說 『エイル ヰン』 の 批評 

—— 明治 II 一十 二 年 八 nj、 『ホト 、ギ ス』 —— 

子規 も 虛子も 病 氣で健 策 を 揮 ふ 事が 出來 ぬと 云 ふので 例の 如く 激 石に 何でも 書け との 注文で あるから、 

何 か 書かす ばなる まい。 元來 英文 學の 評判 を 俳句の 雜 誌に 載せても、 與 味に 乏しい のみなら す、 多数の 讀 

者に は 嫌 厭を來 すの 恐れ ある 計りと は 思 ふが、 是も 主筆が 病氣 である 以上 は、 朋友への 義理 だと 諦めて、 

默 つて 居り 玉へ。  ， 

目下 英國で 八 釜 敷く 評判の 高い、 「エイル ヰン」 と 云 ふ 小說が ある。 是は 出版に なつてから、 まだ 一 年 立 

たない 樣に 記憶して 居る が、 非常な 逨 力で 流行の 度 を 進めつ、 ある。 漱 石の 注文した の は、 つい 二三 版の 

であった に、 日本へ 到着した の は、 十三 版の ものである。 此 間或雜 誌を兑 たら、 旣に 十八 版に 上って 居 

たから、 今ではもう 二十 版を踰 して 居る だら う。 實に此 五六 月間 週刊 雜 誌の 來る 度に T エイル ヰン」 新版 

の廣告 の、 出て 居ない 號は 寡ない 位 だ。 そこで 西洋の 小說 は、 大抵 一版に 千 部宛摺 るの だから、 假にニ ト 

版と 見れば、 此七 八月 間に、 1 一 萬部寶 れた譯 である。 是 に米國 (版權 所有者が 途ふ) で 今迄 賫 つた 一 萬 三 

千 部 を 加 へ ると、 隨 分な 高になる。 單にー 一三 萬と 云 ふと、 廣ぃ 英米の 讀書社 會に對 して、 戯る 僅少の 樣に 

思 はれる か 知れぬ が、 いくら 西洋で も、 さう 無雜 作に 捌ける もので はない。 「キブ リング」 の 小說に は、 • 

四 萬 五 萬 杯と 云 ふの が ある 樣 だが 、 其 他 に是程 寶れる の は 珍ら し い 。 

著^！^は 「ヲッッ . ダント ン」 と 云 ふ 男 だ。 別^ 有名な 人で もない。 一 咋年 出版に なった 「ファ ー 力 ー ソ 

ン • シャ— プ」 の 文學者 字彙に は、 一 八 三 二年生と あるから、 もう 善い 年齢で ある。 今迄 は雜誌 記者 をし 
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たり、 批評家に なったり、 叉 或 時 は r ァ セ -11 ァ ム」 ベ 詩稿 を 寄 送したり 杯して 居った 樣に 見える。 嘗て 

「ロゼ ツチ」 が、 此 人の 詩 を 賞 讚した と 云 ふ 話 も あるが、 to^ に 角 「エイル ヰン」 を 出す 迄 は、 左の み 有名 

ではなかった。 

「エイル ヰン」 が どの位 世間に 歡迎 されつ 、あるか は 前に 述べた 賣れ 高で も 分る が、 他の 雜 誌の 評論 も、， 

幾分 か參考 になら うと 思 ふ。 或雜 誌で は、 沙 翁の 「オフ ヱ リャ」 以後 、「ヰ 二 ー.」 (卷 中の 少女) の 如き 懷絕 

なる ものな し、 と 云って 居る。 又 他の 雜 誌に は、 「エイル ヰン」 は 散文に して 詩なる ものな り。 單に 小說中 

の 白眉なる のみなら す、 又文攀 として 上乘 なる ものな りと ある。 或は 詩人に あらす んば此 結構な しと 云 ひ、 

或は 此書を 縫けば、 現 時に 於け る 驚く ベ き 天才と 席 を 同じう する に 異ならす 杯と 迄 賞して 居る。 

世間 は 固より 氣の變 り 易き 者 だ。 新奇 を 好む 者 だ。 且 具眼 者の 鮮ぃ者 だ。 此世閒 を 相手に して 博し 得た 

る名譽 は、 何時 取り 上 けらる/' かも 知れぬ。 小作人た る 文 舉者共 は、 喜 怒 常なら ぬ 文壇の 地頭の 前に 平伏 

して、 一 日 も 借地 期限の 長 からん 事 を 希望す ると も、 無慈悲なる 庄屋 は、 剜 心；^ 骨の 辛苦 を 顧す、 卒然と 

して 退去 を 命す る 事が ある。 「アンス テ， IJ の 「ヴァイス ヴァ —サ」 は あれ 程 一世 を 風靡した ものである 

が 、今日で は 大抵の 人に 忘れられ てゐ る。 「ベラ ミ ー」 の 「ルツ キング、 バック ヮ ー ド」 も 無論 當 日の 勢 

はない。 「ヱイ ル ヰン」 も此 種の 現象 かも 知れぬ。 或は 是 よりも 猶 果敢なき 最後 を遂 ける かも 知れぬ。 然 

し 百年の 大作 も、 千年 目に は蠢 魚の 腹中に 成佛 する ものである。 千年の 文章 も 萬 年 目に は 輕塵斷 烟に歸 す 

る ものである。 と 同時に 一 年の 壽命 ある は、 一 年の 好 著述で ある。 卜 年 S 價聲を 保つ は、 ト 年の 良 詩史で 

ある。 過ぎ去った 一年間に 於て、 又來 るべき？ 年間に 於て 、「エイル ヰン」 が 現 時の 位地 を 失墜せ ざる 限り 

は、 之 を 非凡の 作と 見做して 宜しい。 此 非凡なる 小說 中には、 如何なる 人物が 出現して、 如何なる 事件が 

發 展し來 るか 知らん。 


筋 書 を 述べる の は、 長くな り 過ぎる 恐れが あるが、 原書 を 讀んで 居らぬ 人に 議論ば かりして は、 猶更 -.g 

白くない から、 話の 績 きを 雜と 述べる 事に 致さう。 

愛の 極 は 唯物論に 満足す る 能 はすして、 必す 神秘 說に 入るべし。 と は 「フィリップ . エイル ヰン」 の 持 

論であった。 或 日 其 子の 「ヘン リ. ヱイ ルヰ ン」 を 呼んで、 己が 先妻の 記念と して 肌身 を 放さぬ、 金剛石 

入りの 十字架 を 示して、 自分が 死んだら、 屹度 此卜字 架 を 屍と 共に 棺に收 めて 吳れ と賴ん だ。 夫の みで は 

ない。 「若し 我 棺を發 いて 此 十字架 を 奪 ふ もの あらば 當 人に 祟る は 勿論 其 兒女亦 家 を 失 ひ 食 を 路傍に 乞 ふ 

に 至るべし」 と 云 ふ 自筆の 咒文を 添へ て、 是も 一所に 葬って 吳れと 命じた。 

「へ ンリ. エイル ヰン」 は 普通の 人間で あるから、 馬鹿々々 敷き 命令 も 有った もの だと、 竊 かに 不承知 

であった が、 倦 親の 遼 言に 背く も 異な 事と 心 付いて、 仰せの 如く 葬式 を 執行した。 葬式の あった 晩に 寺の 

堂卷 が竊 かに 棺を 開いて 此卜字 架 を偷ん だ。 此寺は 海岸の 崖の 上に 建てた 古刹であって、 其嶽は 何 ぞと云 

ふと 崩れる。 頗る 危險な 場所で ある。 丁度 堂番が 仕事 を 終へ て此崖 際まで 來た 時に、 例の 崩壞が 始まって、 

盜賊は 無惨の 最後 を遂 けた。 此寺番 の 娘に 「ヰ 一一 ー」 と 云 ふ 少女が 居る。 其晚は 父の 命令で 海岸 を 散歩し 

て 居った が、 崖の 崩れた 物音に 驚いて 來て 見る と、 松 度 目に留ま つたが 例の 咒文 である。 親が 惡事を 働い 

て 居る 中に、 風で 此所迄 飛んで 來 たものと 見える。 

「ヰ-一—」 は 親の 行邊を 尋ねた が、 毫も 手掛 りがない。 現在 己の 父が 此 恐るべき 呢 咀を受 くる 當人 であ 

ると 云 ふ 事 は、 一週間の 後 始めて 知り 得た ので ある。 岩と 岩との 間に 鱸 こ 張った る 己の 父が かの 十字架 を. 

頭に かけて、 恐ろしき 面色 をして 突立って 居る のを發 見した もの は 「ヰ 二 ー」 自身であった。 非常な 發作 

を 起して 夫ぎ り氣が 狂った の も 無理 はない。 親の ない 氣の 狂った 此 少女 を 連れて 遠隔の 地に 居る 叙 母の 在 

所 へ 送り届けよ うとした 隣人 は、 「ゥ ェ I ルス」 の 山中で 遂に 其 人 を 見失った ぎり 遂に 其 踪跡を 尋ね 得ない。 
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「エイル ヰン」 は 「ヰ 二 ー」 を 愛して るる。 「ヰ 二 ー」 も 亦 「エイル ヰン」 を 慕つ て 居る。 可憐なる 少 

女の 行方が 知れぬ と 云 ふ 話 を 聞いた 時に、 「エイル ヰン」 が 心の 裡に 誓った の は、 天翅る 鳥、 水 潜る 魚に 化 

しても、 必す 「ヰ 二 ー」 を棵し 出して 迥 り 合 はう と 云 ふ 決心であった。 「チヤ ー レス . キング スレ ー」 の 

「ゥヱ スト ヮ— ド、 ホ ー」 と 云 ふ小說 にも、 去る 兄弟が 女の 行邊を 尊ね て亞^ 利 加の 果迄 行く と 云 ふ 趣向 

が 有った 樣に 記憶して 居る が、 こ、 らは 別に 感心す る 程の 仕組で もない。 

「 H ィル ヰン」 が 少女の 跡 を追戀 けて、 圖ら すも邂 返した のが、 「ヰ 二  —」 と 幼馴染の ある 「シン フ ァ ィ」 

と 云 ふ 「ジブ シ ー」 だ。 此女は 「ジブ シ ー」 專賣の 幽冥 術 を 信じて 居り 又 心得て 居る。 そこで 此 r ジプシ 

1」 が 「エイル ヰン」 を 「スノ ー ドン」 と 云 ふ 高山の 上へ 連れて行って 占 ひ を 立てた。 此 山の頂で 「クル 

ス」 と 云 ふ 胡弓の 樣な 、「ジブ シ—」 特有の 樂 器を彈 すると、 山 神の 威靈 で、 尊ぬ る 人の 生 靈が現 はる、、 

と 云 ふが 古來 からの 言傳 へで ある。 四方 は皆翠 崎 靑 i 山で 何十 里と なく 續 いて 居る。 今上った 太陽 は、 夜來 

の 靄に 映 じて！？^、 瑪琐、 總珀、 色々 な 光 を 放って 居る。 此時 「シ ンフ アイ」 は崔嵬 たる 巖 角に 坐して 例 

の 胡弓 をす り 始める。 「ヱイ ル ヰン」 は 湖水の 對 岸の 厳窟に 潜んで 結果 如何と 待って 居る。 しばらく する 

と、 i_ 力- M として 「ヰ 二  —」 の 姿が 濃霧の 裏から 現 はれた。 フン ンフ アイ」 は 手を揚 けて、 雨 人の 頭上に 微 

かに 棚引く、 拳の 如き 輝いて 居る 片雪を 指した。 是は 二人が 必す 添ひ遂 ける と 云 ふ 前兆で ある。 此時 「ェ 

ィル 4 ン」 は 唯物論 を 一 歩 離れた。 

「ヰ 二 ー」 は 固より 眞の 「ヰ 二 ー」 である。 只 喪心して 赤子の 愚に 歸 つて 居る 計り だ。 天 苦し 余に 此無 

邪氣 なる 「ヰ -ー—」 を與 へば、 余 は 夫に て 満足す べしと は、 此時 「エイル ヰン」 の 咬いた 獨り 言で ある。 

然し 「ヱ ィル ヰン」 の 希望 は 全く K 餅に 歸 して、 再び 此 狂女 を 追跡せ ねばならぬ 樣 になった の は、 「ヰ -ー ー」 

が 突然 發作を 起して 飛鳥の 如く 厳 角 を 掠めて、 行衞 知れす になった からで ある。 


「シン フ アイ」 は猶 信じて 疑 はない。 舍 色の 雪が 出た 以上 は、 必 す再會 する， 必す 結婚す ると 主張して 

居る。 然し^^^に祟られて居る間は、 疯廳 病に 罹って 袖 lb- ひを爲 なければ ならぬ。 若し 此^ 咀を 除かう と 

S ふなら、 十字架 を 父の 棺 中に 返す より 外に 道 はない。 是も r シ ン フ アイ」 の 意見で あろ。 r ェ ィル ヰン」 

は猶 半信半疑で 居る。 且 高貴な 品物 を 埋めた 事が、 世間へ 知れ、 ば、 必す 他の 盜贼 に偷 まれる に 違 ひない 

と、 躊鐯 はした が 氣が濟 まない。 そこで 遂に 決心 をして、 人の 知らぬ 樣に 再び 十字架 を 墓 中に 收 めた。 其 

翌日から 不思議に も 安眠す る 事が 出來 る。 是が 「ヱイ ル ヰン」 の 「スピリチュアリズム」 に 近付いた 第二 

段で ある。 

「あそこに 美しい 女 乞食が 居る。 此 雨の 降る のに、 づぶ 儒れ で 瓦新燈 S 下に 立って 居る。 手に 持って 居 

る、 小さな 籃を寶 る 積り かしら。 多分 氣狂 だら う」。 血眼に なって、 「ヱ ィ ルヰ ン」 が 馬車から 首 を 出した 

時には、 其 人 は旣に 見えなかった。 「此歉 です か 是は此 間中 こ、 らを、 ぶらついて 居た 、「マッチ」 寶の娘 

の 歌って たの を 聞き 覺 えに 覺 えたので、 何 理窟 は 分らない が 調子が 面白い から 欹 つてる んだ， T よ く尋 ね 

て 見る と、 其 「マッチ」 賣は 近頃 何 處へか 姿を隱 して、 頓 と手懸 りがない。 

兹に當 時の 畫 家で 「ヰ ルダ ー スビ ン」 と 云 ふ ものが ある。 「愛と 信」 と 題す る 理想 晝の 書き手と 云 ふの 

で 紐る 評判の 高い 男 だ。 「ヱィル.！^-ン」 が 或 日 招かれて 此 大作み- 觀に 行って 驚いた。 愛と 信との 二 天使が 

左右に 蹲る 中央に、 輕羅 の稷面 をして 吃 立して 居る 女 を、 誰かと 思って 見れば、 己が 平素 身命 を 賭して 居 

る、 「ヰ 一一 ー」 自身の 肯 像に 外なら ない。 此 「モデル」 は 去る 咖啡賣 の 娘であった。 少し 腦の作 川に 異狀は 

あつたが、 寫 生に 差 支へ る 程で もなかった。 が 或 日 偶然 父親の 事 を 尋ねた 時 怖るべき 權相 をして 卒倒 をし 

た。 其が 此 娘の 最後の 發作 である。 今では 旣に此 浮世の 人で ない。 と 云 ふ 顚末を 逐一 喪師 より 閡 いた 時の 

「エイル ヰン」 の 驚きと 悲しみと 失望と 殘 念と は、 固より 想像す るに 餘り ある。 原書に は 落膽の 極、 B 本 
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へ 漫遊に 出掛けようと 迄 決心した と 書いて ある。 妙な 所へ 引合に 出された 日本 は 難 有い 仕 合せ だ。 

「エイル ヰン」 は 再び 「シン フ アイ」 を 訪ねて、 又 胡弓 を 鳴らして 「ヰ 二 ー」 を 幻 出させて 吳れ と逼っ 

た。 畫家旣 に 死せ りと 云 ひ、 咖啡 賣旣に 死せ り. とい ひ、 同 住の 少婢旣 に 死せ りと 云 ひて、 其 葬られた る 墓 

地 迄目擊 したる 「ヱイ ル ヰン」 が、 何故に 萬 一 の 望 を 胡弓の 哀絲に 繋いで、 瞬時の 幻影 を 「スノ —ドン」 

の 山巔に 垣間見ん とする ので あらう。 「エイル ヰン」 は 益 唯物主義 を 離れて くる。 

「シ ンフ アイ」 は猶 信じて 疑 はない。 金色の 雲が 棚引いた 以上 は T ク ル ス」 を彈 じて 生靈が 出た 以上 は、 

十字架 を 棺に收 めた 以上 は、 「ヰ 二  I」 は必す 生きて 居らねば ならぬ。 二人 は必す 結婚せ ねばならぬ。 と 思 

うて 居る。 其 思うて 居る 事が 命中した から 妙 だ。 「ウィルダ ー スピン」 の 朋友に 「ダ ー シ—」 と 云 ふ畫師 

が ある。 平生から 「ヰ-一 ー」 と 咖啡賫 の 老婆と は眞の 親子で ない と 云 ふ 鑑定 をつ けて 居った。 「ヰ 一一 ー」 

の 死 を 聞く と、 すぐ 咖啡賫 の 住んで 居る 裏長屋へ 馳け 付けた ものが 此 r ダ I シ ー」 である。 見る と 婆さん 

は 酒 を 喰らって 前後 正體 なく 寐 込んで 居る。 其 向う に 「ヰ-一 ー」 の 死骸が 寢臺の 上に 轉 がって 居る。 然し 

「ヰ 二 ー」 の 容貌 を 熟く 視 ると、 どうも 死んだら しくない。 若し ゃ發 作の 烈しい ので は あるまい かと 疑つ 

て 居る と T ヰ-一 ー」 は 不意に 眼 を 開けて 正氣に つた。 今 「ヰ 二—」 を 連れ出しても、 自分の 子で ない に 

極まって 居る から、 此婆樣 が 事 を 荒立てる 恐れ はない。 もし 親類 綠 者が 尋ねて 來て救 ひ 出した と 思へば ハ 

それなり 泣き 寢人 りになる に 相違ない。 「ダ ー シ I」 は 斯う 考 へたから 竊 かに 「ヰ 二 ー」 を 連れ出して 長 

い 間 自分の 寓居へ 隱 して 置いた。 それから 或醫 者に 「ヰ 二 ー」 の 病氣を 癒す 工夫 は あるまい かと 相談 を か 

けた。 夫 は ある。 發 作の 烈しく 起った とき、 磁力 を 用 ひて 病 を 他人の 身體に 移せば よい。 尤も 健康 體 であ 

れば、 さした る 害 もない が、 誰も 進んで 人の 病氣を 引き受ける もの は あるまい から、 餘 程六づ かしい 治療 

法 だと は、 其醫 者の 答であった。 此時 自ら 進んで 「ヰ 二 ー」 の 病 を 自己に 感染せ しめて、 此 少女 を 本復 さ 


せた のが r シ ンフ アイ」 である。 夫から 「シン フ アイ」 は 「エイル ヰン」 を 「スノ ー ドン」 の 頂上に 連れ 

て 行った、 「4  二  —」 も 連れて行った。 其 昔 一 一人が 會 合した 場所で、 再び 一 一人 を會 合せし めた。 自分 は 例の 

胡弓 を 取って 最後の 一曲 を 奏して、 二人に 別 かれた ぎり 姿を隱 して 再び 見せなかった。 (人の 病氣を 磁力 

の 力で 傳染 させる 杯 は、 此揚 合に は 頗る 面白い 思 ひ 付き だが、 よく は覺 えて 居らん が、 馏か 「コ リンス」 

の 「ム— ン ス ト —ン」 か、 「ゥ マン、 イン、 ネ ワイト」 にも 同じ 樣な 斬新の 趣向が あった 樣に思 ふ。 是は或 

人が 夢中 不 意識の 際に 色々 事 を爲る —— 英語で 「ソム ナン ブ ュ リズ ム」 と 云 ふ —— 病氣に 躍って、 *K 重な 

寶石を 盗んだ 事から 騒動が 起つ て、 愈 病氣で 盗んだ のか、 又は 惡 意が あ つ て 取った のかと 云 ふ 事 を 確め る 

爲、 同一 の 場所、 同一 の 時、 凡て 同一 の 事情の 下に、 本人 を 試驗に 懸けて 見た。 ^寶 石の 代りに 三文の 價 

値 もない 石 か 何 か を 入れて 置いた 處が、 矢張り 夫 を 盗んで 寳石 を盜ん だと 同樣の 所へ 隱 したので、 愈病氣 

である 事が 判然して 騷 動が 落着した と 云 ふ 趣向で ある。 單に 巧と 云ふ點 から 見る と、 「コ リンス」 の 方が 優 

つて 居る 樣だ。 ) 

以上 は雜 とした 話の 筋道で ある。 卷 中の 人物で 第 一 に 目に 着く は、 「シ ンフ アイ」 だ。 是は 唯の 女で はな 

い 「ジブ シ—」 である。 罩に 「ジブ シ ー」 と 云 ふ 丈で 詩趣 を帶 びて 居る。 古代 印度より 移住して 歐 洲に蔓 

延し、 現今に 至る 迄、 諸方 を 漂流して、 到る 所に て 幕 を 張って 生活して 居る 「ジブ シ ー」 である。 人相 手 

相 身上 判斷を 特有の 技術と する 「ジブ シ—」 である。 次に 喪心 狂氣 せる 「ヰ 二一」 が 居る。 富貴み-賭し 身 

命 を 賭して 「ヰ 二  —」 を 追跡す る 「エイル ヰン」 が 居る。 「エイル ヰン」 の 父に 「シュ ヱデン ボル グ」 宜 

しくと 云 ふ 神秘 學 者が 居る。 次に 出て 來 るの は 三 名の 畫家 だ。 畫家 であるが 徒らに 潤筆料 を贪 つて 金粉^ 

泥 を 塗抹す る 族で はない。 一 人 は 世の 拘束 を 逃れん が 爲に身 を 丹青に 委ねた る 「ボ へ ミヤ ン」、 一 人 は 亡母 

在天の 靈の 庇護に 由り 吾 理想に 適 ふ 「モデル」 を發 見し 得たり と 信す る 奇人、 殘る 一 人 は 失 戀の極 現世の 
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物質主義 を棄 てて 唯 神 論に 傾いた る 思想家で、 三人 共 多少 超然たる 所が ある。 此數人 を 除いて は 幾ん ど 他 

の 人物 は 出て 來 ない。 雷を換 へて 申せば 「ニイ ル ヰン」 中の 人物 は皆稚 である。 俗氣 がない。 銅臭がない „ 

皆 一 拍子 變 つて 居る。  . 

此數 人の 活動す る 場所が 又 面白い。 彼の 「ゥヱ ー ルス」 一 の 高山と 呼ばる、 r スノ I ドン」 が、 翠攆と 

して 地 を拔く 三千 五 百 0< の山巅 か、 若しくは 山腹、 若しくは 山 下の 小 村が 重なる 舞臺 である。 時に 現 時の 

「バビ 口 ン」 と 云 はる、 俭敦の 光景に 接せざる 事 もない が、 十字街 頭 馬車 難 膽の音 を 聞かせら る、 事 はな 

い。 高 樓の夜 宴 電光 靑 煙の 下に、 燕姬趙女の舞踏を拜ませられ^o事もなぃ。 俭敦と 云へば 俗で あるが、 糟 

師の畫 室 は倫敦 でも 格別 風流な ものである。. 「力 ンヴ ァス」 や 「ィ、 ズ ル. 1 や 愛と 信仰と 云ふ畫 題の 說明 

を 承 はる 丈 なれば、 倫 敦と雖 も 煤煙 濃霧 俗氣 罪悪と 聯想す る 必要がない、 のみなら す 却て 鍈湯 冷處 ありの 

趣が ある。 

次に 一 篇の 結構が 面白い。 事の 起り が 呪 咀卽ち 「力 ー ス」 だから 奇だ。 日本で 呢咀と 云 ふと、 法 印か修 

驗者 或は 丑の 時詣 りの 專寶 の樣 であるが、 西洋で は 誰に でも 出來る 事に なって 居る。 彼 人に 災難の 降れ か 

しと 念す る 一 心 は、 必す應 報の ある ものとの 考が 通俗に ある。 現に E 書の 一 卷 目から 「力 ー ス」 と 云 ふ 字 

が 出て 居る。 r ジ ヱ 1 コ ッブ」 が 父 を 欺いて 滋味み」 勸め たる 罪に より 父の 爲に 呪咀を 受け はせ ぬかと 掛念 

したと 云 ふ 話が ある。 「デ クイン セ—」 が 「ァ ン」 の 行 逸 を搜 索して、 遂に 再 會の機 を 得なかった 時に、 

古昔 父の 呪咀が 必然の 運命 を 以て、 子に 及ぶ と 信ぜられ たるが 如く、 余が 此 女に 對 する 幸福の 祈念 も、 山 

を踰ぇ 海み- 踰ぇ 若しくは 十圍ー 一十 園の 重 關を踰 えて、 俭敦 S 鬼窟 裏に 入り、 若し 鬼 窟裡に 人って 尋ね 得す 

んば、 三 2< の 墓標の 下を潛 りて、 九^！^の底に彼女を救へ かし、 と 寄いて ある。 「力 ー ス」 に對 する 觀念は 

斯樣な 物で あるが、 十九 世紀の 今日に、 呪咀を 骨子に して 小說を 作らう と 思 ふ もの は、 一人 も あるまい。 


「コ ルリ ッヂ」 の 三人の 墓と 云 ふ 詩に、 母の^ 咀が 娘に 及び、 娘の 夫に 及び、 又 夫婦の 媒介 をした 女に 及 

んで、 此 三人が 快活から 幽體 に、 幽 1^ から 沈衰に 赴く 所が 敍 して あるが、 是は 詩で ある。 而も 「コル リツ 

•  チ」 の 詩で あるから、 例外と 見なければ ならぬ。 苟も 物質主義 進化 主義の 潢行 する 今日に、 古昔の 迷信た 

る 呪§^ を種に して 小說を 害いた もの は此男 計り だ らう。 種に しょうと 思っても、 種に ならなければ 夫 迄で 

あるが、 種に なれば 甚だ 愉快に 違 ひない。 灰 吹から 蛇と 云うて、 人が 笑 ふが、 笑 ふの は 出ない と 云 ふ 事 を 

假定 した 上の 話で ある。 出た 日に は 面白から う、 愉快 だら う。 「ダ ン ト ン」 は 首尾よく 灰 吹から 蛇 を 出し 

たので ある。 理に 凝る とき は 人情 を沒 却す ると 同じく、 情の 切なる 時 は理を 忘る > も ので ある。 古今の 名 

畫 名文に は不 理窟 千 萬なる ものが 多い。 北 宗派の 人物に は 口から 仙人 を 吹き出したり、 鯉の 背に 跨がって 

天上す る 所な どが ある。 「力 リバ ン」 も 「ヱ リエル」 も 返いて 考 へれば 馬鹿らしい 空想に 過ぎない-" 然し 

其畫其 文を翫 味す る 際に は、 少なくとも 其 不條理 なる 事 を 忘れて 居る。 卽ち 満身が 情 化して、 理の 付け入 

るべき 寸隙がない。 展覽 通讀の 際、 理が 頭を擡 けて * 動と もす ると 冷笑した がるの は、 作 其 自身が 不理な 

る爲 ではなくて、 情に 訴 ふる 力が 足りない からで ある。 固より 兩方を 満足 させ 得れば 其が 善から う。 然し 

二者 其 一 を擇 ばねば ならぬ 時には、 蛇 を 出さう とも、 呢咀を 種に しょ、 フ とも、 不都合 だと 甲 Y ふ餘 地がない 

位に、 證 者の 情 を 動かし 得れば それで 成功した と 云 はなければ ならぬ C 

次に は 此小說 の 長短で ある。 英國の 小說を 讀んで 第一 に 驚かされ るの は、 非常に 長たら しいと 云 ふ 事で 

ある。 無論 短 かいの も あるが、 十八 世紀より 今世紀へ かけて 出版に なった 大部分の 小 說は皆 冗漫な もの だ。 

少なくとも 無用の 篇を 省いて、 此 半分に つ if めたら 善 かろと 思 ふ 位で ある。 尤も 前方 は三卷 小. 說と 云って、 

小 說は必 す 三卷で 出版す る ものと 書 肆も讀 者 も豫想 して 居った の だから、 穴 勝 ち 著者 を責 むる 譯には 行か 

ない が， 其 弊 は單に 興味 を 殺-ぐに 過ぎない。 十の もの を 一 から 十 迄 書く の は 明 嘹に逯 ひない が、 云 はば 敎 
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科 書 的で ある。 自然の 勢と して 趣味に 乏しくなる。 著作 を翫 味せ しむる と 云 ふ 以上 は、 十の 中 を 八 分 通り 

敍 して、 殘る 二分 を讀 者が 想像力 を 用 ふろ 餘地 として 存 して 置かねば ならぬ。 小學 校の 兒 童で すら 己の 腦 

力 を 用 ひて 問題 を解釋 する 事 を 喜ぶ。 詩歌 美文 を 手に する、 少しで も 想像力の ある 者 は 讀誦の 際 此カを 使 

用す るが 爲、 一 層の 興味 を感 する に 違 ひない。 現に 修辭學 で 擬人法 比 法 其 他 一 切の 手品 を發 明した の は、 

皆讀 者の 想像力 を 働かし むる 道具に 過ぎない，。 就中 敍述の 際 幾分の 空間 を 割いて 讀 者の 情 觯に 一 任す るの 

は、 作詩 作歌に 必要なる 方法で あろ。 從 つて 詩 は 散文よりも 短 かい。 r ミ ル ト ン」 の 失 樂阁杯 は隨分 長い 

に は 相違ない が、 之 を 散文に 直したら、 少なくとも 二三 倍 長い ものになる だら う。 故に 散文 を 詩 化する に 

は、 無用の 敍事を 省かねば ならぬ。 有 川の 敍事 も讀 者の 想像力に 訴 へて 解釋し 得る と 思惟す る 限り は 省か 

ねばならぬ。 「ヱ ィル ヰン」 は 四百 七十 餘页 の大册 子で ある。 無論 現 時流 行す る 短篇 小說の 如き もので は 

ない。 然し 其內容 の複雜 なる に 比して 毫も： 几 澄の 弊がない。 讀み 去り 讀み來 つて 一 篇も 無用 だと 思 ふべき 

所がない。 

卷 中の 人物が 斯の 如く、 人物の 働く 舞 臺が斯 の 如く、 ー篇の 結構が 斯の 如く、 繁簡の 程度 斯の 如くなる 

故に、 「エイル ヰン」 は小說 にして 尤も 詩に 近き ものである。 此數^}^を兼ねざれぱ小說にならぬ、 と は 云 は 

ぬ。 又 良き 小說 にならぬ とも 云 はぬ。 然し 尤も 趣味 ある 小說に はならぬ と斷 言しても 宜 からう。 

前に 述べた 如く、 此小說 は 全く 「フィリップ . ヱイ ルヰ ン」 の 咀 が發展 した ものと 見て 差 支へ ない。 

然し 之を說 明す るのに 一 一つの 觯釋が ある。 第一 は 呪祖其 物の 功力で 此 丈の 結果が 生じた と解釋 する。 卽ち 

「シ ンフ アイ」 の 固執す る 所で ある。 第一 一に は 全く 幽冥 世界と 閼係 なく、 只 外界の 因果 物質的 變 化と 見做 

す。 卽ち 主人公 「ヱイ ル ヰン」 の觀察 法で ある。 一 一 者の 中執れ が正當 なる 解釋 であらう か。 理 より 云へば 

「エイル ヰン」 正し かるべく、 情より 入れば 「シン フ アイ」 が 優って 居る。 抑 も 愛 は 情の 熱 塊で ある。 理 


を 以て 伏し 得る の 愛 は、 單に其 度の 高から ざる を 示す に 過ぎぬ。 今 「ヱイ ル ヰン」 の 「ヰ 二 ー」 に對 する 

愛 は 合理的の 解釋に 満足して 諦め 得る 程 冷淡な もので ない。 「エイル ヰン」 は强 ひて 理窟 上の 說明を 求め 

て、 一 歩 毎に 理窟に 遠ざかる。 恰も 水に 溺れた る 者が、 滑らかなる 岩の 上に 立たん と 試む る 毎に、 深き 方 

へと 流さる.' 樣な ものである。 「ェ ィ ル ヰン」 の 解釋が 事實の 上に 於て 誤った と 云 はんより、 「シ ンフ アイ」 

が 精神的に 「エイル ヰン」 を 屈伏せ しめたの である。 或は 理 情の 戰 爭に理 が 敗北して 情が 勝 を 制した と 云 

つても 宜ぃ Q 

「エイル ヰン」 は 愛に 耽溺した る 結果、 遂に 迷信家に 變 じたので、 局外から 見れば 一 の 愚物に 過ぎない、 

と 云 ふ 人 も ある だら う。 成程 「エイル ヰン」 の 愛 は 现を沒 却す る 丈 其 丈 過度の もの かも 知れぬ。 然し 愛の 

觀念を 取り去って 考 へた 處で、 「エイル ヰン」 は 矢張り 「シン フ アイ」 の 奴 僕と なり はしまい か。 理は 進む 

ものである。 情 も變遷 する に 遠 ひない。 然し 现と手 を携へ て拉 行に 進む もので はない。 太古 結繩の 民と 汽 

車 汽船に 乘る 吾々 と は、 理に 於て 非常な 差が あるか も 知れぬ が、 情より 論 すれば 夫 程の 差 は あるまい。 近 

い 例が 十四 五 年 前に 言 文 一 致の 議論が 大分 盛な 事が あつたが、 議論 計りで 眞 面目に 試みた 者は餘 りな かつ 

た。 尤も 中には 「發 矢！ 空 蝶の 命御覽 なさい 囁 まれて 居る 亂髮の 末  一 二 本」 と 云ふ樣 なる が 出 はした が、 

其 位で 餘り 世間に 流行 はしなかった 樣だ。 是は 理論 上 言 文 一 致に 反對 しない 者で も、 感情の 上から 在來の 

習惯を 破る のが 何となく 厭で 有った の だら うと 思 ふ。 然るに 當 時の 理論が、 昨今に 至って 漸く 感情と 融和 

した ものと 見えて、 近頃で は 言文一致と 出掛けても 餘り攻 掣者も 無い 樣 だし、 亦 隨分此 文 體を用 ふる 人 も 

ある 樣だ。 是が卽 ち 感情が 理に 後れる 一 例で ある。 人々 別々 S 場合で も此 通り だと 思 ふ。 我々 世の中に 幽 

靈 はない 者と 承知 はして 居る が 化物 屋敷へ 好んで 住む 人 は 容易に ない。 生死 は 意に 介す るに 足らす と椎論 

斷定 した 處で 地震の 時には 一 番 早く 逃け 出し 度くなる。 心の 欲する 所に 從 つて 規矩 を脫 せんと 云 ふの は聖 
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人 3 一：.^ で、 理 情が ひたと 合した 難 有い 境界で ある。 我々 凡夫の 现と、 凡夫の 情 は 常に 鉢 合せ をして 居る。 

4：; 合せ をし ない 迄が， 同様の 速力で 進行して は 居ない。 理は馬 S 如く 先へ 行き、 情 は 牛の 如く 鞭て ども 動 

かない。 

偖 人の 首 語 動作 は、 己 S 知り 得た る 现に基 かすして、 己の 養 ひ 得た る 情に 基く ものである。 日 淸戰爭 の 

當畔 如何に 御札 御 守の 類が 流行した か を 知れば 、 如何に 吾人の 感情が 幼稚に し て 、 又 勢力 あ る かも 知る に 

足る だら う。 「キブ リンダ」 の 先 as 境 慕と 題す る小說 中に、 印度の ニヒ ル」 と；；， 1 ふ 種族が、 英國の  一 士 

官を 神と 信仰す るの みならす、 此 士官が 夜々 虎に 騎 つて 村 中 を 練り歩く、 と 云 ひ觸ら すので、 其 士官が 大 

に 迷惑した、 と 云 ふ 事が 窨 いて ある。 吾人の 情 は遗傳 修養の 結果と して 此 「ビル」 に 程遠から ぬ もので あ 

る。 吾人 感情の 程度 所の 如く、 吾人 感情の 有力なる 彼が 如くん ば、 「ヱイ ル ヰン」 が 次第々々 に 「シ ン ファ 

ィ」 に 感化せられ るの は、 固より 自然の 数で ある。 

若し 理を 以て 論 すれば、 堂守が 落ちた と 云 ふ 岸-は、 始終、 崩壞の 恐れの ある 場所で あるから、 別段の 不 

思議 はない。 迷信の ある 娘が、 親の 罪悪と 變死を 一 時に 發 見して、 之み」 咒 文と 聯想す る 以上 は氣 狂になる 

の も 不思議 はない。 r ゥェ— ルス」 の 出 中に 彷惶 して 居った ものが、 己の 好きな 音樂を 聞いて、 其 傍に 出 

て來 るの も 不思議 はない 。空に は 色々 の 雲が 出る。 金色の 手の 形 をした 雪が はれた とて 不 思議 はない。 

父 を 失 ひ 家 を 失 ひ 朋友 を 持たぬ 狂女が、 袖. I 乙 ひ をして 歩行く 事 も 不思議 はない。 歇斯淫 里が 全癒した の も、 

醫 者が 科舉的 治療 を 加へ たの だから 不思議 はない。 此數者 は 皆 呪 咀と關 係 はない。 讀者は 定めて 斯う 薛釋 

する だら う。 「エイル ヰン」 自身 も 斯う 解釋 したので ある。 解釋 はした が 安心が 出來 なかった ので ある。 

强 ひて 安心しょう として 央败 したので ある。 讀者 若し 「エイル ヰン J の 地位に 立てば、 假令 主人公の 如く 

遠く 「ジブ シ ー」 の 血統 を 引かす とする も、 此理 gi 的^ 釋で 満足し 得た であらう か。 理の 勝つ 時には 情の 


I 力 力 を 無視し 易き ものである。 又 情の 理に该 る、 事 を 忘却し 易き ものである。 一 槪には 申されまい。 

かの 「ダ ー ヰン」 傳を 草した る 進化； fi 者、 グラ ント. ァレ ン の小說 に、 「立派なる 罪業」 と 云 ふの が ある。 

是は 己の 意志に 背いて 込の 立たぬ 夫に 嫁いだ 婦人が 離婚す る の出來 ぬ 場合に は、 才識 ある 男子に 情 を 

通じて 其 子孫 を 世に 遺す のが、 女子た る も S の 義務 本分で ある、 と 云 ふ 主意 を發 揮した 驚くべき 小說 であ 

る。 日 木で 斯樣な 害 物 を 著さう ものなら、 直ぐ 發賣 禁止になる か、 又は 非常な 攻擊を 受ける に 極まって 居 

る。 成程 進化 主義から： i すると 「ァ レ ン」 の 考は不 理窟と は 云へ ぬ。 人類の 發 達が 果して 進化 主義に 支配 

せられるならば、 吾人の 道 德に對 する 理論 も此 所に 歸着 する かも 知れぬ。 否 今日で も 一 部の 人に は 是が正 

理 であるか も 知れぬ。 然し 吾人の 感情が 此議 論と 澳釋 一致して、 毫も 杆格 なきに 至る は、 千年の 後で あら 

う、 萬 年 S 後で あらう、 何時 迄 待っても 終に 來ら ぬか も 知れぬ。 

理の强 い 時に 考へ ると、 「アレン」 の 方 は奇を 好んで は 居る が 全く 不條理 ではない。 「ダントン」 の 方 は 

不思議な 丈 其 丈 馬鹿々々 しい 所が ある。 然し 文舉は 情に 訴 ふるもの であると いふ グ思 ひ、 吾人の 情 は 如 

If に 幼稚で あるか を 思 ひ、 又 情の 極卽ち 愛の 前に は 如何なる 條理も 頭が 上がらぬ 事 を 思へば T ァ レ ン」 は 

失敗して、 「ダ ン トン」 は 成功した と 云 はねば ならぬ。 

Ipi ハ 々の锂 に 「エイル ヰン」 を 束縛して、 之 を 迷信 的に 感化した る 「シン フ アイ」 は、 固より 無 舉無敎 育 

の 一 少女で ある。 軟 草を茵 席と し、 星斗 を屋 梁と する、 流浪 組の 一 人で ある。 「ジブ シ ー」 の 遣傳と r ジ 

プシ ー」 の 習惯を 襲ぐ 彼女の 思想 は、 颇る 迷信 的なる と 同時に 大に 詩趣に 富んで 居る。 蕭瑟 たる 秋風 は、 

1 種の 言語と なって、 彼女の 鼓膜に 響き、 蓬 勃た る 行 雪 は、 有意の 讖兆 として 彼女の 眸 底に 映す る 位 だ。 

「此 墓の. 上に は葚 が晚 いて 居る から、 是は 子供 か 娘の 墓に 違 ひない。 子供 か 娘で なければ、 中々 死んで か 

ら卷の 花に はなれない， r 是が 「シン フ アイ」 の 語で ある。 「良心？ 良心 杯と 云 ふ もの は 知らない。 ロハ 胸 
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の 中の 蛇が 囌 むので 痛む の だ」。 是も亦 「シン フ アイ」 の 語で ある。 夫 だから 「スノ ー ドン」 の 山嶽に、 

金色の 雪 影 を 認めて 以來 T ヱイ ルヰ ン」 と 「ヰ- 1.1」 と は必す 結婚す る ものと 信じて 疑 はない。 「ヰ ルダ 

. スビ ン」 の證 言に 關ら す、 r カツ ジョ ン」 の 主張に 係らす、 四百 七十 餘頁を 通じて、 此信カ は 毫も 撓んだ 

事 はない。 幾多の 小 理窟 小 議論 を 蹂躪し 去り、 踢 翻し 來 つて、 嶷 然として 一 ：< も 動かぬ 有樣 は、 恰も 三千 

五 百 尺の 「スノ —ド ン」 が、 高く 雪 表に 屹 立して、 岳麓に 風雨の 咆吼 する を 意に 介せ ざるの 觀が ある。 此 

女丈夫に 對 すれば 、「エイル ヰン」 の 心身 は、 正に 浮標の 春 潮に 漂 ふに 異ならない。 細長い 糸瓜の 朝 嵐に 搖 

蕩 する 樣な ものである。 此信 カは學 問の 結 Ej^ であらう か。 「シ ン フ アイ」 は無學 文盲の 女で ある。 敎 育の 

結果で あらう か。 「シン フ アイ」 は 無教育の 女で ある。 無 學無敎 育の 「ジブ シ—」 であるから、 擧者 紳士 

貴女 令孃の 夢にも 見る 能 はざる 信 力 を 有して 居る の だ。 

此信カ あるが 故に、 一事に 遭 ふ 毎に 截然と 處理 して、 毫も 遲疑 する 所がない。 人の 爲に 奔走す る も盡カ 

する も、 皆肺腑中ょり^^出するので、 決して 深 思 熱 慮の 結果で はない。 鱟圓ゃ 貳圓の 金 を 借す のに、 篤と 

勘考 致した 上で 杯と 云 ふのと は 雲泥の差 である。 「ヰ- 11」 の 病 を 己に 移して、 可憐なる 少女 を 病魔の 喑 

窟 中より 救 ひ 出した 時 T ヱイ ルヰ ン」 に對 する 自己の 戀情を 殺して、 二人の 相思 を完 からしめ た 時に、 理 

窟 好きの 讀者は 必す疑 ふだら う。 「シン フ アイ」 は 一 一人に 對 して 斯 程の 親切 を盡 くす ベ き 義務が あらう か 

と。 義務？ 義務 杯 は r シ ンフ アイ」 の 知らぬ 事 だ。 又 知る 必要の ない 事 だ。 先祖 代々 の 厚 ft を 頂戴して 居 

るから、 御 恩 報じの 爲、 御馬 前で 討死せ すば なるまい。 是が 義務的の 善行で ある。 隣から 菓子 折 を 貰った 

から、 返 禮 に 玉子の 箱 を 遣らす ばなる まい。 是が 義務的 善行で ある。 「シ ンフ アイ」 の 胸中に は 損得 を 量 

る桝目 はない。 輕 重を權 る天枰 はない。 利害 を標， にして 親切 を 出したり 引 込ました りする、 さもしい 根 

性 は 持たぬ。 


r 異日 白人あって、 來 つて 汝を惱 殺す る 事 あらん」 と は 「シ ンフ アイ」 の 母が r シ ンフ アイ」 に 遺した 

る豫首 である。 「白人に 惱 殺せら る、 前に 自ら 腦蓋 を碎 いて 巳まん」 と は 其 時 「シン フ アイ」 の 答で あつ 

• た。 「ス ノ ー ド ン」 の 山 下に 邂 超して より 山 3g に 永訣す る 迄、 彼女 は 曾て 一 たび も 其 愛情 を 「エイル ヰン」 

に ほのめか したる 事 はない。 顔色に すら 出さなかった。 「エイル ヰン」 自身 も、 最後の 離別 を敍 する 眞際 

まで は、 露程 も此 女の 心事 を 察し 得なかった。 富 費 爵位に 誇る もの は 固より 言 ふに 足らない。 彼の 擧 問に 

誇り、 經驗に 誇り、 才智に 誇る ものに、 此 少女の 眞 似が 出 來 ようか。 敎育 ある 髯男 も此に 到って 遂に 「シ 

ンフ アイ」 の 後塵 を拜 せざるを得ない。 

「エイル ヰン」 と 「シン フ アイ」 は卷中 主要の 人物で あるから、 其 性格に 就いて 聊か 妄評 を 加へ た。 其 

他の 人物に 就いても、 評すれば 評すべき 材料 は あるが、 詰らぬ事を此位書けば澤山だか.：^^、 是で 結末と す 

る 0 

著者の 考と 評者の 考とは 必すー 致す る もので はない。 評 論 其 物が 精確で あれば、 著者 は 之に 對 して 郢書 

燕說の 不平 を 持 込むべき 次第の もので ない。 鳴 雪 や 子規が 頻りに 蕪 村の 句 を 評して 居る が、 銘々 區々 であ 

る。 時として は 何れも 蕪 村の 意 を 得て 居らぬ かも 知れぬ。 然し 批評 さへ 面白ければ、 解釋 がー 一通り あら- フ 

とも 三 通り あらう とも 構 はない。 若し 蕪 村が 不承知なら、 自分の 句に して 文字 は 同じい が 意味 は 違 ひます、 

と濟 まして 居れば よい。 漱 石の 批評 も 固より 著者と 相談した のでない から、 當 たって 居る か當 たって 居ら 

ぬか は保證 しない。 低し 批評 其 物が 諸 先生の 俳句に 於け る 如くう まく 行かない から 餘り 威張れない。 0々 

數百首 終に 是 一 揚 の哈囈 に過ぎない。 著者 も 飛んだ ものに 柿 まって 定めし 迷惑 だら う。 著者へ は 氣の毒 だ 

が 子規と 虛 子へ は 申譯が 立つ。 (七月 二十 七日 稿) 
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マクべ スの幽 に 就いて 

—— 明治 一一 一十 七 年 一月、 『帝國 文 學』 i . 

自然の 法刖に 乖離し、 物界の 原理に 背馳し、 若しくは5^^代科擧上の知識にょりて閬明し難き事物を收め 

て 詩 料 文 品と なす 1;? のり。 暫く 命名して 超自然の 文 素と 謂 ふ。 此文 素の 要 川に して 操販 者の 閑却し？』 は ざ 

る 所以 を 述べ、 或は 假令 必須の 文 素なら ざる も、 猶詩壘 の 一 角に 據 つて 優に 科擧 の包圍 を冷瞰 したる 理由 

きす る は、 頗る 興味 あろ 問題に して 舉徒研 讚 の 勞に惯 する ものな り。 

悲劇 マクべ ス 中に 出現す る 幽靈は 明らかに 此文 素に 馬す る ものな り。 故に 之 を 詳論 せんとせば 先づ 如上 

の 問題に 明確なる 觯 決を與 へ ざる 可から すと 雖も、 兹に之 を究觀 する の餘 地な きを 以て 略す。 辯證は 暫く 

措く"」 一 言に して 言へば 余 は 窈冥牛 蛇の 語、 怪癖 鬼神の 談、 其 他の 所謂 超自然的 文 素 を 以て、 東西 文學の 

資料と して 恰好な りと 論斷 する ものな り。 此論 を讀む 者 は 之を讀 むの Isnm: に 於て、 先づ 余の 此論斷 に左祖 

する か、 又は 之 を假定 せん 事 を 要す。 若し 然ら すして 徒らに 幽靈の 祭-場の 可否 を擬議 思量せば、 索然と し 

て 遂に 落處を 失せん。 

マクべ スは 功利の 念に 急なる 人な り。 ， ほ 像豐瞻 にして 詩趣に 富める の 人な り。 門 を 出で て 左す る 事 一 歩、 

遂に 馬首 を 同ら して 右す る 能 はざる 人な り。 否 右す る 事 を 知らざる 人な り。 精力 一 代に 絕す るに あらざる 

も、 豪毅 市井の 庸兒を 凌ぐ に 足る 人な り。 後事 を 商量して 一 己の 康寧 を 計る の 策に 於て 賢明な りと 云 ふ を 

^ざる も、 己が E 的 を 達する に 自家 陚稟の 推 瑰ェ失 を 費やす 人な り。 其賓 策の 拙お. 終 營の陋 なる にも 闘せ 

す、 天分の 考慮み」 囘 らし 得る の 人な り。 劇 裡悲慘 の 事皆此 性格 を囘轉 して 發展 し來 る。 主 公 先天の 性亦此 


鬼哭裡 の狀況 に呼應 して 其 全 斑 を 露出し 來る。 彼の 人 を 殺す や、 三た び。 榮耀の 夢 は 枕に 就か さる 彼の 身 

を 追 ひて 弑虐 を現實 にす るの 已むを 得ざる に 至らし む。 空中  一 口の 匕首、 彼 を 導いて ダ ンカ ンの閬 帳爲に 

紅な り。 彼 は 其 君 を 殺す 者な り。 慈 仁なる 其 君 を 殺す 者な り。 其 君 を 殺さん と 欲して 之 を 遂行し 得た る 者 

の感 果して 如何。 彼 は 今更に 其 心の 平 かなら ざるに 驚け り。 耳 邊に語 あり、 汝 眠る 能 はすと いふ。 雙 手に 

血痕 あり、 湖^ 萬 斛の水 を 傾く る も 之 を 洗 ふに 由な きを 知る。 唯 彼 は 眠らん 事 を 要す、 又 其 血を滌 はん 事 

を 耍す。 之 を 要する の 極 之 を 得る の 術 を 講じて 進む に路 あり 返く に 道な きを 覺る。 地下に 眠る の 安き を 知 

らす、 己が 血 を 以て 吾 罪 を 洗 ふの 易き に 就 かざりし 彼 は、 飽く迄も 人の 眠 を 奪って 眠ら ざれば 巳ます、 人 

の 血を濺 いで 吾 手を淸 めすん ば已 ます。 是に 於て か 一 一度び 人 を 殺し、 三度び 人 を 殺す。 ダ ンカ ンを弑 して 

眠る 能 はす、 故に バ ン コ— を 殺す。 バ ン コ ー を 殺して 其 手 盆 赤し、 故に マクダフの 一 族 を 屠る。 首に 一 歩 

を 誤りた る 彼の 欲する 所 は 只精靈 一 點 S 安 慰に あり。 此安慰 を 得る の 唯 一 手段と して 彼の 選びし は 殺人 

術な り。 彼は此 術を講 する 上に 於て、 叉 之を寳 行す る 上に 於て 終始 一 貫して 渝ら ざる ものな り。 ダ ン 力 ン 

を 殺す の 後、 バ ン コー を 殺す の 夜、 大饗の 席 宴樂の 堂に 於て 彼の 有名なる 幽靈は 場に 上り 來る。 其の 現出 

する 事前後 ニ囘。 後代の 擧者之 を 論評す る事審 かにして 異說亦 交 も 起る。 或はい ふ 前に 出 づる者 は ダン 力 

ン の亡靈 にして 後に 現 はる > 者 はバ ン コ— の 幽鬼な りと。 或は 云 ふ 前者 こそ バ ン コー にして 後者 は ダン 力 

ン なりと。 第三^！^は卽ちぃふ、 前なる も 後なる もバ ン コー の 怨靈に 別なら すと。 此 一 篇の 主意 は 諸家の 論 

辯 を 批評して、 余が 幽靈 觀を演 述し歸 着し 得た る 斷案を 具して、 大方の 敎を乞 はんとす るに あり。 

今此 考案の 要領 を 明らかにし、 塗抹 汚染の 弊 を 避けん が 爲に之 を 三 個に 區 別し、 順を逐 うて 之を觯 決せ 

ん とす。 一 、 此幽靈 は 一 人なる か、 又 一 一人なる か。 一 一、 果して 一 人な りと せば、 ダ ンカ ンの 靈かバ ンコ ー 

の靈 か。 三、 マクベスの 見た る 幽鬼 は 幻想 か將た 妖怪 か。 第一 と 第三 は單に 第一 一に 附帶 して 生すべき 疑問 

一九 一 二 
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に 過ぎす。 此 考案の 根 jlw とも 見るべき は、 第一 一に 在って 存す。 

つ 一 ) 諸家の 論評 中ダ ンカ ンを 離れ、 バ ン コ ー を 離れて、 箪に此 幽靈は 一 人な り や 將たー 一人な り ゃを說 

ける 者な し。 從 つて 舉 者の 說を擧 ゆて 之 を 辯 ぜんとす る 時 は 勢 ひ 第一 一の 問題 を 犯さざる を 得す。 只 ナイト 

とシ ー モア あり、 一 言 之に 及ぶ。 ナイト 曰く マクべ スが 宴に 臨んで、 バ ン コ ー の 在らざる を 惜しむ 其釗那 

に 於て、 バ ン コー の靈が 再び 場に 上り 來る は、 藝 術の 極致に あらす と。 シ— モア 曰く 同一 の 慕に、 同一 の 

物が 再現したり とて、 畏怖の 念、 惱亂の 度 をい くばく か 高めなん と。 是れ其 幽鬼の 何物た る を 論ぜす、 少 

時 問 S に 於て 同一 の. C 魂が 兩度 出現す る は 美的なら すとの 意見に 外なら す。 吾人 をして 一 一人の 言に 曾肯せ 

しめんとせば豫め吾人をして同處に同事を再度繰返す事の：；^^；なるを認識せしめざるべからす。 而も 吾人 は 

此命题 S 眞 なろ を疑ふ ものな り。 重複 を 避く るの 美なる と 等しく、 重複 其 物 も 亦 美なる 事 あれば なり。 文 

藝は感 與を惹 くの 具な り。 詩歌 行文に して 感興 を 催さ. さらん か、 重複 を 避く る も 何の 盆 あらん。 若し 重複 

あるが 爲に 精彩. 一 段 を 添へ、 溢 味 半 衡を加 ふる を 得ば、 重複 は 多々 盆辨 する の 具にして、 文藝の 極致 時 有 

つて か 是に存 す。 詩に 韻脚 ある は、 一 種の 意義に 於て 重複な り。 文に 照應 ある 亦 一 種の 意義に 於て 重複な 

り。 修辭に 「クライマックス」 あり。 是亦 一 種の 意義に 於て 重複な り。 小說に 主人公 あり、 女 主人公 あり、 

全篇 を 貫 車して 出頭し 來る。 明らかに 一 種の 重複な り。 故に マクべ スの 亡靈に 就いて 吾人の 考慮すべき は、 

其の 重複す る や 否やの 點 にあら すして、 重複せば 感興 を 毀損す る や 否やの 點 にあり。 今一 步を讓 つて 重複 

は 非 美な りと する も マクべ ス と亡靈 との 閼係 は、 純 乎た る 重複に あらざる を 如何せん。 ナイトと シ ー モア 

は 只. U 靈 のみ を 眼中に 置く。 故に 同一 の 亡靈が 再度 出現す る を 見て 靈複 なりと 判す。 然れ ども 此 光景 S 燒 

點 は亡靈 のみに 存 せざる を 如何せん。 マクべ スは 劇中の 主人公に して、 且此 光景の 主人公な り。 満堂の 觀 

容は マ ク ベ ス を 中心として 視線 を茲 殺人 漢の 心意、 表情、 言語、 動作に 凝集す。 もし マ ク ベ スの 心意 表情 


言語 動作に して、 第一 の靈を 見る ときと 第二の 靈を 見る ときに 於て、 寸毫の 差異な く • 而 して 寸毫の 差 略 

なき 亡者が 再現 するとせば、 是れ眞 の 重複な り。 去れ ども 吾人の 心意 は瞬閒 に流轉 し、 刹那に 推移す。 流 

る、 水の 舊時 に似て 舊水 にあら ざるが 如し。 尋常 茶飯 裏の 生活 猶 此の 如し。 況ゃ 詩的なる マクべ スを や。 

又況 ゃ衷懷 平衡み-失し 危機 眼前に 逼る 彼の 境遇に 於て を や。 必すゃ 彼が 心 S 機微に 動きて 外に 搖鬼 する 所 

の もの 或は 其 程度に 於 て 或は 其 種類に 於 て 前後 變 化の 觀 客に 認めら る 、もの あらん。 吾人が 全幅の 中 心 と 

して、 活畫の 主人公と して 凝視 諦觀 する、 マクベスの 上に 如上 S 變化 ありて、 場 中の 客 皆 其 變化を 認め 得 

ると せば、 幽靈の重出は罩に副景の^^！出にして、 全般の 輿 會に關 する 事な し。 加 之 其 配 物なる 幽靈の 重複 

すら、 叛芏 曰？ 義の 重複に あらす して、 燒點に 活動す る マクべ スの心 裏に 反響す る 事、 新たに 異樣の 幻怪 を插 

入して ー點の 凄氣を 緩る に 優る こと 疑 を容る 可から ざるに 似たり。 (第二 問に 說く所 を 見よ。) 若し 夫れ 

人 ありて 余に 告 けて、 リ チヤ— ド 三世 は ト 一 人の 男女 を 殺して、 十 一 人の 靈魂を 見た るが 故に、 ダ ン 力 ン 

とバ ン コー を 殺した る マクベス も、 亦 一 一人の 幻怪 を 堂 中に 認めざる 可から すと 云 はば、 答へ て 云 はん T 1 

人の 男女 は 各自の 意向に 從 ひて リ チヤ ー ドの 枕邊に 立ち、 マクベスの 毒手に 斃れ たる 三者の 二人 は， 無精 

にして -PI ハ 土より 裟 婆に 出で 來るを 面倒と 思 ひしが 爲 ならん と。 

0 一) 幽靈の 一 人に して 事足る は、 前に 述べた るが 如し。 去らば 其 一 人の 幽靈 はバ ン nl かダ ン カン か。 

是れ 次に 觯釋 すべ き 問題な りと す。 

千 八 百 三十 六 年 コリア ー 沙 翁に 關 する 一 書 を 著して、 醫 師フォ ー マ ンの 記錄を 公に す、 其 中 千 六 百 十 年 

四月 一 一十 日の 條に此 悲劇に 關 する 記事 あり。 蓋し 彼 は 當夜グ 口 ー ブ座 にて マクべ ス を觀、 歸 つて 其 狀況を 

草した るな り。 其 一 節に 曰く 此夜 マクベス は 大に臣 僚を會 して 宴 を 張り、 バ ン コ ー も此 席に あらば など 殘 

り 惜し 氣 なる 樣 なり。 偖 マクべ スは 諸人の 爲に 祝杯 を擧 けんとて 席 を 立ちけ るが、 其 ひまに バ ン コー の幽 
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靈は 席に 入りて、 マクベスの 背なる 椅子に 坐し ぬ。 マクベス は 再び 席に 復 らんと 振り返りて 幽靈と 顔 見合 

はせ、 畏怖と 憤怒の 餘りバ ン コ I を 殺せる 事に 就きて 喋々 しければ、 諸人 も 始めて バ ン コ ー の此 世に あら 

ぬ を 知り、 栗て は マクベス を 疑 ふに 至りぬ。 此記錄 によりて 事實上 疑問の 一 半 は解釋 せられた りと 云 ふ も 

不可な きが 如し。 去れ ども 事實 は事實 なり。 劇の 興味が 事寳 以外に 於て 增 減し 得る とせば、 之に 向って 論 

評 を 加 ふる は、 批家適 常の 義務に して、 且フォ ー マ ンの記 錄は單 に事實 前半 を 摘出した るに 過ぎす、 是に 

於 て か 諸家 各自の 意見 を鬪 はし て 相 下らす。 

第一 の 幻怪 を ダン 力 ン となし、 第一 一の 幽魂 をバ ン コー となす 者 あり。 シ ー モア 及び ハ ンタ— 是 なり。 前 

者 云 ふ マクベスの 良心 を 刺激し、 其 非擧を 悔いし むる もの は、 慈 仁 寛厚の ダンカン か、 將た同 叢なる バン 、 

コ ー かと。 思 ふに 此說 をな す もの は 吾人の 心理 作 EE を 知らざる ものな り。 人 大事 を 忘れて 小事 を 念頭に 置 

く 事 あり。 父母の 病に 走らす して 碁に 耽る が 如し。 服 前の 丐兒に 半 錢を與 へて、 故擲の 妻子 を 閑却す るが 

如し。 半夜 火 あり 汝が 家に 遍る とき、 汝の 意識 は此 火災の 爲に 占領 せらるべき か、 將た 去年 破產 せる 汝の 

銀行に あるべき か。 火災 は 一 時の 害、 破産 は 終生の 厄な り。 若し 大小 を 以て 之 を 論ぜば、 兩者 固より 軒輊 

する の價 値な きものな り。 然れ ども 汝の心 は此を 忘れて 彼に 赴く は 何ぞ。 目前の 急 なれば なり。 今 ダン 力 

ンとバ ン コー の 差 は 近火と 破産の 差の 如く 甚し からす、 而 して 眼前の 急 は兩者 A ハに 同じ。 マクベスの 胸裏、 

大 なる ダ ン 力 ンを 忘れて、 小なる バ ン コ ー を畏 る。 是れ理 の當に 然る可き 所な り。 彼 又 云 ふ マ クべ スの妖 

怪を罵 る 語 中に if  charnel-houses  and  our  graves  etc. の 語 あり。 若し ダ ン 力 ンを 指す にあら すん ば此 

語妥當 ならす。 ダンカン 先に 死して 今 旣に墓 中の 人な り。 故に 「墓 を 出る」 云々 の 文句に 適 中 すれ ど、 バ 

ン コ ー は 今 死せ るの みに て出づ べき 墓 もな く、 見捨 つべき 塚 もな し。 若し 今幽 靈をバ ン コー なりと せば、 

此句は 如何にして 說明 する を 得ん と。 此說 固より 一 理 なきに あらね ど、 要するに 文字 上の 理窟に して、 酷 


評 を 下せば， 言 句に 拘泥せ る 訓詁 家の 說と いふべ し。 マクベス は 前に 述べた る 如く 詩趣に 富める 人な り。 

故に 其 言語の 情に 激して 噴 藩す る や、 常に 天來の 警句と なって 流出し 來る。 彼の charnel-house の 一語 

の ごとき は 尤も 其の 奇拔 なる ものな り。 墓 は 常に 死と 連想 せらる、 ものな り。 今 死せ る 者が 幽鬼と なって 

娑婆 世界 を 彷徨 するとき、 詩的に 之 を 形容して 墓 死屍 を 吐く とい ふ。 旣に 其の 適切なる を 見る。 其 死屍の 

葬られた ると 葬られ ざると は 吾人の 問 ふ 所に あらざる なり。 單に 吾人の みならで 之 を 口にする もの 自身の 

問 ふ 所に あらざる なり。 且此 思想た る沙 翁に 在って 珍奇なら す。 「ハ ム レット」 中に 

： llie  graves  stooil  1;enantless,  and  t;lie  slieeted  dead 

Did  sclneak  n-nd  git- .her  in  t.he  Rornaii  streets  : 

なる 句 あり。 去れば 旣に 死した る ものの 幽靈を 漠然と T 墓より 出で 來る」 と 云へ りと 見て 不可な きが 如し。 

彼 又 云 ふ、 マクべ スの 夫人に 告- ぐる 語 中に If  I  stand  liere  I  saw  him なる 言 あり。 夫人 は此峙 未だ バ 

ン nl の 死 を 知らす。 知らざる ものに 向って 單に him と 云 ふ、 何等の 意義な し。 故に 此 him なろ 名詞 は 

夫人の 共謀して 弑 せる、 ダンカンに 外なら すと。 此說叉 事 機に 通ぜ ざるの 論な り。 人 を 見て 法 を 說くは 日 

常 談笑 の 際にの み 行 はるべき 法刖 なり。 卽ち 吾人が 言語 の 方便 を 用 ひて 其 意 思 を 人 に 通す ると きわが 言語 

の對 手に 了解せられ 得る や 否や を 考へ之 を 斟酌し 之 を 選擇し 得る の餘裕 ある 場合に のみ 適用すべき ものな 

り。 咄嗟 倉卒の 際 は、 人 唯 己の み を 顧慮す るに 過ぎす。 念頭 一 微塵の 人に 關 する あるな し。 焉ん、 ぞ 他の 吾 

を 解す ると 否と を 問 はんや。 昔 一 友 あり、 英人 某と 爭ふ。 爭 ふとき 彼の 片言 隻辭を 聞き 得す。 而 して 彼 は 

平生 此英 人の 授業を受け， 日々 其 講義 を 筆記せ る 男な り。 見るべし 此 講師 は 平生の 手加減 を 忘れて 驀地に 

吾 友に 咄喊 したる を。 今 マ ク ベ ス の 場合 如何と 考 へ よ。 彼 は 平生の マクベス にあらざる なり。 情緒 惑亂し 

心 胸 鼓動す。 彼の 腦漿は 沸々 として 聲を なす。 是 時に あたりて 直ちに バ" コ！ を 指して him と 云 はば 夫 
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人 は 之 を 解し 難 かるべし と、 冷靜に 分別 を囘 らし 得る の理 あるべ からす-。 否 夫人の 薛し 得べ からざる him 

なる 語 を 放 下す るが 故に、 彼の 心裡の 反響と 見るべき 此 唐突の 一語が、 一段の 趣味 を附 加し 周 園の 狀況と 

映 帶の妙 を 極む るに あらす や。 且 不可 觯は 秘密 を 意味す。 秘密 は 時あって か猛 勢なる 文舉的 結果 を 生す。 

吾人 は 狂人の を 聞きて 解す る 能 は ざ るに 苦しむ。 解す る 能 は ざ ると 同 t- に 其^す る 能 は ざ る邊に 於て、 

一種 道 ふ 可から ざる 凄 愴の感 を 生す。 深夜 人靜 まって 萬籟 息む とき、 忽然 隣 床に 臥す る 者呵々 大笑す、 吾 

人 は 其の 何の 意た る を 知らす。 只此 何の 意た る を 知らざる 底の 笑裡 に、 無限の 鬼氣 ある を 思へ。 マクベス 

が 他に 解し 難き him なる 言 を、 當面錯 過の 瞬間に 口外す る は、 彼の 心 狀を發 露す るに 最も 適當 なる 方便 

なり。 叉 之 を 口外した るが 爲 呆然た る 傍人の 心に 反射して、 一 種の 瑰氣味 惡き感 を 起さし むる も 亦、 作者 

工夫の 一 端と 見るべし.，」 

ハ ンタ ー の 第 一 幽靈を 以て ダ ン 力 ン なりと なすの 理由 も 亦 charnel-house 云々 の 句に 存 すれば、 重ね 

て 之 を 論ぜす。 第一 一の 幽靈を 以て バ ン コ| となす は、 マ クべ スが 幽靈に 向って Or  be  alive  again,  and 

dare  me  to  the  .desert  with  thy  sword と 云へ るに 由る。 彼れ 云ふ此 句に よりて 推測 すれば、 平易 温厚 

の 王者に あらす して 悍薩傑 張なる 武士の 怨靈と 思 はると。 余 は 固より 雙 方の 幽靈を 以て ダ ンカ ン にあら す、 

バ ン コー なりと 主張す る 者 なれば、 是說を 鼓す るの 必要な きに 似たり と雖 も、 單に此 句より 推して、 此結 

論に 達する は 頗る if 豚 弱な りと 云 はざる ベ からす。 マクベス は 生ける ダ ン 力 ン に戰を 挑む にあら す。 生ける 

ダ ン 力 ン は 寛厚の 長者な り。 去れ ど 如何に 君子の 幽靈 なれば とて、 溫 風の 如くに 出現す るの 道理な し。 少 

なくと も 自ら 手 を 下した る マクべ スに然 く 見 ゆべき にあら す。 從 つて 刀 矢の 家に 生れた る 男子が、 之を麾 

いて 劎 光の 下に 雌雄 を诀 せんとす るは必 すし も 不可な きに 似たり。 余 故に 思 ふ ハ ン タ ー の說 は、 第一 一の 幽 

靈をバ ン コ— たらしむ る 上に 左 迄の 功力な しと。 


以上の 一 一家に 反して 第 一 をバ ン コ ー とし、 第一 ーをダ ン 力 ン なりと 思惟す る 者 を ナイトと す。 第 一 の論據 

は twenty  trenched  gashes  on  his  head を 蒙って 斃れ たりと 傳へ られ たる、 バ ン コ ー に マ クべ スの句 中 

にある twenty  mortal  murtliers  on  tlieir  crowns と 云 ふ 文辭が 善く あてはま ると 云 ふに あり。 要する 

に 是も亦 言 句の 議論に 過ぎす。 去れ ど 單に之 を 以て バ ン nl なりと 論斷 する の大 早計なる は 勿論 なれ ど、 

此斷論 を 鞏固に する 上に 於て、 多少の 力なし と 云 ふ 可から す。 彼の 第二の 理由に 至って は 容易に 首肯し 難 

きもの あり。 其 大要に いふ。 初見の 幽靈と 再現の 幽 靈に對 する 態度の 上に 於て、 マ ひべ スの 言語に 變化ぁ 

る を 01- る。 旣に其 言語に 變化 ある 以上 は、 同一 の 幻怪に 對 する ものと 斷定し 難し。 彼の 初靈を 見て 驚 怖せ 

る を 咎めて、 君 も 丈夫なら す やと 夫人の 語りた るに 答へ て、 「然り 而も 豪膽 なる 丈夫な り、 鬼を戰 かしむ る 

者 を 熟視す るから は」 と 云へ り。 然るに 第一 一の 幽霊に 對 して は -Avaunt!  and  quit  my  sight  二 と 云 ひ- 

- Take  any  shape  but  that  - とい ひ、 又は -  Hence,  horrible  shadow! - と 云 ふ。 凡て 是れ 傾倒 激越の 

辭 にして、 之 を 前段に 比する に、 一 熱 氣を加 ふ。 是れ 第一 一の 幽靈は 第 一 よりも 舞： 猛兜惡 なる が爲 なら 

んと。 之 を 辯 論 せんに は、 再び 心象の 推移なる 問題に 入らざる ベから す。 ナイト は 動き 得る 幽靈を 3- て、 

動き 得る マ ク ベ ス を 見す。 心的に dynamic なる マクベス は 嘗て 彼の 眼中に 入らざる なり。 吾人 は兩 個の 

幻怪 を此 光景 上に 點 緩し 得る と 同等の 容易 さ を 以て 一 一個の マ クべ スを 描寫し る 事 を 忘る ベ からす。 故に 

他の 理由 ありて、 此幽靈 は 一 個に して 一 一個に あらす と斷 論し 得る とき は 勢 ひ 動く 者 は マ クべ ス なりと 云 は 

ざる 可から す。 而 して 此 中心 點 たる マクべ スの 動く は副景 たる 幽霊の 動く よりも 劇 全體の 生命 を 活動せ し 

むる 點に 於て、 效果 ある は 勿論な り。 去らば マクベス は 此活人 畫禋に 如何に 動き、 如何なる 丹碧の 彩维に 

よりて 順次に 之 を 色 どり しか。 余 思 ふに マ クべ スの變 化 は 流水の 低き に 就く が 如く、 楓 薬の 秋を染 むる が 

如く、 自然の 理. を 極めた る ものな り。 人 あり 髮を 引きて 汝に戲 る。 汝 微笑して 過ぎん。 頃刻の 後 彼 又汝の 
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髮を 引く。 汝笑ふ事をゃめて^^面を作らん，" 三度び 四た びに 至って 汝愤 然として 起ちて 彼を撲 たん。 彼の 

汝に戲 る  >  や 其 動作に 於て 其 程度に 於て、 ^後 毫も 異なるな きなり。 然れ ども 汝の 微笑 は變 じて：：^ 面と な 

り、 遂に 毆打 となる。 是れ 動く 者 彼に あらす して 汝に 在るな り。 マクベス は 固より 斗 大の膽 を 有する 空 世 

の 偉人に あらす と雖、 其英 挺俘勵 の氣、 優に 尋常 ー樣 の魏瞎 漢を拔 くに 足る。 故に 其 幽鬼に 對 する や 常に 

畏怖と 憤怒の 間に 彷徨す。 彼 は 己の 殺戮せ る 舊主舊 友の 影 を、 髮鬆 裡に認 むる を 怖る。 而も 同時に 彼等の 

己 を 侮蔑し、 其 死屍 冷骸を 動かして 敢て、 わが 面前に 出で 來る を愤 る。 彼の 第一 幽靈を 見る や、 畏怖の 念 

憤怒の 念に 勝る。 其の 去って 再び 來るゃ 憤怒の 念 畏怖の 念に 勝る。 一 たび 消えた る 亡者 を 送りて、 胸中の 

波瀾 正に 收ま らんと する に 臨みて、 又 前と 同じき 亡者に 接す。 亡者 は マクべ ス をして 瞬時の 安心 を 得せし 

めんが 爲 にこと さらに 退却し、 漸く 安心 を 得ん とするとき 又 急に 起って 其 虚を衝 く。 是れ 最初より 退去せ 

すして マ クべ スを^ 睨す るよりも 皮肉なる 遣り口な り。 飽く迄も 彼 を 愚弄せ る 手段な り。 勇 捍氣を 負 ふ マ 

クべ スの 如き もの、 此幽靈 の 態度に 對 して、 惯恨痛 激の辭 なき を 得ん や。 彼の 第一 の幽 靈に對 する よりも、 

第二の 幽靈に 向って 切齒 罵詈の 語 多き は 正に 是が爲 なり。 而も 同一 の幽 靈が隨 意に 來り 勝手に 去り、 思 ふ 

ま > に 彼 を 嘲弄す るが 爲 なり。 故に 余 は ナイトの 說 に反して、 變 する 者 は幽靈 にあら すして 反って マクべ 

ス なりと 斷す。 

兩 個の 幽靈を 以て 共に バ ンコ ー なりと 認 むる 者 あり。 ダイス 及び ホワイト 是 なり。 ダイス 云 ふ stage 

direction は元來 に 俳優の 注意の 爲に 設けた る ものな り。 故に 若し 沙翁 をして ダ ン 力 ンとバ ン コ —と兩 

人の 亡 鬼 を 登場せ しむる の計畫 ならしめば、 E- 取 初より 混亂の 憂な き樣 明記す ベ き笞 なりと。 余 は 是に對 し 

て然 あるべし と 云 ふの 外、 一 辭を附 加す る 能 はす。 ホワイトの 說に 至って は 、諸家の 評論 中 尤も 耳 を 傾く 

べき ものと 思椎 す。 曰く マクべ スの心 を 苦しむ る もの はバ ン コ ー に 外なら すして、 幽靈の 出現す る はマク 


ぺ スがパ ン コー の 事に 說き及 ほした る 後に あり。 第一 の幽 靈のバ ン コ ー なるや 疑 を容れ す。 第一 一 も 亦 同人 

なる 事 明白な り。 マクべ スのバ ン コ ー を 殺す や、 遠く 時日 を 隔てす 從 つて 當時 彼の 心 を 支配す る もの はバ 

ン コー なり。 且彼は 衆人の 疑念 を 晴らさん とて 殊更に バ ン コ| を 過賞せ る 際に、 幽靈 の 突如と して 現 はる 

るに 由って 然るべ しと。 ホワイトの 說簡 にして 要領 を 得たり。 余 は 大體の 上に 於て、 其說に 同意す るに 踢 

躇 せざる ものな り。 今 之 を 詳論 せんとす 「レ 

バ ン コ I の 怨鬼は 唯 彼が マクべ スに 謀殺せられ たりと いふ 單 純なる 理由に よりて、 形 を あら はすに あら 

す。 若し 是を 以て 幽靈の 出る に 相當の 理由な りと せば、 ダン 力 ンの怨 靈も亦 同等の 横 利 を 以て 登場 顯 歩し 

得る 害な り。 去れ ども 沙翁 はバ ン コ ー の 怨鬼を 出す 前に 當 りて、 周到なる 用意 を 整へ たり。 少なくとも 余 

の 目に 映す る 悲劇 マクべ スに 於て は、 罩 なる 殺虐 以外に 興味 多き 心理 上の 手順 を 踏めり と 思 ふ。 マクべ ス 

の 三 個の 兇漢 を 使嗾して、 バ ン コ ー を途 に耍擊 する や、 バ ン コー は當 日の 夜會に 臨まん として 城外 迄 馬上 

に 乘り附 けたる 折な り。 城内に て は 謀殺の 主人 宴 を 張りて 大に 群臣 を f おす。 群臣 を 饗する の マクベス は、 

漢の旣 に 己が 命 を 果たし 得た る や 否 や を 知らす。 心中の 煩悶 知るべき のみ。 而 して： M 〈煩悶の 燒 點はバ ン 

コ I にある や 言を俟 たす。 宴旣に 開く。 刺客 來 りて 戸外に 立つ。 マクべ ス其、 面 上に 一 點紅 ある を 認めて 曰 

く  -Tis  better  thee  witliout  than  lie  within と。 彼は當 夜の 宴に バ ン コ！ の顏を 見ざる を 欲し、 且其 

策の 成れる を 聞きて、 漸く 安堵の 思 をな す。 苦悶の 雪 正に 收 まる。 宴旣に 開く。 マクべ ス 立って バ ンコ I 

の 座に あらざる を 惜しみ、 衆に 向って いふ。 

Here  liad  we  now  out-  countty-s  honour  roof-d, 

were  tlie  graced  p-erson  of  our  Banquo  present; ； 

.wllo  may  I  ratlier  dlalleag ひ fof  unkindn ひ ss 
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Tlian  j5ity  for  mlsdlance.*- 

是れ 明らかに パ ン コ.！ の此 席に 來り 得べ からざる を豫 想して、 其 心事 を 倒 まに 放射せ る ものな り。 此時 

に當 つて 彼の 念頭 は 固より パ ン コ ー を 離れす。 而も バ ン コ ー を 再び 見る の 虞な きを 信す。 而 して 殊更に 堂 

上の 臣僚を 欺瞞 せんが 爲に、 彼が 缺 席せ る爲 折角の 興味 を 殺ぐ を呶々 す。 是 時に 當 りて 幽靈 あり 音な く 室 

に 入り、 聲 なくして マクベス の 椅子に 坐す。 とせば、 其 幽靈は 彼が 副 意識の 下に 埋沒 せる ダ ン 力 ン の幽靈 

と见 るべき か、 將た 寸時 も 彼の 念頭 を 離れざる バ ン コ— の幽靈 なるべき か。 事實は 暫く 措く。 之 を ダン 力 

ン の幽靈 とせば 興味の 頓に 索然た る もの あらん。 充分に 諸人 を 瞞着し 得たり と 信じた る マ クべ ス、 又 萬々 

バ ン ni の此 室に 入る の 道理な しと 思 ひつめ たる マクべ スが、 己の 席に 復 せんとして 振りむ けば、 居る ベ 

からざる バ ン コ I が 居るべからざる 己の 椅子に 冷然と 端坐し つ 、あるみ-見て、 悚然 たる 寒 慄の念 は、 マク 

ぺ ス より 傳染 して 一 般の觀 客に 電氣の 如く 感動 を與 ふべき なり。 友 を 殺し 了し 臣を 欺き 了したり と 自惚れ 

たる 彼 は、 劈頭 第一 に幽靈 より 翻弄せられ たるな り。 

幽鬼 旣に 去って 波瀾 漸く 收 まる。 マクベス 思 へ らく 今度 こそ 安心な らんと。 再び 先の 瞞着 手段に 訴 へ て 

云. r 

it  drink  to  ttie  general  joy  o-  the  whole  table. 

And  to  our  dear  friend  Banquo,  wtlom  we  miss  ； 

would  ne  were  tiere  ！  -  * 

と。 彼の 念 慮 は、 猶バ ン コ ー を 離れざる を 見るべし。 彼の 剛腹なる 猶臣僚 を 愚弄 せんと 欲する を 見るべし。 

而 して 其の 他 を 愚弄 せんと 欲する 裏面に は、 一 點 得意の 氣 ある を 認め 得べ し。 得意の 氣 僅かに 機微に 發す 

る 時、 忽然と して 其 鼻梁 を 挫く の 幽靈は 再び 登場し 來る なり。 マクベス の憤怨 知る ベ きのみ。 余 は 如 II： に 


之 を觯釋 する も、 再度の 幽靈を 以て ダ ン 力 ンと 思議す る 能 はざる なり。 以上 は 余の 第一 一問に 對 する 解決な 

(三) 最後に 解釋 すべ き は、 マクベス の 見た る 幽靈は 幻怪と すべ きか、 又 幻想と すべ きかの 問 超 なり。 

客觀 的に 眞 物の 幽靈を 舞臺に 出す を 否と する に 就いて ニ說 あり。 一 は 此幽靈 は獨り マクベスの 目に 觸る > 

のみに て、 同席の 他人の 瞳孔に 入らざる が 故に、 何人の 眼に も 映す る 實物を 楊に 登す は、 當を 得た る もの 

にあら すとの 考 なり。 ケ ー ク、 ケン ブル、 ナイトの 諸人 之 を 主張す。 一は 此幽靈 たる 單に マクベスの 妄想 

より 揑造 せられた る 幻影の 一 塊に 過ぎざる を 以て、 之 を廢 すべ しとの 意な り。 第一 一の 幽靈に 就いて ハドソ 

ン之 み-固持す。 第一 の 說は理 に 於て 妥當 なる も、 之を廢 したりと て 感輿を 引く の點に 於て 必す しも 寶 物の 

幽霊に 勝らす。 厪云 へ る 如く、 此 劇の 中心 は マクベス なり。 マクベス に對 する 觀 客の 態度 は マクべ ス と 列 

席す る臣 僚の 態度と 同じから す。 吾人 は此 中心 點 なる マクべ スの 性格の 發 展を迹 づけん 事 を 要す。 故に 吾 

等 觀客は マクべ スの臣 僚よりも マクベスに 密接の 關係 ありて、 又 彼等よりも 一 歷マク ベ スの心 裏に 立ち入 

るの 權利を 作者より 與 へられた る ものと 假定 して 可な り。 吾人の 劇 を觀る や、 劇を觀 るの 前に 當 つて 豫め 

此假定 を 認識せ る ものな り。 故に 此點 より 論 すれば 一 座の 人に 見る 能 はざる 幽靈 が、 観客の 眼に 入りたり 

とて 不都合な き譯 なり。 又 第一 一 說に對 して は 余 は 下の 如き 意見 を 持す。 文擧 は科舉 にあら す。 科學は 幻怪 

を 承認せ ざるが 故に、 文擧 にも 亦 幻怪 を 輸入し 得すと 云 ふ は、 二者 を 混同す るの 僻論な りと。 去れ ど文藝 

上 讚 者 若 しく は觀 客の 感興 を 惹き得 ると 同時に、 又 科學の 要求 を 満足し 得ん に は、 何人も 之 を 排斥す る の 

愚 をな さざる べし。 唯單に 科擧の 要求 を 満足せ しめんが 爲に 詩歌の 感與を 害する は、 是れ 文藝を あゆて 科 

學 の镊牲 たらしむ る ものと 云 はざる 可から す。 マクべ スの 幽靈は 科學の 許さざる 幻怪なる が爲に 不可なる 

にあら す、 幻怪なる が爲に 興味 を 損する が 故な りと 云 はざる 可から す。 科擧の 許す 幻想なる が爲に 可な り 
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と說 くへから す、 幻想と せば 幾 段の 興味 を 添へ 得る が爲に 可な りと 論すべし。 而 して 此光 あって 置 勿 

の幽 靈を廢 するとき は、 劇の 興味 上 何等の 光彩 を 添へ すして、 却て 之 を 減損す るの 虞 ある こお 一べ た；^ 

タく なれ は 余 は 此幽靈 を 以て 幻 i にて 可な りと 考ふ。 若しくは マクベスの 幻想 を 吾人が 見 # ると し、 其 

見得る i?- に 於て 幻怪と して 取扱って 不可な き 者と 考ぷ 。第三の 問題に 閥して 今少し 詳論の 上 明 暢、， よる 解決 

をな さんと ほど 時 曰 乏しく して I ながら 其 意 II 文 ilf り li あらん 事；； 


雜 


理事 來 つて n: か 論說を 書け と 云 ふ、 余此ほ 腦中拂 底、 諸子に 示すべき 事な し、 然し 是非に 書け とな 

らば 仕方なし、 何 か 書くべし、 但し 御世 辭は縑 ひなり、 時々 は氣に 入らぬ 事 あるべし、 又 思 ひ 出す 事 

を 其 儘 書き 連ぬ る 故、 筒條 書の 如くに て 少しも 面白 かる まじ、 徂し 文章 は 飴細工の 如き ものな り、 延 

ばせば いくらでも 延る、 其 代りに 正味 は 減る ものと 知る ベ し。 

愚見 數則 

—— 明治 二十 八 年 十一月.， 愛媛 縣 尋常 屮學校 『保 惠會雜 誌』 I 

昔し の 書生 は、 笈を負 ひて 四方に 遊歴し、 此 人なら ばと 思 ふ 先生の 許に 落 付く、 故に 先生 を 敬 ふ 事、 父 

兄に 過ぎたり、 先生 も 亦 弟子に 對 する 事、 眞の 子の 如し、 是 でなくて は 眞の敎 育と いふ 事 は出來 ぬな り、 

今の 書生 は 寧 校 を 宿屋の 如く 思 ふ、 金 を 出して 暫 らく 逗留す るに 過ぎす、 厭に なれば すぐに 宿 を 移す、 か 

かる 生徒に 對 する 校長 は、 宿屋の 主人の 如く、 敎師は 番頭 丁稚な り、 主人た る 校長 すら、 時には 御 客の 機 

嫌 を 取らねば ならす、 況んゃ 番頭 丁稚 を や、 薰陶所 か 解雇され ざる を 以て 幸福と 思 ふ 位な り、 生徒の 增長 

し敎 員の 下落す る は 當然の 事な り。 

勉强 せねば 碌な 者に はなれぬ と覺 悟すべし、 余 自ら 勉强 せす、 而も 諸子に 面する 毎に、 勉强 せよ々々 と 

いふ、 諸子が 余の 如き 愚物と なる を 恐 るれば なり、 殷鑑 遠から す勉旃 み々。 

余 は敎育 者に 適せす、 敎育 家の 資格 を 有せ ざれば なり、 其 不適 當 なる 男が、 糊口の 口 を 求めて、 一 番得 
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易き もの は、 敎師の 位地な り、 是 現今の 日本に、 奠の敎 育 家な きを 示す と 同時に、 現今の 書生 は、 似非 敎 

育 家で も 御茶 を淘 して 敎授し 得る と 云 ふ、 悲しむ ベ き 事實を 示す ものな り、 世の 熱心ら しき 敎育 家中に も- 

余と 同感の もの 澤山 あるべし、 眞 正なる 敎育家 を 作り出して、 是 等の 僞物を 追 出す は、 國 家の 責任な り、 

立派なる 生徒と なって、 此の 如き 先生に は 到底 敎師は 出來ぬ ものと 悟らし むる は、 諸子の 責任な り、 余の 

敎 育揚襄 より 放逐 さる  >  とき は、 日本の 敎 育が 隆盛に なりし 時と 思 へ 。 

月給の 高下に て、 敎 師の惯 値を定 むる 勿れ、 月給 は 運 不運に て、 下落す る 事 も 騰貴す る 事む ある ものな 

り、 抱 關擊拆 の 輩 時に 或は 公卿に 優る の 器 を 有す、 是 等の 事 は 讀本を 讚んでも わかる、 只 わかった 許りで 

實 地に 應 用せ ねば、 凡ての 擧問 は徒勞 なり、 晝寐 をして るる 方が よし。 

敎師 は必す 生徒より えらき ものに あらす、 偶 誤り を敎 ふる 事な きを 保せ す、 故に 生徒 は、 どこまでも 敎 

師の云 ふ 事に 從ふ べしと は 云 はす、 服せ ざる 事は抗 辯すべし、 但し 己れ の 非 を 知らば 翻然と して 恐れ入る 

べし、 此問ー 點の 辯 疎 を容れ す、 己れ の 非 を 謝する の 勇氣は 之を遂 けんとす るの 勇氣に 百倍す。 

狐疑す る 勿れ、 躅路 する 勿れ、 驀地に 進め、 一度び 卑怯 未練の 癖 をつ くれば 容易に 去り 難し、 墨 を 磨し 

て 一 方に 偏す る 時 は、 中々 平になら ぬ ものな り、 物 は 最初が 肝要と 心得よ。 

善人 許りと 思 ふ 勿れ、 腹の 立つ 事 多し、 惡人 のみと 定 むる 勿れ、 心安き 事な し。 

人 を崇拜 する 勿れ、 人を輕 蔑す る 勿れ、 生れぬ 先 を 思へ、 死んだ 後を考 へよ。 

人 を 観ば 其 肺肝 を 見よ、 夫が 出來 すば 手 を 下す 事 勿れ、 水 瓜の 善惡は 叩いて 知る、 人の 高下 は 胸裏の 利 

刀 を^って 眞 二に 割って 知れ、 叩いた 位で 知れる と 思 ふと、 飛んだ 怪我 をす る。 

多勢 を 恃んで 一 人 を 馬鹿にする 勿れ、 己れ の無氣 力なる を 天下に 吹聽 する に 異ならす、 新の 如き 者 は 人 

間の 糟 なり、 豆腐の 糟は 馬が 噴 ふ、 人 閒の糟 は 蝦夷松 前の 某へ 行ても 寶れる 事で はなし。 


自言 重き.？ s- は、 ！ g 人 之 を 破り、 自信 薄き 時 は 自ら 之 を 破る、 寧ろ 人に 破らる  > 'も 自ら 破る 事 勿れ。 

11 昧を 去れ、 知らぬ 事 を 知った ふり をしたり 人の 上 ゆ 足 を 取ったり、 嘲弄したり、 冷評したり、 する も 

の は 厭味が 取れぬ 故な り、 人間 自身の みならす、 詩歌 俳諧 共 厭味の ある ものに 美く しきもの はなし C 

敎師に 叱られた とて、 己れ の 直 打が 下がれり と 思 ふ 事な かれ、 又 褒められた とて、 直 打が 上った と、 得 

意になる 勿れ、 鶴 は 飛んでも 寐ても 鶴な り、 豚 は^ても 呻っても 厥な り、 人の 毀譽 にて 變 化する もの は 相 

揚 なり、 直 打に あらす、 相場の 高下 を 目的と して 世に 處 する、 之な 才子と 云 ふ、 直 打 を 標準と して 事 を 行 

ふ、 之 を 君子と 云 ふ、 故に 才子に は榮達 多く、 君子 は 沈淪を 意と せす。 

平時 は處 女の 如く あれ、 變 時には 脫 鬼の 如くせ よ、 坐る 時は大 磐石の 如くなる べし、 但し 處女も 時には 

浮 名 を 流し、 脫鬼 稀に は 獵師の 御 土產 となり、 大 磐石 も 地震の 折は轉 がる 事 ありと 知れ. - 

小智 を ffl る 勿れ、 權 謀を逞 うする 勿れ、 ニ點の 間の 最捷徑 は 直線と 知れ。 

權謀を 川 ひざる 可らざる 場合に は、 己より 馬鹿なる 者に 施せ、 利 愁に迷 ふ 者に 施せ、 毀譽に 動かさる > 

者に 施せ、 情に 脆き 者に 施せ、 御祈禱 でも 1- 咀 でも 山の 動いた 例し はなし、 一 人前の 人間が 狐に 胡 魔 化さ 

る、 事 も、 理擧 書に 兒ぇ す。 

人を觀 よ、 金時計 を觀る 勿れ、 洋服 を觀る 勿れ、 泥棒 は 我々 より 立派に 出で立つ ものな り。 

威張る 勿れ、 蹈ふ 勿れ、 腕に 覺 えの なき II め は、 川 心の 爲に六 n< 棒を携 へたが り、 借金の ある もの は 酒な 

勸 めて 債主み-胡 魔 化す 事を勉 む、 皆 己れ に 弱味が あれば なり、 德 ある もの は 威張らす とも 人 之 を 敬 ひ、 滔 

はすと も 人 之 を 愛す、 太鼓の 鳴る は 空虚なる が爲 なり、 女の 御世 辭の よき は 腕力な きが 故な り。 

妄りに 人 を 評する 勿れ、 斯樣な 人と 心中に 思うて 居れば 夫で 濟む なり、 悪評に て 見よ、 口より 出した 事 

を、 再び 口へ 入れん とした 處が、 其 5. 斐 なし、 況して、 又聞き 噂 杯い ふ、 薄弱なる 土臺の 上に、 設けられ 

二  0 九 


i|  I  o 

たる 批評 もや、 擧問 上の 事に 付て は、 無嗜に 議論せ す、 人の 攻撃に 遇 ひ、 破綻 を あら はす を 恐 るれば なり 

人の 身の上に 付て は、 尾に 尾 をつ けて 觸れ あるく 是 他人 を 储 ひて、 間接に 人 を 撲ち敲 くに 異ならす、 賴ま 

れ たる 事なら 是非な し。 

観 まれ もせぬ に、 か、 る 事 をな す は、 醉興 中の 醉 興なる ものな り。 

馬鹿 は 百 人 寄っても 馬鹿な り、 味方が 大勢なる 故、 己れ の 方が 智養 ありと 思 ふ は、 了見 違 ひなり、 牛 は 

牛 伴れ、 馬 は 馬 連れと 申す、 味方の 多き は、 時として 其 馬鹿なる を證 明し つ、 ある こと あり、 此程 片腹痛 

さ ことなし 0  . 

事 をな さんと ならば、 時と 場合と 相手と、 此 三者 を見拔 かざる ベから す、 其 一 を 欠けば 無論の こと、 其 

百 分 I を 欠く も、 成功 は覺 束な し、 但し 事 は、 必す 成功 を 目的と して、 揚 ぐべき ものと 思 ふべ からす、 成 

功 を 目的と して、 事を揚 ぐる は、 月給 を 取る 爲に、 學問 すると 同じ ことな り。 

人我 を乘 せんとせば、 差 支へ なき 限り は、 乘 せられて 居るべし、 いざと いふ 時に、 痛く 抛け 出すべし、 

敢て復 纏 【とい ふに あらす、 世の 爲め 人の 爲め なり、 小人 は 利に 喩る、 己れ に 損の 行く ことと 知れば、 少し 

は 惡事を 働 かぬ 樣 になるな り。 

首 ふ 者 は 知らす、 知る もの は 言 はす、 餘慶な 不糙の 事 を 蝶々 する 程、 見苦しき 事な し、 況 んゃ赛 舌 を や、 

何事 も控へ 目に せよ、 奧 床しく せよ、 無喑に 遠慮せ よと に は あらす、 一 言 も 時として は 千金の 價値 あり、 

萬 卷の書 もく だらぬ 事ば かりなら ば 糞 紙に 等し。 

損 i5J と 善悪と を 混す る 勿れ、 輕 fi と 淡泊 を 混す る 勿れ、 眞 率と 浮 跳と を 混す る 勿れ、 溫 厚と 怯懦と み-混 

する 勿れ、 磊落と 粗 rllHJ を 混す る 勿れ、 機に 臨み 變に應 じて、 稀々 の 性質 を 見 はせ、 一 有って 一 一な き 者 は、 

上資 にあら す。 


世に 惡人 ある 以上 は、 喧 ！■ は 免る ベから す、 社會が 完全に ならぬ 閒は、 不平 騷動 はな かる 可ら す、 擧校 

も 生徒が 騷動を すれば こそ、 漸々 改良す る なれ、 無事 平 穩は御 目出度に 相違な きも、 時として は、 楚 ふべ 

きの 現象な り、 斯く 云へば とて、 诀 して 諸子 を敎 唆す るに あらす、 無 喑に亂 暴され て は 甚だ 困る。 

命に 安ん する もの は 君子な り、 命 を複す もの は 豪傑な り、 命 を 怨む者 は 婦女な り、 命 を 免れん とする も 

の は 小人な り。 

理想 を 高く せよ、 敢て 野心 を大 ならしめ よと は 云 はす、 理想な きもの、 言語 動作 を 見よ、 醜陋の 極な り、 

理想 低き 者の 擧止 容儀 を 観よ、 美なる 所な し、 理想 は 見識より 出す、 見識 は舉 問より 生す、 舉問 をして 人 

間が 上等に な らぬ 位なら、 初から 無擧で 居る 方が よし。 

欺かれて 惡事 をな す 勿れ、 其 愚 を 示す、 喰 はされ て 不善 を 行 ふ 勿れ、 其 陋を證 す。 . 

默々 たるが 故に、 訥 辯と 忍 ふ 勿れ、 拱手す るが 故に、 兩腕 なしと 思 ふ 勿れ、 笑 ふが 故に、 癎瘤 なしと 思 

ふ 勿れ、 名聞に 頓着せ ざるが 故に、 龔と思 ふ 勿れ、 食を擇 ばざる が 故に、 口な しと 思 ふ 勿れ、 怒る が 故に、 

忍耐な しと 思 ふ 勿れ。 

人 を 屈せん と 欲せば、 先づ 自ら 屈せよ、 人 を 殺さん と 欲せば、 先づ 自ら 死すべし、 人 を 侮る は、 自ら 侮 

る 所以な り、 人 を 敗らん とする は、 自ら 敗る 所以な り、 攻 むる 時 は、 韋駄天の 如くなる ベく、 守る とき は、 

不動の 如くせ よ。 

右の 條々、 た 5r 思 ひ 出る 儘に 書きつ く、 長く 書けば 際隈 なき 故喾 す、 必す しも 諸君に ー讀 せよ と は 言 は 

す、 況んゃ 拳々 服 腭 する もや、 諸君 今 少壯、 人生 中 尤も 愉快の 時期に 遭 ふ、 余の 如き 者の 說に、 耳 を 傾く 

るの 遑 なし、 然し 數 年の 後、 校舎の 生活 を やめて、 突然 俗界に 出で たると き、 首を囘 らして 考 一考せば、 

或は 尤と思 ふ 事 も あるべし、 但し 夫 も保證 はせ す。 

二  I 一 
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空 を 劃して 居る 之 を 物と いひ、 時に 沿うて 起る 之 を 事と いふ、 事物 を 離れて 心なく、 心 を 離れて 事物な 

し、 故に 事物の 變遷 推移 を 名 づけて 人生と いふ、 猶廢身 牛 尾 馬蹄の もの を捉 へて 麟と いふが 如し、 かく 定 

義を 下せば、 頗る 六つ かし けれど、 是を平 假名に て翻譯 すれば、 先づ 地震、 雷、 火事、 爺の 怖き を 悟り、 

砂糖と 腹の 區別を 知り、 戀の 重荷 義理の 疆杯 いふ 意味 を合點 し、 順逆の 一 一 境 を 踏み、 禍福の 一 一門 をく、 る 

の 謂に 過ぎす、 但其 謂に 過ぎす と觀 すれば、 遭 逢 百 端 千 差 萬 別、 十 人に 十 人の 生活 あり、 百 人に 百 人の 生 

活 あり、 千 百 萬 人 亦 各 千 百 萬 人の 生涯 を 有す、 故に 無事なる もの は 午砲 を 聞きて 晝 Si を 食 ひ、 忙しき もの 

は孔席 暖かなら す、 墨 突 giw せす とも 云 ひ、 變 化の 多き は 塞 翁の 馬に 楚を かけた るが 如く、 不平なる は 放た 

れて澤 畔に吟 じ、 壯烈 なる は 匕首 を 懐に して 不则 の秦に 入り、 頑固なる は 首 陽 山の 薇に 餘 命を繫 ぎ、 世 を 

茶に したる は 竹林に 髯を拈 り、 圆 太き は南禪 寺の. E 門に 晝寐 して 王法 を懼れ す、 一 々數へ 來れば 日 も 亦 足 

らす、 中々 錯雜な ものな り、 加 之 個人の 一 行 一 爲、 各 其 由る 所み」 異にし、 其 及 ほす 所 を 同じう せす、 人 を 

殺す は 一 なれ ども、 毒 を 盛る は 刃 を 加 ふると 等しから す、 故意なる は 不慮の 出來 事と 云 ふ を 得す、 時には 

問 接 ともなり、 或は 又 直接と もなる、 之 を 分類す る だに 相應 の手數 はか > るべ し、 況して 國に 言語の 相違 

あり、 人に 上下の 區別 ありて、 同一 の 事物 も 種々 の 記號を 有して、 吾人の 面目 を檢爛 せんとす る こそ 益 面 

倒 なれ、 比較す る だに 畏 けれど、 萬 乘には 之 を 崩御と いひ、 西 夫に は 之 を 「クタ バル」 とい ひ、 鳥に は 落 

ちる とい ひ、 魚に は 上がる とい ひて、 而も 死 は 卽ちー なる が 如し、 若し 人生 をと つて 銖分驟 折す る を 得ば、 


天上の 星と 機の 眞 砂の 數も 容易に 計算し 得べ し 

小說は 此錯雜 なる 人生の 一 側面 を寫す ものな り、 一 側面 猶且單 純なら す、 去れ ども 寫 して 神に 入る とき 

は、 事物の 紛糾 亂雜 なる もの を 綜合して 一 の 哲理 を敎 ふるに 足る、 われ 「エリオット」 の 小 說を讀 んで天 

性の 惡人 なき 事 を 知りぬ、 又 罪 を 犯す ものの 恕 すべ くして 且憐 むべ きを 知りぬ、 一 擧手 一 投足 わが 運命に 

關係 ある を 知りぬ、 「サッ 力 レ ー」 の 小說を 讀んで 正直なる ものの 馬鹿らし きを 知りぬ、 狡猾 奸 俊なる もの 

の 世に 珍重 せらるべき を 知りぬ、 「ブ 口 ンテ」 の 小說を 讀んで 人に 感應 ある こと を 知りぬ、 藎し 小說に 境遇 

を敍 する もの あり、 品性 を寫す もの あり、 心理 上の 解剖 を 試む る もの あり、 直覺 的に 人世 を 観 破す る もの 

あり、 四 者 各 其方 面に 向って 吾人に 敎 ふる 所な きに あらす、 然れ ども 人生 は 心理 的 解剖 を以 て 終結 す る も 

のに あらす、 又 直覺を 以て 觀 破し 了すべき にあら す、 われ は 人生に 於て 是等 以外に 一種 不可思議の もの あ 

るべき を 信す、 所謂 不可思議と は 「カツ スル、 オフ、 オトラント ー」 中の 出來 事に あらす T タム ォ ー シャ 

ンタ ー」 を追懇 けたる 妖怪に あらす、 「マクベス」 の 眼前に 見 はる、 幽靈 にあら す T ネ. "ソ ー ン」 の 文 「コ 

ル リツ、、 チ」 の 詩 中に 入るべき 人物の 謂に あらす、 われ 手 を 振り 目を搖 かして、 而も 其の 何の 故に 手 を 振り 

目を搖 かすか を 知らす、 因 菜の 大法 を 蔑に し、 自己の 意思 を 離れ、 卒然として 起り、 驀地に 來る もの を 謂 

ふ、 世俗 之 を 名 づけて 狂氣と 呼ぶ、 狂氣と 呼ぶ 固より 不可な し、 去れ ども 此 種の 所 爲を 目して 狂氣 となす 

者 共 は、 他人に 對 して か、 る 不敬の 稱 號を呈 する に 先って、 己 等 亦 曾て 狂氣 せる 事 ある を 自認せ ざる 可 か 

らす、 又 何時 にても 狂氣し 得る 資格 を 有する 動物なる 事 を 承知せ ざるべ からす、 人豈 自ら 知ら ざらん やと 

は 支那の 豪傑の 語な り、 人々 自ら 知らば 固より 文句 はなき なり、 人 を 指して 馬鹿と いふ、 是れ 己が 利口な 

るの 時に 於て 發す るの 批評な り、 己 も 亦 何時 にても 馬鹿の 仲間入り をす るに 充分なる 可能 力 を 具備す るに 

氣が 付かぬ ものの 批評な り、 局に 當る者 は 迷 ひ、 傍觀 する もの は嗤 ふ、 而も傍觀者必すしも^<水 を能くせざ 
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る を 如何せん、 自ら 知る の 明 あ. る もの 寡な しと は 世間に て 云 ふ 察な り、 われ は 人間に Q 知の 明な き 事を斷 

1 一目 せんとす、 之 を 「. ネ ー」 に 聞く、 曰く、 功名 服 前に あり、 人々 何ぞ 直ちに 自己 S 胸 隨を敍 して 思 ひの ま 

ま を 言 はざる、 去れ ど 人 ありて 思の 儘 を 書かん として 箪を 執れば、 雄 忽ち 禿し、 紙を展 ぶれば 紙 忽ち 縮む、 

芳聲 嘉譽の 手に 唾して 得らるべき を 知りながら、 何人も 漏^して 栗た さざる は 是が爲 なりと、 人豈 自ら 知 

ら ざらん や、 r ネ—」 の 言 を：：.、 せば、 思 半ばに 過ぎん、 蓋し 人 は 夢を見る ものな り、 思 ひも 寄らぬ 夢 

を3^0ものなり、 覺 めて 後 冷，. ^然 自失す る 事 ある ものな り、 夢なら ばと 一笑に 附し 去る もの 

は、 一 を 知って 一 一 を 知らぬ ものな り、 夢は必 すし も 夜中 臥床 W 上に のみ 見舞に 來る ものに あらす" 靑 天に 

も 白日に も來 り、 大道の 眞中 にても 來り、 衣冠 束 帶の折 だに 容赦な く闥を 拱して 閬 入し 來る、 機微の 際忽 

然として 吾人 を愧 死せ しめて、 其 來る所 固より 知り 得べ からす、 其 去る 所 亦 尋ね 難し、 而も 人生の 眞相は 

半ば 此 夢中に あって 隱約 たる ものな り、 此 自己の 眞相 を發禪 する は卽ち 名譽を 得る の捷徑 にし 丁、 此捷徑 

に從 ふは卑 法なる 人類に とりて 無上 S 難關 なり、 願 はくば 人 量 自ら 知ら ざらん や 杯い ふ も の を して、 誠實 

に 其 心の 歷史を 書かし めん、 彼必す 自ら 知らざる に 驚かん 

三 陸の 海 嘯 濃 尾の 地震 之を稱 して 天災と いふ、 天災と は 人 意の 如何と もす ベ からざる もの、 人 問の 行爲 

は 良心の 制裁 を 受け、 意思 S 主宰に 從ふ、 一 擧 一 動 皆 責任 あり、 固より 洪水 飢涵と 日 を 同じう して 論す ベ 

きに あらね ど， 良心 は不斷 の主權 者に あらす、 四肢 必す しも 吾 意思の 欲する 所に 從 はす、 一 朝の 變 俄然と 

して 己靈の 光輝 を 失して、 奈落に 陷 落し、 闇 中に 跳躍す る 事な きに あらす、 是 時に 方って、 わが 身心に は 

秩序な く、 系統な く、 思慮な く、 分別な く、 只 ー氣の 盲動す るに 任す るの み、 若し 海 嘯 地震 を 以て 人 意に 

あらす とせば、 此窗 動的 動作 亦 必す人 意に あら じ、 人 を 殺す もの は 死す と は 天下の 定法な り、 され ども 自 

ら死を 決して 人 を 殺す もの は 寡な し、 呼 息逼り 白刃 閃く 此 刹 那、 旣に身 ある を 知らす、 焉んぞ 敵 ある を 知 


らん や、 電光 影 锂に赛 風 を斫る もの は、 人 意 か將た 天意 か 

靑門老 圃獨り 一 室の 中に 坐し、 冥 思遐搜 す、 兩頗赤 を發し 火の 如く、 喉 間， せ々 聲 あろに 至る、 稿 を屬し 

日 を 積ま ざれば 出です、 思 を 構 ふるの 時に 方って 大苦 ある ものの 如し、 旣に 來れば 則ち 大喜、 衣 を 一 傘き、 

床を遶 りて 狂 呼す T バ ー ン ス」 詩 を 作りて 河 上に 徘徊す、 或は 呻吟し、 或は 低唱す、 忽ちに して 大聲 放歌 

欷款淚 _i 'る、 西人此 種の 所作 をな づけて、 「インス ビレ ー シ ヨン」 とい ふ 、「インス ビレ ー シ ヨン」 と は 人 意 

か將た 天意 か 

「テク イン シ ー」 曰く、 世に は 人心の 如何に 善に して、 又 如何に 惡 なる かも 知らで 過ぐ る もの ありと、 

他人の 身の上な らば 無論の 事な り、 われ は 「デ クイン シ ー」 に 反問 せん、 君は！！；^自身がどの位の善人にし 

て、 又 どの位の 悪人た る を 承知なる かと、 豈啻 善悪の みならん、 怯 勇剛弱 高下の 分、 皆此. 反問 中に 入る を 

得べ し、 平 かなる とき は 天 落ち 地缺 くると も 驚か じと 思へ ども、 一 旦事 あれば 鼠 糞 梁 上より 墜 ちて だに 消 

魂の 種と なる、 自ら 口惜しと 思へ ど 詮なし、 源氏 征討の 宣旨を 蒙りて、 遙々 富. H 川 迄 押し寄せ たる 七萬餘 

騎の大 軍が、 水鳥の 羽音に 一矢 も 射ら で 逃け 歸 ると は、 平家物語 を讀む ものの 馬鹿々々 しと 思ふ處 ならん、 

啻に 後代の 吾々 が 馬鹿々々 しと 思 ふの みに あらす、 當人 たる 平家の 侍 共 も 翌日 は 定めて 口惜しと 思 ひつら 

ん、 去れ ども 彼等 は 富士川に 宿した る晚に 限りて、 急に 揃 ひも 揃うて 隨病 風に か、 りたるな り、 此 臆病風 

は 二十 三日の 半夜 忽然 吹き 來 りて、 七 萬 餘騎の 陣 中 を馳け 廻り、 翌 くる 二 卜 四日の 曉 天に 至りて 寂と して 

息み ぬ、 誰か 此 風の 行衞を 知る 者ぞ 

犬 に^え 付かれて、 果て は 己 は 泥棒 かしらん、 と 結論す る もの は餘 程の 馬鹿者 か、 非常な 狼 狼 者と 勘定 

する を 得べ し、 去れ ども 世間に は 賢 li^ を 以て 自ら 居り、 智者 を 以て 人より 目 せらる、 もの、 亦此 病に か > 

る こと あり、 大丈夫と 威張る ものの 最後の 場に 臆した る、 卑怯の 名 を 博した る ものが、 急に 猛烈の 勢 を 示 
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せる、 皆是れ 自ら 解釋 せんと 欲して 能 は. さるの 現象な り、 況ゃ 他人 を や、 ニ點を 求め 得て 之 を 通過す る 直 

線の 方向 を 知る と は 幾何 擧 上の 事、 吾人の 行爲は ニ點を 知り 三點を 知り、 重ねて 百點に 至る とも、 人生の 

方向 を定 むる に 足らす、 人生 は 一個の 理窟に 纏め 得る ものに あらす して、 小說は 一個の 理窟 を嗜 示す るに 

過ぎざる 以上 は、 「サイ ン」 r コ サイ ン」 を 使用して 三角形の 高さ を 測る と 一 般 なり、 吾人の 心中に は 底な 

き 三角形 あり、 ニ邊竝 行せ る 三角形 ある を 奈何 せん、 若し 人生が 數擧 的に 說 明し 得るならば、 若し 與 へら 

れ たる 材料より X なる 人生が 發 見せら る、 ならば、 若し 人間が 人間の 主宰た る を 得るならば、 若し 詩人 文 

人小說 家が 記載せ る 人生の 外に 人生な くんば、 人生 は餘程 便利に して、 人間 は餘程 えらき ものな り、 不測 

の變 外界に 起り、 思 ひがけぬ 心 は 心の底より 出で 來る、 容赦な く且亂 暴に 出で 來る、 海 嘯と 震災 は、 言 

三 陸と 濃 尾に 起る のみに あらす、 亦 自家 三寸の 丹 E 中に あり、 險吞 なる 哉 


不 言 之 1  一一 一口 

.  糸瓜 先生 

「ほと/' ぎす」 なる もの あり。 一 日 南海 を 去って 東都に 走る。 霄を 糸瓜 先生に 寄せて せ、 說を 求む。 先生 

叶： くべき の 藻 塊な く援 るべき の 毛 穎な く 思 を 構へ 恕を鍊 るの 餘裕 なし。 乃ち1\!に555^けて曰くゎれ1^^生龌歐 

として 講 筵に 列し 妄りに 無 川の 舌 を 鼓して 諸 生 を 蠱惑す。 朝より 午に 至り 午より 夕に 至って 巳ます。 半 

夜 少しく 闕 あれば 好んで 虛 堂の 裡に枯 坐し つねに 香 一 性を爐 中に 荼：； いて 恭しく 閻 王を拜 して 吾 舌の 完 きを 

謝す。 顧 ふに 惡運 まだ 盡 きす 廣長 三寸 長 へ に 紅 なれば 生 怖られて 散の 看板と なる に 至らす 引き 拔 かれて 

「タ ン シチュ ー」 と 運命 を 同じう せす。 是れ 希有の 僥倖な り。 之 を 奈何、 ぞ舌を 百 里の 外に 動かして 胡說亂 

說如麻 如 粟の 種族 を 外道に 引き込む に 忍びん や。 天下 恥づ べき 事 多し。 道 を 得すして 道 を 得た ろが 如くす。 

尤も 恥づ べし。 道 を 得て 熟せす。 妄りに 之 を 人に 授く。 次に 恥づ べし。 我旣 に恥づ べき ものの 一 を 犯す。 

糊口の 途に窮 して 恒心 を 失 ふに 因る と 雖も豈 甘んじて 其 一 一 を 犯し 强 ひて 人の子 を賊 すべ けんや。 われ 時に 

廷、 勢に 昧し。 聞說 方今 驕施 あり 到る 所に 翻り 慢幢 あり 行く先に 充 つと。 却て 樵 者、 漁 者、 舟 子、 馬子に 

ー點 風流の 氣を認 むる は 如何に。 巳み なんかな 人 は 糸瓜の 愚 を 嘲る。 ぶら りくと して 彼れ 11 せざる な.^.' 

杜鹃 鳴いて 雲に 入る。 觀 音で 耳 を ほらす も 行燈を 月の 夜に する も 彼の 知らぬ 事な り。 但 吾に 杜， 鼬の 好 音な 

し。 寧ろ 糸瓜の 愚を學 ばんか。 書して 之 を 「ほと、 ぎす」 に 質す。 「ほと、 ぎす」 曰く 法々 華經。 

法々^ 經か。 不如歸 か。 不如歸 か。 法々 華經 か。 知らす： 3 ハー 轉語を 下し 得て 恰好な りと 思惟す る 勿れ。 

糸瓜 亦 自ら 轉 身の 一 路 なきに あらす。 古人 旣に 一 莖 草を拈 して 丈 六の 金 身と なせり。 たと ひ 糸瓜の 汁み-湯 
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煎に かけて 兹に雪 雨 を 喚び 兹 に雷靈 を！^ かし 「サイ ナイ」 の 山 を 震 還して 「モ I ゼス」 を 辟易せ しめたる 

「ゴッド」 の靈 腕な くと も 天水桶に 子 子 を 湧かす 位の 事 は 承知して 居るな り。 如是我聞 沈默に 執す る もの 

は 沈 默に墮 落して 來佛の 期な く 辯 論に 着す る もの は 辯 論に 拘泥して 放 下の 路 なしと。 糸瓜 時に 語り 杜鵑 時 

に 法 華 を 轉す是 に 於て か 先生の 駄辯 あり。 眼な きもの は 看よ。 耳な きもの は聽 け。 

俳句に 禪味 あり。 西 詩に 耶蘇 味 あり。 故に 俳句 は 淡 治な り。 洒落な り。 時に 出世間的 なり。 西 詩 は 濃厚 

なり 何 處迄も 人情 を 離れす。 神 光 臂を斷 ち 雪 門 脚 を 折る。 西 人の 眼より 見ば 殆ど 狂人の 沙汰な らん，" 耶蘇 

襟せられ て 架上に あり。 わが 血 を 以て 衆生の 罪 を 償 はん 事 を 願 ふ。 其 志 常 情 を 以て 測り 難から す。 此 故に 

西 人 愛を說 けば 未だ 嘗て 夫婦 親子 を 離れす。 俳 家 慈悲 を 歌 ふ。 時あって か 男女の 相を絕 す。 一 草花の 微と 

雖も 感極まって 泣く 能 はざる に 至る といへ る 英國の 詩人 は 明らかに 天然の 趣 を薛し 得た る ものな り。 去れ 

ども 俳句 より 云 へ ば 泣く の 泣か ぬのと いふが 旣 にしつ 濃き 處從っ て 厭味の 生す る 源な るべ し。 暫く 十七 字 

を藉 つて 之を譯 せんに 「草花 や 感極まって 淚 なし」 では 如何に 端 書を附 けて 說明 したれ ぱ とて 餘り 露骨に 

過ぎて 句に ならざる ベ し。 是 固より 譯の 拙なる にも 因る ベ けれど、 其 拙なる が 西 詩の 俳 化し 難き を 示す も 

、， の に て譯し 難き 丈 其 丈 俳句 に 遠 ざ かれり とも 見るべき か。 其 他人 情 的の ものに 至って は 大方の 思想 俳句 に 

ならぬ もの 多く 間々 俳句 的なる も 用語 杯の 點に 於て 類似 を 見出す 事 頗る 難し。 去れば とて 俳句が 善くて 西 

詩が 惡 しとに は あらす。 

： To  me  tlie  ni ひ an ひ st  flower  tliat  t>lows  can  giv ひ 

Ttioughts  Uial;  do  often  lie  Ix-O  c3eej>  for  l;ears.: 

といへば 俳句に て 味 ひ 難き 一 種の 興味 を感 する 人 も あるべし。 俳 眼 を 以て 西 詩 を 旯る旣 に 新の 如し。 暫く 

雙 眼鏡 を 逆 まにして， 碧 瞳 を 以て 俳 界を窺 はば 如何。 賺か檜 笠の 深く して 木 枕の 堅き に 驚か ざらん。 昔 子規 


子大擧 にあり。 俳句に 關 する 論文 を英譯 して 古池の 句に 西洋人 を 消 魂せ しめたる 事 あり。 尤も 子規の 譯は 

Old  I-ond  ！  the  noise  of  the  jumping  frog. と 云 ふ樣な 頗る 怪しけ なる 譯し方 なれば 西洋人の 驚きし も 

無理なら ね どよ し 子規が 可な りに 譯し 得たり と假定 する も洋人 の 驚き は 依然と し て 故の 如くな りしな らん 「- 

此驚 きを 止む る 事 固より 難き にあら す。 但之 をと 、* むる と 同時に 古池 は 深 川 より 「セント. ジヱ ー ム ス」 

公園に，： g 替へ をせ ねばならぬ なり。 近き 例が 「ァ I ノルに」 の譯 したる 鲭蛤 釣り 今日は 何處迄 行った やら 

の 句 を 見ば 合點が 行くべし 甘く 英詩に なって 居る 代りに は蜻船 釣りの 眞相は 消えて 居るな り。 

俳句 は 暫く 措く。 他の 方面に 於て 東西 類似の 點を擧 ぐれば 固より 少なから ざらん。 .「 シラ ー」 の 「ブュ 

ルグ シャフト」 は 上田 秋 成の 菊花の 契と 事實 こそ 異なれ 精神に 至って は 悉く 符合せ る-か 善き 例な り。 降つ 

て 一字 一 句の 末に 至って は 相似の 箇處 1： より 枚擧 する に遑 あらざる べし。 「ゥ ォ— ヅゥォ ー ス」 が T.h ひ 

good  die  first と 云 ひ ■「 バイ ロン」 が Heaven  gives  its  favourites  early  death とい へ る は、 共に 惡 

まれつ 子 世に 揮る の 裏 を 見せた る ものな り。 An  old  man  is  twice  a  child は 「 シ H クス ビヤ—」 「マツ 

シン ジ ャ—」 を 始めと して 所々 に 見えた る 語に て、 一 寸 六十の 本卦還りと でもい ふべ し。 夢 は 逆夢と いふ 

事 「ファ 1 力 ー」 にも 「ウイ ツチ ャレ 1」 にも 見えたり。 Dreams  go げ y  contraries と あり。 人 は 見 か 

けに よらぬ 者と いふ 諺 を 「ウイ ツチ ャレ 1」 の Most  men  are  tlie  contraries  to  wliat  tliey  seem. 怀に 

比較 せん は 如何に。 p-er  from  eye,  fer  from  lierte 叉 は Out  of  sight,  otit  of  mind 杯 は 去る もの 日 

日に 疎し に 適 中せ り。 So  many  lieads,  so  many  wits.  —  Hcywood は 卜 人 十 色と 譯す るに よろし かるべ 

し。 又 日本に て 瓜二つと あるべき 處に 西洋に て は 豆 二つと いふ ぞ 面白き。 r リリ ー」 の 「ユウ フウス」 に 

As  lyke  as  one  pease  is  to  another と ある を 以て 推す ベ し。 「シ ェクス ビヤ ー」 の 「ヘン リ， ！」 八 世 

に は -tis  as  like  you  \  As  cherty  is  to  cherry と あれば 櫻の 實ー 一つと も 云 ふと 見えたり。 

二  I 九 


ニニ  o 

俾諺は 友人 紫 影 子の 本領 なれば 詳しく は 云 はす。 進んで 東西の 故事 故 典 を蒐聚 比較せば 優に 一部の 蒙 求 

を編述 する に 足らん。 「リップ. ヴ アン. ヰン クル」 は 浦 島と 好き 取組なる ベく、 「レナ I ド」 狐 は 猿 蟹 合 

戰と好 一 對 ならす とせん や。 鳥の 將に 死なん とする 云々 の 敵手に は 白鳥の 將に 死なん とする 其 聲必す 美な 

りと 云 ふが あり n-  r バ ィ ロン」 の 詩に There  swan-lilce  let  nic  sing  and  die と ある は是 なり。 塞 翁の 

馬の 向う に は 「ァ ン シ ー ァス」 の不 孤なる 故事 あり。 其 源を尋 ぬるに、 昔 希臘に 「ァ ン シ ー ァス」 と 呼ぶ 人 

あり。 其 僕 嘗て 之に 告 けて 曰く、 御宅に は 葡萄 畠 も あり 葡萄酒 も 出來， ますが 到底 此酒を 召し上がる 譯には 

參 りません と。 主人 信ぜす。 旣 にして 葡萄 熱し 隨 成って 一 瓶の 美酒 主人の 卓に 上る。 主人 此時 なりと 僕 を 

呼び、 兼ての 失言 を 詰りし に、 僕 服せ すして 曰く、 唇と K 皿 S 距離 は 短 かきが 如く なれ ども 其 間にて 種々 の 

失敗 あるべし と。 言 未だ 訖ら す、 忽ち 人 ありて 主人に 告 ぐるに 一 頭の 野猪 あり 園 中に 閽 入して 其 葡萄 を 荒 

らし 去る を 以てす。 主人 不 親を擧 ける に 及ばす、 蹶然として 起って 野猪 を逐 ふ。 不幸に して 其 牙に i 惟って 死 

し、 僕の 言 遂に 讖を爲 す。 同じく 楊子 泣 岐墨子 悲絲に 比すべき 事 あり。 是を 「セ ミヤ ン」 文字と 云 ふ。 卽 

ち r の 字の 謂に して、 德義の 道 は 一 にして 直き も 一 度 常道 を 離る、 時 は漸々 遠ざかりて 途方 もな き 方向に 

轉 する を 戒めた る ものな り。 「. ネ ー プ」 の 「ダ ン シャツ ド」 に When  Reason  doubtful,  like  tlie  Samian 

1 ひ t;ter,  /  r-oints  liim  two  ways,  tlie  narrower  is  tlie  .better と あり。 其 他 維摩 Is! ぼに は 一 ハイ サゴラ 

ス」 の沈默 こそ 匹敵なる ベく、 閉戶 先生に は 逍遙 擧者を 配すべき か。 (「アリス ト ー トル」 常に 園 中 を 逍遙 

して 其 徒に 說 法す。 後人 其 派を薛 して 逍遙 擧 派と 云 ふ。) 宋襄の 仁に 對す るに 「プ レト ー」 の 愛 を 以てす 

る は少々 杜撰と も 思 はれん。 漢擧 先生の 言に 曰く、 宋 人の 章甫を 越に 賫 るが 如し、 斷髮の 俗に は 用 ふると 

ころな し、 郢 客の 陽春 を 楚に唱 ふるに 似たり、 鴃舌の 俗に は 和す る 人な しと。 英舉者 は單に Caviare  to 

the  general と 云 ふ。 「ハム レット」 に 見えたり。 「力 ヴィ ャ—」 と は 「 スタ ー ジョン」 と 云 ふ 魚の あら 


ら子 を鹽请 にした る ものにして、 「シ H クス ビヤ ー」 時代に は餘り 世間に 知られ ざるの みか、 一般の； W 會 

に は 賞味せられ ざり し 由、 卽ち 「力 ヴィャ ー」 を 流 俗に 勸む るが 如しとの 意な り。 或は 豚の 前に 11 興 珠を投 

する が 如しと も 云 ふ。 是は 新約 全書に ある 語に て、 其 意は說 明せ すと も 明瞭なる べし。 「バ ッ トラ—」 の 

「ヒュ ー.. チ フ ラス」 に 曰く IPor  ^^- ^^^^^  is  p-recious  and  divine,  — \  Hoo  ricli a  pearl  for  carnal  swine 

と。 正に 聖霄を 引用せ る ものな り o 

此外 研究して 見たら ば まだく 澤山 あるべ けれども、 左り とて は 手間の かゝ る 業 なれば、 最後に 今 一 則 

を揭 けて 此 話頭 を 結ばん と 欲す。 藏 求の 見出しに 曰く、 一休 飮魚。 「マネ メ ット」 喚 山。 

一 休 ！ 日 洛中の 辻々 に 高札 を 立てて 曰く， 來る 月日 紫 野に 於て 魚 を 喰 ひ 其 儘 元の 魚に 吐き出し 水中に 躍 

らしむ る 事な り、 御望の 方々 御 見物 奉 待と。 期に 及んで 觀客堵 の 如し。 一 休 卽ち大 盥に水 を 入れ 魚 を 料理 

して 悉く 喰 ひつく して 連り に盥 中に 向って 喝々 を 呼ぶ。 見物 を 丸く して 今か今かと 待ち 草臥れた る 時し 

も、 一休 衆に 向って 曰く、 折角の 觀 物故 物の 事に 吐かん とすれば する 程 苦しくて 吐かれぬ 樣 になり たり。 

是非に 及ばす 糞に して ひり 捨 つる ものな り。 諸人 早く 歸れ と。 平然として 內に 入る。 「マホメット」 又 諸 

人に 廣告 して 曰く、 某月 某日 某 山 を 遠方より 麾き、 其の 搖き 出して 服 前に 來るを 待ち、 其 頂きに 登って 見 

物の 善 男子 苦しく は 善女 人の 爲に 祈禱 する ものな りと。 之 を 聞いて 集る もの 雪 霞の 如し。 「マネ メ ット」 

乃ち 大聲山 を 呼ぶ。 山來 るべ き氣 色な し。 「マネ メ ッ ト」 W び呼號 す。 山侬 然として 動かす。 斯の 如くす 

る もの 數次。 山 は 固より 舊 時の 山な り.。 「マホメット」 毫も 愧づ る 色な く、 衆に 告 けて 曰く、 山の 方で は 

「マネ ノット」 の 傍に 來る氣 なしと 見えたり。 去らば 「マホメット」 が 山の 方へ 行く が 宜し からん と。 遂 

に 山に 向って 去る。 一休の 話 は 一休 御 一代記と か 云へ る當 てに ならぬ 小冊子に 兄え たり。 「マホメット」 

の談は 「ベ ー コ ン」 の 論文 中に ありし を 記憶す。 兩 者と も眞僞 の程覺 束な し。 

ニー 一一 
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われ 一 轉 せば 猿た らん われ 一 轉 せば 神た らん わが 旣往 三十 年 刻して 宇 SS1 にあり 明鏡の 裡 われ 焉んぞ 

われ を 欺き 得ん 猿の 同類 か祌の 親戚 か須 らく 自家の^ 面 を 熟視して 推量 一 番せ よわれ はわが 父母の 慕 碑銘 

わが 子 はわが 傳記 抄録な り但橫 目^ 鼻 一 一足の 馬眞 善美 を 載せて 無限の 空間 を 去る われ 走ら すん ば 彼等 去つ 

て 他に よく 走る もの を 求めん 日暮れ 道 遠し 急ぐ とも 及ぶ まじ 時に 量な し 背後 に 印す る鐵 鞭の 痕はー 條毎 に 

秒と 分と 時と 晝夜を 刻して 自 の 料と なす 己に 鞭たざる もの は 時 を自覺 する 能 はす 時 を 自覺 する 能 はざる 

もの は 死者と 一 般 なり 堯之を 舜に傳 へ 舜之を 禹に傳 へ 禹は之 を 周 公 孔子に 傳ふ 祖先の 產を傳 ふ る は 難き に 

あらす 吾 願 はく は 之 を 倍し 三倍し 百倍 せん 父母の 藥鐯を 受繼ぎ 之 を 子孫 に讓 るが 能なら ば われ は 唯一 個の 

電信 線に 過ぎ ざらん 漱石子 遂に 猿に 返 化せん か將 た： t に界進 せんか 抑 も 亦 元の 空 阿彌か 南無 愚陀佛 

生れ 得て われ 御 目出度 顔の 春 
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水の 泡に 消えぬ もの ありて 逝け る汝と 留まる 我と を繫ぐ 去れ どこの 消えぬ もの 亦 年 を 逐ひ日 を かさねて 

消えん とす 定住 は 求め 難く 不壞 は尋 ぬべ からす 汝の心 われ を殘し て 消えた る 如く 吾の 意 識も 世 をす てて 消 

ゆる^ 來る べし 水の 泡の それの 如き 死 は 獨り汝 の 上 に の みに あらねば 消え ざる 汝が 記憶 の わが 心に 宿 る も 

泡 粒の 吾 命 あろ 問の み 

淡き 水の 泡よ 消えて 何物 を か 藏む汝 は 嘗て 三十 六 年の 泡 を 有ち ぬ 生ける 其 泡よ 愛 ある 泡な りき 信 ある 泡 

なりき 憎悪 多き 泡な りき 〔一 字 不明〕 して は 皮肉なる 泡な りき わが 泡 若干 歳ぞ 死ぬ 事 を 心掛けね ばいつ 破 

る 、と 云 ふ 事 を 知らす 只 破れ ざろ 泡の 中に 汝が澎 あり 一」 前世の 爱を 夢に 見る が 如き 心地す 時に 一 瓣の香 を 

爐じて此影を昔の形に返さんと思へば烟りたなびきゎたりて^^^ふるにものなく敲くに響なきは賴み難き曲 

者な り 罪業の 風 烈しく 浮世 を 吹き まくりて 愁 人の 夢 を 破る とき 隨處 に聲 ありて 死 死と 叫ぶ 片月 窓より 寒き 

光み」 もたらして 曰く 罪業の 影 ちらつきて 定かなら す 死の 影は靜 かなれ ども 土臭し 今 汝の影 定かなら す 亦 土 

臭し 汝は 罪業と 死と を 合 はせ 得た る ものな り 

霜 白く 空 重き 日な りき 我 西土より 歸 りて 始めて 汝が慕 門に 入る 爾時汝 が 水の 泡 は旣に 化して 一 本の 棒杭 

たり われ この 棒杭 を 周る 事 三度 花 もも 捧 けす 水 も 手 向けす 只 この 棒杭 を 周る 事 三度に して 去れり 我 は只汝 

の 土臭き 影 を かぎて 汝の 定かなら ぬ 影と 較べん と 思 ひしの み 


暮れ果てて、 わびしく も- あらしの 皐に 一 人。 峯に聽 く 風の 音、 岩 を 下る 早瀕。 雨 凌-ぐ 軒端 もな く、 風 

吹く 皋に 一 人。 

昇れ 月、 雪の 底より。 出よ 夜の E 生 C 導きの 火影 もな きか。 狩り 暮れて 獨り居 はす 君が 方に。 弦 張らぬ 弓 

の 傍、 喘ぎ 臥す 犬の 中に、 獨り居 はす 君。 高く 鳴る 瀨、 高く 鳴る 虱。 思 ふ 人の 聲を 聞き^す。 わが サ ルガ 

ァの歸 らぬは 如何に。 山に 入る 强 ものの 誓。 糜 はこ ゝに、 木 もこ、 に 咽ぶ 流れ もこ、 にこ そ。 こ、 に 今宵 

歸 らんと 誓 ひし 君 はいかに。 わが サ ルガ ァの 行末 は いづこ。 君と ならば 行かん もの を、 父み- 棄 てても。 心 

驕 る 兄 を棄 てても。 鑼 ある は 家と 家、 敏 ならぬ 君と 我 は。 

おち ゐ 

吹く 風 もしば し 落 居よ、 逝く 水 もしば し 停まれ。 吾 呼ぶ 聲の こだま 起して。 歸らぬ 人の われ を 聞く 迄。 

^ぶ はコ ルマ。 木 もこ ゝに、 爆 もこ 、に、 妾 もこ 、にある を。 君に などて 歸り來 まさぬ。 見て あれば、 靜 

かなる 月 こそ 出 づれ。 冷やかに 谷 を 浸して、 山の端に 巖黑 し。 巖 角に 君 見えす。 君 近づく と吿 ぐる 犬な し。 

こ、 に^れ 一 人 あらば や C 

柠む 片邊、 荒野に 伏す は 誰 影 ぞ，」 あらす や 君と わ-か 兄 人。 語り 給へ。 コ ル マなる に、 コ ル マに は 答へ 給 

はす。 語り 給へ、 獨り 居れば 恐ろしき 我に。 あな や 佩け るつ るぎ 太刀、 斬り 結び けん、 紅 深し。 生きて 

あらぬ か.、 君 もい ろね も。 なつかしき 人と 人、 互に 斷 ちし 玉の 緖ぞ あはれ。 譽れ 多き 二人の 爲に、 何 を 語 
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らん。 居拉 びて 秀でた る は 岡の 上なる 君が 眉目。 戟 とりて 起てば 壯夫。 向 ふ 方に 敵な しと 見し は 吾 兄。 語 

り 給へ、 聽き 給へ わが 聲を、 いとしき 人よ。 いとしき 人 は 語らす、 長へ に 語らす。 土の 如く 冷え 盡 したる 

胸 S ほむら よ。 語れ 亡き魂、 邱に聳 ゆる 岩の 間より、 風の 吹くなる 峯の 上より、 われ は 怖れ じ。 逝け る 人 

の 休ら ふ國は いづこ、 いづこなる 洞の 裏にて 君と 相 見ん。 風の もたらす 聲も きかす、 あらしの 奪 ふ 答 だに 

なし 0 

悲に 埋もれて あり、 淚 ながらに 明くる 夜 を まつ。 亡き人に 塚 立てよ 亡き人 S 友。 土な 掩ひぞ 我 来ん と 思 

へば。 夢の 如く 去る 吾 命、 生殘る 甲斐 も あらす。 吾 友と こ、 にあら ば や、 岩 咽 ぶ 河の ほとりに。 山 暮れて 

風 高き 宵、 風の 裡 にわが まほろし 見えて、 戀 しき 人の 逝け る を 泣かん。 狩 小 星に 狩人 ありて 吾 をき かば、 

吾 をき く 狩人 はわれ を 恐れん、 去れ どまた われ を戀 ふべ し。 人の 情け を 泣く 聲 なれば、 その かみう けし 人 

の 情け を。 

ライ ノォ 

風 落ちて 雨 過ぎぬ、 靜 なる 午の 氣合。 斷 切れし 雪の 空に 動きて。 落つ る 日影の 定かなら す。 石 多き 谷 を 

めぐりて、 赤き 流 は 山より 來る。 床しき その 音、 ゆかしき この 歌。 うた 人 は 昔し 忍ぶ 「ァ ルビ ン」" 年老 

いてうな じ 重く、 淚 ありて 眼 赤し。 あはれ うた 人。 物言 はぬ 丘の 上に 獨り 立ちて、 梢 ふく 峯の 嵐、 わびし 

き 岸に 寄せて は 返す、 波の 如くに 訴. ふる 君 は 何故。 

アル ピン 

泣く も 亡き人の ため、 うた ふ も 逝く もの、 ため ぞ。 山に 立てば 高き 君が 脊、 谷に 入れば 淸き 君が 目、 朽 


ち ざらめ や は モラ ァの 如く。 なき 君が 境の 上に、 弔 ふ 人の 倚らで 已 むべき。 山々 も 君 を 忘れん、 弦 斷れて 

君が 弓 張らで 朽っ べし。 

あはれ モラ ァ、 疾 きこと は枯 野原 かける 女 鹿- 鋭 さは 熱 ひきて 飛ぶ 星の 光。 憤怒の なれ はす さむ あらし。 

太刀 振る なれ は 冴 ゆる 稻妻 「- なれの 聲音は 雨ふりて 逆 捲く 流、 又 遠山に ひ、. r  く 鳴 神。 なれの 劎 多くの 人 を 

斩 りて、 猛火の 怒 あまたの 敵を燒 けど。 戰 やんで 歸る 時、 汝の屑 根に か、 る 雲な し。 雨 は 洗 ふ P の 光、 物 

靜 かなり 月の 色、 風 逆 はす 湖の 面、 しかく 見えけ りなれ がかん ばせ。 

ふしど 

狭 からん な-か 住居、 喑 からん なが 臥床。 昔 ありて ふ 偉丈夫の、 三步に 足らぬ 墓に すくみて、 なれの かた 

みに 殘る もの は、 苔 をいた， "く 四つの 石の み。 枝に 葉 を 見ぬ 一 本の 樹、 風に 嘯く 高き 草、 獵 人なら で 誰か 

知らん、 猛 かりし なれが 此 墓。 

あはれ モラ ァ。 果敢なき もこと わり。 弔 ふ 女親な く、 音 を 泣く こ 女 もた す。 なを 生みし 女 遠く ゆきて、 

なを 慕ふモ ォグラ ン の 女の子 歸ら す。 

杖に 倚る はなが 父、 齢 朽ちて 髮 白く、 淚 湧きて 眼 あかき なが 父、 運ぶ 步み危 しく も わな、 くな が 父， な 

れ より 外に 子な きなが 父。 父 は 聞きぬ 譽 得し 汝。 父 は 聞きぬ 敵 追へ る汝リ 聞 かざりき 深手 負 ひし 汝を。 父 

は 泣け ど、 泣け ど 父 は、 耳倾 くる 子 を 持た す。 亡者の 眠り ふかく、  土塊の 枕 わびし。 泣け ど 聞かす、 呼べ 

ども： s,^ す。 冥土に 明くる 朝な くして、 眠れる 者 長へ に覺 めす。 去る からに 永き 訣れ ぞ、 逝け る壯 夫、 戰 

の 野に 敲 屠りて 逝け る壯 夫。 戰の 野に なが 影 消えて 鎧の 絨小喑 き 森 を 照 さす。 なれに 子な し。 なれ を傳ふ 

る は 歌。 其 欲に 後の世 はなれ を 聞く. ベ し， 逝け る モラ ァ を。 (ォ シ ァ ン) 
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力 リックス ゥラの 詩 

>  ク ライモ ラ 

夕日 Jsw めた る 火 雲の 如くに 山より 下る。 ^聲 風の 吼 g るが 如く" 力 リルの 竪琴 鳴らす が 如し。 磨き 上 ゆ 

たる 刃 金の 具足に 光を帶 びて 吾郞來 る。 其 眉 開かす 愁の影 あり。 フィン ガルの 一 門 恙なき や 否。 知らす 如 

何な る 憂 あ つて か、 郞が 心 の 底 に 潛む。 

コ ンナル 

恙なく して 生ける 人々。 光り 肢き長 河の 如く、  U ハ 一 筋に 獵 より 歸る。 盾 日に 翳して 丘 を 下れば 燃え立つ 

焰の 山の 脊と見 ゆ。 血氣 のと もがら 篤り 歳いで 戰旣に 近づけり。 わが 一 門の 武威 を 試す と、 阿修羅の ダァ 

ゴ ォ 皆 寄せ 來 つて、 弓矢の 族 手 創 誇 る ii^ 黨を 挑む。 

クライ モラ 

薄黑き 霧の 如く 見えき 其 帆、 濁る 旦浪 空拍っ 際に。 徐ろに 漕ぎ 寄す る 陸の 方、 兵 ものの 夥し。 

コ ンナル 

取り出で よなが 父の 盾、 リンゲルの かたみの 盾、 鍥打 ちし 眞 金の 盾。 黑 すみて 大空 渡る 眞 丸の 月の 盾。 


君が 爲に取 卸ろ す 其 盾、 昔 吾 父 を 殺しぬ。 亡き 父 S ゴォ マ ァの德 先に 斃れ しゃ 其 時。 斃れ もやせん^も 

其 盾の 上。 

コ ンナル 

はかり 難き 此命。 われ 死なば わが 爲に 墓つ くれ。 石なら ベ 土 盛りて 後の世に 吾 名 fl!- へ。 泣き はらした る 

目、 墳 にあて て、 深き 歎きに 浮上が る 胸 打て。 春 日の 如く あでやかに、 春 虱よりも 長閑なる 汝を棄 つと も、 

吾 行かん。 つくれ 吾 塚。  •  ，_ 

ク ライモ ラ 

去らば 行かん 我 も。 其戟 とりて、 其 太刀 僦 きて、 輝く 武器と いふ もの 持ちて。 コンナ ルと共 に 行く 我、 

戰ふ野 邊にダ ァゴォ と 見えん。 ァ アド、、 H ンの 山に 負いて、 山に 住む 鹿に负 いて、 山に 鳴る 水に 負いて、 吾 

等 行くな り。 吾等 行きて また 還らす。 吾等が 墓 は遙か 彼方。 (オシ アン) 
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1P3ST  Spirit. 

Out;  of  liop> ひ and ひ ひ sp-alr, 

J-Ian  twists  tlie  HO^Q  ot life. 

As  ..Deatl.tlf.ul  and  fair. 

As  .hom  of  ； passion  and  strife. 

He  twists  and  twists  and  twists.  . 

Forever  twisting  tie  dies, 

Tlien  Ins  eyes  ar ひ glazed-  wltll  mists, 

Ti-en  cold  and  naked  lie  lies. 

SWCOND  Spirit. 

TJlle  Hoy  o« lit ひ is  not; 

TThe  rof>e  of  sand  ；  *tis  long, 

*l"is  strong-,  、tis  Icnotty,  、tis  liot. 

I^et  inan  cling-  to  it  H^^^^  or  wrong, 

L-et;  man  cling  tlna  cluig  and  cling-, 

I  一-一一-一 
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Forevrtr  clinging  go. 

Till  til ひ funeral  tsll  we  rinw 

*To  call  hiim  away lio lio  ！ 

First  spiwit. 

out  of  laughter  and  tears, 

Man  weaves  tlie  wet-  of  time. 

wittl  motley  ； paints  lie  smears 

Tlie  simple  texture  sublime  : 

.woof  of  liatred,  .W.arl5  of  love, 

1-lnts  of  heaven  sad  liues  of  lieu, 

venom  or  snake  and  meekness  of  <Jove, 

>s  angel  in  an  infl_3 ひ 1. 

Second  Spirit. 

Incli t>y  inch  tlie  wet-  lie  weaves, 

■and  inch  .hy incli  lie  sees  it  wrow  ； 

Yet  notllill^  t-ellitld  liim  lie  leaves. 

How  and  why  no  mortals  Icnow. 


unlilc ひ Pendlope 

His  lalsur  lias  an  end. 

TTtiis  only  lie  sliall  see. 

As  Deatli  comes  all  to  rend. 

FIUST  Spirit. 

In  sorrow  let  liim  weep  : 

Sweet;  ar ひ l;lie  1;ears  of  relief, 

Sweet2-  l;tian  ； pearls  tli*  deep, I 

Drop luy  dro!}  melting  grief. 

T^llen  liglit  UJ^  and  latigh  in  glee, 

withL  breast  as  wtiite  as  tIKe  snow, 

Witli  heart  and  foretiead  free 

o^o  the  wind  tliat  listetli  to げ low. 

Second  Spirit. , 

If げ lood  is  tsiled  Witt!  tire. 

There  is  1;lie  p-olson  cool: 

If  tsnes  are  eaten  .by  ire, 
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一一 I 一天 

Tliere  is  tlie  dagger  to  fool. 

Ir  *tis  or  liop> ひ lie  spieaks, 

Tliere  are  tlie  o.osp>ers  teacliings : 

If  it;  is  peac ひ he  seeks, 

Thsre  ar ひ the  Buddna ノ s  ； prepclllngfs. 

;PiRST  Spirit. 

Go  on,  tlien,  little  creature 

Called  man,  in  mind  deranged, 

(Tile  image  of  God  in  feature) 

R.eveng.in^  and  rev ひ：！^ ed, 

Anu-  loving  and  beloved. 

To  .be  liated  and  lhate  ！ 

Tliy  liancls  alas  ！  steel-gloved 

Are  ^oo  weak  .thy  ； passions  t;o  bate. 

Second  spirit. 

Trhs  world  is  wid ひ ； a.s  wid ひ 

TTJle  mind  tliou  callest  tliine  own. 


ILearn  over  thyself  to  presidle, 

Ttiou  art  tlie  master  alone  ！ 

Hie  world  itself  is  in  ttiee. 

Not  tliou  111 tn ひ .world  dost  live. 

Tlsn  twist  and  weav ひ and げ e, 

、ro  sleep,  to  forget  and  forgive. 

Ausrust 1, 1901 
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ひ llenc ひ. 

I ザ ail  from  tlie  Kingdom  of  silence, 

wllere  i  knew  no  sun,  no  moon. 

No  man,  no  woman,  nor  God  even. 

I livTOd  in  silence  and  silence  reigned  all. 

Wliat;  a  diACerence  to  me  now  ！ 〇ザ my  lire  ！ 

〇nc ひ I  tiad  a  nio1;ner, 

A  f.ond  and  tender  motlier  liad  J, 

.WIS  gave  me  joy  and  tslp ひ and  everything  t>right， 

wut  sli ひ IS  gone  now  ！  OJi niy life  ！ 

Once  I  wiis  young  :  I  saw  a  stream  of  g:old, 

wursting  open  tlie  Gate  of  Heaven 

； Flooding-  all  the  eartli  Avitl!  am-her  light. 

All  was  mellow,  wann  and  l-eautiful. 

.wllere  is  sunsliine  now  ？ 〇11 my  lifes  ！ 


I  s ひ ek  within  and  there  are  voices, 

I  seek  without  and  there  are  ruslies. 

In  vain 1. seek;  wittiin  and  witlioul: ； 

Silence  is  not  tliere  ！  oil  my  life 1 

Silence  ！ 

Ask  me  wily  lie  is  so  dear? 

Because  Silence  is  bliss. 

Ask  me  wtiy  Silence  is  t>liss? 

w ひ cause  he  is  perfect. 〇h  my  life  ！ 

Better  than  the  best  things  we  possess, 

Sw ひひ ter lilian  love  we  call  divine. 

Dearer  tlian  E-ame,  r-ower  and  Ricties, 

I  weep-  for  liim  tliat  .is  no  more,  otl my  life  i 

I look  .hack  and  I look  forward, 

I  stand  on  tiptoe  on  tliis  :planet 

ForTOVer  l^endent,  and  tremble  I 
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A  sigh  for  silslce  ^^p^  is  gone, 

A  tear  for  Silence  tliat  is  to  come,  oh- iny lii;e  ！ 

Autsust  1903 


Dawn  of  creation. 

treaven  in  lier  ^^4r  grief  said:  Wik  t:liou  Inss ine  once  more  er-e  we  ； part;?* 一 

**  Yes  d ひ ar/-  Ho^^^a^  Eartli. : A 1:llcu?and  ^Dwwow^  if  i:liey  cure  tliee  of  Uhe  ^rler.、、 

Tliey  slept  a  wliiic,  souls  united  in ひ acli  otller-s  c^tnbrace. 

T.hey  were  one  ；  no  Heaven  and  no ヒレ artli  yet;, 

AVlien lo  ！  Uiere  caxne  Tlulndel-  to  Ipstl  tliem  out  of  slumlDer. 

It:  was  in  Uie  dawn  of  creation,  and  tlley  tiave  never  mel:  since. . 

Now  tliey  live  wide  n-lDart  : 

And  tiloug:!!  tlic  I)ale  moon  never  tires  to  send  lier  silent  message  witli  tier 

mclanclioly  light, 

Tiioug.ll  all  tlie  stars さ ink  and げ eclcon  night  after  nig-llt, 

Th.otlgll  all  tlie  tears  fall  mute  and  fresli  to  crysUillise  tier  sorrow  cn  every げ 1 や de, 

Tliey  iiave  n ひ ver  met:  sine ひ. 

Alas  ！  Eartli  is  beset  witli  too  many  sins  to  xneet  lier. 

August 15, 1903 


二  gll 


二 四 二 


ひ onie  feeliyws  5  the  sliadcAvy  depl.ll  of  rny  heart  call  to  me  lilce  inelodies  suno-  t;en 

ratlioms  under  tlie  sea.  Tliey  arc  melodies  contemplated  and  fed  upon,  tmt  nevel- 

tieara.  Eciioes  tliey  liave  nonrt  ;  yrtt;  so  sweet;  is  1;licir  liarmoiiy;  always  dving:,  and 

lalling.,  never  emerging  to  auricular  distinctness. 

.l;lacy  t>ring  30  sometimes  sorrows,  i  forgotten  sorrows,  .hm.iecl  in  far-off  tilne  wlien 

I  was  not.  Tliey  come  like  visitors  from  another  wors,  t-rillging:  tlie  faint  recollection 

oi  the  dreamy  p_ast  in  memory  dim  and  forlorn.  、rlaey  come  like  a  voice  in  tlie  ail- 

so  -strange  yet  once  so  familiar,  whicli  shakes  my  single  state  witli  something  ^oo 

； powerful  to  resist.  TTlley  come  lilce  clouds  on  distant  mountains  rciidy  to  melt  aiid 

luse  undistinguishable  in  tlie  deep-  recess  of Iny  consciousness. 

(no  date) 


； Lonely  I  sit  in  niy Ion ひ soine  dlalnbs* 

And  cricket:  O^M^^.^K. 

My  lamp  lies  lonely  lialf  in  slumt>er 

And  cricket  cllirps. 

ひ oul,  in  dim  consciotts  delight; 

In  cricket:  chiros, 

•L^ost  and  forlorn,  forlorn  and  Iz-rigllt. 

■vvitll  cricket  chirps. 

it;  niy  soul  or  only  crick ひ 1; 

、rhat  cllirps  so  lonely  in  my  chamb ひ r? 

ひ till  cricket  chirps, 

Cliiti —— clii —— ro 11 rin. 

(Ill)  &at. ひ. - 


I looked  lier  as  slie  looked  wt;  nie : 

.wt:  looked  and  s1;ood  a  moment. 

Between  Lrlfe  and  Dream. 

.we  never  met  sine ひ ： 

Yet  oft  I  stand 

Wliere  L-ife  meets  G^rcps. 

oil  that  Life  could 

Melt  into  Dream, 

Instead  of  Dr ひ am 

Is  constantly 

Cnased  away  by  Life  ！ 

Nov さ Ibel. 27, 1903 


Tliey  liad  words  to ぬ etlier : 

Tliey  incasured  their  swords. 

Hacll  sword  dl.ank  deep  of  liis  enemy*s  .blood. 

All  tlli-s  for  her  .vvllorn  tliey  dearly  loved. 

ILovcsd  was  slie  ；  and  slie  killed  tliem げ otli  in 

In  Idlling  sliest  slie  never  siied  a  drop-  of  lier  t-lood. 

Yet  every  dro で in  lier  is  turning  gall  now. 

Th ひ r ひ slie  sits  ； let  lier  sigli. 

There  she  sighs  ； let  laer  lie. 

1-here  slie  lies  ； let  lier  die  slowly 

WithotU  slleddin^  1;l.le  single  CJrof} 

〇£ げ lood  or  tear  for  lier  lost  lovers. 

November  27. 1903 


二  一 


I  called  to  tlie  stars  in iny  dream. 

ひ stars  came  out  of  the  Night bottom. 

I  called  to  tlie  wind  in  my  dream. 

Hie  wind  came  forcing-  the  Gate  of  North. 

But  alas  ！  TMie  stars  were  scattered  by  the  wind, 

JEarly  m  tlie  morning  I  went  into  my  g.al,dell 

And  there  I  found  tllrcc  stars  luing  llcavy 

On  tlie  slender  stems  of  tlie  snow-drop-. 

I  p>icked  them  up  and  put  them  in  a  vase,  I 

Sweet  remembrancer  of  last  nigllt-s  dream. 

2.0<ra3rf-»-.  27, 1903 


I  rested  mv liead.  against  her  lieaving  .hosorn  ； . 

I  cooled  my  burning  foreliead  -on li ひ 1, snowy  breast; : 

Stie  ^p^^^^  my  t>urning  forehead  Witt!  tlie  amtier  ^^w^rf 

〇f  her  flowing  hair-  aowhlg.  lilce  dreams  forlorn  : 

Slic  Suf>p5r1;ed  my  te.v.erlsll ti ひ ad  on  ？ a  downy  billow 

Of  tier  sofl:  atnis,  soft;  alabaster  of  serenesl; liu ひ.  . 

Then  cam ひ 1;hs  Twiliglit  ；  gliding,  from  afar  with lov ひ ： 

Soottiing  it  caine  and  wooiiigly  it  wrapped  us  up- 

In  lier  tliickkeiiing  ligtit,  ttiinner  tliaii  tlie  moon. 

TTliat  eternal  TwiligTlt  ！  That  encllantress  who  lends 

Enchantineiit  to  e.verytlling  we  see  and  makes'  it  all  violet. 

Til ひ 11 cain ひ til ひ stars  :  tliey  s ひ em ひ d  to  lig.llt  on  lier  golden  llead. 

seemed  to  move  on  lier  golden ザ ead  —  one  —  two  —  and  tliree. 

Ttie  t;lhre ひ stars  moved  and  glittered  ^llere  on  her  wolden  liead. 

二 四 七 


二 四八 

And  111:  iier  drearay  ^p^^.  <;lrea.mlly  flmvltlg  in  the  darlcness. 

1" ゴ e  Twili5?1it  IS  -solet  still ； the  stars  are  alw:iys  three. 

Her  bosom  is  lleavin^,  lier  breast  is  wllit ひ even  now. 

Her  liair  forever  golden;  lorever  flowing  ^^^0»^^-^p3w-  I 

And  I  ？  Aslc  me  not  wlio  I  am  ；  for  I  am  not: 

•wllat  was  once  .ttloug.ilt  .he,  nor  ccnild  e づ er  .he! 

ISToyenib ひ r  1^03 


L<et  tter  dance  alone  in  white.  . 

Let  her  sing  .with  roses  red 

AKS ひ in  wlut ひ, alone  on  ttie  green, 

.Alone  .with  roses  red  and さ hitp 

l^et  roses  fall  from  her  hand 

jn  flakes  red  and  wliite, 

！ Let  ttiem  fall  around  tlel- 

As  slie  g.oes  dancing-  round  and  round. 

トに e.t li つ. T  wllite  rot*e  flaunt; 

Now  licre,  now  there  and  everywhere, 

Wliiriing  upon  the  velvety  green 

AS  SIS  goes  dancing  round  and  roun_3. 

T?he  moon  and  I さ ill  g.aze  on  ller 

二  S 九 


二 五 o 

AS  slie  gdes  dancing  round  and  round, 

wul;  no  one  els ひ sliall  liave  a  ； peep-  . 

.as  slie  ひ s  aaneing  round  and  round. 

December  8, 1503 


we li づ e in  different  worlds,  you  and  I. 

Try  wliat  means  you  will, 

.we  cannol; 3e ひ t,  you  ynd  I.  o 

You  live  ill  your  world  and  are  lia:ppy  ； 

I 111  mine  and  am  coiit ひ nt ひ d. 

TTtien  let  us  understand  tsttel- 

Not  to  interfere  witli  eacli  otller-s  lot. 

we  t>reak  mi  ox-s  1101.11 .hy  tlelldill^  it: ； 

w ひ ar ひ not  Incant  to  t>e  brolcen  like  tlial; ！ 

"^our  -world  is  far  away  from  ine. 

II; IS  veiled  with-  miles  of  mist  and  liaze. 

It:  IS  in  .vain  that  I  sliould  strain  my  eves 

To  Cabell  giimj5ses  of  your  atsde. 

Flowers  may  there  t>e  ；  and  lots  of  things  prettv. 

Yet  never  5  a  dream  I  wislied  to  t>e  tllere. 

i 一 


-  i  二 

p-or  I  am ザ 6;re  and  nol;  1;here  ； 

And  I  am  lorever  mine  and  nol;  yours  ！ 

April  1904 


漢 


:= 路觀 % 明治 一 不一 一年 七 一 月 

石 苔沐雨 滑難攀 渡 水 穿 林 往又還 處々 鹿 聲尋不 得 白雪 紅葉 満千山 


山 雜 泳 士ー 一首 明治 こ 4. 一一 一年 九月 

今朝 入翠微 雪 深 m 欲滅 

蕭々 三十 里 . 孤客 已思歸 


0 

昨夜 着 征衣 

行人 笑 語 稀 

函嶺 勢畔峻 

廢關 天際 潢 

來相峯 勢 雄 

鳥 路入天 通 

飄然 辭故國 

廢道馬 行 邏 


登夾廿 里程 

停 節 時 一 顧 

恰^ 上蒼穹 

決眦 西方 望 

來宿 葦湖媚 

一 夜 征人夢 


雪 從鞋底 湧 

蒼靄隔 E 城 

落日 千 山 外 

玲瓏 岳 雪 紅 

排悶 何須酒 

無 端 落 柳 枝 


天 潤 鳥頻飛 

路自 楦 頭 生 

號風 萬墾中 

遣 閑 只 有 詩 


驛 馬鈴聲 遠. 

孤 驛空邊 起 

馬 隠 逢水絕 

古 關秋至 早 

二  S 五 


二 五 穴 


百 念 冷 如 灰 

閑 花 落 碧 苔 

奈此宿 病 何 

雨 新 水 響 多 

三年 猶患眼 

風 至 樹頭嗚 

き，^ 乏. rc^B^ 

湖 明月 満舟 


霧 泉 洗 俗 埃 

悠々 歸忍少 

眼 花 凝似珂 

半宵 眠不得 

何 處好醫 盲 

偏 悦遊靈 境 

乘閑 到處留 

歸期柯 足 意 


鳥 啼天自 曙 

臥 見 白雪 堆 

豪懷空 挫折 

燈下默 看 蛾 

si? 浴場 立 

人眸景 物 明 

溪 晴夜 雨 

去路 白雲 悠 


衣 冷雨 將來 幽樹 沒靑靄 

壯志 欲蹉跎 山 老雲行 急 

湖 連 牧野 平 雲 過 峯面碎 

山 色 暮天秋 家？^ 萌 生壁 


送 友 到 元函根 一一 一首 

風満 扁舟 秋暑微 水 光 嵐 色 照 征衣 出京 旬日 滞 山 館 還 ト朗晴 送客歸 

煙 澹天澄 秋氣微 a 鹿 不着 舊 征衣 東都 諸 友 如 相 問 飽看 江山 猶未歸 

客 中 送 客 暗愁微 秋 人函山 露満衣 爲我願 言 相識. H 狂 生出國 不知 歸 


歸途ロ 號ニ首 

得 閑 廿日 去塵寰 囊裡無 錢自識 還 自稱 仙人 多 俗累 黄金 m 盡出靑 山 

漫識讀 書 涕淚多 暫留山 館 拂愁魔 可憐 一 片 功名 念 亦 被 雪烟 抹殺 過 

P- le^  Igl-  g ル. ^  治 二十 四 年， V 月 二十四日 正 岡 子規 宛の 3«1 の 中より  . 

燬盡 朱顔 爛 痘痕 失 來輕傘 却開昏 擬漢 悟道 非難 事 吾是 宛然 不動 尊 . 

大 井川 舟 中 S 不詳 

靑州從 事 好 相 親 鼇背嘯 風 豪氣伸 十八 洋頭秋 似 水 I 痕 新月 度蒼旻 

0  明治 二十 七 年 三月 九日 菊 池 議 ニ郎氏 宛の 手紙の 中より 

閑却 花 紅 柳綠春 江樓 何暇醉 芳醇 猶憐病 子 多情 意 獨倚 禪牀夢 美人 

二 


二 五八 

題 四 首 明 治 二十 八 年 五月 二十 六 B 正 岡 子規 宛の 手 班の 中より 

不顧 人間 笑語譁 ， 黄土 千秋 埋 得失 蒼天 萬 古 照 賢 邪 

片雨難 留枝上 花 大醉醒 來寒徹 骨 餘生養 得 在 山家 


無 

快刀 切 斷兩頭 蛇 

微 a 易碎 水中 月 

辜 負 東風 出故關 

ネ 子 群 中 只 守 拙 

二 頃 桑田 何日 耕 

弄 筆 懨求ォ 子譽 

駑才^ 好 臥山隈 

青天 獨鮮 詩人 憤 


破碎 空中 百0<樓 

劎上風 鳴 多殺氣 


鳥 啼花謝 幾 時 還 

小人 圍裏獨 持 頑 

靑 袍敝盡 出京 城 

作詩 空 博 冶郞名 

夙 託 功名 投火灰 

白眼 空 招 俗士咍 


離愁 似 夢迢々 淡 

寸心空 託 一 杯 酒 

稜々 逸氣輕 天道 

人間 五十 今 過半 

心 似 鐵牛鞭 不動 

日 暮蚊軍 將满室 


幽思與 雲澹々 閒 

劎氣如 霜 照醉顏 

漠々 瘦心負 世情 

愧爲讀 書 誤 一 生 

憂 如 梅雨 去還來 

起 揮：^ 扇 對崔鬼 


g8 明治 二十 八 年 五月 三十日 正 岡 子規 宛の 手紙の 中より 

巨 濤却向 月宫流 大魚無 語 沒波底 俊 醜 將飛立 岸頭 

枕邊 雨滴 鎖閑愁 一 任 文字 買奇禍 笑 指 青山 入 豫洲. 


0  明治 二十 九 年 一月 十二 日 正 岡 子規 宛の «l« の 中より 

海 南 千里 遠 欲 別 暮天寒 鐵 笛吹 紅 雪 火 輪 彿紫瀾 爲君 憂國易 

作 客 到 家 難 三十 巽還坎 功名 夢半殘 


階 前 一 李樹 

祿薄而 無 IM 

朱蓋涵 t 露 

茯苓 今懶採 

氤氳出 石 罅 


丙 申 五月。 恕鄉所 居 庭前 生靈 芝。 恕擲 因徵佘 詩。 余辭以 不文。 

恕鄉 不聽。 賦以爲 贈。 恕鄉 者片嶺 氏。 余 僚友 也 

. 五 首 g- 治 一 一十 九 年 十 一 月 十五 to 

其 下 生靈芝 想當 天長節 李 紅 芝 紫 時 


是 天降 厥靈 

紫 莖抽綠 苔 

石 鼎 那烹丹 

幽氣 逼禪心 


三 壁 抱 石 紫 

恕鄉三 顧 出 

日 對靈芝 坐 

時 誦寒山 句 


瑞氣满 門 庭 

公 退 笑顔 開 

道心 千古 寒 

看 芝 坐忤陰 


二 五 九 


二  § 


0  0 明治 三十 年 十二月 十 I 百 正 岡 子規 宛の 手紙の 中よ * 

掉頭辭 帝闕 倚劎 出城 闉 窣嶽 肥山盡 滂洋筑 水 新 

大野 絕 行人 索寞 乾坤 鶸 蒼 冥 哀雁頻 


秋風 吹 落日 


0  興 BMW 三十 I 年 三月 

出門 多 所思 春風 吹 吾衣 芳草 生 車 轍 廢道 人霞微 停 節 而驪目 

萬 象 帶晴峰 聽黃 鳥宛轉 覩落 英紛霏 行 盡平蕪 遠 題 詩 古寺 扉 

孤愁 高 雪 際 大空 斷鴻歸 寸心 何窈窕 . 縹緲忘 是非 三十 我欲 老 

韶光猶 依々 逍遙 隨物化 悠然 對芬菲 


失 

吾心 若 有 苦 

世事 幾迭更 

夢醒 枕上聽 

漠々 愁雪潢 


題 na  is 

相 之 遂難相 俯仰 天地 際 胡爲 發哀聲 春 花 幾 開 落 

烏 鬼 促髩髮 意氣輕 功名 昨夜 生 月 暈 飆風 朝満城 

孤劎 111 底 鳴 慨然 振 衣 起 登 樓望前 程 前 程 望不見 


舂日靜 坐 E  S 

靑春 二三 月 愁隨 芳草 長 閑 花 落 空 庭 素 琴 橫虛堂 

蒙烟 繞竹粱 獨坐無 隻語， 方寸 認 微光 人間 徒 多事 

會得 一 日靜 正 知 百年 忙 遐懷 寄何處 緬邀 白雪 鄴 


蠕蛸挂 不動 

此境敦 可 忘 


菜 花 黃 .0 

菜 花 黃朝暾 菜花黃 夕陽 菜 花 黃裏人 

冲融入 波 蒼 鏢緲 近天郤 迢遞 凌塵鄉 

恨 未 化爲鳥 啼盡菜 花 黄 


晨昏喜 欲 狂 

斯心 不可 道 


驟懐隨 雪 雀 

厥樂 自潢洋 


客 中 逢 春 寄 子規 I 一 二士 一年 

春風 遍東皐 門前 碧 蕪 新 我懷在 君子 

君子 空穆态 慢望 不可 就 碧 蕪 徒傷祌 

斗酒 凌 乾坤 豪氣逼 星辰 而今 天 一 涯 

舊廬 君賦春 二百 餘里別 三十 一年 塵 

寄 語 子規 子 莫爲官 遊 人 


憶 昔 交遊 日 

索 居 負我眞 


P，I 不可 跋 

共 許 管 鮑 貧 

客土 我問禮 

徘徊 搶浪津 


二 穴 一 


二 穴 二 


無  題 ne  S 

眼識 東西 字 心 抱 古今 憂 廿年 愧昏濁 而立 織囘頭 靜坐 觀復剝 

虛孃 役剛柔 鳥 入 雪無迹 魚 行水 自流 人間 固 善事 白雪 自悠々 


古 

上樓 湘水綠 

徙 倚晤淚 催 

徒 道 不相忘 

憐君 奪錦才 

欲 造 君子 佩 


^  0 明治 三十 二 年 gin- 

捲應 明月 來 雙袖 薔薇 香 


一 一八 讓眉 

君 心 曷得囘 

不贈 紹擔输 


早 識別 離哀 

迢々 從此去 

却 報 英瓊瑰 


千金 琥珀 杯 

再會期 何日 

前路 白雪 堆 

春風 吹翠鬟 


窈絮鳴 紫 蓮 

臨 江 思邀哉 

撫君 金錯刀 

！ 下高臺 


失 

仰瞻 日月 戀 

出處 唯隨綠 

古意 寄 白雪 


ES 前 


寤 寐終歸 


俯瞰 河 岳 連 


永懷 撫朱敍 

被 髪 駕神驟 

皿歇自 後先 


暖哉 天地 際 

拜 in 足繙錢 

興盡 n: 所 欲 

雾沉崑 SIffii 


浩氣 塞大千 

澹蕩 愛遲日 

曲 肱 空 堂 眠 

長 嘯 抱珠去 

老子 談太玄 


往來 §3 逍遙 

蕭散送 流 年 

鼾聲 撼屋粱 

飮泣 蛟龍 淵 

物 命 有常理 


紫 府敦求 仙 眇然無 倚 託 俛仰 地與天 


長 風 解纜 古瀛洲 

醉捫北 斗 三 杯 酒 


gl 明治 三十 三年 

欲 破逾淇 掃喑愁 

笑 指 西 天 一 葉 舟 


萬 里 蒼 _H 航路 杳 


蹉跎 宿志 愧沙鷉 

烟波深 處賦高 秋 


生死 因 緣無了 期 

得失 us 廣 當是佛 


色相 世界 現狂瘦 

江山 満目 悉吾師 


述遼屨 校 塵 中 滞 

^^程浩蕩八千里 


迢遞正 冠 天外 之 

欲學 葛藤 文字 技 


君 病 風流 謝俗紛 

陌柳映 衣 征意動 


題 同前 

吾 愚牢落 失鴻群 

館 燈照鬚 客愁分 


磨 甎未徹 古人 句 

詩 成投筆 蹒跚起 


嘔血始 看 才子 文 

此去西 天 多 白雪 


二 穴 |~! 


二 六 四 


0 明治 四十 三年 七月 三十  一 n 

來宿 山中 寺 更加 老衲衣 寂然 禪夢底 窓外 白雲 歸 


|S  明！ 5sral 十一 一一 年 九月 一 f 

秋風 鳴 萬 木 山 雨 撼高樓 病 骨 稜如劎 一 燈 靑欲愁 


g3 明治 四十 三年 九月 二十 二日 

圆 覺曾參 棒喝禪 瞎 兒何虚 觸機綠 靑山不 招 庸人 骨 ，囘 首 九 原 月 在天 


風流 人 未 死 


明治 四十 三年 九月 二十 五 n 

病 裡領淸 閑 日々 山中 事， 


朝々 見. 1 山 


仰臥 人如啞 


W 明治 四十 三年 九月 二十 九 n 

默然見 大空 大空 雲 不動 


終 B 杳相同 


無  ， 題 明治 a 十三 年 十月 一 

日 似 三春 永 心 隨野水 空 牀頭花 


閑 落 小 眠 中 


i  ^  S. 治 四十 三年 十月 二  to 

夢繞 星潢 法露幽 夜分 形影 喑燈愁 旗亭 病 近 修禪寺 一 榥練鐘 已九秋 


0  明治 S 十三 年 十月 SB" 

萬 事 休 時 一 息囘 余生 量 忍 比殘灰 風 過 古 湖 秋聲起 日 落幽簦 〔1  〈色 來 

漫道 山中 三月 滯 詎知 門外 一天 開 歸期勿 後 黄花 節 恐 有 it 魂 夢舊苔 


0  0 明治 四十 三年 十月 五 B 

淋漓 総 血 腹中 文 嘔 照黃昏 康綺紋 入 夜空 疑 身是骨 臥 牀如石 夢寐 


0  0 明治 四十 三年 十 《; 六日 

天下 自 多事 被 吹 天下 風 高 秋 悲髮白 衰病夢 顔 紅 送 鳥 天 無 


二 六 S 


二. K 穴 


看 雲 道不窮 殘存吾 骨 貴 愼勿 妄磨朧 


^  0 明治 四十 三年 十月 七 B 

iSS  、い 秋已到 嘔血 骨猶存 病起朋 何日 夕陽 遠 一村 


も？  0  TO 治 四十 三年 十 刀 八 B 

秋 露 下南碼 黄花 粲照顏 欲 行 沿 ま 遠 却 得 與雪遠 


明治 11十 三年 十月 十 口 

客 夢囘時 一 鳥 鳴 夜 來山雨 嘵來晴 孤峯 頂上 孤松 色 早 映紅墩 置々 明 


P 明治 四十 三年 十月 

縹緲 玄黄 外 死生 交 謝 時 寄託 冥然去 

杏々 お 竟難知 孤愁 空 遠 夢 宛 動 蕭瑟悲 

廓 寥天尙 在 高 樹獨餘 枝 晚懷 如此磨 


我心 11： 所 之 歸來党 命根 

江山 秋已老 粥藥 髯將衰 

風 露 入詩遞  一 


無  p  la 十三お. 十月； 一十？！ 

桃花 馬上 少年 時 笑 據銀鞍 拂柳枝 綠水至 今 迢遞去 e: 明來照 髮如絲 


0 明治 四十 三年 十月 一 一十 七日  _ 

馬上 靑 年老 鏡 中 白髪 新 幸 生 天子 國 願 作 太平 民 i 


0  ^  TO 治 四十 三年 十月 池 逸三 山 宛 

遗却新 詩 無處尋 嗒然隔 牖對遙 林 斜陽 徑照僧 遠 黃築 一 村 载寺深 

懸偈壁 間 焚佛意 見 雪 天上 抱 琴 心 人間 至樂 江湖 老 犬^ 鷄鳴共 好 音 


fa 日 BE 成 ^;^?四十五年五《^ニ十2:!0 

其 一 

莫道 風塵 老 當軒 野趣 新 竹 深 驚亂嚼 淸晝 臥聽春 


二 六 七 


其 二 

竹 密能通 水 花 高 不隱春 

其 三 

細雨 看 花 後 光風 靜坐中 

其 四 

樹嗜 幽聽鳥 天明 仄見花 

其 五 • 

抱 病 衡門老 薆時 涕淚多 

其 六 

渡 口春 潮靜 扁舟 半 柳 陰 

其 しし 

流 驚 呼 夢 去 微雨 濕花來 

其 八 


風光 誰是主 好日屬 詩人 

疏堂 迎晝永 流水 出門 空 

春風 無 遠近 吹 到 野人 家 

江山 春 意 勁 客 夢 落 煙波 

漁 翁 眠未覺 山 色 入江 深 

昨夜 春 愁色 依 稀 上綠苔 


穴 

A 


樹下 開襟 坐 吟懷與 道 新 落花 人不識 啼鳥 自殘春 

其 九 

草色 空 階下 萋々 雨後 靑 孤 驚 呼 偶 去 遲日満 閑 庭 

其 十  ， 

渡盡 東西 水 三 過 翠柳橋 春風 吹不斷 春 恨 幾 條々. 


雨 晴天 一 碧 水 暖柳西 東 愛見 衡 門下 明々 白地 風 


i  ^ 明治 四十 五 年 六月 

芳菲 看漸鏡 韶景蕩 詩情 却 愧丹靑 技 春風 描不 成， 


無  題 

髙梧能 宿 露 疎 竹 不藏秋 靜坐圍 蒲 上 寥々 似 在 舟 

1  二 穴 九 


二 七 Q 


無  题 

綠雪高 幾 葉々 疊淸陰 雨 過 更成趣 蝸牛 眺： >翠 お r 


大觀畫 を やる とい ふ。 余の 書 を くれと いふ。 仕方がな いから 御 禮 の 

詩 を かくと いふて やる。 詩の 方 先 づ出來 上る。 Is+is 月 

獨坐 空齋裏 丹 靑引興 長 大觀 居士 贈 圓覺 道人藏 野 水 辭君巷 

閑 雲 入 我 堂 徂徠 隨所澹 住 在 自然 郷 


酬 潢山畫 伯惠畫 

大觀 天地 趣 圓覺 自然 情 任 手 時揮灑 雪煙 筆 底 生 


流 山 の 秋 元 梧樓又 人 ら ざ る 明治 百 家 短 册帖 とか を 出 板す 序 を かけと 

云って 閬 かす。 手紙に 詩 を 添へ て やる。 

雪 箋有響 墨痕 斜 好 句 誰 書 草 底 蛇 九十 九 人 渾是錦 集將 春色 到 吾 家 

百 人 を 九十 九 人と したる は 余 を 除きた る 也。 余の 短 册は實 際物に な 


つてる ると は 思へ す、 九十 九 人 は謙遽 でもな し。 事實を 申した 積 也。 


妙 雪 寺觀瀑 大正 元年 九 

蕭條 古刹 倚崔嵬 溪ロ無 僧 坐 石 苔 山上 白雪 明月 夜 直爲 銀^ 佛前來 

自畫 大正 元年 十； 月 

山上 有 山路 不通 柳 陰 多 柳 水 西 東 扁舟 盡日 孤村 岸 幾度 鵞群訪 釣 翁 

題自畫 

獨坐 聽啼鳥 關門 謝世嘩 南 窓 無 一事 閑寫 水仙 花 


無  題 

夜色 幽扉外 辭僧出 竹林 浮 雪 囘首盡 明月 自 天心 


二 七 一 


二 七 一 I 


題晝竹 

葉 密着 風勡 枝 垂聽雨 新 南 軒 移植 後 君子 不曼貧 


:M 裏 淸風起 石頭 白 畳 生 幽人無 一 事 好 句 嗒然來 


題 墨 i: 大正 舉 

1 一十 年 來愛碧 林 山人 須解 友虛心 長 毫淸墨 時 如 雨 欲寫 邀鏘蔓 玉音 


山水 ノ圖ノ 題 同前 

S 臨 碧水 老松 愚 路過危 橋 仄徑廷 佇立^ 頭 雪起處 半 空遙見 古浮圆 


自畫 大正 一一 一年 一一 月 

潤 上 淡 煙 橫古驛 峽中 白日 照荒亭 簫條十 里 南 山路 馬 背 看過 松你靑 


題自畫 大 i 年 

起臥 乾坤 一草亭 眼中 唯 有 四山靑 閑 來放鶴 長 松 下 又 上虚堂 讀易經 


得 健 堂 先生 自壽詩 及 七 壽杯次 頮以祝 M:  ® 

煙霞 不託 百年 身 却 住 大都淸 福 新 七 壽杯成 頒客日 栴花的 礫 照 佳 


閑居 偶成 似 臨 随詞兄 ！ S 前 

野 水 辭花場 春風 入 草堂 徂徠何 磨 淡 無我 是仙擲 


遊子 吟贈 森圓月 大正 一一 一年-一月 

樓頭 秋雨 喑 樓下暮 潮 寒 澤國 何蕭索 愁人 獨倚攔 


題自畫 

十 里 桃花 發 春溪 一路 通 潺援聽 欲 近 家 在 斷撟東 


二 七 il 

自畫 大正 一一 一年. Ha 

碧 落 孤 S 盡 Si 明 鳥 道 通 邇々 驢背客 獨入石 門 中 


0 自 畫 大 f 年 n 月 

隔水 東西 住 白雪 往也還 東 家 松籁起 西 星 竹珊々 


西 川 一草亭 ノ畫 一一 题ス 101 

卜 年 仍蔡^ 花ん 遠對 秋風 詩 思 新 一 草 亭中閑 半日 寫從紅 寥 到靑顕 


題自畫 

机上 蕉堅稿 門前 碧玉 竿 喫茶 三^ 後 雲影 入 窓 寒 


1® 結 城 素 明甞ー 

雪 後 荆榛裏 綺々 綠： b 殘 却 愤雙凍 雀 風 急 杪頭寒 


0 自 畫 大正 W 年ヌ 

栽 松 人不到 移 石 意 常 平 且喜靈 芝 紫 壁々 瑞色明 


題自畫 大蓋年 春 

幽居 人不到 獨坐 覺衣寬 偶 解 春風 意 來吹 竹與蘭 


題自畫 大 1^ 五 年 春 

唐詩 讀罷 倚閬千 午院 沈々 綠意寒 借問 春風 何處有 石 前幽忡 石問薦 


幽居 正解 酒中忙 

花 間 宿 鳥 振 朝露 


W 大正 五 年 八 H; 十四日 夜 

華 髮何須 住醉鄉 座 有 詩 惯閑拈 句 門 無 俗 客 靜焚香 

柳 外 歸牛帶 夕陽 隨所隨 綠淸興 足 江村 日月 老來長 


gyi 八月 十五 日 

春秋 幾度 讀遠耕 風 吹 弱 柳 枝々 動 雨 打 高 桐 一 架々 鳴 

二.？ 


二 七 一へ 


遙 31- 半 峰 叶： 月色 長聽 一 水 落雲聲 幽居 樂道 狐裘古 欲 買 榲袍時 入城 


五十 年來處 士分 

天日 蒼茫 誰有陚 


豈期 高踏 自離群 

太虚 寒， 廓 我 無 文 


蓽門不 杜貧如 道 

盤 勤 寄 語 寒 山 子 


茅屋 偶 空 交 似 雲 

饒舌 松風 獨待君 


無心 禮佛 見靈臺 

道 書誰點 窟前燭 


題 A 月 十六 B 

山寺 對僧 詩趣 催 

法偈難 磨石 面 苔 


松柏 否 年 1： 壁 去 

借問 参 禪寒衲 子 


薜蘿 一日 上墻來 

翠嵐 何處着 鹿 埃 


行 到 天涯 易 白 頭 

遶郭靑 山 三 Ira 合 


0  < 月 十 AB 

故 圓何處 得歸休 

抱 城 春 水 一 方 流 


驚 殘楚夢 雪猶嗜 

眼 〈I 風物 也堪喜 


聽 i 甘 駄 月始愁 

欲 見 桃花 獨上樓 


0 八月 十れ B 


老去歸 來臥故 丘 

空翠 山遙藏 古寺 


蕭 然環堵 意悠々 

平 蕪 路遠沒 春 流 


透過 藻 色 魚眠穩 

林塘 日々 敎吾樂 


落盡 梅花 鳥 語 I ゆ 

富贵 功名 易肯留 


兩髮衰來白幾^^; 

下履筌 階 凄 露 散 


八 H;  二十日 

年 華始識 一 朝 傾 

移牀 廢砌亂 驚 


蒸 務€_ 人禋求 何物 

淸風满 地色 蕉影 


蝴蝶 夢中 寄此生 

搖 5? 午 眠 葉々 輕 


尋仙未 向 碧山 行 


0 八月 こ 十 i 

住 在 人間 足 道 情 


明 嗜雙々 三 萬 字 撫摩石 印 自由 成 

「明 喑」 を艸 して ゐる 時、 机上の 石 印を撫 摩する 癖 を 生じた る 事 を 

人に 話した 所、 其 人轉地 先より、 自分 も 量に 於て は 石 印 を 摩して 作 

る 位の 作 はやる 積 だと 云って くる。 それで 此詩を 作った。 


無  題 八月 二十 一日 

不作 文章 不論經 漫走柬 西 似泛萍 故 國無花 思竹徑 他郷 有 酒 上 旗亭 

愁中片 月 三更 白 夢 裏 連山 半夜 靑 到 處辭錢 堪買石 赌誰 大字 撰 碑銘 


二 七 七 


二 七 八 


香烟 一 往 道心 濃 

寒 黃點緩 薩間菊 


P 八月 二十 二日 

趺坐何 處古佛 逢 

喑碧衝 開 牖外峯 


終日 無爲 雪出岫 

欲 拂胡床 遣 塵 尾 


夕陽 多事 鶴歸松 

上 堂 囘首復 呼 童 


寂寞 光陰 五十 年 

淡 月微雪 魚樂道 


八 刀 一 


：老去 逐塵綠 

花 芳草 鳥 思 天 


無 他愛 竹 三お， 

春 城 H 々東風 好 


與衆 栽^ 百丈禪 

欲 賦歸來 未 買 田 


M  逼 八月 二十 六日 

結社 東 台 近 市塵 黃塵自 有 買山錢 幽懷寫 雪生硯 高興畫 蘭香満 tf 

添 雨 突如 驚鷺起 點睛忽 地 破 龍 眠 縱橫落 誰爭覇 健筆 會中第 一 仙 

霜 山と いふ 人が 來て不 折の 丙辰潑 墨と いふ もの を 出す から 題 を 書い 

て くれと いふ。 字が まづ いから、 詩 を 作って、 詩 半人前 字 半 人" 合 

せて 一 人前に しょうと 答へ て 此詩を 作る C  ^に不 折の 畫に 適切な 事 

ばかり は竝べ な い。 但し 彼 は 健筆で 無茶に 澤山 かいて 金 を 取る 男で 

ある。 


何 須漫說 布 衣 尊 

蕭 條古佛 風流 寺 


0 八月 一 不八 n" 

t ぱ^ 好 書 吾道存 

寂^ 先生 日 渉 Hi 


陰 盡始開 芳草 戶 

村 卷路深 無 過客 


春 來獨杜 落花 門 

一 庭 修什掩 南 軒 


不愛帝 城 車馬 喧 

人 到 渡 頭 垂柳盡 


八月 一 一十 九 B 

故 m 歸臥 掩柴門 

鳥 來樹抄 落花 繁 


紅 桃 碧水 春 雪 寺 

前塘咋 夜蕭々 雨 


暖日 和風 野 露 村 

促 得 細 鱗 人 小 園 


經來 世故 漫爲憂 

小ォ 幾度 行 新 境 

黄 興 書ヲ」 


0  A 刀 王卡日 

胸 次欲攄 不自由 

大悟 何時 臥 故 丘 


誰 道 文章 千古 事 

昨日 閑 庭 風雨 惡 


曾 思 質素 百年 謀 

色 蕉葉上 復知秋 


テ吳 レル。 文章 千古 事ト ァリ。 前聯 故-一 及ブ。 


詩思杳 在野 橋 東 


景物 多 橫淡靄 中 


細 水 映 邊帆露 白 翠雪流 處塔餘 紅 


ニ<0 


桃花 赫灼 皆侬日 柳 色^ 糊 不厭風 縹緲 孤愁 春欲盡 還 令 一 鳥人 處空 


不人靑 山 亦故鄉 

坐 到 初更」 J 所思 


^ 九月  一 3 

春秋 幾 作 好 文章 

起 終 三昧 望 夫 蒼 


託 心 雲水 道機盡 

鳥 聲閑處 人應靜 


結 夢 藤 世 味 長 

寂 室 驚來 一 炷杳 


石門路 遠不容 is- 

空 山 有 影 栴花冷 


題 同前 

曄日 高戀雪 外 林 

春澗 無風 藥 草深 


獨與靑 松 同 素志 

黃髯 老漢憐 無事 


終 令 白鶴鮮 丹心 

復坐虚 堂 獨撫琴 


満目 江. E 夢裡移 

白 首 南 軒 歸臥日 


0 れ月ー 一 H 

指頭 明月 了吾癡 

靑衫北 斗 遠征 時 


曾參 石佛聽 無法 

先生 不觯降 龍 術 


漫作 佯狂 冒^ 規 

閉戶空 爲閑適 詩 


0 同 


大地 從來 日月 長 

三 伏點愁 惟泫露 


普 天何處 不文 章 

四時 關意是 重 si 勿 


雪 黏閑ー 架 © 前靜 

詩人 自有 公平 眼 


風 逐飛花 雨後 忙 

春夏秋冬 盡故鄉 


獨 往孤來 俗不齊 

道 到 無心 天自合 


0  i0 

山 居 悠久 没 東西 

時 如 有意 節將迷 


廣頭晝 靜娃花 落 

空 山 寂々 人閑處 


檻 外 月明 澗鳥啼 

幽草 芋々 満古溪 


散 來華髮 老魂驚 

蕭々 鳥 入 秋 天意 


林 下 何曾陚 不平 

瑟々 虱 吹 落日 情 


無復 江 梅 追轄點 

遙望斷 雪 還 躑躅 


空 令^ 菊 映 衣 明 

閑 愁盡處 ^愁生 


人間 誰 道 別離 難 

風 吹遠樹 南枝暖 


百 歳 光陰 指 一 彈 

浪撼髙 樓北斗 寒 


只 爲桃紅 訂舊好 

天地 有情 春合識 


莫令李 白 醉長安 

今年 今日 又成歡 


二 八ー 


二  o 一 


絕好 文せ 天地 大 

日月 高戀何 磊落 


.f? 月 五 B 

四時 塞 暑 不曾違 

陰？ i 默照 是靈威 


夭々 正晝 桃將發 

勿 令 碧眼 知 消息 


歷々 晴空 鶴始飛 

欲 弄 言 辭墮俗 機 


虛明如 道 夜 如 霜 

幽燈 一 點高人 夢 


^ 九 刀 六日 

迢 遞證來 天地 藏 

茅屋 三 間 虚士鄉 


月 向 空 階 多作 意 

彈罷素 琴 孤影 白 


風 從蘭诸 遠 吹 

還 令鶴唳 半宵 長 


曾 見 人 閒今見 天 

道 到へ 明 長語絕 


0 九月 九 B 

醍 湖上 味 色空邊 


白蓮 曉破詩 僧 夢 

人 門 還 愛 無 他事 


翠柳長 吹 精 <Ki 綠 

手 折幽花 供佛前 


耦黃婦 幼 鬼神 驚 

孤 雪白 處遙 秋色 


^ 九月 十 H 

鏡 舌 何 知 遂八成 

芳草 綠遷 多雨 聲 


欲 證無首 觀妙諦 

風月 ロハ 須看 直下 


休將 作意 促 詩情 

不依 文字 道初淸 


東風 送 暖！！ 吹 衣 

春 畦 有事 渡 橋 過 


0 九月 十 一 日 

獨出 幽居 望翠微 

閑 草帶香 穿徑歸 


幾抹 桃花 皆 淡 露 

自是 ffl 家人 不 


三分 野 水 人 暗 隙 

村翁 去 後 掩柴扉 


我 將歸處 地 無 田 

頭 添 野菊 重陽 節 


he 月 十一 一日 


0 

我 未 死，； 人有緣 

市！^ 鱸 魚 秋暮天 


f: 々蟲聲 皆 月下 

明日 送 潮風 復急 


蕭々 客 影 落燈前 

一 帆 去 盡水如 年 


挂劎微 思 不自知 

天下 何 狂 投^ 起 


0 九月 十三 3 

誤 爲季， 4^ 愧 無期 

人間 有 道 挺身 之 


秋風 破盡 芭蕉 夢 

吾 當死處 吾當死 


寒 雨 打 成 流 落 詩 

一 日 元來. H 一時 


出 居 日々 拾 相 同 

人 從屋後 過 橋 去 


題 同前 

出入 無 時 西復柬 

水 到 蹊頭穿 竹 通 


的！^ 梅花 濃淡 外 

最喜 淸宵燈 一 點 


朦朧 月色 有無 中 

孤愁 夢 鶴 在春筌 


二八 三 


二八 四 


素 秋 搖落變 山容 

愁前 别燭夜 愈靜 


0 九月 十五 日 

高 臥 掩門寒 影 重 

詩 後 焚 香 字 亦 濃 


寂 々空 舵 橫淺渚 

時 望 水 雲 無限 處 


疎々 細雨 濕 芙蓉 


思 白雪 時 心始降 

欲 倚 孤 節 看斷^ 


^ 九月 十六 B 

顧 虛影處 意成雙 

還 驚 小鳥 過 苔 紅 


幽花 獨 發渭々 水 

萬 蘭今尙 在空杵 


細雨 閑來 寂々 窓 

一 脈 風 吹お 子 邦 


好 焚 香 炷護淸 宵 

思 詩 恰似前 程遠 


0 九月 卜 七 n 

不是 枯禪愛 寂寥 

記 夢 誰 知 去路遙 


月暖 三更 憐雨靜 

獨坐^ 窕虛白 裏 


水 閑 半夜 聽魚跳 

蘭 紅 照盡人 明朝 


訂短焚 時 大道 安 

黃 耐霜來 菊亂 


九月 十八 B 


天然 景物 自然 觀 

白 從月得 野 梅 寒 


佳人 不識虛 心 竹 

勿 拈華妄 作 微笑 


君子 易 思 空 谷 蘭 

雨 打 a 翻 任獨看 


截斷詩 思 君 勿 嫌 

欲 爲花明 看遠樹 


題 九月 t=" 

好 詩 長 在 眼中 黏 

不令柳 i= 入疎簾 


孤雲 無 影 一 帆 去 

年々 妙味 無 聲 句 


殘 雨有痕 半榻窗 

叉被|^:=風錦上添 


作 客 誰 知 別路 脸 

晏起牀 頭 新 影 到 


題 れ刀こ 

思 詩 半睡 隔窓紗 

曾遊 壁 上 蔡题斜 


逆 追鶯語 入殘夢 


應抱春 愁對晚 花 

高揭靑 fro 在 酒家 


聞說 人生 活計 艱 

去 路無痕 何處到 


i 二士 一日 

易 知 窮裡道 情 閑 

來時有 影 幾 朝 還 


空 看 白髪 如 驚 夢 

當年 瞎漢今 安在 


II 役 黄 牛 誰 出. 關 

長 嘯，： g 村後郭 


苦吟 又 一 一毛 斑 

門前 暮色 空 明 水 


^ 九 二十 三 n 

愁役 愁人始 破顔 

檻 外 晴容嶽 単. E 


禪榻 入秋憐 寂寞 

一 味 吾家淸 活計 


茶 烟對月 愛蕭閒 

黄花 自發鳥 知 遠 


二八 五 


漫 行棒喝 喜縱橫 

春 花發處 正邪 絕 


題 同 S 

胡亂衲 不値生 

秋 月 照 邊善惡 明 


長 舌 談禪無 所得 

VH 者 有 令 爭赦罪 


二八 穴 


秀頭寶 道 欲 何 求 

如 雪 斬賊 血還淸 


擬將蝶 夢 誘吟魂 

小 樓烹^ 輕烟熟 


九 刀 一 一十 SB 

且隔 人生 在畫村 

午院 曝書" ぉ雀喧 


花 影 半 簾 來着靜 

一 榻淸機 閑日月 


一： 顺地 去無痕 

； iAh- 成默 々 對淸喧 


孤 臥 微行 無 友朋 

人 定誰聽 風外磬 


Jpt- 九！ H; 一 一十 KB 

又 看 雪樹影 層々 

作詩 時 訪月前 僧 


白 浮滞暮 三叉 水 

閑居 近 寺 多幽意 


靑破重 陰 一 點燈 

禮佛只 言 最上 乘 


大道 誰 言 絕聖凡 

數卷 唐詩 茶後榻 


， 力 X 一 一十 六日 

覺醒始 恐 石人讒 

幾聲 幽鳥 桂 前 燥 


g 留殘夢 託 孤 枕 

門 無 過客 今 如 古 


遠 送 斜陽 入片 g 

獨對 秋風 着舊衫 


欲求 蕭散 ロ須械 

漸悲 白髪 親黃卷 


gg3 九月 一 一 十七 日 

爲愛曠 夷脫舊 衫 

旣入靑 山 見 紫 巖 


春 盡天邊 人 上 塔 

昨日 孤雲 東 向 去 


望窮 空際 水吞帆 

今朝 落 影 在溪杉 


朝 洗 靑研夕 愛 驚 

一 日淸閒 無债鬼 


0 九月 一 一十 九日 

蓮 池水靜 接西坡 

十 年生 計 在 詩 魔 


委花 細雨 黄昏 到 

興來 句 春 琴 上 


託： b 光風 綠影過 

墨 滴 幽香 道氣多 


闕窓睡 覺影參 差 

紅塵 堆裏 聖賢 道 


^ 九月 三十日 

机上 猶餘筆 一 枝 

碧 落 空中 淸淨詩 


多病 责文秋 入 骨 

描 到 西風 辭 不足 


細心 構想 寒 砭ー肌 

看 雪 採 菊 在 isa 離 


誰 道 蓬萊隔 萬？ _ 

大岳無 雪 輝 積 i 


^ 十月 一 日 

于今 仙境 在 春 醪 

碧空 有 影 映 紅 桃 


風吹鞣 li 虜塵盡 

擬 將好認 消 佳節 


雨 洗滄溪 天日 高 

直下 長 竿 釣 巨 鼈 


二八 七 


不愛 紅塵 不 愛林 

騫 尾耗毫 失-几 側 


Is 十月 一 -B 

蕭 然淨审 ば I 知 音 

蠅頭 細字 紫 研 陰 


獨摩拳 石 摸 S 意 

閑 中 有事 喫茶 後 


時對盆^^見蘇心 

.SK 乂； ^靑 嘴 ほ i 占 今 


逐蝶尋 花 忽失蹤 

機外蕭 吹落寞 


題 十月 三日 

晚歸林 下 幾人 逢 

靜中凝 露 向 芙蓉 


朱 評 古聖 空靈句 

山 高 H 短 秋將盡 


靑隔 fs- 流^^ 松 

復擁寒 衾？ 施. 人 冬 


百年 功過 有 吾 知 

室 中 仰 1_ ま 興 人 死 


0 卜 月 Mn 

： 白 殺 百 愁亡了 期 

門外 追 仇 賊子 飢 


作意 西 a 吹短髮 

誰 道 閑 庭 秋 索寞 


無 端 北 斗 落 長 眉 

忙看 黄葉 自離枝 


非耶 * 佛又非 儒 

焚書 灰. S 寄知活 


題 ト月六 B 

窮巷資 文 聊自娛 

無 法界 中 法 解 蘇 


採 擷何香 過藝苑 

打殺 神人. u 影處 


徘徊 幾 碧 在 詩 蕪 

處- さ歴々 現 賢愚 


宵 長 日 短 惜年華 

高 翼會 風霜 雁 苦 


W 十月 七日 

白 首囘來 笑語譁 

小心 吠 月 老葜誇 


潮 満大江 秋已到 

楚人賫 劎吳人 玉 


雪 隨片帆 望將^ 

市上 相逄 顧阿斜 


休 向 喪 龍 漫點睛 

通 身 遍覚失 爪牙 


M 十 tq- 八日 

晝龍^ 處妖 Is 橫 

忽然 復活 侶 魚 蝦 


眞龍 本來雜 面目 雨 黑風白 臥 空谷 


詩人 fm:^ 不嫌ェ 

霜 燃 爛楚寒 輝 外 


0 十 力 An 

誰 道 眼前 好惡同 

客 送 殘鴉夕 照 中 


岸 樹倒枝 皆 入水 野 花 傾 萼盡迎 風 

古寺 尋來 無古佛 倚 節 獨立斷 橋 東 


忽怪 空中 躍百愁 

途上 相 逢 忘舊識 


0 十月 十日 

百 愁躍處 主人 休 

天涯 遠 別報 深 仇 


點春 成佛江 柳 

長 磨 一 劎 劍將盡 


食 草 訂交風 牛 

獨使龍 鳴 復人秋 


二八 九 


死々 生々 萬 境 開 

冷 上孤幃 三寸 月 


0 十月 十  一 B 

天 移 地轉見 詩才 

暖憐靈 至 一 分 灰 


碧 梧 滴 露 寒 蟬盡 

空中 耳語 喉々 鬼 


紅 藝 先 霜 蒼雁來 

夢 散 蓮華 拜我囘 


途 逢阵啄 了機綠 

空 明 打 出 英靈漢 


0 十月 十二 B 

殼外 殼中敦 後先 

閑嗜 踢 翻 金玉 篇 


一 樣風旖 相契處 

膽小休 言 遺 大事 


同時 水 月 結交邊 

會天行 道 是吾禪 


吾 面 難 親 向 鏡 親 

行盡邐 趣 天始闊 


0  _ 十月 十五 H 

吾心 不見獨 嗟 貧 


明朝 市上 屠 牛 客 

縱撗 曲折 高遠 下 


今日 山中 觀道人 

總是虛 無 總是眞 


人間 翻 手 是靑山 

誤 跨 牛 背 馬 鳴 去 


0 十月 十六 日 

朝 入市廛 白日 閒 

復得龍 牙 狗走還 


笑 語 何 心 雪漠々 

抱 月 投爐紅 火熱 


喧聲幾 所 水潺々 

忽然 亡 月 碧浮灣 


無 

古注 今 來我獨 新 

合 浦 珠還誰 主客 


0 十 ヌ+ 七日 

今 來古往 衆爲隣 

鴻門 玦擧敦 君臣 


潢 M 鼻孔 逢鄹友 

分明 一 々似 他處 


g 拂屆頭 失老親 

卻是 空前絶後 人 


舊識誰 言 別路 遙 

石 上長 垂轨繡 帳 


0  iAH 

新 知郤在 客中邀 

巖頭忽 見 木 蘭 橈 


花 紅柳緣 前錄盡 

服 睛百轉 無 奇特 


鷺喑鵪 明 今意燒 

鷄， 去鳳來 我弄蕭 


門前 高 柳 接花郊 

萬 紅亂起 吾知異 


0 十月 十九 B 

幾 段 春光 眼底 交 

千 紫 吹 消 鬼不嘲 


長 着貂裘 憐狗尾 

忽地柬 風 間 一 瞬 


愧 收鵲冀 在鳩巢 

花 飛 柳 散 對穴ェ 梢 


半生 意氣 撫刀鐶 

入泥駿 •€ 地中 去 


0 十月 二十日 

骨肉 銷磨 立大寰 

折角 靈犀 天外 還 


死力 ：！： 人 防舊郭 

漢水 今朝 流 北 向 


淸風 一 日 破牢 關 

依然 面 H 見 魔 山 


二 九 一 


二 九 ニー 


t ほ、：  •  j 十月 一 一十 一 日 

吾 失 天 時 俾失愚 吾 今き 道道 離 吾 人 問忽盡 聰明 死 魔界 猶存 正義 IS 

碎空燦 翻 夜光 珠 獨 吞涕淚 長瞎隨 怙恃兩 亡 立廣衢 


0  P 三 首 同 0 

元是 一 城主 焚 域 行廣衢 行々 長物 盡 柯處捨 吾 愚 

元是 喪家 狗 徘徊 在 草原 童兒誤 打殺 何 H 入 吾 門 

元是錦 衣子 寶衣 又賣珠 長身 無 估 客 赤裸々 中 愚 


0  三 首 十月 二士； 8 

元是 貧家 子 相憐 富貴 門 一 朝 空腹 満 忽死報 君恩 

元 是東家 子 西 隣 乞食 歸 歸來何 所見 舊宅 雨露々 

元是 太平 子 寧 居 忘亂離 忽然 兵獎起 一 死 始醫飢 


元 成 禪人自 德源大 會囘鉢 到 余 家淹留 旬： n 臨 去 翳 余 寳余爲 禪人作 墨；^ 

三竿 併 超 詩以謄 +月ー 二. 

秋 意蕭條 在畫中 疏枝細 葉 不須ェ 明朝 鐵路 西歸客 聽 否 三竿 墨 竹 風 

丙 辰 十月 余 爲元成 禪人作 墨你越 一 日 壁 間所挂 圆興忽 發乃爲 挂堂禪 

人 抽毫作 松 一 株 配以石 二三 不知 禪人受 余 睛否也 十一月：：" 

君 臥 一 圓中 吾 描 松 下石. 勿 言 不會禰 元是 山林 客 


無  題 士刀十 If 

自笑壺 中 大祭 人 雪寰. t 緲忽忘 神 三竿 旭日 紅桃峽 一 丈 珊瑚 碧 海 春 

鶴 上晴空 仙 願 靜 風 吹 靈草薬 根 新 長生 未 向 蓬萊去 不老 只當養 一 眞 


大愚 難 到 志 難 成 

逗々 天外 去 雲影 


題 十 一 月 十九 日 

五十 春秋 瞬 息 程 

籟々 風 中 落薬聲 


觀道 無言 只入靜 拈詩有 句 獨求淸 

忽見閑 窓 0" 白 上 東 山 月 出 半 江 明 


二 九 1- 一 


0  ^ 十一月 一 不日 夜 

眞蹤 寂寞 杳難尋 欲 抱 虛懷歩 古今 碧水 碧山 何 有 我 蓋 天蓋 地是 無心 

依 If 暮色 月 離 草 錯落秋 ita 在 林 眼 耳雙忘 身 亦 失 空中 獨唱 白雪 吟 
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詞兄之 文 情 優而辭 寡淸秀 超脫以 神韻 勝 憾間有 蕪 句 鄙 言然昆 玉微瑕 何 須凡ェ 下手 且 先輩 評論 備至故 不敢賛 至 

若 韻語 僕 所 不^ 只覺 首々 皆 實況讀 之 身 如 起臥 墨 江 耳瘦人 夢後雖 情：^ 京歴々 在 目 不能 語 人 要 在 心 解 不必要 多 舌 

也 錄篇刖 肇意懂 惋文品 亦自高 讀去不 覺聽然 嗚呼 天地 一 大 劇場 也 人生 如 長夢然 夢中 猶辨聲 色 俳優 能 泣 人僕讀 

此篇雖 知 其 出 假想然 不能 無酸挹 之 情 祝 於 身 在 其 境目 睹其事 乎 抑 人事 之 變桑滄 之 遷誰辨 其 眞假ぉ 知 吾 兄 十 年 

之 後 無 再遊 墨 江 追憶 往昔 悟 先 之 假爲後 之 眞昔之 幻 爲今之 實滔徊 顧 望 感極而 泣 下 者 乎 哉 叉 易 知 香 雪 暖雪之 下 

無不勝 今昔 之感 作詩 阿 花忽々 若 失捧詩 嗚咽 者 乎 哉 葛篇刖 一 氯 奔放 縱潢 敍去毫 無難 &之體 議論 亦 奇特 僕 清 

所 不能 夢視至 麥之 篇則自 口碑 實傳至 稗 史小說 細大 無 遠 洪纖不 漏悉取 焉而抒 自家 胸隨可 謂巧矣 不知 吾 兄 校 

課 之餘何 暇綽々 能 如此僕 天資 陋劣 加 疎懶爲 風議齪 沒于紅 糜1  裡 風流 韻事 蕩然 一 掃 愧于吾 兄 者 多矣刈 菅之篇 評 

存而 文缺焉 思 吾兄ォ 思富膽 一 唾 一 珠故 割愛 不顧乎 可惜 可 % 古人 有 句 云 天 若 有情 天 亦 老月如 無 恨 月 長 圓欲移 

以評 刈菅而 不能 他日 得 一 讀知余 言非鄭 書燕說 則 幸甚 要 之. K 著 七篇皆 異趣 同巧猶 七草 不同 姿態 而至其 沿澗倚 

籬 細雨 微風 楚々 可愛 刖 一 也 恐 愛^ 之 極 得 小人 抱 玉 之 罪 因匆々 通讀奉 遠榻下 拙作 數首 附記 供 瀏覽僕 固 不解詩 

故 所作 粗笨 生硬 Is 笑 然無鹽 與西施 坐 刖美盆 美 而醜愈 醜 僕豈謂 敢傚攀 亦 欲 爲西施 之 美 耳 

靑 袍幾閱 帝京 秋 酒 點淚痕 憶舊遊 故 國烟花 空 一夢 不 耐他鄕 寫閑愁 . 

二 九 m 


幾年 零落 亦 風流 

江 東 避 俗 養天眞 

罷骨 化成 塚 上 苔 

長 堤 盡處又 長 堤 

浴 罷微吟 敲枕函 

洗 盡塵懷 忘我 物 

京 客 多 i_ ^都鳥^ 

長命 寺 中 IT 餅 家 

明治 己 5 五 i 


好 賃江頭 香月樓 

一 代 風流 餞 逝 春 

于今 江上 杜鵾哀 

櫻 柳 枝 連 樱柳枝 

江 樓曰落 月光 含 

只 看 窓外 古松 霸 

美人 有 淚満义 潮 

當壚 少女 美 如 花 

- 五日 


麥 綠菜黃 吟欲盡 

誰 知 今日 惜 花客 

憐君 多病 多情 處 

此裸 風光 君獨有 

想 君 此際苦 無事 

乾坤 深夜 閱無聲 

香 髏艷骨 兩黃壤 

芳姿 一 段 可憐 處 


二 九 穴 

又逄紅 藝 白蘋秋 

哪是當 年 劍舞人 

偏 梅兒 iK 叩來 

六 旬 K 適 百篇詩 

漫數 篝燈 i  -ー  ニニ 

默坐穴 H 房 如古佛 

片月長 萵雙枕 橋 

別後 思 君 紅淚加 

知 漱 石妄批 
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余 兒時誦 唐 宋數千 首 喜作爲 文章 或 極意 彫琢 終-旬 而始成 或 咄嗟 衝ロ而 發自覺 游然有 樸氣竊 謂 古作 者 5il- 難 

鵄哉遂 有意 于 以文 立身 自 是遊覽 登臨 必有 記焉其 後一 三 一年 開篋出 所作 文 若 千篇 讀之 先以爲 極意 彫琢 者刖 

頹驟織 佻 先以爲 擔然有 樸氣者 s§ 艱^ 謦之人 一 如妓 女^々 無氣カ 一 如 頑 兒俘傲 凌 長者 皆 不堪 観 焚 稿 

扯 紙面 發赤 自失 者 久之竊 自嘆曰 古人 讀萬卷 甞又爲 萬 里 遊 故 其 文雄峻 博大き 然有奇 氣今余 選 奥 趨© 徒 守 

父母 之！！^ 足 不出邯 門 而求其 文 之. t 古人 之 域 3^ 不 大過 哉 H 慨然 欲 曳展遠 遊 未 S^EBQ 而 時勢 一 變余挾 蟹 行 

書 上 于鄉校 校 課役 々 不復暇講鳥迹1\ー文詞賦簡犢之類空束\ー高閣先之所謂11佻§^!?:亦將不得爲又安望 

古作家哉明治丁亥遂擴簦變富岳越函嶺行白雪蓬勃之問脚底積鄭数；^驟凍指皸^^^敝八洲之山如$?^裔氣 

稜々 欲 凌雪然 不能 一 篇 以敍壯 遊今兹 七月 又 與季兄 遊 于興津 地 爲柬海 名 區滯留 十 餘日蕭 散 無聊 而遂不 得 

I 詩文嗟乎余先者有せ^於爲文寧而無名山大川搖蕩其氣^；^今刖覽名山大川焉而無 一 字 報 風光 豈非天 哉 八 

月 復航 海 遊 於 房 洲登雜 山經ー 一 t マ 溯 刀 川 而歸經 日 三十日 行程 九卜餘 M 旣歸會 秋雨 連日 閑居 一 室 懐 旅 中 快 

樂辛酸之事有不堪其情者乃執^霜之積數葉竊謂先之有記而無遊若與有遊而無記^^庶幾于扣愤^然余旣 

絕意於 文 孝 矣且此 篇成于 閑 適 \ ー餘 1.^ 其 織 佻 § 勿論 耳 命 木屑 云 考特示 其 鏖陋也 

余以八111:七日上途此=-大風舟中人槪皆^怖不能起有三女子坐于2.板上談笑自若余深愧鬚眉漢不若巾1;^1^流 

强倚観 危坐 旣欲觀 風水 相鬪之 狀蹣翔 而起時 怒 舟 舟 欹斜殆 覆 余 失 歩 倾跌跌 時 盲 風 森 至 奪 轄而去 顧 則！ 5^ 落 

轄飄々 ^流 於跳沬 中耳 舟人 皆拍， 手而 大笑 三女 子 亦囅然 如嗤余 亡狀爲 之扭柅 

.  二 九 七 


二 九 八 

余 自遊于 房 日 浴 鹹水 少ー 一三 次 多， 至 五六 次 浴 時 故 跳躍 爲兒戲 之 狀欲健 食 機 也 倦 則潢臥 於熱沙 上溫氣 浸 腹意甚 

適 也 如是 者 数日 毛 髮漸緒 面 廣漸黃 旬日 之 後 赭^ 爲赤黃 者 爲黑對 鏡爽然 自失 

興津之 景淸秀 穩雅有 君子 之 風 保 m 之 勝 險奇巉 峭似奸 雄 君子 無 奇特 驚 人 者 故 婦女 可 狎而近 奸雄變 幻 不測 非き 

然不群 者 不能 喜 其 怪奇 峭曲之 態也嘗 試作 一 一 絕較之 曰  ， 

風 穩波平 七月 天韶光 入夏自 悠然 出 雪 帆影 白 千 點總在 水 天 露 逸 

西方 決 管 望范々 幾 丈 巨 濤拍亂 塘水盡 孤帆 天際 去 長 風吹満 太平洋 

余 長 於大都 紅塵 中 無 一 丘 一 水 足：^ 壯觀 者每見 古人 所 描 山水 幅 丹碧 攢簇 翠赭 交錯 不堪 神往 及遊于 東海 于房總 

得 窮山雪 吐 呑 \ ー狀盡 風水 離合 之變 而後 意始 降矣賦 一 絕曰 

一 一十 餘年住 帝京 倪黄 遺墨 喑慯情 如 今 閱却壁 間 畫百里 丹青 入 眼 明 

同 遊 之 土 合 余 五 人 無 解 風流 韻事 者 或 被 酒 大呼 或 健啖 驚 侍 食 者 浴後 輙園棋 鬪牌以 消閑 余 獨冥思 遐搜時 或 呻吟 

爲甚苦 之 狀人皆 非 笑以爲 奇癖 余 不顧也 邵靑門 方 構 思 時 類 有大苦 者旣成 M 大喜牽 衣 遠 床 狂 呼 余 之 呻吟 有類焉 

而 傍人 不識也 . 

1 夕 獨不寐 臥 聞濤聲 誤以爲 松籟 因 憶 在家 之 日 天 大塞閉 戶讀書 時 星 高氣淸 燥風颼 廳 窓外 梧竹 松楓 颯然皆 鳴 屈 

指旣數 年矣而 余碌々 無狀未 有寸毫 進于學 又漫爲 山海 1\ 一遊 不知 歳月 之 倐忽老 之 將至視 之 當時苦 擧豈不 扭怩哉 

南 出家 山 百 里程 海涯月 黑喑愁 生濤聲 一 夜 欺 鄕夢漫 作 故 園 松籟 聲 

客舍 得正両 獺祭 之 書 If2 中 戲呼余 曰 郎君 自稱妾 余 失笑 曰 獺祭 諧謔 一 何 至 此也輙 作詩 酬之曰 鹹氣射 顔 顏欲黃 醜 

容對鏡易悲傷馬齡今日廿三鼓始被佳人呼我郞昔^！^束坡作貸營：^詩贈文與可曰料得淸貧趱太守渭濱千畝在胸 

中 與可與 其妻燒 晚食發 函得詩 失笑 噴 顿满案 今 獺祭 齢不過 弱冠 未 迎室且 一 炭 日 無 得 I 句 之 理然得 詩 之 日 無噴钣 

満案與 與可同 耶余歸 家 又 得 獺祭 之 書 次 余 韵曰羨 君 房 海 醉鵝黃 鹹水 醫病若 藥傷黃 卷靑編 時 讀罷淸 風 明月 伴 漁 


郞余笑 曰 詩 佳 則 佳 矣而非 實也余 心神 衰昏 不手黃 卷久矣 獺祭 SI 識 余慵懶 而何爲 此言復 作詩 自慰 曰脫却 藤懷百 

事 閑 儘 遊 碧水 白雪 閒仙鄕 自古無 文字 不見靑 編 只 見 山 

余 相 房 地 三分 之 而其ー 一則 山 矣山不 甚高然 皆 峻削衝 空 石 質 土 膚絕無 合抱 樹叔子 之 所謂 孤 劍削空 從天而 仆者比 

比皆是 東北 一 脈蜿 艇橫截 房總者 最高 最峻望 之峯々 嶮巉如 雜刃向 碧空 而列名 曰 雜山鋸 山 之 南端 岐爲三 中央 最 

者 曰 峯其柬 稍 低 者 曰 日輪 S ^北 〈西 最低 者 曰 月輪 峯而 日本 寺 在峯之 中腹 罌武帝 時 僧 行 基奉敕 Is^ 下 相此山 

曰 是眞靈 境也遂 開山 創 寺建院 トー ー坊 一 西^^辨空海慈覺等諸僧先後皆來遊焉其所手刻佛像今猶^^云其後興廢 

不 一 安永 中 山 僧 愚 傳得石 於 伊豆 命ェ刻 羅漢 像 一 千 合 空 海 等 所 彫 一！^ 凡 一 千 五む 有 三 安之 山自 是寺以 Si 漢著遊 

者 或 比 之 豐之耶 馬 溪云己 丑 八月 某日 余與 諸子 登 焉溪行 五 百 歩 得 山門 赭堊剝 落 甍散欄 摧遊荐 皆 書 其 名 壁上而 

去逾鴉 満扉殆 不可 證又登 数 ト步得 一 小 池 柳 陰 四 合 紅 讓湛然 山風 時 一 過 荷葉 微動 葉 上 露 珠潛々 搖曳欲 墜不墜 

沿 池 左折 登 石^ 數級得 平地 數 4- 弓色蕉 梧桐 之 馬 森 然成陰 構 小屋 一 一 於 其 中 茅 檐作！ I 如 耕 11 之 家 問 之 則 曰山佾 

之 居 也 時日 旣高而 鎖 門 閉戶閬 如 無人 導 者 云 維新に 變 朝廷 收寺恩 宅地 田園 沒之 inn 山遂殆 墟焉余 徘徊 重 蔭交柯 

之 間 想 見 往時 織 徒 豪奢 袈裟 錦 繍往來 於 朱 廊彩培 之 間 恰然久 之 星 前軟草 如耗峯 i 山 缺處遙 瞰溟激 雪 鳥 風 帆歴々 

可 指 經是路 漸險攀 岩捉蘿 而上遙 石 佛雜然 列 于厳上 欲 走而就 \1 而峯週 路轉忽 失 之 如 此者數 次數刻 之後始 

達 像 高大 # 三 X 小者  一 2<或H,^-目磨滅不可辨或爲遊^^所毀損失頭：ぼ四肢而其完者姿態k:I出容貌千狀無■ー  相似 

者 亦 可 以見刻 者 用意 之深矣 配置 之 法 亦 不悉 萃盖列 焉遊者 初見 石像 一 一 ぼ 許 於 路傍 大石 下以爲 羅漢 之 勝 盡于此 

旣廻厳 角忽又 兑百餘 像仰瞻 頭上 巨 燥 t 欽々 欲墜欲 畏而避 之而轉 眸^ 厳 上 叉 安 數.^ 像或溪 窮路盡 一 洞 豁然 而満 

洞 皆 羅漢 也 蓋 山路 崎 i 一 不能 得 平地 而萃列 之 而遊者 亦 隨歩改 觀喜其 勝出于 意表 也 午 時 達 山嶺 憇群 山莾 蒼先以 

爲在雪半者今皆在脚底故其蜿^起伏之狀哳然可觀余自遊于房洲日夕望3-雜山而未知其高竣如此也同遊之士， 

川關某豐人也爲余語曰耶^|溪廣袤数卜里岩塾之奇阁不止于此而羅漢之勝遂不能及.^^余壯錫山之勝迴異群山 

二 九九 
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义觀 羅漢 之 奇而悲 古寺 廢額不 脩 礎 遺 柱^ 瑰沒 於荒焖 冷雨 中 也 慨然 爲之賦 

鋸山如雜|{崔：鬼上有伽藍倚.§隈山^日ー„^&^未起落葉不©白雪堆吾是北來帝京客登臨此日懷往昔 

咨嗟 一 千 五 百年. H 一 僧院 {ゃ_ 無 迹：： ハ有古 佛坐磅 赔雨鈍 苔 蒸 閱桑渰 "似嗤 浮世 榮枯事 冷眼 下 陬 太平洋 

保 m 之 北 沿海 行 五 百 歩 鋸 山 翠然當 面 1 嵯 不可 歩數年 前官 命 辟 巌整洞 若 千 以便往 來自是 過 者 無 復攝蹯 曳杖之 

お 力 得 釅車縱 山海. \ー勝 也 洞 高 一 一 丈 廣視髙 減 其 半 甎造洞 ロ以防 其崩壞 厳然 如 觀門洞 中陰 黑溪流 浸 岩 兩壁皆 

濕或滴；|^^流下曳駸而步跫音其^?然久而後已洞路直條過者遙3>^洞ロ豁然水光徵瀚映\ー以爲洞接海旣出洞叫\石路 

1 曲而 身在怪 岩亂瑭 i\ 一間 如此 li^: 數次毎 過 一 洞 頭上 山 石 益 i 确脚底 潮水 亦 盆訇^ 眞奇觀 也 ：55 遊 K 一士 井原 f 水 常 

好 辯每說 山水 之 勝 噴々 名 狀不已 此日械 默不發 一 言 余 II 其 故^ 曰 非 不欲言 也 不能 首 也 

大愚 山人 余 同窓 之 友 也 陚性括 澹讀害 談禪之 外 無 他 嗜好 一 日寄甞 曰 閑居 無事 就 禪：^ 讀佛書 ゆ 與童兒 遊^ 捉嬋 

其 高 逸如此 山人 嘗， 訝 余 曰 深夜 結跏 萬籟盡 死 不覺身 人 于冥漠 也 余 庸俗慵 見 露地 白 牛不顧 無根 瑞草視 之 山人 有 

愧多矣 

余旣看 保 田 隨道樂 其 觀瑰怪 也 明日 爲\  一詩 曰 君 不見難 山 全身 石稜々 古松 爲髪 髪鬅 髻橫斷 房總 三十 里 海 濤洗翅 

驛渤、  1§ 別 有人 造 應天造 劈燥墜 石作隱 窟老苔 厚龍氣 腥蒼巢 水滴 多行潦 洞中遙 洞 外 山 洞外义 3 ^洞 中 灣出洞 

人 洞 幾 曲折 洞々 相 望 似 連 環 速 環 斷處岸 嶄窄遠 喜 奇勝 天外 落 頭上 之 石 脚 底 溝 石 護 頭 兮溝濯 脚 

保 田 之 南 里 許有灣 窃然爲 半月 狀灣之 南端 一 巨岩 高 五 丈 上 豐下削 狀如旦 人 之 拳砉然 裂地 而起掌 之 下端 稍坦平 

可 坐 數人其 上 囀 阮開張 如 登 望 之 欲 墜不墜 如惴々 焉有 不安 宥 HS 憶 一 一年 前 與柴野 =y 公爲江 all 之 遊 黎明 上 山 時 海 

風袭 作草樹 皆俯是 公 跳 叫 曰 満山 之 樹皆戰 々效々 矣余爲 絶倒 使是 公看此 岩亦必 曰戰々 兢 々 臨 深淵 互 岩 之 後 又 

有 一 大石 彌鏠之 起伏 數十歩 余 11 石 臨 水 時 天 晴風死 菜 藻缀々 然搖 藍曳碧 游魚 行 其 間 錦 鱗 鎮尾忽 去忽來 水底 螺 

石 布 列 如 可 捫而親 焉倒竿 而则其 深 刖至没 竿 水 觸手而 不能 達 也 蓋 潮水 澄淸 日光 透下而 屈曲 故 水底 之 物 浮々 焉 


如 在 近而其 實在數 一； ¥\I 下 矣余觀 其 風物 之冲融 光景 之 悠遠 心 甚樂焉 乃 執， 乘爲之 記而亦 不能 無 也 鳴 呼 天下 之 

奇觀亦 多 矣雖甚 好 遊 者 不能 盡觀而 記 也：， ^ 其-平 居 登臨 焉往 來焉者 £4 皆 樵 夫 牧童 不能 記 其 奇而傳 之 天下 後世 

也幸而遊者至矣而其文或不足傳旣足傳矣而或成於流離困苦竄謫\ー餘怨憤凄椀徒藉山水而ゃ2其鬱執不平^^|氣 

是特幸 乎 作者 而 不幸 乎 山水 耳 至 幸 乎 山水 者刖非 心無 憂 I や 身 無 疾病 陶然 而樂 悠然 忘 歸而其 文 亦 is- 然足爲 水 光 

嵐 色 叶 • 其 氣者ネ 能也豈 不 至難 哉 今 余 之 境 足 陶然 樂之 悠然 忘 歸而文 傘 不副焉 可悲夫 

誕生 寺 在 房 之 小 湊北華 宗祖 日 莲生于 此後入 建 佛钊於 其 廬址故 名 曰 J^:,. に.， 寺 負 山 海 潮水 湾跪滙 而復釈 所謂 

觸浦是 也 余 在京 聞 鯛 沛之奇 熱 矣乃爲 舟 而發距 岸 數町有 一 大 危礁當 舟？： 勢： 魏 長而來 者遭礁 激怒 欲 攫 去之而 

不能 乃 躍 而超之 白 沫噴起 與碧濤 55 映 陸離 爲彩礁 上 有 烏 赤 冠 蒼 腔 不知 其 名濤來 一 搏而起 低飛囘 翔待禱 退復于 

礎 上余與 諸子 呼 奇不歇 舟人 笑曰此 不足 道 也 使 客 觀更太 奇者乃 令 一 人 持 杓立舳 自在 艫 操 據杓方 五寸盛 錯數ぼ 

柄 長 五 ：！： ハ立者 持 其 端如將 揮杓投 於 水者续 令未發 舟人 乃 顧 余 曰 客 但觀水 余 H 凭舷俯 凝視 頃 之 舟人 呼 曰 鰓々 

散 應聲而 下 忽有綺 紋生於 水底 毅然 而動旣 漸近 諦觀之 則 赤 鬃無數 排波縢 上 以爭^ 也 時 H 方 午 炎 曙 射 波 波 光 

® 爍錦鱗 赤 章 出 沒於其 間 或潑. 綱 露 麓 或 踴躍出 照 朐ぉ燥 然璦舟 數歩問 一 時 皆 爲黃 金色 矣 舟人 曰 漁 父 舟行 ト里 

始能柿 棘 羅魚今 此水距 岸僅數 丁而斯 魚群 生 旣奇矣 爭鰛不 畏人更 奇矣若 夫濤礁 相？ ％ 風水 相 鬪刖所 至 而有安 足 

爲奇 哉， 旣拾舟 步抵于 誕生 寺觀其 所藏窨 書； 數卜幅 日蓮 所 W 最多 僧 云 高祖 生 時 其 家人 得 棘鬉ー 一尾 釣 磯上 明日 亦 

得 焉如此 者 七日 自是 土人 以 高祖 故 不 敢捕此 魚 又 崇稱明 神 不 稱其名 或 有 竊铺而 食 者焉 必病瘡 死 

； s 東 舍至跳 子 途上 ロ號 

風 行 空際 亂雪飛 雨 鎖 秋 林 倦鳥歸 一 路蕭々 荒 驛晚野 花香 濺綠蓑 衣 

. 賃舟溯刀水舟中夢鵑娘鵑娘^！^：女名而非女也  . 

羼 舟行 盡幾波 塘満岸 新 秋 芳草 長 一 片 離愁 消 不得白 蘋花底 夢鵑娘 

三 0 1 


三 0  二 

天明 舟 達 三 堀 旗亭 卽事 

烟霧夢 々 n ^不着 黎明 人 倚 碧 観 干 江村 雨後 加 秋 意 蕭瑟風 吹 衰草寒 

客 中 憶 家 

北 地 天 一 n& 路若霜 客 心 蟲語兩 凄 涼 寒 砧和月 秋 千里 玉 笛 散 虱 淚萬行 他 國亂山 愁外碧 故 園 落葉 夢中 黃何 當後苑 

閑吟句 幾處尋 花 徙繡牀 

別後 憶 京中諳 友， 

魂 飛 千里 墨 江湄湄 上畫樓 楊柳 枝酒帶 離愁 醒更早 詩 含^ 恨 唱殊運 銀 紅 照 夢見 蛾 聚素月 匿 秋 知 雨隨料 得洛陽 

才子 伴 錦 謹應寫 斷腸詞 

余 之 草 此篇也 執筆 臨 紙 先 思 其 所 欲 書 者 旣有會 心 焉輙禪 筆 而起直 追 其 所思 或 墨枯筆 禿而不 已旣成 抛藁不 

復改 一 字 或 難 之 曰 古人 作文 有 一 字 未 安焉刖 終日 考之有 一 句 未妥焉 M 經旬思 之 鍛鍊椎 敲必盡 其 力 而後 出 

之 故 其 文 蒼然 古色 鏘然爲 金石 之 音 今 子 才不及 古人 亦 遠矣丽 不知 臨 紙經營 刻苦 漫然 下 筆 不速之 恐 是以不 

及古人之^^-欲爲古人難爲也蚩不大過哉余笑曰作文猶爲畫爲畫之法有速有遲不必牽束 一 意匠 慘澹 4- 日 一 

水 五日 一 石是王 呉之畫 山水 也 振 衣 而起禪 肇而從 頃刻 成 之 是文鄭 之 畫竹與 蘭 也 夫 王吳之 山水 固 妙 矣而文 

鄭之蘭 竹豈不 人； t 哉 今 余 文 亦 蘭 竹 之 流 耳 〔且 速不 S 遲且余 之 不文 假令期 年 成 一 篇亦當 不過如 此則其 鬼 起 

P 落 之 速亦不 優蚓步 蛇行 之 蓮 哉陰曆 八月 旣望 東都 夏 目 金 書 于牛籠 億 居 時 庭棄旣 熱落實 撲窓秋 意簫然 

自嘲 書 木屑 錄後 

白眼 期 與世疎 狂 愚 亦 m 買 嘉譽爲 畿時輩 背 時勢 欲 罵 古人 對 古書 才似老 騎駑且 猴識如 秋 蛻！^ V 兼 虛唯赢 

1 片烟霞 癖 品 水 評 山 臥草廬 


和 
歌 


I 


對 月有感 一一 首 S 治 二十 二 年 九月 

蓬生の 葉末に 宿る 月影 はむかし ゆかしき かたみな りけ り 

情 あらば 月 も 雲井に 老いぬべし か はり 行く 世 をて らしつ くして 

U  ^  ^  M  治 二十 二 年 十一月 六日 

杣人 もに しき 着る らし 今朝の 雨に 紅葉の 色の 袖に 透れば 

阿蘇山 二 首 明" お 三十 一 一年 九月 五 B 

. 赤き 烟 黑き烟 の ニ柱眞 直に 立つ 秋の 大空 

山 を勞 いて 奈落に 落ちし はた、 神の 奈落 出 でんと たける 音 かも 

：  の ナ-ン を人ル で ナシ 

三 0 五 


三 2 へ 

『そ れ か ら』 會 のためにから 歌 三 

首 45^.1 作る 明治 四十 二 年 十月 十日 

高麗 百濟 新羅の 國を我 行けば 我 行く 方に 秋の 白雪  , 

肌寒くな り まさる 夜の 窓の 外に 雨 を あざむく ほぶら あの 音 

草繁き 宮居の 迹を 一 人 行けば 礎 を 吹く 高麗の 秋風 


新 


水底の 感  藤 村 操 女子 


水の 底、 水の 底。 住まば 水の 底。 深き 契り、 深く 沈めて、 

永く 住まん、 君と 我。 

黑髮 の、 長き 亂れ c 藻屑 もつれて、 ゆるく 豪 ふ。 夢なら 

ぬ 夢の 命 か。 嗜 からぬ 嗜 き あたり。 

うれし 水底。 淸き 吾等に、 讖り 遠く 憂 ひ 透ら す。 有耶無 

耶の心 ゆらぎて、 愛 の 影、 ほの 見 ゆ。 

. 1  §^治三十七年ー 一月、， 寺 田 寅 S 宛の 稱甞 より 


1110 九 


三 i  o 


従 軍 行 


吾に 讎 あり、 艨趫吼 ゆ る、 


吾 に 讎 あ り、 


色 は 濃き 血 か. 


は ゆ 

徘 群 

は 逃 

扶 桑 

；を， 照 


すな、 男兒の 意 氮。 

る、 

な、 勇士の 

M ふ. 5 


氣 こめて。 


天 子 の 命 ぞ. 

百 里 を 行 け 

. 祭 たる 七 斗 


ど、 


吾 

千 


ま- 


讎 擊 

子 の 

敢 て 

里 一 一 

御 空 


ぞ、 

里. 

あ 


遠 く 赴 


す- 


な  た" 


つ こと を 期す * 


る 吾 


北方に あり" 


三 

天に 誓へ ば、 

寒 光熱し て、 

折れぬ 此 太刀 


岩 を も 透 

め 


吹 

骨 


を 


の 


や 

を 


む 


す， 

只、 

血、 

て、 

る 人 

太 刀 


鞘 走る 音。 

M として 鳴 る ( 

刀、 

か、 血に 渴く 


太 刀。 


空 を 柏つ 浪、 

さと 閃めく は. 

深し 死の 影、 


喑 

我 


消 

く 

し 


世 

稻 


包 み 

血 の 


て、 

雨、 


ある は 幻 影" 

ひ 力 信， 酵 

我に 濺ぐ。 


三 一 一 


殷 たる 砲 聲- 

鬼と も 見 え 

胡 山の ふ 


六 


つ はもの 

E よ 兵 等、 


聞け や 殿原， 

天上 天下， 敵 


萬 


て、 焰 

き、 黑 


わ れ 


に 響 き 

の 0 を、 

吐 く ベ 

倚 り て" 

-frj か よ 

卜 萬、 


の 

て 

あ 


て * 

今 捲き 落 す" 

く 

昔 裂けば、 

わ 、 

葬と して 來 る、 


心 は、 

心 ぞ、 

の 命 は、 

ぬ 命 ぞ、 

ば あ れ- 

る 方 に、. 


蹄 を雞ぎ て。 

彈丸を 潜りて < 

もの ： あ 

JH- ふ 武士。 


戰 やまん、 吾武揚 らん" 

傲る 吾讎、 兹 に 4J び ん。 

東海 日出で、 高く 昇らん、 

, 天 下 明か、 春風 吹か ん。 

瑞 德の國 に、 瑞 ji  _s 國 を、 

守る 神 あり、 八 百 萬 祌。 . 

— 朋治 三十 七 年 五月、 『帝 國 文^』 i 


ミー 四 

鬼哭 寺の 一 夜 

百 里に 迷 ふ 旅 心 

古り し 伽藍に 夜 を 明かす 

甍 漏る 音の 雨 さび て 

憂き われの みに 世 死したり 

風な く 搖らぐ 法幢の 

喑き方 へ と 靡く とき 

佛も 寒く 御座す らん 

黄金， と 光る 蟵蛛の 眼の 

圑を縫 ふ ベ き 計 

しろ？" ね 

銀の 絲に 引く 見れば 

冥府の 色より 物凄し 

折し も あれ や 枕邊に 


睫 

北 
曰 

わ 

世 

細 女 

佛 

の 

田 
れい 

れ 

き と 

と 

露 

へ 

に 

隔 

咽 2 見 

見 

に 

ば 

no 

て 

し 

君 

珠 

る 

た 

に は 

は 

の 

と 

は 

る 

nJ2 物 

女 

な 

歌 

き 

ひ の 

に 

る 

. か 

け 化 

て 

詩 

て 

ん か 

か 

空 

白 立 

佛 

石 

1^ よ 圓 

し 

き つ 

眼 

化 

を 

半, i 力、 

の 

< 

を は 

颯 

抱 

呼 

の な 

寄 

眉 

透 女 

こ 

< 

ぶ 

燈き ら 

り 

の 

力、 か 

血 

と 

な 

火し ざ 

來 

十 お 

キ 

田 

ん 

レ 0 

二 

な 

輕ネ耶 

れ 

ふ 

心 

鬼 夢 

る 

羅急無 

り 

間 

地 

氣 冴 

八 

に 耶 

し 

円 ヌ- 

し 

の 

て 

し つ 

て 

塚 

生 

未 

恨 

露 

土 

長 

陽 

さ 

天 

あ 

栗 

月 

人 

寫 

死 

了 

碧き 

紫 

乾 ひ 

に 

含 

炎 

井 

を 

る 

敢 

か 

る 

動 

に 

の 

と 

； - 

て 

蘭 

亂 

燃 

の 

つ 

迷 

夜 

な 

れ 

と 

け 

渡 

綠 

凝 

溶 

蓳 

れ 

ゆ 

底 

ら 

へ 

私 

< 

し 

な 

見 

と 

る 

に 

る 

け 

枯 

の 

の 

る 

に 

ぬ 

る 

か 

な 

< 

< 

れ 

泣 

纏 

を 

が 

れ 

香 

化 

黑 

響 

< 

星 

に 

わ 

て 

て 

ば 

だ 

は 

見 

た 

し 

し 

髮 

あ 

光 

落 

念 

ぬ 

月 

碎 

を 

に 

れ 

よ 

< 

c>、 

あ 

も 

の 

り 

わ 

ち 

す 

願 

を 

け 

3^ 
お 

ば 

ら 

せ 

疾 

て 

れ 

十 

た 

け 

ん 

ば 

ば 

年 

ひ 

り 

稼 も 動け と 泣く 聲に 

. 塚 も 動きて 秋の 風 

夜す がら 吹いて 曉の 

一ぬ々 として 明けに けり 

宵 見し 夢の 迹 見れば 

草茫々 と 明けに けり 

1 明 三十 七 年 頃 .—~ 


ill  I  A. 


俳 


送 別 


道 ふなかれ 長き 別れと 

束の 問 も 長き はわ かれ 

水 落ちて 鮎 さびぬ る を 

眉 てらす 月 こそ 憂 けれ 

舞 ふ ベく も 袖 短 かくて 

綰 ねたる 柳ち り，^ 

KM に 泡 また 消えて 

酒の 味に がき か 今宵 

詩 成れ ども 唱 へがた し 

こわ は俳體 詩に はならぬ か. わからぬ 處が 面. in い。 如何。 

11 ^治三十七年七月、 高依^；^子宛 


先日 四方 太を訪 ふ。 御 互に 愚痴 を こ ほして 

別る。 四方 太 桃 を ia ひ漱石 サイホン を 吞む。 

俳體詩 はい まだ 出來 ぬに や。 

朝貌ゃ 寶れ殘 りたる ホト 、- キス 

尻 をから けて 自轉 車に 乘る 

四方 太 は 月給 足らす 夏に 籠り  ， 

新發 明の 蚊い ぶし を 焚く 

來 年の 講義 を 一 人 苦しがり 

パ ナ マ の帽を 鳥渡 うらやむ 

— 明治 三十 七 年 七月、 llasBl^ 子 宛 • 


無 


無人島の 天子と ならば 涼し かろ 

獨り 裸で 据 風呂 を 焚く 

い づ く より 流れより けんう つろ 船 

尺き 過ぎた る 靴. の 片足 

提灯の やうな 鬼 灯 谷に 生え 

河童の 岡へ 上る 夕暮 


同 


石 

石 


. 明治 三十 七 年 七月 於虚子 11 


三 ニー 一一 


御 

秋 

を 

/, 人 

m 

朱 

風 

食 

が 

印 

の 

卽 

附 

非 

の 

さ 

の 

額 

レ 

の 

影 

を 

吹 

の 

< 

仰 

長 

ぎ 

の 

や 

さ 

见 

境 

古 

よ 

て 

內 

桓 

宿 

糸 

壁 

ば 

乞 

車 

の 

ふ 

夕 

僧 

の 

破 

こ 

ナど 

月 

れ 

後 

架 

紙 

の 

燭 

ひ 

上 

し 

さ 

出 

の 

て 

る 

葉 

見 

し 

か 

る 

て 

蜂 

な 

激 

同 

漱 

石 子 石 


なけし 浮世に 戀 あらば 

睡中 などて 詩な からん 

春繭 燈の 宴 ん で 

小袖 を 塞み 臥す 綠の 

観に 上る や 花の 影 

枕に ひ >  く 星 落ちて 

李 白の 醉 を 忍 ぶ 時 

銀河 流れて 夢に 入る 

眠らば 春の.^ の 高殿 

11 明治 三十 七 年 十月、 『ネト 、ギ ス』 II 


無 題 

行 春 や 未練 を 叩く 二十 棒 

靑 道 心 に 冷 え し田樂 

此頃は 京へ たよりの 狀も なく 

兀々 として BI.^ なれと よ 

僧堂と 燒 印の ある 下駄 穿いて 

門 を 出れば 櫻 かつ 散る 

, i 明： i5 三十 七 年 十 刀 十 =1 野 ns^ls 宛のお 端«1 の 中より II 


II 三 七 S 


京 

暫 

兀 

白 

耿 

天 

絃 

女 

の 

< 

敷 

力 

路 

に 

金 

厂 A 
リ） 

便 

に 

と 

に 

讀 

に 

切 

If- 

it 

り 三 

し 

悟 二 

つ、 
み 

れ 

女 

此 

道 

た 

は 

頃 

< 

香 

て 

Z ど 

た 

れ 

る 

尼 

邦 茎 

愚 

[151 

る 

錦 

琴 

に 

え 

庵 

(7) 

な 

へ 

ば 

砧 

の 

に 

な 

て 

の 

鈴 

ち 

帶 

り 

れ 

朝 

秋 

tTT 

と 

な 

て 

欽 

L 

リ 

に 

紅 

ち 

夕 

打 

ち 

無 

け 

葉 

風 

て 

よ 

な 

て 

< 

り 

漱 

石 

子 

石 

石 

子 

石 

子 

父の 庄 司の 鹿 を 射る らん 

夢 に 入 る ， も 恨 も • 昔 にて 

夫の 位牌に 古き 雨 漏る 


蘭の 香に 月 缺けそ 

おこり と い へ 

懸 gE^ さ へ 軒端 

粥 も はす 

五 


むる き S ふけ 

る 病 悲 し 

に 近く 山 深 

に 賴む御 


火 を 低き 屛 風に S ひ 力 

ねまらん とすれば か た き 枕 

5 そ 寒 き 鼠- S 尻 堪 ほ. の 見 え 

朱き 漆の 剝ゅ し磬 

六 


ふ 

み 


子 


ね 

0 


石 


至 九 


漏 苔經鴛 

る 吹 -"^ 

に い 
て 


任 
せ 

て 

汲 
む 
に 


も 
の 
見 

ゆ 

任 桶 
せ の 
て 底 


み 
さ 
し 
て 
閱 
伽 
酌 
み 
に 
行 
< 


の 
啼 
< 

時 

心 

新 
た 
な 
な) 


八 


お 身 雪 生 

こ ま 

力' 

り 
て 
あ 

C 

し 
も 
の 

Z ど 


た 

(9 

め 
て 
な 
か 


に 普 

m 門 

さ pn 


斑 
な 
る 

化 
見 
る 
か 
な 


て 

世 
に 

m 

m 
の 


七 


眉 

木 

ま 

曰 

さ 

枯 

7 

レ 

の 

あ 

た 

へ 

1: 欠 

か 

る 

く 

ふ 

障 

延 

田 
心 

子 

び 

骨 

一い 

レ 

て 

i 

X) 

冬 

.瘦 

の 

は 

鏡 

す 

聞 

來 

り 

恥 

ら 

け 

し 

ん 

る 

0 

石 


川上 は 平氏の 裔の 住みぬ らん 

落ちて 格の 遠 く 流る > 

花瓣に 昔ながら の戀 燃えて 

世 を 捨てた るに 何の 陽炎 


此時か 松の 綠の 吹き 亂れ 

茂み にば さと 落ちし 鳥 こ そ 

羽搏きて 繭 の 花の 散る 中に 

都 作りの 征矢 を 食 ひけり 

十 一 

征矢 拔 けば 鳥 東に 飛び去りぬ 

手に 在る 征矢の 主 や 何者 

うるし 文字うる はし 文字に 書かれた る は 


世に ある まじき 夫の. 名 ぞ そ 


一！！ 三 二 


夫 逝きぬ と 兵 部が 來 せし 玉 寧 は 

我 黑髮の 形見な りし を 

北溟に 日出 づと我 を 欺きて 

佛を誣 ふ る 罪に 恥 ぢすゃ 

十 三 

山吹 を 手 向の 花と 忍 ひしに 

今 誰 ■ が爲に 酌む 11 伽の 水 

去に して ふ 人 去な であらば 戀 すて ふ 

、女な りせば など 戀 ひめ や も 


月に 花に 彌陀 を 念じて 知 ら ざ り き 


ひそむ 阿修羅 ありと も 


れ ひ 可笑しと 人の 見るならば 

生 半に 時雨 降る と い へ 

十 五 

精進 の 誓 を 破る 心 こそ 

菩提 を 慕 ふ ほむら ならす や 

道 も e るせ 逢 はんと 思 ふ 人 の 名 は 

孤高 院殿 寂阿大 居士 

•  <、  • 

1M  .1ノ 

落 椿 矢 に や 刺さ まし 夫の 矢に 

驟 して 行けば 白き 衣 照る 

笞 踏んで 苔 の ド な る 岩 の 音 に 

1^ 居ます かと 心 空 な り 

十 七 

杣 人の 石 にゃあらん 我 を 笑 ふ 

.  三 三 111 


Ili 三 ほ 


否 石なら ば 笑 は 

我 も 笑へ 笑へば 耳 

何 を 嘲る 春 

十 八 


じ もの を 

レ風 吹きて 

の 山彦 


道の ベの 老木の 櫻 散る を 見よ 

ゆ さ ぶ れ ば 散る 石 打てば 散る 

征矢 を 取つ て 鞭打てば 散る 音 を 聞け 

南無 阿 彌陀佛 々々々々々力 

. 十 九 

花吹雪 我 を 送り. て 里に 入る 

！ H 里の 子等 石に は あら じ 

此 わたり 死にた る 人の 生きて あらば 

生きた る 我の 死ぬ と傳 へよ 

ニレ 


子 


石 


怪 我 

色 

夜 

し 

を 

と 

さ 

に 

隔 

星 

ぶ 

へ 

の 

死 

て 

る 

黑 

手 

冥 

の 

m 

Mi 

t) 

に 

リジ 

の 

尾 

脈 

そ 

を 

涸 

搏 

命 

曳 

れ 

な 

< 

て 

つ 

れ 

紅 

g 隹 

月 

爐 

か 

世 

も 

い 

や 

に 

の 

み 

點 

ふ 

佛 

ね 

一 

花 

す 

念 

は 

b 

雪 

一 

猶 

や 

は 

誦 

更 

ひ 
わ 

そ 

功 

に 

と 

くお 

や 

狂 

も 

あ 

ふ 

さ 

り 

み 

な 

ん 

ね 

り 

Hi 

'I'll- 

曉 

古 

を 

と 

の 

方 

は 

星 

下 

驟 

リ, 

さ 

わ 

A し 

ミ加 
き 

屑 

り 

ば 

の 

め 

1 P 

ヽ 

煩 

れ 

落 

と 

惱 

る 

思 

迷 

ひ 

の 

に 

來 

し 

里 

て 

る 

が 

三 11= ハ 

ニト三 

夏山の 茂 木が 下の 草深み 

祟 あ りて. ふ 塚 は 古塚 

たまく に 山 郭公の 落し文 

來り弔 ふ 二 個の 好事 子 

二 卜 四 

花 供 すれば 或は 動く 塚の 上  • 

香 一 性に 夏の 蝶 飛ぶ 

潢樣に 苔 を 透かせば 石の 面に 

狂 尼の 墓と 文字 幽 なり 

. I S. 治 三十. V 年 十 I 另十 二 另、 r ネト 、ギ ス』 I 


冬 牡丹の 

か た まり て 

金屛に 

灯 を かこ ふ 

紅 は 

光瑶の 

し ん /\ と 

音 を 聞く 

ロハ 一 人 

桐 火桶 

つぎ S せば 


花の 影 

四つ 五つ 

斜 なり 

乳 玻璃の ほや 

壁 を 射て 

幅 を 照ら す 

降る 雰の 

耳 寒く 

夜 は 半 

善 き 炭 を 

ぬく 炭に 


炭 はねて 

は 


h 1.3 

ス f 

た ぎ 

暫 く 


た る 


る 音す 


水 さ 


よ 


發 句 

成 り 


ん 

た 


思 

得 


字 


し 


0 ま 

首 入 

0 は 


ん 

て 


と 


れ す 


夜着の 中 

南 無 阿 彌 

^ も 無 し 


—— 明治 三十 七 年 十二月、 『ホト 、ギス J. 


無 


題 


眞綱 ある 日 

脊 二つ ほして 

烏瓜に も 

ぶ ら り /\ と 


眞拆が 家 を 

小春の 緣に 

垣根に からむ 

劣りし もの を 

時を經 にけ り 


曰 ま 

し た 

し た 

眞 拆 

眞 綱 

長 閑 

う ら 


落 


ち か 

か に 

か に 

0 を 

歌 を 

りけ る 

ま し /\ 


り 


物 食 


眞 

年 


な 

よ 


れ ば 


拆 

、 

力 


1 明治 三十 七 年 十二月 十三 日、 野 leasf 宛 —— 


謠 


源 兵衞が 

大根 を 

御歳暮に 

源 兵衞が 

股 弓 

臺 どこに 

源 兵 衞 が 

遠 慮 な く 

す ぱ /\- と 

源 共衞に 

さう で-かす 


練 馬 村から 

蜀 の に つ け 

持て 来て くれた 

手拭で もて 

埃 を はた き 

腰をおろ してる 

烟草を ふかす 

臭いの を ふ か す 

平氣で ふかす 

どう だと 聞いたら 

相 變 ら す で 


；ん年 も 


0 い と 言 つ た 


源 兵衞 が- 

源 兵衞の 

白と 赤の 


烟 草の むまに 

馬が 垣根の 

山 茶 花 を 食 つ 


た 


源 兵衞の 

源 兵 衞 は 

源 兵 衞 の 


烟草ぁ 臭 いが 

好 き な ぢヾ いだ 

馬 は 惡 馬 だ 

—— 明治 三十 八 年 一月、 『ネ • 


- ギス』 1 . 


靈 


專 

山 

火 

妻 

'に 

の 

か 

黃 

'一 

厨 

淡 

瓶 

ら 

胃 

な 

ん、 

の 

き 

に 

弱 

方 

浮 

活 

< 

の 

二 


0 


元日 や 歌を咏 むべ 

ま - 一 

小 路 

け た 

世 と 

で 根 


じと 鳴り 

ダ 


の 溶 

羊の 肉 

テ に 0 


き 顔なら す 

三 婉の餅 

の靜 にて 

る 梅 も 春な り 

田！： "ふらん 

深切る 音 

は 女の 童 

けて 鍋に 珠 ちる 

の 烟る門 

た る 屑 買が 


來 る 

II 明治 三十 八 年 I 月 五 8、 井上 微笑 宛. 


ある 鶯の 鳴く を聽 けば 


春 が 

法 と 

好 


華 

よ -r 

筧 に 

繕 へ 


法 

t 一 

羽根 も 

春 日 春雨 

其數々 を 

浮世に 飽ぃ 

啼 い た 昔 は 


夢 


と 思 


や こそ 

經 で 

う か 一 


て 


へ の 


力く す 私が 


身 

憂 


を 

身 


を 


し 

ん 


水 が 溫 

のどもう 

朧月夜の 

浮 

花 


ま 

か。 

る 


あ ら 

仰 せ 

姿 を か 

何故に 


す ( 


ま せ ( 


く て 

散り そろ" 

恥 かしゃ。 

が 無 理 か 

く す 0 

くらこ 


Bill 


三 四 四 


ある 女の 訴 ふる を聽 けば 


寒 い 

君 が 

遠 く 

御 高 

そ れ 

百 里 

舟 に 

田 舍 

花 の 

人 目 

«^ 力 


一 一 

育 

つ 

積 


し い 

ろ を 

見り や 

巾 も 

理ぢゃ 

曰-! 

DUTI 

さ へ 

め ば 

ば 


世 


あ 

あ 


忍 

氣 


の 

ml! 


力 

一、 

力 

傘 も 重た 


ど 

ま 


2 

を 

ふ よ。 


れ る 

操め る 

ふ る 

よ う 

し 0 

- 明治 三十 八 年 三月、 『ホ - 


-ギス 』 1 . 


雨 に な ろかと 

雨と もなら で 

君し まさす ば 

あの 曉の 


君 待つ 宵ば 

まと /- き ^ 

寐 たもの を 

ほと y ぎす 

I— 明？ 15 三十 八 年 八月 十日 野躅！ e; 飼 宛 ©««1 よ り 


7\ 


連 


句 


？ ill 

燈 

眠 

土 

り） 

き 

い 

用 

漁 

を 

時 

干 

八 

顔 

師 

曰 

分 

輝 

に 

に 

が 

終 

蟹 

B 

夕 

軸 

貰 

守 

を 

ひ 

る 

が 

見 

身 

暮 

け 

に 

來 

し 

り 

て 

0 

つ 

四 

虛 

漱 

四 

四 
九 


御 

鐵 

黃 

靜 

九 

#■ 

網 

金 

舞 

郞 

0) 

作 

今 

の 

中 

な） 

も 

館 

食 

に 

の 

は 

ま 

太 

殘 

迹 

ふ 

し 

刀 

れ 

ば 

ま 

佩 

る 

か 

も 

い 

矢 

百 

大 

舞 

な 

年 

臣 

つ 

に 

Mil 

漱 

年 

わ 

後 

ゴ 

か 

の 

し 

吟 

ら 

月 

ど 

の 

淋 

ぬ 

跛 

垦 

し 

歌 

の 

な 

< 

ち 

な 

節 

る 

が 

な 

り 

の 

水 

す 

可 

ち 

野 

し 

笑 

乘 

分 

熊 

し 

隈 

か 

祭 

き 

て 

々 

な 

四 

1 な 
/iill 

漱 

四 

盛 

方 

石 

太 

子 

惠比壽 星に 娘 連れた る 治り 客 

朧の E- に 三人の 影 

花 更けて 御室の 御所 を 退るな り 

銘を たま はる 琵琶の 春寒 

人 唐 を 思 ひ 立つ 日に 舟 出して 

反吐 を 吐きた る乘 合の 佾 

意地悪き 肥 後 侍の 酒 良く 

切って 落せし 燭臺の 足 

繪 襖に 夜な く 見 ゆる 物の怪 

百日紅の 赤 過ぎるな り 

白壁に 名主の 威光 ほのめきて 

村の 出口に 立つ る 高札 

落人の 身 を 置き かねて 花， 

うそ 寒き 夜 を 籠に 乘る なり 

關守も 今宵の 月を眺 むらん 

歌心 ある 髭の 結ひ樣 

發 句に て戀 する 術 も 無 かりけ り 


虛漱四 虛淑四 虛漱四 虛漱四 虚燉四 IS 漱 


妹の 婿に 家を讓 りて  四 

和歌 山で 献に遇 ひぬ 年の 暮  漱 

助太刀に 立つ 魚屋 五 郞兵衞  盛 

ii の 羽の 慕 打 渡す 花の 下  四 

酒をそ>^けば燃ゅ^p陽炎  漱 

—— S. 治 三十 七 年 十月、 『オト、 ギス』 I 
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俳 

句 


明治 二十 


年 


S 月 十三 B 正 岡 子規 宛の 手 班の 中よ" 

歸 らうと 泣かす に 笑 へ 時鳥 

M かう とて 誰も 待た ぬ に 時鳥 


一一 句 


Ms 


治 二十 三年 


1115 穴 


九月 三 句 


峯 の - 

東丄吹 

雪の 影 


や 


落 ち 

や 山 

山 叉 


筧 

養 


て 

M い 

山 を 


ン {見 水 

の 


7 


ひ 
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三 五八 

あつ 苦し 晝寐の 夢に 蟀の聲 

と ぶ 螢 柳の 枝で 一休み 

朝顔に 好かれ さうな る 竹垣 根 

秋風と 共に 生えし か 初白髮 
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假 位牌 焚く 線香に 黑む迄 

こうろけ の 飛 ぶ や 木魚の 聲の下 

通夜 儈の經 の絕間 やき り す (三 首 通お 之 句) 

骸骨 ゃ是も 美人の なれの (骨 ISV 、き) 

何事 ぞ手 向けし 花に 狂 ふ 蝶 
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正 岡 子規へ 送リ たる 句 稿 そ 十 f" 三 n 

い たづら に 菊 咬き つらん 故鄕は 

名月 ゃ故擲 遠き 影法師 

或 人に 俳 號を問 はれて 一句 

去ん 候 是は名 もな き 菊作り 

野 分 吹く 蕩碎け 散る 脚下より 

瀧 遠 近 谷 も 尾 上 も 野 分 哉 

夙 や 瀧 に當っ て 引き返す 

或 人を訪 うて 

炭 賈の後 を こ 、 まで 參り けり 

傾城 倚 欄 

去れば にや 男心と 秋の 筌 

昔々 春秋 I 句 

春 王の 正月 蟹の 軍 さ 哉 

待て 座頭 風呂敷 かさん I 散 ふ る 

一木 二 木 はや 紅 築る や この 鳥居 

三十 六 峰 我 もくと 時雨け り 
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初 時雨 五山の 交る/ \ 哉 
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二 ト 九 年 骨に 徹する 秋 ゃ此風 

我 病めり 山茶花 活けよ 枕元 

號 外の 鈴 ふり 立る 時雨 哉 

病む 人に 鳥 鳴き 立. る 小春 哉 

廓 然無聖 達磨の 像 や 水仙 花 

大雪 や 壯夫羅 を 獲て 歸る 

M 一  つ！ 1=? えて 寐られ ぬ 霜夜 哉 

霜の 朝 快 時計のと まりけ り 

木枯の 今や 吹く とも 散る 築な し 

鹿 も 積れ 拂子 ふらりと 冬 籙 

人 か 魚か默 然として 冬簸 

li 壁 立 つ 「ら ん ぶ」 許りの 寒 哉 


疝 氣持臂 安から ぬ 寒 哉 

のヒ に 物な き 月夜 哉 

綠： b の. 綺々 たり 葬々 と 雪が 降 る 

E や 眞 赤に なつ て 仁王 尊 

初 雪 や 庫裏 は 眞 鴨 をた、 く 音 

我 を 馬に 乘 せて 悲しき 枯野哉 

土 佐 坊の生 擒られ けり 冬の 月  . 

ほろ 武者の 影 ゃ白濱 月の 駒 

保 元 物 語 一句 

に 射ん 的 は 栴懷弦 走り 

市中 は 人樣々 の 師走 哉 

三冬 氷雪の 時 什麼と il はれて 

何となく 塞い と 我 は 思 ふの み 

善悪 を 問 はす 出來た 丈け 送るな り左樣 心得 給へ わる いのは 遠慮なく 評し 給へ 其 

S:^Qぃ 、 のは少しほめ給へ 
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岡 子規へ 送り. たる 句 稿 その 六 十一月 一一 十一 百 

我 脊戶の 蜜柑 も 今や 神無月 

達磨忌 や 達磨に 似た る 顔 は 誰 

S 蓮 忌 や 茶 の 花 折って 奉る 

本堂へ 橋 を かけたり 石 薪の 花 

5^ 兄. 第 名 乘 • り 合た る 措 火 哉 

かく. て^を 我から 古り し 紙 衣 哉 

我 死なば 紙 衣 を 誰に 讓 るべ き 

橋 立の 一 筋畏き 小春 かな 

武藏 下總. E なき 國の 小春 哉 

初雪， や 小路へ 入る 納豆 寶 

御手洗 を敲 いて 碎く氷 かな 

寒き 夜 や 馬 は 頻りに 羽目 を徵る 

來ぬ 殿に 寐覺 物う き火爐 かな 

酒菰. の 泥に 氷る や 石 薪の 花 

古 綿 衣 虱の 多き 小春 哉 

す さまし や 釣鐘 撲 つて 飛ぶ 霰 


昨日し ぐれ 今日 又し ぐれ 行く 木曾路 

廳狩ゃ 時雨に あ ひし 鷹の つら 

辻の 月 座頭 を 照らす 寒さ 哉 

枯柳 綠 なる 頃 妹 逝け り 

枯莲を 被む つ て 浮きし 小鴨 哉 

京 や 如何に 里 は 雪 積む 峯も あり 

旅 宿の 女 卜 二三 歳 々發句 を 云 ひ出づ 一句 

女の子 發句を 習 ふ 小春 哉 

ほのめかす その上 如何に 歸花 

戀を する 猫 も あるべ し歸花 

一 輪， は 命 短 かし 歸花 

吾 も 亦衣更 I て 見ん 歸 花 

太刀 一 つ 屑屋に 賫 らん 年の 暮 

志 はかく あ らまし を 年の 暮 

長 松 は 藉麥が 好きな り煤拂 

むつ かしゃ 何もな き 家の 煤拂 

煤拂承 塵の 槍 を 拭 ひけり 


-AO 


懇 ろ に. 雜 炊 た く や 小 夜 雨 

里神樂 寒さに ふる ふ 馬鹿の 面 

夜 や 更ん庭 燈に寒 き 古 社 

客 滑の 獅^ 付た. る 火鉢 哉 

冬 の 日 や 茶色の 裏 は 紺の 山 

冬 祐ゃ 夕陽 多 き 黃 檗 寺 

あまた 度 馬の 嘶く 吹雪 哉 

嵐して 鷹の それた る枯野 哉 

あ ら 應 の 鶴 蹴落す や 雪の 原 

:b 藪に 雉子 鳴き 立つ ろ n 野 哉 

なき 母の 忌日と 知る や 網 代 {寸 

0 なる 殺生なる らし 網 代 守 

くさめ して a 引きつらん 綱 代 守 

焚火して 居眠りけ りな 翻 代 守 

賭に せん 命 は 五 文 河豚 汁 

河 rh や 死 ん だ 夢 見る 夜 も あり 

悼  亡 •- 句 


夕 曰 寒く 紫の 雪崩れ けり  、 

悼  亡-句  . 

t 骸に 冷え 盡 したる 煖甫哉 

あんかう や 孕み 女の 釣 るし 斬り 

あんかう は 釣る す 魚な り繩簾 

此頃は 女に も あり 薬 喰 

藥喰 夫より 餅に 取り か 、 る 

落 付 や If 氣も 一 夜藥噙 

乾 鮭と 拉ぶゃ 壁の 掠梠箒 

魚河岸 や 乾 鮭 洗 ふ 水の 音 

本來の 面目 如何 雪達磨 

仲 仙 道 夜汽車に 上 る 寒さ 哉 

西 行の 白狀 したる 寒さ 哉 

溫泉 をぬ るみ 出る に 出られぬ 寒さ 哉 

本堂 はト八 間の 案、 さ 哉 

愚 陀佛は 主人 S 名な り冬缝 

情けに は ごと 味^ 贈れ 冬錢 


冬 籠り 小猫 も 無事で 罷り ある 

今年 も 

すべ りよ さに 頭 出るな り 紙 衾 

き 頭の aw たり 

兩 肩み」 襦袢に つ  >  む 衾 哉 


合 の 宿 

水仙に 

大 政 


白い 臭き 衾 哉 

子 は 晴れの 衾 哉 


愚 陀 


正 岡 子規へ 送りた る 句 稿 その 七 十二月 十 an" 夜 

定 に， 人る 僧 ま だ 死 なす 冬の 月 

幼 帝の 御 蓮 も 今や 冬の 月 

寒月 やから 堀端のう どん 賫 

寒月 や 薙刀 かざす 荒法師 

寒垢離 や 王事 翻き なしと 聞き つれ ど 

輸 にかく や 昔 男の 節季 候 

水仙 は 屋根の 上な り煤拂 

寐て 聞く やべ たりく と 餅の 音 


餅搗ゃ 小首 かたけ し 鶴の 面 

衣 脫だ帝 も あ る に 火燧哉 

君が代 や 年々 に 減る 厄拂 

勢 ひや ひしめ く. 江戶の 年の市 

是： 3^ よと 松 提け歸 る 年 S 市 

行年 や 糾那を 急ぐ 水の 音 

行年 ゃ實 盛なら ぬ白髮 武者 

春 待つ や 云 へらく 無事 は是 貴人 

年 忘 れ腹は 中々 切りに くき 

屑 買に 此髭賣 らん 大晦： n 

穢多 寺へ 嫁ぐ 憐れ や 年の 暮 

白馬 遲々 たり 冬の 日 薄き 砂 堤 

山陰に 熊笹 寒し 水の 音 

初冬 や 竹 切る 山の^の 音 

冬枯れて 山の 一 角： b 青し 

炭 燒の斧 振り 上ぐ る 嵐 哉 

冬木立 寺に 蛇 骨を傳 へ けり 


HAS 


碧潭に 木の葉の 沈む 寒 哉 

岩に た ..、- 31^ 敢 なき 蠣の思 ひ 哉 

炭 籠 に 葛 這 ひ 上る 枯れながら 

炭 寶の鷹 括し 來る 城下 哉 

一 時雨 此 山門に 偶 を か ， ん 

五六 寸 去年と 今年の 落葉 哉 

水仙 白く 古道 顔色 を 照らし けり 

冬籠り 黄表紙 あ. る は 赤 表紙 

禪寺ゃ 丹田から き 納 豆 汁 

東西 南 • 北より 吹雪 哉 

家 も 捨て 世 も 捨てけ るに 吹雪 哉 

圓福寺 新田 義宗脇 屋義治 一 一公の 遣 物 

を觀る 二 句 

つめたく も 南 蠻鐵の 具足 哉 

山寺に 太刀 を 頂く 時雨 哉 

日 浦- ：3  二 公の 墓に 謁す 二 句 

0 一  つ 大根 畠の 廣さ哉 


應 永の 昔し なりけ り 稼の 霜 

！ 13 が 淵！ 一 一好 秀保 大蛇 か-斬る ところ 一句 

蛇 を 斬った £: わと 聞けば 淵 寒 し 

大 攻  愚 陀 


正 岡 子規へ 送りた る 句 稿 その 八 十二" 十八 B 

飯 榧 を 蒲 園に つ ， む孀哉 

煨芋を 頭巾に 受 くる 和尙哉 

盜 人の 眼ば かり 光る 頭巾 哉 

辻 番の 怖へ て Gs- たる 頭巾 哉 

頭巾き て ゆり 落. し け り 你 の 雪 

さめ やらで 追手の か、 る 蒲圑哉 

毛 滞 圏に 君 は 目 出度 寐顏 か な 

^き 事 十 年 あはれ 三 布 ー雷圑 

片々 ゃ犬盜 みたる わらじ 足袋 

羽二重の 足袋め します や 嫁が 君 


五 


拜 


一-一八 穴 

雪の 日 ゃ火缝 をす ベる 土 佐 日記  - 

應々 と 取次に 出ぬ 火煃哉 

埋火ゃ 南京 茶碗 鹽 煎 餅 

埋 火に 鼠の 糞の 落ちに けり 

曉の埋 火 消 ゆる 寒 さ 哉 

門 閉ぢぬ 客な き 寺の 冬 構  * 

冬 籠 米搗く 音の 幽かな り 

砂 濱ゃ心 元な き 冬 構 

銅 瓶に 菊枯 る、 夜の 寒 哉 

五つ 紋 それ はいかめ し 桐 火桶 

冷たくて やがて 恐ろし 瀨戶 火鉢 

親展の 狀 燃え 上る 火鉢 哉  - 

默 然と 火鉢の 灰 をなら しけり 

なき 母の？，！ 婆や さめて 十二 年 

湯 婆と は 棒の つけし 名なる べし 

風 吹く や 下 京邊の 綿帽子 

淸水ゃ 石段 上る 綿懵子 
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三 八 八 

風に^ 怒りた る 繩手哉 

冬 ざ れ や 啻 き も の 只 菜 大 根 

山路 夾-て 馬 やり 過す 小春 哉 

橘 朽ちて 冬 川枯， る /- 月夜 哉 

範賴の 某-に 謁して 二 句 

^殿の 愈 悲し 枯 尾花 

風 や 冠者の 丄暴 僕つ 落 松 薬 

山寺 や 冬の 日殘る 海の 上 

古池. や 首 塚 あ り て 時雨 ふる 

穴 蛇 の 穴 を 出で たる 小春 哉 

签 木の 根 あら はなり 冬の 川 

納 豆 を 檁家 へ 配る m- 走 哉 

親の 名に 納一兄 赍る兒 の 憐れ さ よ 

からつ くや Mf に 吹かれし 納豆 寶 

搰の火 や 昨； n 碓水を 越え 巾 し た 

梁山泊 毛脛の 多き 榜火哉 

0 表 れた衣 干す 搰火哉 


積雪 や 血痕 絕 えて 虎の 穴 

大 政 

今度の はなく して はい やであります 惡 句に は 〈か 口の 符號 をつ け 玉へ 

.  愚 陀佛稿 


夜 三更 僧 去って 梅の 月夜 かな 


正 岡 家 所蔵 『承 露盤』 の 中よ リ 四十 七 句 

鷲の 大木に 來て 初音 かな 

春 三日よ しのの 櫻 一 重なり 

馬の 息 山吹 散って 馬士 もな し 

迂 駕籠に 朱 蹄の 出た る 柳 かな 

春の 雨 ある は順禮 古手 買 
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三 九 二 

はらく とせ- T 事な しに 萩の 露 

史官 啓す 雀 給と はなり にけ り 

行年 ゃ佛 ももと は 凡夫な り 

驀地に 風 吹く や^の 湖 

大粒な 霰に あ ひぬ うつの 山 

十月の しぐれて 文 も 參 ら せ す 

いそがし や 観 ふる 夜の 鉢 叩 

卜 月の 月 ややう く 凄くなる 

山茶花の 垣 一 重なり 法 華 寺 

行く 年 や 膝と 膝と をつ き 八" せ 


送 子規 

此夕野 分に 向いて わかれけ り 


送 子規 

御 立ち や るか 御 立ち やれ 新酒 菊の花 

子規 を 送る こ 句 

秋の 雪た V むらく と 別れ かな 

見つ 、往け 旅に 病む とも 秋の 富士 

土 堤 一 里 常 盤 木 もな しに 冬木立 


I  二 九 三 


一 月 十一 一 B 正 岡 子規 宛 <3|f 害の 中より 

東風 や 吹く 待つ とし 聞かば 今歸 り來ん 


正 岡 子規へ 送り-たる 句 稿 その 九 一月 二十 八 B 
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犬 去って むつく と 起る 蒲公英 が 

大和 路ゃ紀 の路へ つ >  く蓳草 

川幅 S 五 w< に 足らで 堇 かな 

三日 雨 四日 梅 く 日誌 かな 

雙六ゃ 姉妹 向 ふ 春の 宵 

生 海苔の こ 、 は 品 川 東海 寺 

菜の 花の 中に 糞 ひる 飛脚 哉 

菜の 花や 門前 S 小僧 經を讀 む 

菜の 花 を 通り 拔 ければ 城下 か な 

海 見 ゆれ ど 中々 長き 菜 畑 哉 

海 見え て 行け どもく 菜 畑 哉 

麥ニ寸 ある は 又 四 五寸の 旅路 哉 

筵 帆の 眞 上に 鳴く や 揚雪省 

風船に とまりて 見た る 雪 雀 哉 

稱っ るな り 天に 向つ て 揚雪雀 

雨 晴れて 南山 春の 雪 を 叶： く 

むづ からせ 給 はぬ 雛の 育ち 哉 
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去年 今年 大きうな りて 歸る雁 

1 群 や 北 能 州 へ， 歸る雁 

爪 下り 海に 人 日の 菜 畑 哉 

里の 子の 猫 加 へ けり 涅槃 像 

驚の ほうと 許りで 失せに けり 

驚 や 雨 少し 降りて 衣紋 坂 

鶯の 去れ ども 貧に やつれけ り 

鶯ゃ 田圃の 中 の 赤 鳥居 

驚 を また 聞きます る 晝餉哉 
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吾妹 子に 搖り 起されつ 春の 雨： 

普 化 寺に 犬 逃け 込む や 梅の 花 

紅梅 は 愛せす 折て 人に 吳れぬ 

花に 來 たり 瑟を 鼓す るに 意 あ る 人 

禿 い ふ わしゃ 煩うて 花の 春. 
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神 仙 體十句 月 

の 夜の 琵琶 聞え け り 天女の 祠 

路も 無し 綺樓 傑閣： i の 花 

屋の掠 や 春風 鳴って 白羽の 矢 

蛤 や をり く 見 ゆ る 海の 城 

體た つ て 朱ぬ りの 橋の えに けり 

ど こや らで我 名よ ぶ なり 春 の 山 

大 { お や 霞の 中の 鯨波の 聲 

行 春 ゃ璦觴 山 を 流れ出. る 

神の 住む 卷山 白き 雪 を 吐く 

催馬樂 ゃ總緲 として t3 1 つ 
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正 岡 子規へ 送リ たる 句 稿 その 十六 *? 月 二，！.. K 日 

博 多公圊 

初秋の 千 本の 忪 動きけ り 

箱 崎 八幡 

鹹は ゆき 露 に ぬ れた る 鳥居 哉 

香椎宮  . 

秋 立つ や 千 早 古る 世の 杉 ありて 

天拜山 

見 上け たる 尾の ヒに 秋の 松 高し 

太宰府 天神 

反 橋の 小さく 見 § る 芙蓉 哉 

觀世音 寺 

古り けりな 道 風の 額 秋の 風 

都府樓 

鵡立 つや 礎 殘る事 五十. 

二日 市溫泉 • 

溫 泉の 町 や 踊る と 見え て さ んざ めく 

ens 


四 I 穴 

梅林 寺 

碧 爆 を 提唱す 山內 の夜ぞ 長き 

船 後 屋溫泉 

ひゃくと 雪が 來る なり 溫 泉の 二階 

郡 府樓瓦 を 達磨の 前に 置きて 

玉 か 石 か 瓦 か ある は 秋風 か 

内 君の 病 を 看護して 

枕 邊ゃ星 別れん とする 晨 

稻 妻に 行 手の 見えぬ 廣野 かな 

秋風 や 京の 寺々 鐘 を撞く 

明月 や 琵琶 を 抱へ て彈 きも やらす 

廻廊の 柱の 影 や 海の 月 

明 n や 丸き は 僭の 影法師 

酒なくて 詩なくて 月の 靜 かさよ 

明月 や 脊戶で 米 搗く作 右衞門 . 


明月 や 浪華に 住んで 橋 多し 
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無性なる 案山子 朽ちけ り 立ちながら 

打てば ひ ゾ く 西戶餘 りの 砧哉 

衣躊 つて 郞に 贈らん 小包で 

鮎^ぬ 降り込められし 山里に 

鱸 魚肥え たり 樓に 登れば 風が 吹く 

白壁 や 北に 向 ひて 桐一葉 

柳ち りて 長 安 は 秋の 都 かな 
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蘭の 香 や 聖敎帖 を 習 はんか 
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叱正  漱石 
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日 あたりや 熱 柿の 如き 心地 あり 

大將は 五 枚し ころの 塞 さかな 

,3 勢の 蜀 につら なる 小春 かな 

か き な らす灰 S 中より 木の葉 哉 

汽車 を 逐て煙 這 ， 行 枯野哉 

訪鑌の 笛が 鳴るな り 冬の 雨 

がさく と 紙 衣 振へば 霰 かな  • 

挨接 ゃ髢の 中より 出る 霰 

かたまって 野 武士 落 行 枯野哉 

- 魏 叙子大 鐵椎傳 一句 

星 飛ぶ ゃ枯 野に 動く 椎の影 

鳥 一 つ 吹き返さる、 枯野 かな 

さらく と 栗の 落葉 や 鵝の聲  , 

{ 仝 家 やつく ば ひ 氷る 石 蔣の花  •• 
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四 二 穴 

飛石に 客す ベ る 音す 石 藤の 花 

吉良 殿のう たれぬ 江 戶は 雪の 中  , 

覺 めて 見れ ぱ客 眠りけ り爐 のわきに 

面白し 雪の 中より 出る 蘇鐵 

寐る門 を 初雪 ぢ やとて 叩きけ り 

雪 に な つ て ^ なき われに 合羽 あ り 

僧俗の 差し 向 ひたる 火桶 哉 

六 m 0 へ 召 さ れ て 每 き 火桶 哉  . 

物語る 手创ゃ 古り し 桐 火桶 

生垣の 上より 語る 小春 かな 

小春， 半時 野. 川 を隔 て 語りけ り 

居 眠る ゃ黃雀 堂. に 入 る 小 春 

家 富 んで 窓に 小春の B 陰 かな 

白旗の 源氏 や 木 曾の 冬木立 

立籠る 上田の 城 や 冬木立 

枯殘る は 尾花なる べし 一 つ 家 

時雨る 、 は 平家に つらし 五家 莊 


藁 葺 を ま づ 時 

堂 下潭 あり 潭 亩 

正 岡 家 所蔵 『承 露盤』. 
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正 岡 子規へ 送りた る 句 稿 その 一一 十一 一月 

五斗 il^ を 餅に して 喻ふ 春來 たり 

臣 老いぬ 白髮を 染めて 君が 春 

元日 ゃ躇 11 として 吾 思 ひ 

馬に 乘 つて 元朝の 人勳 二等 

詩 を 書かん 君 墨 を 磨れ 今朝の 春 

元日 や 吾 新たなる 願 あ り 

春寒し 印陀羅 とい ふ畫ェ あり 

顰 なる 僕 藁 を 打 つ 冬 籙 

親. 子し て ことりと もせす 冬缝 

醫 はやらす 欧 など 撰し 冬 1^ 

力 な や 油な く な る 冬 籠 

佛 焚て 僧 冬 籠して る る よ 

燭 つ き つ 墨 翁の 達磨 寒け な る 


II きって 曉 ちかし 大晦日 

餅 を 切る 泡 丁 鈍し 古 

冬 籠 弟 は 無口に て 候 

桃の 花 民 天子の 姓 を 知らす 

松. 立て ， 空 ほの ぐと 明る 門 

ふくれし よ 今年の 腹の 粟 餅に 

貧と い へ ど酒飮 みやすし 君が 舂 

塔 五重 五 階 を殘， し 霞みけ り 


-正岡 子规へ 送りた る 句 稿 そのこ 十二  二月 

酒 苦く 蒲圑 藩くて 寢られ ぬ 夜 

ひたく と 藻草 刈るな り 春の 水 

岩 を 廻る 水に 淺 きを 恨む 春 

散る を 急ぎ 櫻に 着ん と 縫 ふ 小袖 

出 代の 夫婦別れて 來り けり 

人に 死し 鶴に 生れて 冴え返る 


隻手 此頃比 良 目 生 怖る 汐千 よな 

恐らくば 東風に 風 ひくべ き 蒲 着 

寒 山 か 拾得 か 蜂に 整され し は 
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落ちさ まに 蝱を 伏せた る樁哉 

貪りて 鶯續 け樣に 鳴く 
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ぶ つくと 大 なる ra 蝶の 不平 哉 
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饈 みけり 物 35- の 松に 熊 坂が 

醋 熱して 三 聖颦す 桃の 花 

川 を 隔て 牛 散點し 霞みけ り 


フ K 

苦 

仙 

に 

程 

映 

の 

な 

赤 

小 

大 

る 

さ 

事 

藤 

含 

紫 

人 

寒 

に 

烈 

む 

に 

鯉 

し 

上 

生 

< 

排 

箪 

れ 

候 

な 

か 

た 

り 

な 

し 

ば 

傲 

然 
と 
し 

て 
風 


< 

鳳 
III 


に 


じ 


を 

み 

な 

ろ 
し 
に 
す 


の 
夜 
を 
兼 
好 
辎 
衣 
に 
恨 
み 
あ 
0 


な 

あ 
る 
程 

は 
大 
き 
な 


ら 
ん 
と 
し 
て 
は 


像 る 


木 

瓜 
暌 
< 

や 
漱 

石 

拙 

, ど 

守 

る 
ベ 

< 


山 

の 
上 
に 
敏 
の 
赤 

霞 
み 
け 
り 


は 
物 
の 
句 
に 
な 
り 
易 
し 
古 
短 
册 


住 

の 


を 

し 

了 

0 


朧 

夜 
や 


似 
合 
は 
ぬ 

も 
あ 

ら 
ん 


よ 

敬 

梅 
の 
指 
物 

る 


iip 驚 

樣 す 

に 0 

參 は 

ら 大 

す 內 
桃 と 

の い 
押 ふ 
m 香 
力、 や 
な 春 


四 


泳 棵深. 顔 


正！！ 子規へ 送" たる 句 稿 その 二十 三 四月 +.<"=" 

古 往今來 切つ て 血の 出ぬ 海鼠 かな 

0 函 嶺 を m え て 海鼠に 鼻な し  . 

土筆 物  一一 一一 n はす すん く とのび たり 

P 五 句  ， 

春寒し 墓 に 懸けた る 季子の 劎 

拔くは 長 井丘ハ 助の 太刀 赛の風 

劎 寒し 闥を排 して 樊 嗜 が 

太刀 佩て 戀 する^ ぞむづ かしき 

浪人の 刀錡 びたり 時鳥 

永 六 句 

黑 く鉢卷 赤し 泳ぐ 人 

うして 渡れす 余 は 泳がれす 

體 なる 先生 胡 坐す 水泳 所 

ぎ 上り 河童 驚く 暑 かな 

四 三 II 一 


四 111 四 

泥 川に 小兒 つど ひて 泳 ぎ け り 

龜と い ふが 泳 いでき て は脊を 曝す 

字 § 

いの 字より はの 字む つかし 提の花 

夏 書す る 黃檗の 僧 名 は卽非 

客に 陚 あり 墨 磨り 流す 月の 前 

巨燒 にて 一 筆し めし 參らせ -フ 

金泥 もて 法 華 經 寫す 日永 哉 
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11-1 n- 

春の 夜 を 小 g はや る 家中 哉 

隣より 謠 うて 來 たり 夏の 月 

肌寒み 祿を 離れし 謠ひ 聲 

謠師の 子 は 鼓う つ 時雨 かな 

ふ も の は 誰 ぞ 櫻 に 灯 と も し て 

八 町の 廣き畑 打つ 一 人 かな 

角落ちて 首 傾けて 奈 良の 鹿 
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四 三 穴 

金 II の 軸 懸け 替て 春の 風 

留針ゃ 故擲の >  蝶餘 所の 蝶 

しめ 繩ゃ 春の 水 iS  く 水 前 寺 

上 書； 津ゃ靑 き 水 菜 に.！：： き 蝶  . 

菜 種 t;  く 小 .Is を 抱いて 淺 き 川 

掉 さして 舟 押し出す や 春の 川 

柳 ありて 白き 家鴨に 枝垂 たり 

就 中萵き n お をく るり 

魚 は 皆 上らん として 春の 川 


正！： 子规へ 送りた る 句 稿 その 二十 H 五月 二十 八 tu 

行く春 を 刺り 落した る 眉靑し 

行く春 を 沈香 亭の 牡丹 哉 

春の 夜 や 局 を さがる 衣の 音 

(憶 子規) 春雨の^ すがら 物 を 思 はする 

5^ もな く禪師 肥たり 更衣 


よき 人 の わざ とが ま. し や fs!- 衣 

更衣て， 弟の 脛何ぞ 太き 

埋もれて 若 雜の中 や 水 S 音 

影 多き 梧桐に 据る 床几 かな 

郭 ヘム 茶 の 間 へ ま かる 通夜の 人 

蹴 付た る 讎の枕 や 子 a 

迂 君に 袖牽 かれけ り 子規 

扛ゅ 兼て 妹が 手 細し 蹄の 石 

小腎 しき 犬 付 や 更衣 

七 筋 を 心 利きた る 鶴 匠 哉 

漢方 や 柑子花 さく 門 構 

若葉して 半 撮の 雨 に 臥した る 

妾宅 や 牡丹に 會す 琴の 弟子 

世 は いづれ 稷櫚の 花 さへ に 出 で つ 

立 て 懸て瑩 這 ひけり 草 箒 

若葉して 綠切稷 切られた る 

で 5, 蟲の角 ふり 立て 、井戸の 端 
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五 E? 雨 や 小袖 を ほどく 酒の しみ 

五月雨の 壁 落しけ り 枕 元 

五月雨 や 四つ 手 繕 ふ 舊土族 

眼 を 病んで 灯と もさぬ 夜 や 五月雨 

馬の 蠅 牛の 蠅來る 宿屋 かな 

逸す まじき 蚤の 行衞ゃ 子規 

蚤 を 逸し 赤き 毛布に 恨み あり 

蚊に あけて 口許り なり 蟇の 面 

鳴き も せ で ぐ さと 刺す 紋ゃ田 原 坂 

(熊 本に て) 夏 來 ぬと 又 長 鉄を彈 すらく 

蔽 近し 綠の下 より^が 

寐 苦しき 門 を 夜す がら 水鷄 かな 

(成 道 寺) 若 葉して 手のひら ほどの 山の 寺 

菜種 打つ 向 ひ 合せ や 夫婦 同志 

菊 池 路ゃ麥 を 刈るな る舊 四月 

麥を 刈る あと を 頻りに 燕 か な 

文 與可ゃ を 食 ひ 竹 を畫く 
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五 月 雨の 弓 張らん とすれば くるひた る 

立て 見たり 寢て た" 又 酒を煑 たり 

水 攻 S 城 落 ち ん と す 五 月 雨 

大手より 源氏 寄せたり 靑嵐 

水 洞れ て城將 降る 雪の 峯 

.<ガ  一 HE 岡 子規 宛の 手 班の 中より 

夕 涼し 起ち 得ぬ 和 子 を啷っ ら く 

初秋^?-に^5して A 月 As 

行 燈 • や 短 か ゝ りし 夜の 夢 な ら す 

鶴 ヶ岡 八幡 

徘徊す 迷 ある を もて 朝な 夕な 

圓 覺 寺 

冷やかな 鐘 をつ きけ り 圓覺寺 

長  ^ 

來 て 見れば 長 〔みは 秋風ば かりなり 


歸源 院卽事 

^生よ 白き 桔梗 に こそ あらめ 

U 寺に 湯 ざめ を悔る 今 朝 S 秋 

禪^ 宗活 に對す 

其、 許 は 案山子に 似た る和尙 力な 

九月 ト日 熊本黎 

南 九州に 人って 柿旣に 熱す 

,,: "刀 十  一 Bti; 岡 子規 宛の „*f«l の 中より 

へ 「日ぞ 知る 秋 をし きりに 降りしきる 

正 岡子规 へ送リ たる 句 稿 その 二十 五 十 刀 

或 人に つか はす 一句 

撙 柿 の き 昔 し を 忘 る 、 な 

ず M 神 や あかの 他人で あるか ら は 

に 伏し 灘に みだれ 故 通 は 
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.  I  二 

粟 折つ て 穂ながら 吳る ， 籠の 鳥 

檔螂の 何 を 以て か 立腹す 

蟀の ふと 鳴き 出しぬ 鳴き やみぬ 

うつら ，/\ 聞き 初めし より 秋の 風 

秋風 や 棚に 上け た る 古 かばん 

明月 や 無筆 なれ ども 酒 は吞む 

明月 や 御樂に 御座る 殿御 達 

明月に 今年 も 旅で 逢 ひ 申す 

眞 夜中 は淑 しからう に 御月樣 

明月 や 拙者 も 無事で 此 通り 

蟀ょ 秋ぢゃ 鳴かう が 鳴く ま いが 

秋の 暮 一 人 旅と て 嫌 はる 

梁 上の 君子と 語 る 夜寒 か な 

これ 見 よと 云 はぬ 許りに 月が 出る 

朝 寒の 冷水浴 を 難ん する 

妻 を 遺し て 獨-つ 肥 後に 下る 一句 

月に 行く 漱石妻 を 忘れたり 
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北側 を 稻妻燒 くや 黑き雪 

餘 念 な く ぶ ら さが るな り 烏瓜 

^落ちて 疊に 音す 秋の 灯 細し 


正 岡 子規へ 送リ たる 句 稿 その 二十 六 十 こ 月 

朧枝 子來る 

附 しくば 鳴子 をなら し 聞かせう か 

有  感 

ある 時 は 新酒に 醉て悔 多き 

. 紫 影に 別る 、時 

菊の 頃 なれば 歸 りの 急がれて 

傘 を 菊に さ したり 新星 敷 

去りと て はむ しり もなら す 赤 き 菊 

一 東 の 韻に 時雨 る 、• 愚 庵 かな 

^や 鐘 を つく • なら 踏ん張 つ. て 
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二 三 片 山茶花 散りぬ 床の 上 

早鐘の 恐ろし かりし 木 S  0 哉 

片折戶 菊 押し倒し 開きけ り 

栗の 後に 刈り 殘 されて 菊 孤な り 

初 時雨 吾に 持病の 疝氣 あり 

柿 落ちて うた 、短 かき 日と なりぬ 

提灯の 根 岸 に歸る 時雨 かな 

曉の 水仙に 對し川 手水 

蒲圑 着て 踏 張る 夢の 暖き 

塞 を 出て あられした 、 か 降る 'よ 

熊 笹 に 鬼 飛び込む 霰 哉 

病 あり 二日 を 籠る 置 S 簏 

水仙の 花 鼻 かぜの 枕元 


正 岡 家 所-ま r 承 露 の 中より 十六 句 

蛭 ありて 黄./ 水經 注に 曰く. 
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土用に して 灸を据 ベく 頭痛 あり 

樂に 更けて 短き 夜，； 公使館 

撫子に 病 閑 ありて 水 くれぬ 

夕立 ゃ犇く 市の 十 萬 家 

寂と して 綠に 鋏と 牡丹 哉 

鶴  岡 

白 蓬に いやし からざる 朱攔哉 

來 る 秋の ことわり もな く 蚊帳の 中 

晴 明の 頭の 上 や 星の 戀 

ず  另 

朝 寒み 夜寒み ひとり、 行く 旅ぞ 
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明治 一一 1 十 年頃 

竿に なれ 鉤 になれ 此處へ おろせ 雁 

鳴き 立て ， つくく 法師 死ぬ る日ぞ 

濱に 住んで 朝顔 小き 恨み かな 


正 岡 子規へ 送" たる 句 稿 そのこ 十七 一月 六 B 

行く 年 や 猫う づ くまる 膝の 上 

焚かん とす 枯葉に まじる 霰 哉 

切 口の 白き 芭蕉に 氷りつ く 

家 を 出て 師走の 雨に 合羽 哉 

何もつ 、き 鶴 あつまる 冬の 畠 

降り やんで 螢 柑 まだらに 雪の 舟 

此 炭の 啣 つべき 世 をい ぶる かな 

かん-てら や 師走の 宿に 寢 つかれす 

溫 泉の 門に 師走の 熱 柿 かな 

溫 泉の 山 や 蜜柑の 山の 南側 

海 近し 寐鴨 をう ちし 筒の 音 

天草の 後ろに 寒き 入日 かな 

日に 映す ほうけ し豫枯 ながら 


旅に して e- 譯 なく 暮る 、 年 

風の 沖へ と ある、 筑紫潟 

うき 除夜 を 壁 • に 向へば 影法師 

尿の 上に 菊 枯れながら 明の 春 

元日の 山 を 後ろに 淸き溫 泉 

酒 を!' んで醉 はす 明けたり 今朝の 春 

稍 邏し山 を 背に して 初日 影 

馳け 上る 松の 小山 や 初日の出 

せからぬ 屠蘇 や 旅なる 醉 心地 

小 天に 春を迎 へて 

溫泉ゃ 水 滑 か に 去年の 垢 

大喪 中-句 

此春を 御慶 もい はで 雪 多し 

正月の 男と いはれ 拙に 處す 

色々 の 雪の 中より 初日 出 

賀虛子 新婚る  . 

初 鴉 東の 方 を 新枕 


佾歸 る：？：： の裡 こそ 寒から め 

桐-かれて 浪れ來 る 月の 影 多し 

« 歸  庵 

一 尺の 梅 を 座右に 置く 机 

三月 二十  一 tas 濱虚子 宛の 手紙の 中より 

梅ち つ て そ  >  ろな つかしむ 新 俳句 

正 岡 子規へ 送りた る 句 稿 そのこ 十八 五月 頃 

春雨の 隣の 琴 は 六 段 か 

瓢 かけてから くと 鳴る 春の 風 

鳥 籠. を 柳に かけて 狹 き 庭 

來 よと い ふ に 來らす やみし 櫻 かな 

三條の 上で 逢 ひけり 朧月 

片寄す る 琴に 落ちけ り朧 R: 

こ ぬ 殿に 月朧也 高き 樓 

行きく- て 朧に笙 を 吹く 別れ 


四 
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搦芋ゃ はね 橋 下す 朧月 

有  感 

有耶無耶の 柳 近頃 綠也 

白  川 

颯と 打つ 夜 網の 音 や 春の 川 

, 本 妙 寺 

永き 日 を 太 鼓 打つ手の ゆるむ 也 

水 前 寺 

湧く からに 流る、 からに 春の 水  , 

藤 崎 八幡 

禰宜 _の 子の 烏帽子つ けたり 藤の 花 

明午撟 

春の 夜の しば 笛 を 吹く 書 生 哉 

花^ 山 

や を 見て ト步に 足らぬ 畑 を 打つ 

. 拜 聖 庵  、 

花 一 木穴腎 しと 上た る 


其  他 

佛 かく 宅 磨が 家 や 梅の 花 

鶴 を 切る 板 は 五 尺の 春の 綠 

思 ひ 切つ て 五分に 刈りた る 給 かな， 


正 岡 子規へ 送リ たる 句 その 二十 九 九月 二十 八日 

馬車に は乘る ものと 聞きし に 同行 四 

人 一句 

小き 馬車 に 積み込まれ けり 稻の花 

夕 募の 秋 海棠に 蝶 う と し 

離れて は 寄りて は 菊の 蝶 一 つ 

枚 を ふ く む 三百 人 や 秋の 霜 

胡兒 11 つ て 驚き やすし 雁の 聲 

確う. っ眞 夜中 頃に 句 を 得たり 

踊りけ り拍 子 をと りて 月な が ら 

茶 布. 巾の 黃 はさめ 易き 秋と な る 


四 


長 か. れと 夜す がら 語る 二人 かな 

子 は 雀 身 は 蛤のう きわ かれ 

相撲 取の 屈 托顏ゃ 午の 雨 

言 者 不知 知者 不言 1 句 

もの いはぬ 案山子に 鳥の 近寄らす 

病む 頃 を雁來 紅に 雨 多し 

寺 借りて 二十日に なりぬ 鷄 頭 花 

恩給に 事を缺 かで ゃ種瓢 

早 稻晚稻 花なら 見せう 跌 紫 苑 

生垣の 丈 かり 揃へ 晴る、 秋 

秋 I、  • し 此頃 ある 、海の 色 

夜 相撲 やかん てらの 灯 を ふきつける 

聖像 を かけて 

管 公に 梅 さか ざれば 蘭の 花 


正 岡 子規へ 送リ たる 句 稿 その 三十 十月 十六 a 


立祜の 唐黍 鳴つ て 物憂 かり 

逢 ふ戀の 打た で やみけ り 小夜 砧 

蝶來 たりし ほ らしき 名の 江戶 菊に 

鹽燒ゃ 鮎に 溢び たる 好み あり 

1 株の 芒 動く や 鉢の 中 

乾鮮 のからつ いて ゐる柱 かな 

干 

病 妻の 閱， に 灯と もし 暮る、 秋， 

かしこまりて 憐れ や 秋の 膝頭 

か し こ み て 易 を讀む 儒の 夜 を 長み 

長き 夜 や 土瓶 をした.？^ 臺所 

張 まぜの 屛風 になく や 蟋蟀 

うそ 寒み 油ぎ つたる 枕 紙 

病む からに 行 燈の 華の 夜 を 長 み 

秋の 暮野狐 精來り 見え て 曰く 

白 封に 訃音と 書いて 漸 寒し 

落ち合 ひ て 新酒に 名 乘る醫 者 s§ 者 

憂 あり 新酒. の. 醉に 托すべ く 


四 
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苦 もり て 夢 こ. そ覺む れ 荻の 聲 

秋の 日の つれな く 見えし 別 かな 

行く 秋の 關廟の 香爐烟 なし 

玉 斧  湫石 


正 岡 家 所蔵 r 承 露盤」； の 屮ょリ 六 句 

菊 作る 奴が わざの 接 木 かな- 

ゆ 、 しく も 合羽に 包む つぎ 木 かな 

能 も， な き 柿 共 や 門 の 内 

朝顔 や 手拭 懇 に 這 ひ 上 る i 

むら 雀 粟の 徳 による 亂れ かな 一 

唐黎ゃ 兵 を 伏せた る 氣合ぁ り 


拜 
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明治 三十 二 年 


正 岡 子规へ 送りた る 句 稿 ，ての 三十 I  一 J 

元日 展蘇を 酌んで 家 を出づ 

金泥の 鶴 や 朱塗の 屠蘇の 盃 

宇 佐に 行く や 佳き 日 を 選む 初 罾 

宰府 より 博 多 へ歸る 人に て 汽車に は 

坐すべき 場所 もな し 

^ の 神に 如 何なる 戀ゃ 祈る らん 

小  倉 

つくしき 蟹 の 頭 や 春の 鯛 

正月 一 一日 宇佐に 入る 新 翳 なれば にや 

門松た てた る 家 もな し 

蕭條た る 古驛に 入る や 春の 夕 

宇佐 八幡に て 

兀 として 鳥居 立ちけ り 冬 木. J;;! 


四五セ 


神苑に 鶴 放ちけ り 梅の 花 

ぬ かづいて 曰く 正月 二日な り 

松 の 苔 鶴瘦 せながら 神の 春 

南無 弓矢八幡 殿に 御慶 かな 

祌 かけて！^ る 戀 なし 宇佐 の 春 

橋 を 吳矯と い ひ 川 を 寄 藻 川 と い ふ 

吳橋ゃ 若菜 を 洗 ふ 寄 藻 川 

灰色の 空 低れ か ， る 枯野哉 

無 0 灯 で 枯 野 を. 通 る 寒 哉 

石 標ゃ殘 る 一 株の 祜ち 

祜芒 北に 向 つ て 靡きけ り 

遠く 見る 枯 野の 中の 烟 かな 

嗜 がりに 雜 5 を 踏む 寒 哉 

冬 ざれ や^み」 つるす 軒の 下 

羅漢 寺に て  ， 


四 
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風 や 岩に 取りつ く 羅漢 路 

嚴窟の 羅漢 共 こそ 案、 からめ 

約 鐘に 雪 氷る ベ く 山 高 し 

風の 鐘樓危 ふし 巌の角 

梯 して 上る 大盤石の 氷 かな 

巖 頭に 本堂 くらき 寒 かな 

IS 壁に 木枯 あたる ひぶき かな 

愿 端に 廊 あり 藁 を 積む こと 丈 餘雛僧 

1 人 其 端に 坐して 風の 吹く たびに 千 

丈の！！ 下に 落ちん とす 其 居の 危 きを 

告 ぐるに 平然として 曰くい のち は 一 

つ ぢゃ あきらめ て 居り ま すると 勿然 

鳥 嚴和尙 の 故事 を 憶 起して 

^偕の 只 風呂 吹と 答 へ けり 

麥詣路 の 入口に て 道端の 笹の葉 を 結 

• びて 登 るが 例な り 極樂の 綠を 結ぶ 爲 

めな りと かや 之 を 使 結びと いふ 二 句 


四 

九 


四 穴 o 


かしこし や 未來を 霜の 笹 結び 

二世 かけて 結ぶ ち ぎり や 雪の 淀 

口の 林と いふ 處に 宿. りて 

短 かく、 て 毛布つ ぎ 足す 蒲 園 かな 

^ り 合 す 旅商人の 寒が るよ 

寐 まらん とすれ ど 衾の 簿 くして 

耶馬溪 にて 

頭巾 着 た る 獵師に 逢 ひぬ 谷 深み 

は た と 逢 ふ 夜 輿 引な らん 岩 の 角 

谷 深. み 杉 を 流す や 冬 の 川 

冬 木 流す 人 は 猿の 如くな り 

懵 頭 や 思 ひがけな き 岩の 雪 

石 の 山 風 に 吹 か れ. 裸な り 

溪山幾 曲 愈 人れば 愈 深し 

M の ま が りくね つて 響きけ り 

山 は 洗 ひし 如くに て 

風の 吹く ベ き ほ も 生え ざり き 


年々 や 風 吹て 尖る 山 

夙の 峯は劎 の 如くな り 

恐 ろ し き 岩 の 色 な り 玉 霰 

ひハ 寒し 天狹 くして 水靑く 

目と も い はす 口と もい はす 吹雪 哉 

ばりく と 氷 踏みけ り 谷の 道 

溪中柿 坂 を 過ぐ  . 

道端. や 氷りつ きたる 高 箒 

. 守實に 治りて 

たまさかに 据 風呂 焚く や 冬 S  0 

せぐ  >  まる 蒲 圑の中 や 夜もすがら 

f 薄 ー滞圆 なえし 毛脛 を 擦りけ り 

家に 婦人な し 之 を 問 へ ば 先つ 頃 身 ま 

かりて 翌は 三十 五日な りと いふ 庭前  . 

の 墓標 行 客の 愤を ひきて 力 ン テラの 

灯の 愈陰氣 なり 

佾に 似た るが 宿り 合 せ ぬ 雪 今宵 

5 ハー 


新つ 奔-席 


BH ハ 二 

峠 を踰ぇ て 豐後 日 田に 下る 

雪ち らく 峠に か ， る 合羽 かな 

拂 へ どもく. わが 袖の 雪 

かた.？^ りき 鞋喰ひ 込む 足袋の 股  . 

墜 道の 口に 大 なる 氷柱 かな 

吹 き まくる 雪の下な り 日 田の 町 

炭 を 積む 馬の 脊に 降る 雪 まだら 

峠 を 下る 時 馬に 蹴られて 雪の 中に 倒 

. れ ければ 

漸くに 又 起き あがる 吹雪 かな 

日 田に て 五岳 を 憶 ひ 

詩^死して只風の^；^なりき 

筑 後川の 上流 を 下る 

帆の 早瀨 を 上 る 霰 かな 

湍に霰 ふ り 込 む根笹 かな 

るぎ 洗 ふ 武夫 もな し 玉 霰 

道 は ！ 直線の 寒さ かな 


棒 鼻より 三 里と 答 ふ 吹雪 哉 

吉 井 に 治 り て 

なつかしむ 衾に 聞く や 馬の 鈴 

追分と かいふ 處 にて 車夫 共の 親方 乘 

つて 行かん 喃と いふが あまり 可笑し. 

かりければ 

親方と 呼び かけられし 毛布 哉 

其 他少々 

餅搗ゃ 明星 光る 杵の先 

行く 年の 左した る 忍 慮 もなかり けり 

染め直す 古服 もな し 年の 暮 

やかましき 姑 健な り 年の 暮 

-ー ッケル の 時計と まりぬ 寒き 夜半 

元日の 富士に 逢. ひけり 馬の 上 

篷萊に 初日 さし 込む 書院 哉 


四 


四 穴 四 

光琳の 屏風に くや 福壽草 

眸に 人る 富士大 いなり 春の 樓 

正 

つ ま ら ぬ 句 許り に 候 然し 紀行 の 代り と し て 御覽被 下 度 冀くは 大兄 病中 

烟 霞の 僻 萬 分の 一 を 慰す るに 足らん か 


手帳の 巾よ リ ：； 十四 句 IKfes 

石 打てば かららん と 鳴る 氷 哉 

春風. に 祖師 西 來の意 ある ベ し 

禪 僧に 旌 動きけ り 春の 風 

郎を 待つ 待合 茶屋の 柳 かな 

鞭って 牛 動かざる 日永 かな 

わが 歌の 胡弓に のらぬ 朧 かな 

煩 惱の朧 に 似た る 夜 も ありき： 


吾 折々 死なん と 思ふ朧 かな 

春此頃 化石 せんとの 願 あり 

招かれて 隣に 更けし 歌留多 哉 

追 羽 子 や 君稚兒 髭の 黑服勝 

耄碌と 名のつ く老の 頭巾 かな 

筋 逢に 葱 を 切るな り邵振 

玉葱の 煮えざる を 煮つ 火鉢 哉 

？ ^  ー& 腐に 霰 飛び込む 床几 哉 

立ん 坊の地 園 太 を 踏む 寒 かな 

べん ベら を 一 枚 着た る 寒さ かな 

ぁ る は 鉢 叩 か うと 思 ひけり 

寄り添 へ ば 冷たき 瀨戶の 火鉢 かな 

淸巖 曰錢湯 有冷處 I 句 

雪 を 煮て 煮立つ 音の 涼し さよ 

擧 して 曰く 可な く 不可な し 蕪 汁 

善 か惡か 風呂 吹 を 喰って 合點 せよ 


何の 故に 恐 縮した る 生 海鼠 かな 

老^のうと き 耳 ほる 火 煌かな 


正岡子規 へ送リたる句^?! その II！ 十二  二月 

栴花百 五 句 

夫子 贫に 梅花 書 星の 粥 蒲し 

手 を 入る 、 水 餅 白し 納 星の 梅 

馬の 尻に 尾して 下る や ffl の 梅 

あ る 程の 梅に 名な き はな かりけ り 

奈 良 に 梅 に 香 を な つ か し む 

相 傳の. 金 創脊ゃ 梅の 花 

たのもしき 梅の 足 利 文庫 かな 

0 一  は 發句も 讀んで 梅の 花 

明た 口に 圑子 賜る 梅見 かな 

いざ 梅見 合點と 端折る 衣の 

^汽車より 白き を 梅と 推しけ り 


It? し て 名な き 人の み 住んで 梅の 花 

法 橋な 給 はる 梅の 主人 かな 

玉 蘭と 大稚と 語る 梅の 花 

住んで 

村長の 上. 座に つく や 床 梅 

梅の 小路 練 香 ひさぐ 翁 かな 

寄 合 や 少し 後れて 梅の 綠 

惠門ゃ 醋藏に 近き 梅 赤し 

一 っ紋の 羽織 はい やし 梅の 花 

^«媳ゃ易を講すろ蘇柬坡服 

莉翡に 梅 を 踏み込む 男 かな 

欉の花 千家の 會に 参りけ り 

碧玉の 茶碗に 梅の 落花 かな 

粗略なら ぬ 服 紗 さばき や 梅の 主 

tn 當りゃ 刀 を 拭 ふ 梅の 主 

祐筆の 大師 流な り 梅の 花 

日 をう けぬ 梅の 景色 や 楞伽窟 

とく 起て 味^す る 梅の 隣 かな 
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倍 倔な 梅を晝 くや 謝 春 

雪隱 の^に 上る や 梅の 

道 服と 吾妻 n  — トの梅 

女俱 して 舟 を 上る や 梅 星 

梅の 寺 麓の 人語 聞 § な 
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京 音 の 紅梅 あり やと 尋ねけ 

紅梅に 艷 なる 女主 人 か 

紅梅 や 物の 化の 住む 古 
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印の 讀 み 難き を 愛す 梅の 翁 

鐵幹 ゃ嘵星 を 點す居 土の 梅 

m 一  株 竹 三竿の 住居 かな 

栴に對 す 和 靖の鬆 の 白き かな 

琴に 打つ 斧の 響 や 梅の 花 

搓牙 として 素 琴 を 壓す栴 の 影 

朱 を點す 三味 集 や 梅の 花 

梅の 精 は 美 人に て 松の 精 は 翁ん 

1 輪 を 雪中 梅と 名け けり 


手. ーほ の 中より 十六 句 春 I 初： 炱頃 

靴 足袋の あみ かけて ある 火鉢 かな 


ごんと 鳴る 鐘 をつ きけ り 春の 暮 

爐 塞いで 山に 人るべき 日 を 思 ふ 

白き 蝶 を ふ と 見 染めけ り 黄なる 蝶 


小雀の ii; や 喰ふ黃 なる 口 あけて 

梅の 花 青磁の 瓶 を 乞 ひ 得たり 

郞 去って 柳 空しく 緣 なり 

行 春 や 紅 さめし 衣の 裏 

紫の 幕 をた 、 む や 花の 山 

花 W 寺 黑き佛 の 尊 さ よ  . 

佾か俗 か 庵 を 這 入れば 木瓜の 花  - 

其 愚に は 及 ぶ ベ からす 木瓜の 花 

寺 町 や 土 堀の 隙の 木瓜の 花 

橐駝 呼んで 突ば ひ据ぬ 木瓜の 花 

木瓜の 花の 役に も 立たぬ 實 となりぬ 

若葉して 籠り 勝な る書齋 かな 

正 岡 子規へ 送りた る 句 稿 その 三十 三 月 五 a 

馬 渡す 舟 を 呼びけ り 泰の間 
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堅き 梨に 純き 刃物 を 添て けり 

馬の 子と 牛の 子と 居る 野 菊 かな 

戶下溫 泉 

溫泉！ IB  く 谷の 底より 初 嵐 

重ぬ ベ き S 単衣 も 持た す 肌寒し 

^底の 湯槽 を 出る やう そ 寒 み 

山里 や 今宵 秋 立つ 水の 音 

鷄 頭の 色 づか であり 溫 泉の 流 

草 山に 馬 放ちけ り 秋の 空 

女郎花 馬糞に ついて 上りけ り 

女^花 土橋 を 二つ 渡りけ り  ... 

内 牧溫泉 

圍ひ あらで 湯槽に 逼る狹 霧 かな 

湯槽から 四方 を 見る や 稻の花 

遣 水の 音 たのもし や 女郎花 

歸 らんと して 歸らぬ 樣ゃ儒 燕 

雪隱の 窓から 見る や 秋の 山 


北側 は 杉の 木立 や 秋の 山 

終日 や 尾の 上 離れぬ 秋の 雲 

蒙 痩せて 辛くも あらす 溫 泉の 流 

白 获の露 を こ ほす や 温泉の 流 

草 刈の 籃の 中より 野菊 かな 

白 露 や 研ぎす ましたる 嫌の 色 

築 鷄頭圑 子の 串 を 削りけ り 

秋の 川眞 白な 石 を 拾 ひけり 

秋雨 や 杉の 枯菝 をく ベ る 音 

秋雨 や 薷麥を ゆでた る 湯の 臭 ひ 

阿蘇 神社 

朝 寒み 白木の 宫に詣 でけ り 

秋風 や 梵字 を 刻す 五輪 塔 

鳥 も 飛ばす 二百 4- 日の 鳴子 かな 

阿蘇の 山中に て 道 を 失 ひ 終日 あらぬ 

方に さまよ ふ 二 句 

灰に 濡れて 立つ や 蒲と 获の中 
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行け ど 萩 行け ど. 凍の 原廣 

立 野と いふ 所に て 馬車 宿に 治る -句 

語り 出す 祭文 は 何 宵の 

野菊 一 輪 手帳の 中に 挾みけ 

路岐 して 何れ か是 なる われ も か 

七夕 の 女； b を 伐る や 裏の 

顔 洗 ふ盥に 立つ や 秋の 

柄构 もて 水瓶 洗 ふ 音 や 

釣瓶 きれて 井戶 を^く や 今朝の 

秋 立つ や 眼鏡して！！ 5- る 三 K 

喪 を • 祕 して 軍 を 返す や 星 月 

秋 暑し 癒なん として 胃の 

祝 車 百合 發刊 一句 

聞かば やと 思 ふ 砧を 打ち出し 

秋 茄子 髭 ある 人に 嫁ぎけ 

湖 を 前に 關 所の 秋 早 

初秋の 隣に 住む や 池の 
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稻 妻の 目に も 留らぬ 勝負 哉 

容赦な く瓢を 叩く 糸瓜 かな 

柔 道 試 合 

轉 けし 芋の 鳥渡 起き直る 健氣 さよ 

靡け ども 芒 を 倒し 能. はざる  , 


手帳の 巾よ リ ん句 十月 S 

さらく と 護謨の 合羽に 秋の 雨 

神 や 長者と 見えて 岡の 家 

門 前， に 琴 彈く家 や 菊の 寺 

時雨る 、や G  5^ 朽ちた る 堂 S  〔隅？〕 

釣鐘 をす かして 見る や 秋の 海 

菊に 猫 沈南蕴 を 招きけ り 

部屋 住の 使 ひ 居る 月夜 かな 

115 巾に 雀の 死骸 を 拾 ひ て 之 を. m 菊 

の 下に 葬る 一句 


蛤と ならざる をいた み 菊の 露 

紳垣ゃ 紅葉 を 翁す 巫女の 袖 


手帳の 屮ょリ 六 句 十二月 

追分で 引き 剝 がれた る 寒 かな  - 

橫 顔の 耿舞 伎に 似た る 火鉢 かな 

炭圑 いけて 雪隱 詰の 工夫 哉 + 

火 煃 して 得た る 將 .祺 0 詰 手 哉 

御家人の 安 火 を 抱く や 後 風土記 

自轉車 を 輪に 乘る 馬場の 柳 かな 

Hn, 不； S 

诀鬪ゃ 町 を はなれて 星月夜 

長女 出生 
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四 八 二 

安々. と 海鼠の 如き 子. を 生めり - 


明治 三十 二 年頃 

時雨て は 化る 文 福 茶 簽 か な 

寒 菊 や 京の 茶 を賫る 夫婦 もの 

茶の 會に 客の 揃 はぬ 時雨 哉 

山茶花 ゃ亭 をめ-ぐり. て 小道 あり 

茶の 花や 長屋 も 持ちて 淨土寺 

小卷日 や 茶室 を 開き 南 向 

水仙 ゃ髯 たく は へ て 賣茶翁 


明治 三十 三 年 


北 千 反 畑に 轉 居して 四 句 a 月 

菜の 花の 隣 も ありて： b の 

ありけ り (原) 

驚 も 柳 も靑き 住 SJ か 

(後に： £ も 

新しき 疊に寐 たり 宵の 

，春の 雨 鍋と 釜と を 運びけ 


垣 

り 


折 釘に 掛けし 春 著 や 五つ 紋 

七 刀1: 日 

紫 川の 東上 を 送る 

京 に 行かば 寺に 宿 かれ 時鳥 

無心 常 覺涼靜 坐. E 生 風 原 紫 川の ために 

ふ き 通す 涼しき 風 ゃ復 の. 中 


EIA 三 


•  九 R; 六日 寺 ffl 寅 s 宛の 端 t せの 中よ J 

秋風の 一 人 を 吹く や 海の 上 


日 記の 中よ リ 渡歐 六 句 九月— 十一 月 

阿呆 鳥 熱き 國 へ ぞ參 りけ る 

おに)」 

稻窭 の碎 けて 靑し浪 の 花 

(後に)； g の 上 


雪の 峰 風な き 海 を 渡りけ り 

赤き， 日の 海に 落 込む 暑 かな 

日 は 落ちて 海の 底よ-り 替 かな 

空狹き 都 に 往 圍 む や 神無月 
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明治 三. 十四 年  . 

曰 記の 中よ リ 倫教 二月 一日 

朝 Dulwic-h に 至り scture  Gpllely 

を 見る 此邊に 至れば さ すが の 英國も 

風流 閑雅の 趣な きに あらす 

縫 所 を 栗燒く 人に 尋 ね け り 

二月 高 濱^!| 子 宛の 宇 K より 

女皇の 葬式 は 「ハイド」 公園に て 見 

物 致 候 立派な ものに 候 

白金に 黃 金 に 柩 寒 からす 

屋根の 上な どに 見物人が 澤山 居候 

妙です な 

風の 下にる ろ とも 吹かぬな り 

棺の來 る 時 は 流石 に 靜肅な り 


四 
八 
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四八 穴 

風 や 吹き 靜 まって 喪の 車 

熊の 皮の 帽を 戴く は 何と 云 ふ 丘 ハ隊に 

や 

熊の 皮の 頭巾 ゆ、 しき 警護 かな 

もう 英國も 厭に なり 候 

吾妹 子 を 夢 み る 春の 夜と なりぬ 

當 地の 芝居 は 中々 立派に 候 

満堂の 閻浮檀 金 や 宵の 春 . 

或 詩人の 作 を 讚んで 非常 に 嬉し か り 

し 時  ♦ 

見 付， たる 蓳の 花や 夕明り 


十 一 月 三 B 於 倫 敦太良 坊蓬座 

礎に 砂 吹き あつる 野 分か-な 

< ^巾 を 吹き 落し 行く 野 分かな 

近， けば 庄屋 殿な り 霧 の あ さ 
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四 八 七 


• 十 ー刀十日於^？敦太良坊運座 

^柿 やにく き 庄屋の 門 構 

ほきと をる 下駄の 齒形 ゃ霜往 

月に うつる 擬竇珠 の 色 やとく る 霜 

茶の 花や 智識と 見えて 屑 深し 

茶の 花や 讀 みさして ある 楞伽經 


I 月  一 H 於 徐敦太 良坊； s 座 

山賊の 顏 のみ 明かき 搰火 かな 

三月 渡 S ぬ春溪 宛の 手紙の 中より (儉敦 ) 

句 あるべ くも 花な き 國に 客と な り 

； 一月 十六 日 村 上^ 月 宛の の 中より (检敦 ) 

花寳に 寒し 眞珠の 耳 飾 

な つ かしの 紙 衣 も あらす 行李の 底 

三階に 獨り寐 に 行く 寒 かな 

卜； 一月  一 B 髙濱處 子 宛の 手 班の 中より (倫 欽) 

倫敦にて子規の^^^を聞きて 

筒袖 や 秋の 柩 にした が はす 


手 向くべき 線香 もなくて 暮の秋 

霧 黄なる 市に 動く や 影法師 

き りぐ すの 昔 を 忍 び 歸 る ベ し 

招かざる 薄に 歸り來 る 人 ぞ 


gK 九 


明 治 三 十六 年 


於 一 高 俳句 會 f 

4 浴ち し 雷 を盥に 伏せて 鮮の石 

六 刀 二 句 

引窓 をから りと 空 の 明け 易き 

ぬきんで 、雜 木の 中 や 稷櫚の 花 

.  七 月 二 句 

雪の 峰 雷 を 封 じて 聲 え け り 

船此日 運河に 入る や 雪の： # 


六月 十七 3 井上 微笑 宛 の 手 班より 

愚かければ 獨 りす  >  しくお はし. ます 
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治 三十 七 年 


f 月 一 二 to 縑ロ贡 宛自 S  S  0$ に 

人の 上 春を寫 すゃ糟 そ ら 1  一一 一口 

つ  四月 一 一十  一 P 野 問 11 將網 宛の 手紙の 中よ J 

鳩 鳴いて 烟の 如き 春に 入る 

杳 として 桃花に 人る や 水の 音 

, 七月 一 一十 SBg 口 貢 宛の 端 « の 中より 

十 錢 で 名 畫 を 得たり 時鳥 

十 一 月 六日 g| 口 貢宛自 ffi の緣端 《■ に 

明月 や 杉に 更けた る 東大寺 


明治 三十 八 年 


十一 一月 十四日 ゆ S 木 三重 吉 宛の 手紙 > 

ロハ 寒し 封 を 開けば 影法師 


四 九 三 


四 九 四 

治 三十 九 年 

猫 二 匹ゐる islfe" に 

寄り そへば ねむりて おはす 春の 雨 

自著 證虛猿 を小宮 氏に 贈りて 五月 

本來 はちるべき 芥子に ま が き せ り 

元 港 美人の 抬！？甞 に 五月 二十 七 B 

短 服に 元 祿の句 や 京の 春 

東洋 城 VJ 大 森より 池 上の 邊を 散歩 八 句 十 fin: 

祖師 堂に ひるの 灯影 や 秋の 雨 

かき がら を 星 根に わびし や 秋の 雨 

暮れなん として ほのかに 藝 の 花 を ふむ 

品  川 一句 

靑樓 ゃ攔の ひまより 春の 海  ， 


渡 殿の 白木 めでたし 菊の花  • 

釣鐘のう なる 許りに 野 分かな 

反 橋の 小さく  ゆる 芙蓉 かな 

亂菊ゃ 土塀の 窓の 古簀垂 

十二 月 佐 1^ 紅 殺 宛の 手紙の 中より 

鳆 汁と 知らで 薦めし 寐覺 かな 

十二 R; 二十 五 B 小宮 ii 隆 のために 『鶉 塞』 の 見返しに 

春 を 待つ 下宿の 人 や 書ー卷 ， 

一 月 

御 降になる らん 旗の 垂れ 具合 

隱れ 住んで 此御降 や 世に 遠し 


E 九 五 


明治 四十 年 


二月 

打 つ 畠に 小鳥の 影の！ 1^ す 

物い はぬ 人と 生れて 打つ 畠 か 

吾 文 を あつめて 一 盼 とせる 人の 好意 

を 謝して 二 句 を 題す - 一月 

長短の 風に なびく や 花 芒 

？ 天心 (八 r 宵 もろく の 影 動きけ り 

三月 三十  一 B 京都より 小宮 es! 隆 宛の 手紙 S 中より 一 ； 句 

春寒く 社頭に 鶴 を 夢 み け り 

(ほに) の 

布 さらす 磧 わたる や 春の 風 

日記の 屮ょリ 京都 四 句 四 月  一 n"  一  T 日 


旅に 寒し 春 を 時雨れ の 京に して 

夷川 通 古道具屋 一句 

永き B や 動 き 已 みたる 整 時 板 

加 茂に わたす 橋の 多 さよ 春の 風 

北 野天 神 

雀 巢くふ 石の 華表 や 春の 風  . 

曰 記の 中よ W  21ヌ 二十. <n 

姬 百合に 筒の 古び やすんど 切 

猫の 給？ >f*l に sin: 

戀 猫の 眼ば かりに せに けり 

薛の 花の 維^ 書に 

藤の 花に 古き 四 尺の 風が 吹く 

西洋 女 设の搶 端 《- に 六月 二， f. 八 B 

四 九 七 


變に 覊珠肌 あら はなる 涼し さ よ 

障る 事 ありて 或 人の 招 飮を辭 したる 

手紙の はしに 六 H" 

1^ 鳥 厠 半ばに 出かね たり 

八月 武定 g  口 宛の 51 眷ょ * 

のう ぜんの 花 を^へ て 幾日 影 


手帳の 中より 五十 A 句 

看 經の下 は 蓬 池の 戰 かな 

蓮 剪りに 行 つ たけな 綠に僭 を 待つ 

蓮に 添へ てぬ めの 白 さよ 漾虛集 

白蓮に 佛 眠れり 磬 落ちて 

生死 事大 蓮 は 開いて 仕舞け り 

ほの ぐと 舟 押し出す や 蓮の 中 


簑の 下に 雨の 蓮を藏 しけり 

田の 中. に 一 坪暌 いて 窓の 蓮 

夕 蓬に 居. H 渡りけ り 石 翻 干 

明くる.^ や 蓮 を 放れて 二三 尺 

還の 欄 舟に 鋏 を 渡しけ り 

蓮の 葉に 錢 はと まりぬ 鯉の 色 

石橋の 穴 や 蓬 ある 向 側 

1 八の 家 根 を ま はれば 淸水 かな 

した 、り は 齒朶に 飛び散る 淸水 かな 

寶 丹の ふたの み 光る 淸水 かな 

笞淸水 天下の 胸 を 冷やしけ り 

ところてんの 叩かれて ゐる淸 水 かな 

底の 石 動いて 見 ゆる 淸水 かな 

二人して 片足 宛の 淸水 かな 

懸崖に 立つ 間した ， る 淸水哉 

した 、 り は 襟 をす くます 淸水 かな 


五 00 

兩掛ゃ il のこな たの 苔淸水 

市に 入る 花寶憩 ふ淸水 かな 

樟の香 や 村. の は づれの 苔淸水  • 

1 みか ， る 淸水ゃ 小き 足の 跡 

法 印の 法螺に 蟹 入 る淸水 かな 

追 付て 吾 ま づ 掬ぶ 淸水 かな 

三 どが さ を ま ， よと ひたす 淸水 かな 

汗 を 吹く 風 は齒朶 より 淸水 かな 

岩 淸 水い 戶の 村の 筧 かな 

山の 溫泉ゃ 漏に 向へ る 鹿の 面 

ともし 火を祧 けて 鹿の 夜 は 幾 時 

羊 の 葉 を ご そっかせ 去る 鹿な らん 

厠より 鹿と 覺 しゃ 暴の 息 

山門 や c« に 立った る 鹿の角 

岩 高く  たり 牡鹿の 角 二  K 

ひいと 鳴いて 岩 を 下る や 鹿の 尻 
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返 り 
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见 の 

。 鹿 


鱸 釣って 舟 を 凝 問 や 秋の 空 

秋の 空 幾日 仰いで 京に 着きぬ 

押し 分く る iJ の 上 や 秋の 空 

立つ 秋の 風に ひかるよ 蜘蛛の 糸 


八月 一 一十 日 松 根 東洋 城 宛の より 

悶 うて 曰く 男女 相惚の 時什麼 淑 

石 子 箪を机 頭に ころがして 曰く 天竺 

に 向って 去れ 

讚  曰 

春の 水 岩 を 抱いて 流れけ り 

問うて 曰く 相思の 女 男 を 捨てた る 

時什麼 漱石子 箪を机 頭に 竪 立して 

良久して 曰く 日 々是好 日 


讚  曰 

花落ちて 碎 けし J おと 流れけ り 

AH; 二十 ~ 日 松 根 鬼 洋城 宛の より 

心中す る も 三 4- 棒 

朝貌ゃ 惚れた 女 も 二三 日  . 

心中せ. さる も 三ト棒 

垣間見る 芙蓉に 露 の 傾きぬ 

道へ 道へ すみやかに 道へ 

秋風 や 走狗 を 居る 市の. 中 

手帳の 中より 七 句 

恩給に 事足る 老の黃 菊 かな 

菊に 結へ る 四つ目の 垣 もま だ靑し 

端 溪に菊 一輪の 机 かな 

杉垣に S を こ ほれて 百 日 紅 


50四 

酸 多き SE を 患 ひて や 秋の 

大鼓 芙 i 容の 雨に くれ 易し 

梭 仕手の 撞木 や 秋の 橋掛り 


祝 tg: が 日々 新聞 發刊 it 

朝日 S つと 千 M の 黍に 上りけ り" 


手帳の 屮ょリ 十七 句 

IS けさの 庵を繞 りて 芙 0 か な 

露け さの 中に 歸るゃ 小 提灯 

かりがねの 斜に 渡る 帆綱 かな 

雁 や 渡る 乳玻 に 細き 灯 を 護る 

北 窓 は 鎖 さで 居たり 月の 晒 


, 成に 鳴く は 故 管の 雁な らん 

夕 雁 や 物 荷 ひ 行く 肩の 上 

灯 を 入る、 軒 行 燈ゃ雁 低し 

帆柱 を かすれて 月の 雁の 影 

客と な つて 澤！ i に 雁の 鳴く 事 多し 

遠近の に 雁の 落るな り 

提灯に 雁 落つ らし も 閽の畦 

花びらの 狂 ひや 菊の 旗 =1 和 

侘 住居 作 ら ぬ 菊を憐 めり 

白菊 や 書院 へ 迎 る 腰の もの 

草庵の 垣に ひま ある 黃菊 かな 

拔 一 竿 菊の なかなる 主人 かな 


！ nslK 人 革』 切 拔帖の に 十月 二十 九 B 

秋の 蚊の 鳴かすな りたる 書齋 かな 


五 

0 
2. 


五 o 穴 


手帳の 中より 十-句 

黑 塀に あたろ や 妹が 

女の 童に 小 冠者 一 人 や 


雪 礫 


茶の 花や 黃檗山 を 出で 、 里餘 

丸 髭に 結 ふや 暌く梅 紅に 

むら 稳 何に 集る 枯野 かな 

川 ありて 遂に 渡れぬ 枯野 かな 

法螺の 音の 何處 より 來る祜 野 哉 

た  >  む 傘に 雪の 重み や 湯屋の 門 

吾 影の 吹かれて 長き 枯野 かな 

女う つ 鼓なる らし 春の 宵 

白 絹に 梅 紅る の女院 かな 


十一 一 十六 tn 小 {s!fi 宛の 11 寄の 中よ」 


文 債 


籙る 冬の 日 短 か 


り 


g 治 四十 年頃 

草 共に 桔梗 を 垣に 結 ひ 込みぬ 

白 桔梗 古き 位牌に すが/ \ し 

草^の 籠の 目 を洩る 桔梗 かな 

桔梗 活けて 寶生 流の 指南 かな 

抉け 起す 莉の 下より 鼬 かな 

ふき 易へ て 萱に聽 きけ り 秋の 雨 

藁葺に 移れば 一 夜 秋の 雨 


so 七 


§ 八 

明治 四十 一年 


祝傳四 新婚 "一月 

日毎 踏む 草 芳し や 二人 連 

一月 一 一十 SB5tl 虚子 宛の Jie; の 中より 

鼓 打ちに 參る 早稻田 や 梅 の 宵 


手帳の 屮ょリ 二十 九 句 

靑柳擬 寶珠の 上に 垂る 、 なり 

居士が 家 を 柳 此頃藏 したり 

門に 立てば 洒 乞 ふ 人 や に 花 

驚の 日毎 巧みに 日 は 延びぬ 

吾に 媚ぶ る 驚の 今日 も 高音 かな 


勅額の 霞みて 松の 間 かな 

飯 蛸の 一 かたまり や 皿の 藍 

飯 蛸 や 膳の 前なる 三 保の 松 

飯 蛸と 侮り そ 足 は 八つ ある を 

春の 水た るむ はづな を 儒し けり 

連翹に 小雨 來るゃ 八つ 時分 

花曇り 尾 上の 鐘の 響かな 

籠の 鳥に 餌 を や る 頃 や 水溫む 

.E 伏の 關所 へ か 、 る 櫻 かな 

强 力の 笈に 散る 櫻 かな 

南天に 寸の 重み や 春の 雪 


眞 蒼な 木賊の 色 や 冴 返る 

そ 、 のかす 女の 眉 や 春淺し 

鞭 辛 を壺に 探る や 春淺し 


so 九 


五一 o 

名物の 椀の 蜆 や 春淺し 

(後に )15 の 椀に 

僭と なって 鐘を揸 いたら 冴 返 る 

穴の ある 錢が袂 に 暮の春 

いっか §3 る 文 殻 結 ふや 暮の春  , 

逝く 春 や 庵主の 留守の 懸瓢 

嫁がぬ を 日に 白粉 や 舂惜む 

垢つ きし 赤き 手 絡 や 春惜む 

春惜む 人に しきりに 訪 はれけ り 

(後に 恵 

春色 到 吾 家 

おくれた る 一 本樱憐 なり 

. 南風 故國情 

，飯-く 春 やそ  >  ろに 捨てし 草の. 庵 


啓 新 春夏秋冬 のうち 春の 部 御脫稿 

のよ し 奉賀 候。 一 句 人御覽 候。 


靑 柳の 日に 綠 なり 句 を 選む 

六月 三日 松 根 東 浮城 宛の 手紙の 中よ J 

短夜 を 交す 言 禁 もなかり けり 


手帳の 中よ リ 三 句 六月 

天生 目 一 治 氏 細君の 病 氣の爲 に 名流 

俳句 談を 草して 之 を K りて 藥辄の 科 

となさん とす。 書肆 余が 題 句 あらば 

出版す と 云 ふ。 天生 目 氏 自ら 來 つて 

句 を 乞 ふ。 

文を寶 つて 藥に 代 ふ る 蚊 遣 


哉 


森 次 太郎氏 夫人 鄉里 にて 男兒 を擧， く 

一句 を 祝へ と 云 ふ 

安產と 涼しき 風の 音信 


21 一 


五一 二 

二人 寐の 蚊帳 も 程なく 狹 からん 


卓 ■  亡 松 根 東洋 城より 文鳥の 死み-報じ 來れ るに 返して 六月 三十 t 

靑 梅 や 空しき 籠に 雨の 糸 

六月 三十 calsiss 處子宛 の？.！？ » の 中より 

五月雨 や 主と 1 言 はれし 御 月並 

七 刀 _  B 高 溶虚子 宛の 手 班の 中より 

胺 鎌 や 小 光が 鍋に ちんち ろり 

七月 一 一十 七 B 村 上 »月{ 犯の 手紙の 巾より 

まのあたり 精 靈來り 维の先 

猫の S に 九月  . 

此の 下に 稻妻 起る 宵 あらん 


明治 四十 I 年頃 

屑 買. の 垣より 呼べ ば蝶黃 なり 


S 一  三 


空間 を 研究せ る 天然 居 士の肯 像に 題 

す 四月. VB 

空に 消 ゆる 鐸の響 や 春の 塔 

麻の 夜着 を 腹の 上に 掛けて、 仰向に 

合掌して るる 所へ 東洋 城が 來て、 新 

_ 春夏秋冬 _s 秋の 部の 序 を 書け と逼 る。 

病氣 だから 序 は 書け おいよ、 と 云つ 

て  一 S を 口 Ar. む 0 八月 二十 六日 

初秋の 芭蕉 動きぬ 枕元 

春 はも S  、句に なり 易し 京の 町 一 


曰 記の 中よ n- 満韓 旅行 十二 句 *? 月 十月 

手 を 分 つ 古き 都 や 鶉 鳴く 

熊 岳 城に て  ， 

褰 遠し 河. 原の 風呂へ 渡る 人 

黍 行けば 黍の 向う に 入 る 日 か な 

草盡 きて 松に 入りけ り 秋の 風 

馬車 にて 支 那人 の 鞭 S 音 をき く 

鳴らす 頭の 上 や 星月夜 

水靑 くして 平な り。 赤土と 靑 松の 小 

きを 見る。 

なつかしき 土の 臭 や 松の 秋 

負 ふ 草に 夕 


立 早く 逼る なり 


五 
五 


s 一六 

高麗 人の 冠 を 吹く や 秋の 風 

韓人 は 白し 

秋の 山に 逢 ふや 白衣の 人に のみ 

秋 暗 ゃ峯の 上なる 一つ 松 

動かざる 一 篁 や 秋の 村 

歸り 見れば 蓄麥 まだ 白き 稻 みのる  ， 


明治 四十 三年 


S  贊 三月  • 

御堂まで 一 里 あまりの 露 かな 

廣 美人 箪 SK ヒ月 

花びらに 風薰 りて は 散らん とす 


曰 記の 中より 修善 寺溫泉 八月— 十月 

不圖 搖れる 蚊帳の 釣 手 や 今朝の 秋 

秋の 思 池 を 囘れば 魚 躍る 

宫 方の 御 立の あと や 温泉の 秋 

«< 八 を 秋の す さび や 瀾の人 

溫 泉の 村に 弘法 樣の 花火 かな 


S 一七 


別る、 や 夢 一筋の 天の川 

秋の 江に 打ち込む 杭の 響かな 

秋風 や 唐紅 S 咽喉 佛 

秋晴 寐 ながら 空 を 見る。 ひけ を そろ。 

秋晴に、 病. 閒 ある ゃ鬆を 剃る. 

秋の 空 淺黃に 澄めり 杉に 斧 

よすがら の 雨 

衰 に 夜， 寒 逼 る や 雨の 音 

旅に， やむ 夜寒 心 や 世 は 情 

一夜 眠 さめて 枕頭に 二三 子 を a る -句 

蕭々 の 雨と 聞く らん 宵の 伽 

秋風 やひ .V の 人り たる 胃の 袋 

風流 S 昔戀 しき 紙 衣 かな 

一 一 兄 皆 早く 死す。 死す る 時 一 本の 白 

< 髮 なし。 余の 兩髮 漸く 白 からん とし 


て、 又 一 樓の命 をつな ぐ。 

生 殘る吾 恥 かしゃ 鬚の 霜 

立 秋 の 紺 i?^- ち 付 く や 伊 豫 緋 

骨 立 を 吹けば 疾む 身に 野 分かな. 

今朝 髮 をけ づ る 

稍 寒の 鏡 もな くに 摘る 

昨夜 主人 鯛 一 尾 を 贈る。 氷囊を 取り 

去れる 祝 心に や。 

鯛 切， れば鱗 眼 を 射る 稍 寒み 

病む 日 又 簾の 隙より 秋の 蝶 

病んで より 白获に 露の 繁く 降る 事よ 

蜻始の 夢 や 幾度 杭の 先 

蜻給 ゃ留り 損ねて 羽の 光 


S 

九 


ノ 


a  二 o 


取り 留 むる 命 も 細き 蒲 かな 

佛 より 瘦 せて 哀れ や 曼珠沙華 

蟲 遠近 病む 夜ぞ靜 なる 心 

餘所心 三味 聞 きゐれば そ 、.- ろ 寒 

月 を 互る わがいた つき や 旅に 菊 

起き もなら ぬわが 枕 遷ゃ菊 を 待 つ 

嬉しい。 生 を 九 WJi 失って 命 を 一 篑 

につな ぎ 得た る は 嬉し い 。 

生き. 返る われ 嬉し さよ 菊の 秋 

たそがれに 參れと 菊の 御 使 ひ 


昨 雨 を 聞く  C 夜 もやます。 1 句 

範賴の 墓 も 儒る らん 秋の 雨 

菊作り 門札 見れば 左 京 かな 


菊靜古 


病後 對 鏡-句  . 

洪水の あとに 色な き 茄子 かな 

菜の 花の 中の 小 家 や 桃 一 木 

秋 淺き樓 に 一 人 や 小雨が ち 

生きて 仰ぐ 空の 高さよ 赤蜻始 

鶴の 影穗 蓼に 長き 入日 かな 

山 や 秋色々 の 忏の色  • 

宮本氏 云 ふ 今一 一週間に て歸 京し 得べ 

し。 まづー 一 ト 日と 見れば 可な らんと。 

該斷の 結果な り。 同氏 は 杉 本 氏と 午 

頃 歸る。 坂 元 も 同時に 歸る。 一句 

里に 歸るは 嬉し 菊の 頃 

なる 病に 秋の 空 暗れ たり 

の 宴に 心 利きた る 下部 かな 

午後 一時 楚人冠 去る 

五 二  I 


さ 三 


大切に 秋 を 守れと 去りに けり 


始めて 床の 上に 起き 上りて 坐りた る 

時 今迄 橫に のみ 見た る 世界が 緊に 見 

えて 新ら しき 心地な り f 一句 

竪に 見て 事 珍ら しゃ 秋の 

坐して 見る 天下の 秋 も 二た 月 


山 

巨 


寐られ ぬ 夜 ♦ 

ともし 置いて 室 明き 夜の 長 かな 

. 三人 觀音樣 より 歸る。 堂守から 菊 を 

乞うて 來 る。 一句 

堂守に 菊 乞 ひ 得た る小錢 かな 

力な ゃ瘦 せた る 吾に 秋の 粥 

佳き 竹に 吾 名 を 刻む 日長 かな 

見 もて 行く 蘇 氏の 印譜 や 竹の 露 

範賴の 墓 守 も 花 を 作る から 今度 は あ 


す こで 貰って く ると い J 

秋草 を 仕立てつ 墓 を 守る 身 かな 

秋の 蚊の 螫 さんと すなり 夜 明 方 

賴 家の 昔 も 嘸 栗の 味 

鮎の 丈 日に 延びつ らん 祸んで より 

肌寒 を かこつ も 君の 情 かな 

桔梗、 菊、 紫苑， 桔梗 は 濃く ふつく 

らしたり。 紫苑は 高く 大きく 薄 紫の 

菊の 婆娑 たるに 似たり。 

費し からぬ. 秋の 便り や 枕元 

京に 歸る日 も 近付いて 黃菊哉 

稻の香 や 月 改ま る 病 心地 

明 方戶を 明ける 時の 心 持 


五 二三 


*  £1  一  SI 

天の河 消 ゆる か 夢の 覺 束な 

始めて 百舌 をき く 一句 

裏 座敷 林に 近き 百舌の 聲 

歸るは 嬉し 捂 桐の 未だ 靑 きうち 

歸 るべ くて 歸 ら ぬ 吾に 月 今宵 

陰。 秋 かと 思へば 夏の 末 3 夏の 末 か 

と 思 へ ば 秋。 柿 も 大分 赤き 由。 栗 も 

とラ から 出て ゐる。 稻は 半分 黃 くと。 

雲 を 浅る 日 ざし も 藩き 一葉 哉 

殘骸猶 春 を 盛る に堪 へたり と 前書し 

て 一一 句 

甦へ る 我 は 夜長に 少 しづ ， 

骨の 上に 春 滴る や 粥の 味 

鶴鴿 多き 所な り i 句 

鶴 や 小 松の 枝に 白き 糞 


寐 てるれば 粟に 鶴の 興 もな 

氣管 支に て體を 拭く 事 を 禁ぜられた 

れば觸 ると ざら/ \- して 人間の 肌と 

は覺 えす。 鷄の羽 を 引きた る 如し。 

粟の 如き 肌 を 切に 守る 身 か 


な 


冷や かな 瓦 を 鳥の 遠近す 


快晴 心地よ し。 昨夜 眠穩。 

冷 かや 人寐靜 まり 水の 

昨 ，日 森 成さん 畠 山 入道と かの 城跡 へ 

行って 歸 りに あけびと いふ もの を 取 

つてく る。 ほけ 茄子の 小さい のが 葡 

萄の つるに なって ゐ る樣 >/ うま い よ 

し。 女郎花と 野菊 を澤山 取って くる。 

壁 黄に 花 青く 普通に あらす。 野菊が 

砂 壁に 映りて 喑き 所に 星の 如く 簇が 


音 


五 二 五 


的 際と 壁に 野菊 を 照し 見る 

鳥つ 、 いて 半 うつろの あけび 哉 

朝. 寒 や 太鼓に 痛き 五十 棒 

• 雨， 濛々。 朝食。 床の 上に 起き 返りて • 

庭を眺 める と 殘紅を かすかに 着けな 

がら、 百日紅が 旣に 黃に染 つてる る。 

先 づ 黃 なる 百日紅に 小雨 かな 

. 昨日 看護婦が 裏の 綠 側に 出て もうあ 

の 柚が 黃に なり ましたと 云 ふ。 明 後 

日 は 東京へ 歸る日 取な り。 

いたつ きも 久しくな りぬ 柚 は黃に 

足腰の 立たぬ 案山子 • を 車 かな 

骨 許りにな りて 案山子の 浮世 かな， i 


曰 記の 中よ リ S0.m 十月 十二 日 I 十一月 十 iB 

昨日 途中に て A 句 

病んで 來り 病んで 去る 吾に 案山子 哉 

濡る、 松 .3 間に 裔麥を 0- 付た る 

薮陰ゃ 濡れて 立 つ 鳥裔麥 の 花 

稻 熟し 人 癒えて 去る ゃ溫 泉の 村 

柿 紅葉せ り 纏 はる 蔦の 靑き哉 

就中 竹綠 秋の 村 

數 ふべ く 大きな 芋の 葉な りけ り 

新ら しき 命に 秋の 古き かな 

::: 初め 余の. 森 成さん を迎 へたる 時、 

院長 はわ ざく 電報で、 其 地に て充 

分 看護せ よと 電報 を かけたり。 治療 

を 受けた 余 は 未だ 生きて あり 治療 を 

命じた る 人 は旣に 死す。 驚くべし。 


2 
七 


逝く 人に 留まる 人に 來る雁 

雞 頭に 後れす 或 夜 月の 雁 

釣臺に 野菊 も 見えぬ 稱油哉 

思 ひけり 旣に 幾夜の 蟋蟀 

病院で も 朝 五 時 頃になる と 太鼓の 聲 

が 聞え る。 始めて 聞いた 時 は 恍惚の 

うちに 修善 寺に 居た 樣な心 持が した。 

過ぎし 秋 を 夢み よと 打ち 覺め よとうつ 

咋服 部より 銀の 莨 入 を 取り寄せて 見 

る。 森 成さん と 相談の 上、 光澤け し 

の 小さい 奴を擇 びそれ に修善 寺に て 

森成國 手へ と 前書して 

朝 寒 も 夜寒 も 人， の 情 かな 


五 
八 


森 成 君に 病氣 前の 寫眞を 望まれて 一 

句 を 13 す 

0 み る . 我 面 ^やすで に 秋 

瞻ゃ 夢の こなたに 淡き 月 

嬉しく 思 ふ 蹴 鞠の 如き 菊の 澎 

肩に 來て 人懐かし や 赤蜻蛤 

iSt も 熟 れ て 王 維 の 詩 集 哉 

晴。 夜. I 時、 三時 十五 分 前に 目醒 む。 

兩度共 小便。 

つくぐ と行燈 の 夜の 長さ かな 

小行燈 夜半の 秋 こそ 古め けり 

1 袋の 薄に 風の 强き哉 

雨 多き 今年と 案山子 聞く から に 

柿 一 つ 枝に 殘 りて 烏 哉 


一 等 患者 三 名のう ち 一 一名 死して 余 獨- 

り 生存す。 運命の 不思議な 事 を 思 ひ、 

上の句 あり。 

寅 彦、、 ヮ ィォ リン の 事を考 へ 出し て 

0 が 琴 塵を拂 へば 鳴る 秋 か 

綠に 上す 君が 遺愛の 白き 菊 

身體を 拭き 爪 を 剪る 

形ば かりの 浴す 菊の 二日 哉 

三日の 菊 雨と 變る ゃ咋 夕より 

菊の 鉢 は 夜 見る 方よ し 

® し 見る は 白き 菊な れば明 ら さ ま 


さ 


藏澤 の" 竹 を 得て より 露の 庵 

床の 中で 楠 緒 子さん の 爲に手 向の 句 

を 卞 る 一句 

有る 程の 菊 抛け 入れよ 格の 中 

ひたすらに 石 を 除 くれば 春の 水 


た 5r 一  羽 來る夜 ありけ り 月の 雁 


無 花 某 や 竿に 草紙 を 綠の先 

屠 牛 場の 屋根な き 門 や 夏木立 

勾 棚の 擬 竇珠. に 一つ 赜給哉 

冷 かな 文箱 差 出す 薛賴 かな 

W 三 一 


五三 一一 


冷 かな 足と 思 ひぬ 病んで より 

へ； 5 やかに 觸れて も 見た る 擬寶珠 哉 

冷 や かに 抱い て 琴の 古き かな 

提灯 を 冷やかに 提げ 芒 かな 

白菊と 黄菊と 咬 いて 日本 かな 

菊の 香 や 幾 鉢 置いて 南綠 

生垣の 隙より， 菊 の 谷 か な 

暖 籠に 藝 人の 名 を 茶屋の 菊 

靑 山に 移りて いっか 菊の 主 

榻 置いて 菊 あると こ ろ ど こ ろ か な 

W 治 四十 三年 頃 

なに 食 はぬ 和 尙の顔 や 河豚 汁 


謠 曲藤戶 

や 3 の 男に 淺 問 ひ 居る 朧哉 


明治 四十 四 年 

1 人 居 や 思 ふ 事な き 三ケロ 

蝶 去って 又 歸踞ふ 小猫 かな  . 

n 月 

橐駝 して 石 を 除 くれば 春の 水 

籙の尾 を 午 頃 吹く や 春の 風 

八月 十 MB 和歌の 滞に て  * 

涼し さや 蚊帳の 中より 和歌の 浦 

起きぬ 間に 露 石 去に けり 今朝の 秋 

H 一章 


五三 四 

病中 露 石 子の 訪問 を 受けて 逢 はす 後 

. よ. W 此句を 贈る 大 K 湯 川 病院 病中 

大限湯 川 病院 病中 九月 八日 寺 田 寅 S 宛の 端甞 の 中より  - 

11 蝠の 宵々 每ゃ， 薄き 粥 

SI 妻の (後に) 

大 K 湯 川 病院 病中 九月 

稻 妻に 近くて 眠 安から す 

^  0 こ 一し 九 月 十 S1B 松 根 東洋 城 宛 Gfl おの 中より 

灯 を 消せ ぱ 涼 し き 星 や 窓に 入る 

九月 一 一十 日 寺 田寅彥 宛の 端甞の 中より 

虱 折々 萩先づ 散つ て 芒 哉 

九月 f 一十 五日 松 根 東洋 城 宛の 手紙の 中よ *- 

耳の 底の 腫物 を 打つ や 秋の 雨 
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銀 屛に墨 もて 梅の 春 寡し 
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